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キ
リ
シ
タ
ン
時
代
イ
エ
ズ
ス
会
コ
レ
ジ
オ

（
山
口
・
平
戸
・
生
月
・
千
々
石
・
有
家
・
加
津
佐
・
天
草
）
に
つ
い
て
（
下
）

高

瀬

弘
一
郎

七
一
五
九
二
年
九
月
〔
日
を
欠
く
〕
付
け
日
本
発
、
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
・
カ
ル
デ
ロ
ン
の
イ
エ
ズ
ス
会
総
長
宛
書
簡
に
、
次
の
よ
う
に

記
さ
れ
て
い
る
。（
カ
ル
デ
ロ
ン
は
、
先
に
引
用
し
た
一
五
九
二

年
一
一
月
の
名
簿
の
筆
頭
に
そ
の
名
が
見
え
、
天
草
コ
レ
ジ
オ
・

修
練
院
の
院
長
で
あ
っ
た
）。

「
今
年
こ
の
コ
レ
ジ
オ
で
学
習
し
て
い
る
イ
ル
マ
ン
は
四
〇
人

カ
ソ
ス
・
デ
・
コ
ン
シ
エ
ン
シ
ア

で
、
六
人
が
良
心
問
題
を
聴
講
し
て
い
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
で

あ
る
。
そ
の
他
は
日
本
人
で
、
何
人
か
は
ラ
テ
ン
語
を
す
で
に
終

リ
ブ
ロ
ス

え
、
日
本
語
の
彼
ら
の
書
籍
を
学
習
し
て
い
る
。
そ
の
他
の
者
た

オ
ト
ラ
・
コ
ウ
サ

ち
の
た
ち
も
ま
た
、
い
ず
れ
ラ
テ
ン
語
を
終
え
て
、
他
の
事
柄
を

聴
講
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

今
年
巡
察
師
パ
ー
ド
レ
は
、
八
人
乃
至
一
〇
人
ま
で
の
日
本
人

イ
ル
マ
ン
を
ロ
ー
マ
に
派
遣
し
て
学
習
さ
せ
た
い
と
思
っ
た
。
し

か
し
こ
の
こ
と
を
よ
く
考
え
た
結
果
、
未
だ
そ
の
時
期
に
あ
ら
ず
、

彼
ら
が
も
っ
と
成
長
す
る
ま
で
待
つ
の
が
よ
い
、
と
彼
は
思
っ
た
。

今
後
同
巡
察
師
パ
ー
ド
レ
が
猊
下
に
書
き
送
る
理
由
に
よ
り
、
こ

の
〔
留
学
生
〕
派
遣
の
件
に
つ
い
て
、
も
っ
と
分
か
り
や
す
く
話

題
に
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
日
本
人
イ
ル
マ
ン
た
ち
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
な
情
報
を
与
え
る
こ
と
が
出
来
る
か
と
い
え
ば
、
彼
ら

ク

ル

テ

ィ

バ

ド

ス

は
今
ま
で
の
と
こ
ろ
未
だ
学
業
を
深
め
て
い
な
い
の
で
、
わ
れ
わ

れ
は
彼
ら
に
つ
い
て
満
足
な
判
断
を
下
す
こ
と
が
出
来
な
い
（
1
）
。」

先
の
一
五
九
二
年
九
月
二
九
日
付
け
ゴ
メ
ス
の
書
簡
、
あ
る
い

は
一
五
九
二
年
一
一
月
の
名
簿
と
同
じ
頃
記
述
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
の
で
、
当
然
そ
の
記
述
は
一
致
し
て
い
る
。
実
務
助
修
士
を
除

く
コ
レ
ジ
オ
在
籍
イ
ル
マ
ン
が
四
〇
人
で
あ
る
こ
と
、
六
人
が
良

心
問
題
学
習
中
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
で
あ
る
こ
と
（
内
一
人
は
マ
ラ

キ
リ
シ
タ
ン
時
代
イ
エ
ズ
ス
会
コ
レ
ジ
オ
（
山
口
・
平
戸
・
生
月
・
千
々
石
・
有
家
・
加
津
佐
・
天
草
）
に
つ
い
て
（
下
）

四
五
（
四
八
九
）



ッ
カ
、
一
人
は
イ
ン
デ
ィ
ア
の
生
ま
れ
）
は
符
合
す
る
。
日
本
人

イ
ル
マ
ン
の
何
人
か
は
、
ラ
テ
ン
語
学
習
を
終
え
て
日
本
語
の
書

籍
に
つ
い
て
の
講
義
を
聴
い
て
い
る
と
い
う
。
先
の
名
簿
（
一
五

九
二
年
一
一
月
）
の
、
３８
〜
４５
の
日
本
イ
ル
マ
ン
八
人
に
違
い
な

い
。な

お
、
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
が
第
二
回
日
本
巡
察
を
終
え
て
日
本

を
発
っ
た
の
は
一
五
九
二
年
一
〇
月
九
日
（
2
）
で
あ
る
が
、
そ
の
際
八

人
〜
一
〇
人
程
度
の
日
本
人
イ
ル
マ
ン
を
伴
っ
て
、
留
学
生
と
し

て
ロ
ー
マ
に
送
る
こ
と
を
一
時
考
え
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
結

局
日
本
人
イ
ル
マ
ン
に
も
っ
と
様
々
な
学
問
に
つ
い
て
の
学
習
を

深
め
さ
せ
て
、
そ
の
成
果
を
見
極
め
た
上
の
こ
と
に
す
る
と
い
っ

た
所
に
落
ち
着
い
た
。
カ
ル
デ
ロ
ン
も
日
本
人
イ
ル
マ
ン
に
つ
い

て
は
、
同
様
の
見
解
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

日
本
人
イ
ル
マ
ン
を
学
習
目
的
で
ロ
ー
マ
に
送
る
件
は
、
一
五

九
二
年
一
〇
月
四
日
付
け
日
本
発
、
ペ
ド
ロ
・
ラ
モ
ン
の
イ
エ
ズ

ス
会
総
長
宛
書
簡
で
も
触
れ
て
い
る
。

「
日
本
人
イ
ル
マ
ン
た
ち
を
学
習
目
的
で
ロ
ー
マ
に
送
る
こ
と

に
〔
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
が
〕
熱
意
を
抱
い
た
あ
の
派
遣
の
件
に
は
、

オ

ト

ロ

ス

私
も
他
の
会
員
た
ち
も
大
変
悩
ま
さ
れ
た
。
し
か
し
、
主
が
〔
彼

の
脳
裡
を
覆
っ
て
い
た
〕
こ
の
雲
を
晴
ら
し
て
下
さ
っ
た
の
で
、

巡
察
師
パ
ー
ド
レ
は
、
こ
の
よ
う
な
思
い
が
如
何
に
考
え
違
い
か

と
い
う
こ
と
を
了
解
し
、
す
べ
て
を
中
止
し
、
彼
ら
〔
イ
ル
マ

ン
〕
は
日
本
に
お
け
る
彼
ら
の
コ
レ
ジ
オ
に
留
ま
っ
た
（
3
）
。」

日
本
人
イ
ル
マ
ン
を
ロ
ー
マ
留
学
生
と
し
た
い
と
い
う
ヴ
ァ
リ

ニ
ャ
ー
ノ
の
思
い
は
、
周
囲
の
評
判
が
か
な
り
悪
か
っ
た
よ
う
で

あ
る
。
そ
れ
は
日
本
人
イ
ル
マ
ン
に
対
す
る
評
価
そ
の
も
の
で
も

あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。

一
五
九
三
年
一
月
一
日
付
け
マ
カ
オ
発
、
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
の

イ
エ
ズ
ス
会
総
長
宛
書
簡
に
は
、
そ
の
当
時
の
東
イ
ン
デ
ィ
ア
に

お
け
る
イ
エ
ズ
ス
会
内
の
位
階
昇
進
と
修
得
す
べ
き
学
問
と
の
関

係
に
つ
い
て
記
述
さ
れ
て
い
る
。
コ
レ
ジ
オ
問
題
と
関
わ
り
深
い

の
で
、
そ
の
個
所
を
次
に
引
用
す
る
。

グ
ラ
ド

「〔
論
題
は
イ
エ
ズ
ス
会
の
位
階
の
問
題
〕
こ
の
点
私
は
大
い
に

考
え
が
異
な
る
。
こ
の
方
が
よ
り
一
層
わ
れ
わ
れ
の
会コ

ン
ス
テ
ィ
ト
ゥ
シ
オ
ン（
4
）
憲

に
即
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
〔
私
の
考
え
は
〕

レ
ク
ト
ル

コ
ア
ジ
ュ
ト
レ
ス
・
フ
ォ
ル
マ
ド
ス

次
の
通
り
で
あ
る
。
会
憲
は
院
長
の
職
務
を
単
式
終
生
誓
願
司
祭

テ
オ
ロ
ジ
ア

に
与
え
る
。
神
学
を
四
年
間
終
え
て
い
な
く
て
も
、
そ
し
て
そ

れ
に
中
程
度
以
上
の
成
績
を
収
め
て
い
な
く
て
も
、
言
い
換
え
れ

プ
ロ
フ
ェ
ソ
ス
・
デ
・
ク
ワ
ト
ロ
・
ボ
ト
ス

ば
、
盛
式
四
誓
願
司
祭
に
し
て
当
然
と
思
わ
れ
る
程
に
は
才
能

レ

ト

ラ

ド

ス

プ
レ
デ
ィ
カ
ド
レ
ス

ゴ
ビ
エ
ル
ノ

豊
か
で
は
な
く
て
も
、
学
識
あ
り
、
説
教
者
で
あ
り
、
統
轄

史

学

第
八
二
巻

第
四
号

四
六
（
四
九
〇
）



グ
ラ
ド

の
才
能
が
あ
る
人
々
は
こ
の
位
階
〔
単
式
終
生
誓
願
司
祭
〕
に
は

入
る
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
が
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
に
従
い
私

は
、
一
般
的
に
次
の
よ
う
に
考
え
る
。
た
と
い
或
る
者
が
す
で
に

テ
オ
ロ
ジ
ア

神
学
を
二
、
三
年
学
習
し
、
説
教
を
し
カ
ザ
を
統
轄
出
来
る
何
ら

か
の
才
能
を
備
え
て
い
よ
う
と
も
、
そ
し
て
し
か
も
大
変
有
徳
で

コ
ア
ジ
ュ
ト
ル
・
フ
ォ
ル
マ
ド

あ
ろ
う
と
も
、
単
式
終
生
誓
願
司
祭
の
位
階
を
与
え
る
の
が
彼
を

侮
辱
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
、
と
。

神
学
を
四
年
間
学
習
し
た
が
そ
れ
に
大
し
て
成
果
を
上
げ
る
こ

と
の
な
か
っ
た
者
た
ち
、
説
教
す
る
才
能
を
余
り
備
え
て
い
な
い

者
、
そ
の
た
め
の
才
能
も
思
慮
深
さ
も
な
い
の
で
コ
レ
ジ
オ
を
担

当
す
る
こ
と
の
出
来
な
い
者
た
ち
に
つ
い
て
も
、
私
は
同
じ
こ
と

プ
ロ
フ
ェ
シ
オ
ン
・
デ
・

を
言
う
。
最
後
に
、
わ
れ
わ
れ
仲
間
の
間
で
、
盛

式

ク
ワ
ト
ロ
・
ボ
ト
ス

四
誓
願
を
立
て
る
の
が
適
切
で
あ
る
と
の
判
断
が
な
さ
れ
る
ま

で
に
は
至
っ
て
い
な
い
者
に
つ
い
て
も
、
私
は
同
じ
こ
と
を
言
う
。

私
は
次
の
よ
う
に
思
う
。〔
一
五
〕
八
九
年
一
月
八
日
付
け
書

簡
（
5
）│
│
今
こ
こ
に
あ
る
│
│
で
猊
下
〔
ア
ク
ワ
ヴ
ィ
ヴ
ァ
〕
が
私

に
書
き
送
っ
て
き
た
事
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
猊
下
の
意
見
で
も
あ

る
と
私
は
思
う
。
す
な
わ
ち
、
イ
ン
デ
ィ
ア
に
い
る
私
が
彼
〔
ア

ク
ワ
ヴ
ィ
ヴ
ァ
〕
に
質
問
し
た
こ
の
疑
問
に
答
え
た
も
の
で
あ
っ

た
。
彼
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ア

テ
オ
ロ
ジ
ア

哲
学
と
神
学
を
中
程
度
の
成
績
で
終
え
、
有
徳
で
は
あ
る
が
、

レ

ル

生
来
統
轄
・
説
教
・
講
義
を
す
る
才
能
を
余
り
備
え
て
い
な
い
者

プ
ロ
フ
ェ
シ
オ
ン
・
デ
・

た
ち
、
そ
の
た
め
に
わ
れ
わ
れ
仲
間
の
間
で
、
盛

式

ク
ワ
ト
ロ
・
ボ
ト
ス

四
誓
願
を
立
て
る
こ
と
を
許
さ
れ
る
者
と
は
見
な
さ
れ
な
い
者

た
ち
は
、
も
し
も
生
来
才
能
が
乏
し
く
、
た
と
い
或
る
者
が
盛
式

四
誓
願
を
許
さ
れ
た
と
し
て
も
、
管
区
に
お
い
て
皆
に
快
く
受
け

入
れ
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
程
度
で
あ
る
な
ら
、

許
し
て
は
な
ら
な
い
、
と
。
私
は
今
ま
で
、
こ
れ
に
従
っ
て
行
動

す
る
よ
う
努
め
て
き
た
。
そ
れ
ゆ
え
今
日
日
本
で
、
私
は
こ
の

コ
ア
ジ
ュ
ト
ル
・
フ
ォ
ル
マ
ド

単
式
終
生
誓
願
司
祭
の
位
階
を
様
々
な
人
に
与
え
て
い
る
。
彼
ら

テ
オ
ロ
ジ
ア

の
中
に
は
、
神
学
を
二
年
ま
た
は
そ
れ
以
上
学
ん
だ
者
た
ち
も

い
れ
ば
、
そ
れ
以
上
の
他
の
才
能
を
持
た
な
い
た
め
に
、
そ
れ

コ
ン
ス
ル
ト
レ
ス

〔
二
年
間
の
神
学
〕
で
終
え
た
者
た
ち
も
い
る
。
私
の
顧
問
た
ち

や
そ
の
他
の
人
々
は
、
彼
ら
に
は
、
こ
の
単
式
終
生
誓
願
司
祭
以

上
の
位
階
を
与
え
て
は
な
ら
な
い
、
と
の
意
見
で
あ
る
（
6
）
。」

右
の
史
料
で
は
、
盛
式
四
誓
願
司
祭profesos

de
4

votos

と

単
式
終
生
誓
願
司
祭coadiutor

form
ado

の
両
位
階
が
特
に
問

題
に
な
っ
て
い
る
。
因
み
に
一
五
九
三
年
一
月
一
日
に
ヴ
ァ
リ
ニ

ャ
ー
ノ
が
作
成
し
た
イ
エ
ズ
ス
会
日
本
管
区
の
名
簿
（
史
料
１
）

に
拠
り
、
イ
エ
ズ
ス
会
士
は
次
の
位
階
か
ら
成
っ
て
い
た
こ
と
が

分
か
る
。

キ
リ
シ
タ
ン
時
代
イ
エ
ズ
ス
会
コ
レ
ジ
オ
（
山
口
・
平
戸
・
生
月
・
千
々
石
・
有
家
・
加
津
佐
・
天
草
）
に
つ
い
て
（
下
）

四
七
（
四
九
一
）



①professos
de

quatro
votos.

（
盛
式
四
誓
願
司
祭
）

②professos
de

tres
votos

y
coadjutores

spirituales
for-

m
ados.

（
盛
式
三
誓
願
司
祭
、
単
式
終
生
誓
願
司
祭
）

③coadjutores
tem

porales
form

ados.

（
実
務
助
修
士
）

④padres
que

no
tom

aron
aún

grado.

（
位
階
の
な
い
司
祭
）

⑤herm
anos

studiantes
de

theología
y

casos
y

latín.

（
神

学
・
良
心
問
題
・
ラ
テ
ン
語
の
修
学
生
イ
ル
マ
ン
）

⑥herm
anos

japónes
estudiantes

que
nunca

aprendieron

latím
m

as
solo

las
letras

de
Japón.

（
ラ
テ
ン
語
を
学
習
せ

ず
、
日
本
語
文
字
の
み
を
学
ん
だ
日
本
人
修
学
生
イ
ル
マ
ン
）

⑦herm
anos

coadjutores
non

form
ados.
（
実
務
助
修
士
）

⑧novicios.

（
修
練
者
（
7
）
）

右
の
史
料
で
は
、
こ
の
内
と
く
に
①
と
②
に
つ
い
て
問
題
に
し

て
い
る
。
要
す
る
に
、
会
憲
・
総
長
ア
ク
ワ
ヴ
ィ
ヴ
ァ
の
見
解
に

従
っ
て
、
巡
察
師
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
が
採
っ
て
き
た
方
針
と
し
て
、

神
学
を
長
期
間
学
習
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
徳
・
説
教
能
力
・
統

轄
な
ど
他
の
面
で
の
疑
問
に
眼
を
つ
ぶ
っ
て
安
易
に
①
盛
式
四
誓

願
を
許
す
こ
と
を
せ
ず
、
②
単
式
終
生
誓
願
司
祭
に
す
る
。
院
長

は
単
式
終
生
誓
願
司
祭
で
も
就
任
可
能
で
あ
る
。
①
に
上
げ
る
か

②
に
留
め
る
か
、
そ
の
分
岐
点
と
な
る
最
も
重
要
な
点
は
、
神
学

の
長
期
に
わ
た
る
学
習
と
そ
の
成
果
の
如
何
が
問
題
と
さ
れ
た
よ

う
に
読
め
る
。
た
だ
し
現
実
に
そ
の
点
が
決
定
的
な
意
味
を
持
っ

た
か
と
言
う
と
、
名
簿
の
記
載
に
拠
る
限
り
そ
う
と
も
言
え
な
い

よ
う
で
あ
る
。
右
の
史
料
１
の
名
簿
に
拠
る
と
、
当
時
①
は
一
二

人
い
た
。
そ
の
全
員
に
つ
い
て
が
、
学
歴
が
記
さ
れ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
の
で
参
考
程
度
に
し
か
な
ら
な
い
が
、
神
学
学
習
期
間

に
着
目
す
る
と
、
オ
ル
ガ
ン
テ
ィ
ノ
は
「
あ
る
期
間
」、
フ
ロ
イ

ス
は
「
二
年
」、
モ
ー
ラ
は
「
二
年
」、
パ
シ
オ
は
「
二
年
」
と
記

さ
れ
て
い
る
（
8
）
。

こ
れ
に
対
し
、
②
は
一
六
人
い
た
が
、
同
じ
く
神
学
学
習
期
間

を
見
る
と
、
ア
ン
ト
ゥ
ネ
ス
は
「
二
年
」、
ル
セ
ナ
は
「
一
年
」、

マ
リ
ン
は
「
二
年
」、
セ
ス
ペ
デ
ス
は
「
二
年
」、
デ
ィ
ア
ス
は
神

カ

ソ

ス

学
お
よ
び
良
心
問
題
の
両
方
で
「
何
ヶ
月
間
」
と
記
さ
れ
て
い
る
（
9
）
。

あ
く
ま
で
総
合
的
な
評
価
で
定
ま
っ
た
も
の
で
、
神
学
学
習
は
一

つ
の
基
準
に
過
ぎ
な
い
と
言
う
べ
き
か
。

一
五
九
三
年
一
月
作
成
、
日
本
準
管
区
の
カ
ザ
・
レ
ジ
デ
ン
シ

ア
・
教
会
・
会
員
・
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
カ
タ
ロ
グ
（
史
料
２
）
に

ド
ム
ス
・
プ
ロ
バ
テ
ィ
オ
ニ
ス

は
、「
天
草
の
コ
レ
ジ
オ
と
修

練

院
」
の
項
に
次
の
よ
う
に

記
さ
れ
て
い
る
。

コ
レ
ジ
オ
に
は
修
練
院
が
隣
接
し
て
い
る
。
コ
レ
ジ
オ
に
は
、

史
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イ
エ
ズ
ス
会
士
五
〇
人
が
居
住
し
て
い
る
。
そ
の
内
パ
ー
ド
レ
七

ス
コ
ラ
ス
テ
ィ
ク
ス

コ

ア

ジ

ュ

ト

ル

人
、
修
学
生
四
〇
人
、
実
務
助
修
士
三
人
で
あ
る
。
コ
レ
ジ
オ

に
は
外
部
の
者
た
ち
の
ク
ラ
ス
は
存
在
し
な
い
。
わ
れ
わ
れ
内
部

の
修
学
生
は
、
四
ク
ラ
ス
に
分
け
ら
れ
る
。
第
一
は
、
良
心
問
題

ウ
マ
ニ
タ
ス

を
学
習
し
て
お
り
、
七
人
で
あ
る
。
第
二
は
、
古
典
学
第
一
ク
ラ

ス
で
、
修
学
生
一
四
人
で
あ
る
。
第
三
は
、
古
典
学
第
二
ク
ラ
ス

で
、
八
人
で
あ
る
。
残
り
の
者
た
ち
は
、
ラ
テ
ン
語
の
学
習
を
終

リ
テ
リ
ス

え
て
、
日
本
語
の
文
字
を
学
習
し
て
い
る
。

ノ
ヴ
ィ
テ
ィ
ウ
ス

こ
れ
ら
修
学
生
の
中
に
は
、
修
練
者
が
五
人
お
り
、
彼
ら
は

未
だ
二
年
間
の
修
練
を
終
え
て
い
な
い
が
、
初
年
を
終
え
て
後
、

ラ
テ
ン
語
を
学
習
し
て
い
る
。
コ
レ
ジ
オ
の
パ
ー
ド
レ
た
ち
は
、

諸
村
の
教
会
三
五
、
お
よ
び
キ
リ
ス
ト
教
徒
一
万
二
〇
〇
〇
人
の

司
牧
を
担
当
し
て
い
る
。
コ
レ
ジ
オ
院
長
は
、
志
岐
・
栖
本
・
上

津
浦
・
大
矢
野
の
各
レ
ジ
デ
ン
シ
ア
も
統
轄
す
る
。
志
岐
レ
ジ
デ

ン
シ
ア
に
は
パ
ー
ド
レ
一
人
・
イ
ル
マ
ン
五
人
、
他
の
三
レ
ジ
デ

ン
シ
ア
に
は
パ
ー
ド
レ
三
人
・
イ
ル
マ
ン
三
人
が
駐
在
す
る
。
四

レ
ジ
デ
ン
シ
ア
の
パ
ー
ド
レ
た
ち
は
、
教
会
二
五
と
キ
リ
ス
ト
教

徒
二
万
五
〇
〇
〇
人
の
司
牧
を
担
当
し
て
い
る
（
10
）
。

右
の
史
料
の
記
述
は
簡
潔
で
あ
る
か
ら
不
要
か
も
知
れ
な
い
が
、

よ
り
明
確
に
す
る
た
め
に
一
応
整
理
す
る
と
、
コ
レ
ジ
オ
に
は
イ

エ
ズ
ス
会
士
が
五
〇
人
居
住
、
こ
の
内
パ
ー
ド
レ
七
人
、
修
学
生

四
〇
人
、
実
務
助
修
士
三
人
で
あ
っ
た
。
修
学
生
四
〇
人
（
そ
の

中
に
は
、
修
練
二
年
目
に
入
っ
て
い
る
修
練
者
が
五
人
お
り
、
ラ

テ
ン
語
を
学
習
中
）
は
四
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、

１
、
良
心
問
題
を
学
習
中
、
七
人
。

２
、
古
典
学
第
一
（
つ
ま
り
上
級
）、
一
四
人
。

３
、
古
典
学
第
二
（
下
級
）、
八
人
。

４
、
ラ
テ
ン
語
学
習
を
終
え
て
、
日
本
語
の
文
字
を
学
習
中
、
一

一
人
。

こ
の
名
簿
史
料
に
は
右
の
如
く
、
教
科
が
、
良
心
問
題
・
古
典

学
第
一
・
古
典
学
第
二
・
日
本
語
文
字
と
表
記
さ
れ
、
ラ
テ
ン
語

ク
ラ
ス
の
表
記
が
な
い
。
或
い
は
「
古
典
学
第
二
」
と
「
ラ
テ
ン

語
」
と
の
間
に
は
、
実
質
的
に
大
き
な
違
い
は
な
か
っ
た
の
か
も

知
れ
な
い
。

右
の
カ
タ
ロ
グ
史
料
（
史
料
２
）
を
引
用
し
た
以
上
、
ほ
ぼ
同

じ
頃
に
作
成
さ
れ
た
、
日
本
〔
準
〕
管
区
イ
エ
ズ
ス
会
パ
ー
ド

レ
・
イ
ル
マ
ン
個
人
の
情
報
を
盛
り
込
ん
だ
先
の
名
簿
（
史
料

１
）
と
対
比
さ
せ
て
、
そ
の
記
述
内
容
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

史
料
１
は
イ
エ
ズ
ス
会
士
を
八
段
階
の
位
階
に
分
け
て
い
る
こ

キ
リ
シ
タ
ン
時
代
イ
エ
ズ
ス
会
コ
レ
ジ
オ
（
山
口
・
平
戸
・
生
月
・
千
々
石
・
有
家
・
加
津
佐
・
天
草
）
に
つ
い
て
（
下
）

四
九
（
四
九
三
）



と
は
、
右
に
記
し
た
通
り
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
そ
の
当
時
イ
エ
ズ

ス
会
管
区
に
所
属
し
た
イ
エ
ズ
ス
会
士
一
五
四
人
は
、
こ
の
八
段

階
の
位
階
に
分
か
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
位
階
の
名
称
は
こ
こ

で
は
省
略
し
、
そ
の
番
号
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
に
属
す
る
会
員
の

人
数
を
記
す
。

①
一
二
人
、
そ
の
内
日
本
人
〇
。

②
一
六
人
、
日
本
人
〇
。

③
七
人
、
日
本
人
〇
。

④
二
九
人
、
日
本
人
〇
。

⑤
四
八
人
、
そ
の
内
日
本
人
三
五
人
（
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
と
の
混
血

一
人
を
含
む
）。

⑥
二
八
人
、
皆
日
本
人
。

⑦
一
一
人
、
日
本
人
五
人
。

⑧
三
人
、
日
本
人
〇
。

����������������������������������������������

合
計

一
五
四
人
、
そ
の
内
日
本
人
六
八
人
（
ポ
ル
ト
ガ
ル

人
と
の
混
血
一
人
を
含
む
）。

史
料
２
に
は
天
草
コ
レ
ジ
オ
所
属
の
修
学
生
が
四
〇
人
と
記
さ

れ
て
い
る
。
対
比
し
て
検
討
す
べ
き
は
、
史
料
１
の
⑤
⑥
で
あ
ろ

う
が
、
人
数
が
合
わ
な
い
。
⑤
の
み
を
取
り
上
げ
た
の
で
あ
る
な

ら
、
何
故
に
⑥
は
除
外
す
る
の
か
、
不
可
解
で
あ
る
。
と
に
か
く

こ
こ
で
は
、
⑤
の
四
八
人
（
史
料
に
は
、
氏
名
に
通
し
番
号
が
振

っ
て
あ
る
が
、
そ
の
６５
〜
１１２
）
に
つ
い
て
、
各
人
の
学
習
段
階
に

関
す
る
名
簿
の
記
載
を
見
て
み
る
。

ア

ル

テ

ス

６５
、
イ
ル
マ
ン
・
ジ
ェ
ロ
ニ
モ
・
コ
レ
ア
。
教
養
科
目
を
聴
講
し

テ
オ
ロ
ジ
ア

た
。
神
学
一
年
半
学
習
し
た
。

６６
、
イ
ル
マ
ン
・
ジ
ョ
ア
ン
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
。
教
養
科
目
を
聴
講

し
た
。
神
学
一
年
半
聴
講
し
た
。
現
在
神
学
を
引
き
続
き
学
習

中
で
あ
る
。

６７
、
イ
ル
マ
ン
・
マ
テ
ウ
ス
・
デ
・
コ
ロ
ス
。
教
養
科
目
を
聴
講

し
た
。
現
在
神
学
を
学
習
中
で
あ
る
。

６８
、
イ
ル
マ
ン
・
ジ
ョ
ア
ン
・
ニ
ク
ラ
オ
。
ラ
テ
ン
語
を
学
習
し

カ

ソ

ス

た
。
現
在
良
心
問
題
を
学
習
し
て
い
る
。

６９
、
イ
ル
マ
ン
・
ジ
ャ
コ
メ
・
デ
・
ナ
ヴ
ァ
イ
ス
。
ラ
テ
ン
語
を

セ
グ
ン
ダ

マ
エ
ス
ト
ロ

学
習
し
た
。
現
在
セ
ミ
ナ
リ
オ
の
二
級
の
教
師
。

７０
、
イ
ル
マ
ン
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ピ
レ
ス
。
ラ
テ
ン
語
を
学
習

し
た
。
今
年
良
心
問
題
の
学
習
を
始
め
た
。

７１
、
イ
ル
マ
ン
・
ガ
ス
パ
ル
・
カ
ル
ヴ
ァ
リ
ョ
。
ラ
テ
ン
語
を
学

習
し
た
。
今
年
良
心
問
題
の
学
習
を
始
め
た
。

７２
、
イ
ル
マ
ン
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ル
イ
ス
。
ラ
テ
ン
語
を
学
習

し
た
。
今
年
良
心
問
題
の
学
習
を
始
め
た
。

史
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７３
、
イ
ル
マ
ン
・
フ
ェ
リ
ペ
・
ゴ
メ
ス
。
ラ
テ
ン
語
を
学
習
し
た
。

今
年
良
心
問
題
の
学
習
を
始
め
た
。

７４
、
イ
ル
マ
ン
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ド
ウ
リ
ア
。
ラ
テ
ン
語
を
学

習
し
た
。
今
年
良
心
問
題
の
学
習
を
始
め
た
。

７５
、
イ
ル
マ
ン
・
ア
ン
ブ
ロ
ジ
オ
・
デ
・
バ
ロ
ス
。
ラ
テ
ン
語
を

な
に
が
し
か
学
習
し
た
。
今
年
良
心
問
題
の
学
習
を
始
め
た
。

７６
、
イ
ル
マ
ン
・
ア
ン
ド
レ
・
ド
ウ
リ
ア
。
ラ
テ
ン
語
を
学
習
し

た
。
今
年
良
心
問
題
の
学
習
を
始
め
た
。

７７
、
イ
ル
マ
ン
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
カ
ル
ヴ
ァ
リ
ョ
。
現
在
シ
ナ

に
い
る
。
ラ
テ
ン
語
学
習
中
で
あ
る
。

���������������

�
�
�
�
��
��������������プリ

メ
ラ
・
ク
ラ
セ

７８
、
イ
ル
マ
ン
飾
屋
ジ
ュ
リ
ア
ン
。
現
在
ラ
テ
ン
語
一

級
学

レ
ト
ラ
ス

エ
ス
ク
リ
ト
ゥ
ラ
ス

習
中
で
あ
る
。
日
本
語
の
文
字
と
書
札
礼
（
11
）
が
よ
く
分
か
る
。

７９
、
イ
ル
マ
ン
堀
江
リ
オ
ナ
ル
ド
。
現
在
ラ
テ
ン
語
一
級
学
習
中

で
あ
る
。
日
本
語
の
文
字
が
少
し
分
か
る
。

８０
、
イ
ル
マ
ン
辻
ト
メ
。
現
在
ラ
テ
ン
語
一
級
学
習
中
で
あ
る
。

日
本
語
の
文
字
が
多
く
は
分
か
ら
な
い
。

８１
、
イ
ル
マ
ン
石
田
ア
マ
ド
ル
。
現
在
ラ
テ
ン
語
一
級
学
習
中
で

あ
る
。
日
本
語
の
文
字
が
多
く
は
分
か
ら
な
い
。

８２
、
イ
ル
マ
ン
西
ロ
マ
ン
。
現
在
ラ
テ
ン
語
一
級
学
習
中
で
あ
る
。

日
本
語
の
文
字
を
未
だ
大
し
て
学
ん
で
い
な
い
。

８３
、
イ
ル
マ
ン
森
山
ミ
ゲ
ル
。
現
在
ラ
テ
ン
語
一
級
学
習
中
で
あ

る
。
日
本
語
の
文
字
を
未
だ
大
し
て
学
ん
で
い
な
い
。

８４
、
イ
ル
マ
ン
徳
丸
マ
テ
ウ
ス
。
現
在
ラ
テ
ン
語
一
級
聴
講
し
て

い
る
。
日
本
語
の
文
字
が
多
く
は
分
か
ら
な
い
。

８５
、
イ
ル
マ
ン
草
野
ア
ン
ド
レ
。
現
在
ラ
テ
ン
語
一
級
学
習
中
で

あ
る
。
日
本
語
の
文
字
が
多
く
は
分
か
ら
な
い
。

ノ
ビ
シ
オ

８６
、
イ
ル
マ
ン
伊
東
マ
ン
シ
オ
。
一
年
半
の
修
練
者
。
現
在
許
さ

れ
て
ラ
テ
ン
語
一
級
学
習
中
で
あ
る
。
日
本
語
の
文
字
が
多
く

は
分
か
ら
な
い
。

８７
、
イ
ル
マ
ン
伊
東
ジ
ュ
ス
ト
。
一
年
余
り
の
修
練
者
。
現
在
許

さ
れ
て
ラ
テ
ン
語
一
級
学
習
中
で
あ
る
。
日
本
語
の
文
字
が
多

く
は
分
か
ら
な
い
。

８８
、
イ
ル
マ
ン
飾
屋
ジ
ュ
ス
ト
。
現
在
ラ
テ
ン
語
一
級
学
習
中
で

あ
る
。
日
本
語
の
文
字
が
多
く
は
分
か
ら
な
い
。

８９
、
イ
ル
マ
ン
三
箇
マ
テ
ィ
ア
ス
。
現
在
ラ
テ
ン
語
一
級
学
習
中

で
あ
る
。
日
本
語
の
文
字
が
多
く
は
分
か
ら
な
い
。

９０
、
イ
ル
マ
ン
市
来
ミ
ゲ
ル
。
現
在
ラ
テ
ン
語
一
級
学
習
中
で
あ

る
。
日
本
語
の
文
字
が
多
く
は
分
か
ら
な
い
。

９１
、
イ
ル
マ
ン
中
尾
マ
テ
ィ
ア
ス
。
現
在
ラ
テ
ン
語
一
級
学
習
中

で
あ
る
。
日
本
語
の
文
字
が
多
く
は
分
か
ら
な
い
。

９２
、
イ
ル
マ
ン
・
ミ
ゲ
ル
・
コ
ラ
ソ
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
と
日
本
人

キ
リ
シ
タ
ン
時
代
イ
エ
ズ
ス
会
コ
レ
ジ
オ
（
山
口
・
平
戸
・
生
月
・
千
々
石
・
有
家
・
加
津
佐
・
天
草
）
に
つ
い
て
（
下
）

五
一
（
四
九
五
）



の
混
血
。
ラ
テ
ン
語
を
学
習
し
た
。
現
在
セ
ミ
ナ
リ
オ

プ
リ
メ
ラ
・
ク
ラ
セ

一

級
の
教
師
。
日
本
語
の
文
字
が
多
く
は
分
か
ら
な
い
。

９３
、
イ
ル
マ
ン
・
う
ん
ぎ
ょ
・
フ
ァ
ビ
ア
ン
。
ラ
テ
ン
語
を
何
年

か
学
習
し
、
一
級
に
到
達
し
た
。
日
本
語
の
文
字
が
よ
く
分
か

る
。
現
在
コ
レ
ジ
オ
で
日
本
人
イ
ル
マ
ン
に
対
す
る
同
文
字
の

教
師
。

９４
、
イ
ル
マ
ン
千
々
石
ミ
ゲ
ル
。
一
年
半
の
修
練
者
。
現
在
許
さ

セ
グ
ン
ダ
・
ク
ラ
セ

れ
て
ラ
テ
ン
語
二

級
学
習
中
で
あ
る
。
日
本
語
の
文
字
が

多
く
は
分
か
ら
な
い
。

９５
、
イ
ル
マ
ン
中
浦
ジ
ュ
リ
ア
ン
。
一
年
半
の
修
練
者
。
現
在
許

さ
れ
て
ラ
テ
ン
語
二
級
学
習
中
で
あ
る
。
日
本
語
の
文
字
が
多

く
は
分
か
ら
な
い
。

９６
、
イ
ル
マ
ン
永
原
ニ
ク
ラ
オ
。
ラ
テ
ン
語
二
級
学
習
中
で
あ
る
。

日
本
語
の
文
字
が
中
程
度
に
分
か
る
。

９７
、
イ
ル
マ
ン
木
村
ミ
ゲ
ル
。
ラ
テ
ン
語
二
級
学
習
中
で
あ
る
。

日
本
語
の
文
字
が
よ
く
分
か
る
。

９８
、
イ
ル
マ
ン
西
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
。
ラ
テ
ン
語
二
級
学
習
中
で
あ

る
。
日
本
語
の
文
字
が
多
く
は
分
か
ら
な
い
。

９９
、
イ
ル
マ
ン
斑
鳩
マ
ク
シ
モ
。
ラ
テ
ン
語
二
級
学
習
中
で
あ
る
。

日
本
語
の
文
字
が
中
程
度
に
分
か
る
。

１００
、
イ
ル
マ
ン
真
柄
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
。
ラ
テ
ン
語
二
級
学
習
中
で

あ
る
。
日
本
語
の
文
字
が
よ
く
分
か
る
。

１０１
、
イ
ル
マ
ン
田
辺
レ
オ
ン
。
ラ
テ
ン
語
二
級
学
習
中
で
あ
る
。

日
本
語
の
文
字
が
非
常
に
よ
く
分
か
る
。

１０２
、
イ
ル
マ
ン
原
マ
ル
テ
ィ
ニ
ョ
。
一
年
半
の
修
練
者
に
過
ぎ
な

い
の
に
、
ラ
テ
ン
語
の
学
習
を
終
え
た
。
現
在
日
本
語
の
文
字

を
学
習
中
で
あ
る
。

１０３
、
イ
ル
マ
ン
平
戸
ト
マ
ス
。
何
年
か
ラ
テ
ン
語
一
級
学
習
し
た

後
、
現
在
日
本
語
文
字
を
学
習
中
で
あ
る
。

１０４
、
イ
ル
マ
ン
平
戸
の
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
。
何
年
か
ラ
テ
ン
語
一
級

プ
リ
メ
ラ
・
ク
ラ
セ

学
習
し
た
後
、
セ
ミ
ナ
リ
オ
一

級
で
一
年
教
師
を
務
め
た
。

現
在
日
本
語
文
字
を
学
習
中
で
あ
る
。

１０５
、
イ
ル
マ
ン
古
賀
マ
リ
ノ
。
何
年
か
ラ
テ
ン
語
一
級
学
習
し
た

後
、
現
在
日
本
語
文
字
を
学
習
中
で
あ
る
。

１０６
、
イ
ル
マ
ン
長
崎
ル
イ
ス
。
何
年
か
ラ
テ
ン
語
一
級
学
習
し
た

後
、
現
在
日
本
語
文
字
を
学
習
中
で
あ
る
。

１０７
、
イ
ル
マ
ン
日
向
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
。
何
年
か
ラ
テ
ン
語
一
級
学

習
し
た
後
、
現
在
日
本
語
文
字
を
学
習
中
で
あ
る
。

１０８
、
イ
ル
マ
ン
溝
口
ア
ゴ
ス
テ
ィ
ニ
ョ
。
何
年
か
ラ
テ
ン
語
一
級

学
習
し
た
後
、
現
在
日
本
語
文
字
を
学
習
中
で
あ
る
。

１０９
、
イ
ル
マ
ン
伊
予
メ
ル
シ
オ
ル
。
何
年
か
ラ
テ
ン
語
一
級
学
習

し
た
後
、
現
在
日
本
語
文
字
を
学
習
中
で
あ
る
。

史
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１１０
、
イ
ル
マ
ン
三
木
パ
ウ
ロ
。
何
年
か
ラ
テ
ン
語
二
級
学
習
し
た
。

ラ
テ
ン
語
の
知
識
僅
か
。
そ
れ
以
上
の
学
習
を
放
棄
。
日
本
語

文
字
が
非
常
に
よ
く
分
か
る
。

１１１
、
イ
ル
マ
ン
木
村
ト
マ
。
何
年
か
ラ
テ
ン
語
二
級
学
習
し
た
。

ラ
テ
ン
語
の
知
識
は
僅
か
。
学
習
放
棄
。
日
本
語
文
字
が
よ
く

分
か
る
。

１１２
、
イ
ル
マ
ン
森
ジ
ア
ン
。
何
年
か
ラ
テ
ン
語
二
級
学
習
し
た
。

成
果
僅
か
。
学
習
放
棄
。
日
本
語
文
字
が
非
常
に
よ
く
分
か
る
（
12
）
。

右
の
通
り
で
あ
る
が
、
史
料
１
の
⑤
の
修
学
生
四
八
人
の
内
、

６５
・
６９
・
９２
・
９３
・
１１０
・
１１１
・
１１２
、（
７７
は
現
在
シ
ナ
に
い
る
）

を
除
く
四
〇
人
が
現
在
学
習
中
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
人
数

の
点
は
史
料
２
と
符
合
す
る
。
し
か
し
、
史
料
１
⑤
の
そ
の
四
〇

人
が
現
在
何
を
学
習
し
て
い
る
か
と
い
う
点
に
着
目
す
る
と
、
次

の
通
り
で
あ
る
。

１
、
神
学
学
習
中
、
二
人
（
６６
・
６７
）

２
、
良
心
問
題
学
習
中
、
八
人
（
６８
・
７０
〜
７６
）

３
、
ラ
テ
ン
語
一
級
学
習
中
、
一
四
人
（
７８
〜
９１
）
但
し
こ
の
内

８６
・
８７
の
二
人
は
修
練
者
。

４
、
ラ
テ
ン
語
二
級
学
習
中
、
八
人
（
９４
〜
１０１
）
但
し
こ
の
内

９４
・
９５
の
二
人
は
修
練
者
。

５
、
日
本
語
文
字
学
習
中
、
八
人
（
１０２
〜
１０９
）
但
し
こ
の
内
１０２
は

修
練
者
。

史
料
２
は
、
先
に
記
し
た
通
り
「
天
草
の
コ
レ
ジ
オ
と

ド
ム
ス
・
プ
ロ
バ
テ
ィ
オ
ニ
ス

修

練

院
」
と
特
定
し
て
の
記
述
で
あ
る
の
に
対
し
、
史
料

１
は
天
草
コ
レ
ジ
オ
を
特
記
す
る
よ
う
な
構
成
に
な
っ
て
お
ら
ず
、

〔
準
〕
管
区
内
の
人
物
一
人
一
人
に
つ
い
て
の
情
報
に
主
眼
が
置

か
れ
て
い
る
。
従
っ
て
天
草
コ
レ
ジ
オ
の
活
動
を
解
明
す
る
た
め

に
は
史
料
２
を
優
先
さ
せ
る
べ
き
か
も
知
れ
な
い
が
、
そ
れ
に
し

て
も
同
じ
年
月
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
史
料
１
の
記
載
と
の

間
に
異
同
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、
不
可
解
と
い
う
外
な
い
（
表

１
）。こ

こ
で
一
五
九
七
年
三
月
三
日
付
け
長
崎
発
、
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス

コ
・
パ
シ
オ
の
イ
エ
ズ
ス
会
総
長
宛
書
簡
を
引
用
す
る
。
ヴ
ァ
リ

ニ
ャ
ー
ノ
が
第
二
回
日
本
巡
察
を
終
え
て
日
本
を
発
つ
際
（
一
五

表
１

史
料
１

史
料
２

神
学

二

良
心
問
題

八

七

ラ
テ
ン
語
一
級

一
四（
内
修
練
者
二
）
古
典
学
第
一

一
四

ラ
テ
ン
語
二
級

八（
内
修
練
者
二
）

古
典
学
第
二

八
�����（
内
修
練
者
五
）

日
本
語
文
学

八（
内
修
練
者
一
）

日
本
語
文
学

一
一

キ
リ
シ
タ
ン
時
代
イ
エ
ズ
ス
会
コ
レ
ジ
オ
（
山
口
・
平
戸
・
生
月
・
千
々
石
・
有
家
・
加
津
佐
・
天
草
）
に
つ
い
て
（
下
）

五
三
（
四
九
七
）



九
二
年
一
〇
月
九
日
）
に
、
日
本
人
イ
ル
マ
ン
の
司
祭
叙
階
に
つ

い
て
準
管
区
長
ゴ
メ
ス
に
与
え
た
指
示
が
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。

モ
ニ
ト
レ

コ
ン
ス
ル
ト
レ

「
昨
年
私
は
、
私
の
〔
準
管
区
長
ゴ
メ
ス
の
忠
告
者
・
顧

問

と
し
て
の
〕
職
務
の
義
務
に
よ
り
、
主
立
っ
た
二
点
に
つ
い
て
猊

フ

ラ

テ

ッ

リ

下
に
書
き
送
っ
た
。
第
一
点
は
、
日
本
人
イ
ル
マ
ン
た
ち
の

サ
チ
ェ
ル
ド
テ
ィ
オ

司
祭
職
へ
の
昇
進
に
つ
い
て
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
巡
察
師

パ
ー
ド
レ
・
ア
レ
サ
ン
ド
ロ
・
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
は
す
で
に
イ
ン

デ
ィ
ア
に
戻
っ
た
が
、
準
管
区
長
パ
ー
ド
レ
に
次
の
よ
う
に
書
き

遺
し
た
か
ら
で
あ
る
。
日
本
人
イ
ル
マ
ン
一
二
人
を
新
し
い
マ
カ

カ
ズ
ィ
・
デ
ィ
・
コ
ン
シ
エ
ン
チ
ア

オ
市
に
派
遣
し
て
、
其
処
で
良

心

問

題
を
二
年
間
学
習
し
、

ノ
ヴ
ィ
テ
ィ
ア
ト

し
か
も
修
練
第
三
年
を
過
ご
し
、
然
る
後
に
司
祭
に
な
っ
て
日

本
に
帰
国
さ
せ
る
。
こ
れ
ら
一
二
人
が
帰
っ
た
ら
、
彼
ら
に
替
わ

り
に
別
の
者
が
同
じ
人
数
〔
マ
カ
オ
に
〕
行
く
。
そ
の
後
ま
た
別

の
者
が
同
様
に
す
る
よ
う
に
、
と
。

パ
ー
ド
レ
・
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
の
こ
の
命
令
と
決
定
は
私
も
、

日
本
の
パ
ー
ド
レ
た
ち
全
員
に
対
し
て
強
く
希
望
す
る
。
と
い
う

の
は
、
日
本
人
イ
ル
マ
ン
た
ち
は
、
巡
察
師
パ
ー
ド
レ
が
考
え
る

よ
う
に
速
や
か
に
司
祭
職
に
就
く
だ
け
の
能
力
を
未
だ
備
え
て
い

な
い
、
と
彼
ら
〔
日
本
の
パ
ー
ド
レ
全
員
〕
が
判
断
し
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
彼
ら
は
、
そ
れ
は
極
め
て
危
険
な
こ

と
だ
と
考
え
て
い
る
。
パ
ー
ド
レ
た
ち
が
こ
の
よ
う
な
考
え
を
抱

ス
マ
リ
オ
・
デ
ィ
・
ジ
ャ
ポ
ネ

く
諸
理
由
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
、�
日
本
諸
事
要
録
�

ア
デ
ィ
テ
ィ
オ
ネ

の
第
一
六
章
・
第
一
七
章
へ
の
�
補
遺
�
第
八
（
13
）
の
中
で
、
巡
察

師
パ
ー
ド
レ
が
述
べ
て
い
る
こ
と
に
集
約
さ
れ
る
。
そ
こ
で
こ
れ

ら
イ
ル
マ
ン
た
ち
の
性
格
や
慣
習
に
つ
い
て
、〔
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー

プ
ロ
ク
ラ
ト
レ

ノ
が
〕
記
述
し
て
い
る
。
当
地
か
ら
管
区
代
表
と
し
て
赴
い
た
パ

ー
ド
レ
・
ヒ
ル
・
デ
・
ラ
・
マ
タE

gidio
della

M
ata

が
、
他

〔
の
文
書
〕
と
共
に
そ
れ
を
持
参
し
た
の
で
、
猊
下
は
こ
の
�
補

遺
�
を
所
持
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
に
つ
い
て
記
述
す

る
こ
と
は
避
け
る
（
14
）
。」

右
の
史
料
に
拠
り
、
一
五
九
二
年
一
〇
月
に
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ

が
日
本
準
管
区
長
ゴ
メ
ス
に
与
え
た
日
本
人
の
司
祭
叙
階
に
関
す

る
指
示
と
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

日
本
人
イ
ル
マ
ン
一
二
人
を
マ
カ
オ
・
コ
レ
ジ
オ
に
送
っ
て
、

良
心
問
題
を
二
年
間
学
習
さ
せ
る
。
併
せ
て
マ
カ
オ
で
、
修
練
第

三
年
を
行
わ
せ
る
。
こ
の
両
方
を
終
え
る
の
に
二
、
三
年
要
す
る

で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
上
で
司
祭
に
叙
階
し
て
日
本
に
帰
国
さ
せ
る
。

彼
ら
が
帰
国
し
た
ら
、
次
の
一
二
人
を
同
じ
よ
う
に
マ
カ
オ
に
送

っ
て
良
心
問
題
の
学
習
と
修
練
第
三
年
を
行
わ
せ
、
司
祭
に
叙
階

し
て
日
本
に
戻
す
。
続
い
て
ま
た
一
二
人
を
マ
カ
オ
に
送
る
云
々
。
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一
五
九
二
年
一
〇
月
に
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
が
日
本
準
管
区
長
に

右
の
よ
う
な
指
示
を
与
え
た
と
い
う
が
、
こ
こ
で
さ
ま
ざ
ま
な
疑

問
が
浮
か
ぶ
。
い
ず
れ
司
祭
に
な
り
得
る
資
質
を
備
え
た
日
本
人

イ
ル
マ
ン
が
こ
の
時
一
二
人
も
い
た
の
か
。
そ
し
て
そ
の
後
も
二
、

三
年
毎
に
、
否
二
、
三
年
で
は
な
く
て
も
、
同
じ
く
司
祭
候
補
の

日
本
人
イ
ル
マ
ン
を
一
二
人
も
マ
カ
オ
に
送
り
出
す
な
ど
と
い
う

こ
と
が
、
果
た
し
て
現
実
的
な
話
た
り
得
た
の
か
。

修
練
期
三
年
は
よ
い
と
し
て
、
問
題
は
学
習
で
あ
る
。
マ
カ

オ
・
コ
レ
ジ
オ
で
は
、
ラ
テ
ン
語
・
良
心
問
題
・
哲
学
・
神
学
の

順
に
学
習
し
た
（
15
）
。
同
コ
レ
ジ
オ
に
入
学
す
る
日
本
人
イ
ル
マ
ン
は
、

二
年
間
良
心
問
題
を
学
ん
だ
上
で
、（
修
練
第
三
年
を
終
え
て
）

司
祭
叙
階
を
受
け
る
の
だ
と
い
う
。
彼
ら
は
ラ
テ
ン
語
は
す
で
に

学
習
済
み
で
あ
る
の
は
当
然
と
し
て
、
哲
学
は
日
本
で
す
で
に
学

習
済
み
で
あ
っ
た
の
か
。
さ
も
な
け
れ
ば
、
日
本
人
イ
ル
マ
ン
は

ラ
テ
ン
語
と
良
心
問
題
を
学
習
し
た
だ
け
で
司
祭
叙
階
を
受
け
る

こ
と
を
意
味
す
る
。

こ
の
点
を
解
明
す
る
上
で
、
時
期
的
に
先
の
史
料
１
と
い
う
恰

好
の
素
材
が
あ
る
。
史
料
１
の
名
簿
中
、
日
本
人
修
学
生
は
⑤
お

よ
び
⑥
に
わ
た
る
が
、
⑥
は
ラ
テ
ン
語
を
学
習
し
て
い
な
い
の
で

あ
る
か
ら
、
司
祭
叙
階
の
候
補
と
し
て
は
除
外
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
一
五
九
三
年
一
月
一
日
現
在
日
本
人
イ
ル
マ
ン
（
修
学

生
）
の
中
で
そ
の
候
補
た
り
得
る
の
は
、
⑤
の
四
八
人
の
内
の
７８

〜
１１２
の
三
五
人
（
そ
の
内
一
人
は
混
血
）
で
あ
る
。
司
祭
候
補
と

し
て
マ
カ
オ
・
コ
レ
ジ
オ
に
送
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
当
然
こ

の
三
五
人
か
ら
選
抜
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。

そ
こ
で
史
料
１
の
記
載
に
よ
り
彼
ら
の
学
習
歴
を
見
て
み
る
と
、

学
習
済
み
で
あ
れ
学
習
中
で
あ
れ
、
彼
ら
が
関
わ
る
教
科
は
ラ
テ

ン
語
と
日
本
語
文
字
の
み
で
、
そ
の
外
の
諸
教
科
を
学
ん
だ
旨
記

述
さ
れ
て
い
る
者
は
一
人
も
い
な
い
。
そ
し
て
マ
カ
オ
・
コ
レ
ジ

オ
に
入
る
の
で
あ
る
か
ら
、
当
然
ラ
テ
ン
語
一
級
を
終
え
た
者
が

選
考
の
対
象
と
な
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
ラ
テ
ン
語
一
級
を
学
習
中

の
者
は
、
７８
〜
９３
の
一
六
人
で
あ
る
。（
９２
に
つ
い
て
は
記
述
が

不
明
確
で
あ
る
が
、
一
応
ラ
テ
ン
語
一
級
学
習
者
と
し
て
お
く
）。

そ
の
内
８６
は
修
練
を
一
年
半
終
え
、
８７
は
修
練
を
一
年
余
終
え
て

い
た
。
そ
の
他
の
者
た
ち
は
、
修
練
を
そ
れ
以
上
、
つ
ま
り
二
年

乃
至
三
年
終
え
て
い
た
と
判
断
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
が
一
五
九
二
年
一
〇
月
に
準
管
区
長
に
前
述

の
如
き
指
示
を
与
え
た
時
、
最
初
に
マ
カ
オ
に
送
る
べ
き
候
補
と

し
て
念
頭
に
あ
っ
た
の
は
、
こ
れ
ら
７８
〜
９３
の
一
六
人
の
内
の
一

二
人
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
彼
ら
は
皆
一
応
ラ
テ

ン
語
一
級
を
終
え
る
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
以
外
に
学
ん
だ
も
の
は

日
本
語
文
字
の
み
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
日
本
語
の
文
字
（
或

キ
リ
シ
タ
ン
時
代
イ
エ
ズ
ス
会
コ
レ
ジ
オ
（
山
口
・
平
戸
・
生
月
・
千
々
石
・
有
家
・
加
津
佐
・
天
草
）
に
つ
い
て
（
下
）

五
五
（
四
九
九
）



い
は
書
札
礼
・
学
文
）
が
、
日
本
で
布
教
に
携
わ
る
宣
教
師
に
と

っ
て
の
教
養
と
し
て
重
視
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
先
に
記
し

た
。
し
か
し
そ
れ
は
、
司
祭
叙
階
の
た
め
に
要
求
さ
れ
る
必
須
の

学
問
で
は
な
い
。
彼
ら
は
し
た
が
っ
て
、
司
祭
叙
階
の
た
め
の
要

件
と
し
て
叙
階
ま
で
に
学
習
す
る
の
は
、
日
本
で
の
ラ
テ
ン
語
と

マ
カ
オ
・
コ
レ
ジ
オ
で
の
良
心
問
題
の
み
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

筆
者
は
か
つ
て
マ
カ
オ
・
コ
レ
ジ
オ
に
つ
い
て
調
べ
た
こ
と
が

あ
る
が
、
日
本
人
イ
エ
ズ
ス
会
司
祭
の
内
、
同
コ
レ
ジ
オ
に
学
ん

だ
上
で
叙
階
さ
れ
た
者
は
一
六
人
で
あ
っ
た
（
16
）
。
日
本
人
イ
ル
マ
ン

が
一
二
人
ず
つ
、
次
々
入
れ
替
わ
り
に
マ
カ
オ
・
コ
レ
ジ
オ
に
学

ん
で
司
祭
叙
階
を
受
け
る
よ
う
に
、
と
の
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
の
当

初
の
方
針
は
、
余
り
に
現
実
か
ら
遊
離
し
た
画
餅
の
類
で
、
そ
の

方
針
を
危
惧
し
た
在
日
イ
エ
ズ
ス
会
パ
ー
ド
レ
大
方
の
反
対
意
見

の
方
が
現
実
を
直
視
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
こ
の
数
字
か

ら
す
で
に
明
ら
か
と
言
え
よ
う
。
日
本
で
の
迫
害
等
の
事
情
も
考

慮
に
入
れ
る
べ
き
で
は
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
が
主
た
る
理
由
と
は
言

え
な
い
。

次
に
こ
の
一
六
人
の
コ
レ
ジ
オ
で
の
学
習
段
階
を
見
る
と
、
彼

ら
の
内
良
心
問
題
（
倫
理
神
学
）
ま
で
が
一
一
人
、
哲
学
ま
で
が

三
人
、
神
学
が
二
人
（
二
人
と
も
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
と
の
混
血
）
で

あ
っ
た
。
こ
の
事
実
を
以
て
筆
者
は
旧
著
で
、
こ
れ
は
修
学
年
限

の
短
縮
、
学
習
内
容
の
削
減
に
よ
る
、
潜
伏
期
に
対
応
し
た
日
本

人
司
祭
の
速
成
で
あ
る
、
と
記
し
た
（
17
）
。
日
本
人
が
良
心
問
題
を
学

習
し
た
段
階
で
司
祭
叙
階
を
受
け
た
の
は
、
す
で
に
マ
カ
オ
・
コ

レ
ジ
オ
開
設
時
に
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
が
与
え
た
指
示
に
よ
る
も
の

で
、
迫
害
・
潜
伏
期
に
入
り
日
本
人
司
祭
の
需
要
が
増
し
た
た
め

に
、
司
祭
叙
階
の
た
め
の
学
習
要
件
を
軽
減
し
た
わ
け
で
は
な
か

っ
た
。
こ
の
点
旧
著
の
記
述
を
訂
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
う
な
る
と
、
司
祭
叙
階
を
受
け
る
資
格
と
し
て
、
日
本
人
に

は
最
初
か
ら
低
い
ハ
ー
ド
ル
が
用
意
さ
れ
て
い
た
の
か
。
こ
の
件

は
イ
エ
ズ
ス
会
員
の
位
階
（
18
）
に
お
い
て
、
日
本
人
会
員
が
如
何
な
る

処
遇
を
受
け
た
か
と
い
っ
た
問
題
も
関
わ
っ
て
く
る
。
こ
の
小
論

は
コ
レ
ジ
オ
に
関
す
る
研
究
で
あ
り
、
コ
レ
ジ
オ
で
の
日
本
人
修

学
生
の
教
育
が
関
わ
る
の
で
、
基
本
的
な
事
実
だ
け
は
明
確
に
し

て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
日
本
人
修
学
生
が
コ
レ
ジ
オ
で
何
処
ま

で
学
習
し
た
か
は
、
司
祭
叙
階
後
の
位
階
に
も
当
然
関
わ
る
。

八
提
示
出
来
る
史
料
は
多
く
な
い
が
、
一
六
一
四
年
一
一
月
作
成

に
な
る
日
本
の
パ
ー
ド
レ
お
よ
び
イ
ル
マ
ン
の
名
簿
に
よ
り
、
日

本
人
パ
ー
ド
レ
の
学
歴
を
外
国
人
パ
ー
ド
レ
と
比
較
し
て
み
る
。

同
じ
頃
作
成
さ
れ
た
同
類
の
名
簿
と
し
てSchütte,M

onu-

史

学

第
八
二
巻

第
四
号

五
六
（
五
〇
〇
）



m
enta

H
istorica

Japoniae,I.

収
載
四
二
文
書
（
史
料
ａ
と
呼

ぶ
）・
四
三
文
書
（
史
料
ｂ
と
呼
ぶ
）
の
二
つ
が
あ
る
。
こ
の
名

簿
が
作
ら
れ
た
時
期
は
、
江
戸
幕
府
の
禁
教
令
発
布
に
伴
う
イ
エ

ズ
ス
会
宣
教
師
の
追
放
な
ど
混
乱
が
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
イ
エ
ズ

ス
会
パ
ー
ド
レ
た
ち
の
主
な
学
歴
・
履
歴
を
知
る
の
が
目
的
で
あ

る
か
ら
、
基
本
的
に
史
料
ａ
に
拠
る
が
、
記
述
に
疑
義
な
ど
あ
る

場
合
は
、
史
料
ｂ
に
拠
っ
て
確
認
、
補
正
し
て
以
下
記
述
す
る
（
19
）
。

パ
ー
ド
レ
は
全
部
で
六
二
人
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
学
歴
と
位

階
に
注
目
し
て
み
る
。

本
名
簿
は
、
日
本
の
イ
エ
ズ
ス
会
士
を
パ
ー
ド
レ
と
イ
ル
マ
ン

ご
と
に
大
別
し
て
、
名
前
を
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
に
配
列
し
、
通

し
番
号
を
振
っ
た
も
の
で
あ
る
。
各
人
が
そ
の
中
の
ど
の
位
階
に

属
す
る
か
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
履
歴
等
の
記
載
に
よ
っ
て
判
明
す
る
。

パ
ー
ド
レ
の
位
階
で
あ
る
が
、
先
に
引
用
し
た
史
料
１
（
一
五
九

三
年
一
月
一
日
作
成
日
本
管
区
イ
エ
ズ
ス
会
士
の
名
簿
）、
お
よ

び
史
料
ａ
の
各
人
履
歴
記
載
中
の
位
階
表
記
と
は
、
次
の
よ
う
に

対
応
し
て
い
る
（
表
２
）。

史
料
ａ
の
パ
ー
ド
レ
全
員
を
、
各
人
の
履
歴
の
記
載
に
よ
っ
て

位
階
別
に
分
類
し
直
し
て
、
学
歴
が
そ
れ
と
如
何
な
る
関
係
が
あ

る
か
見
て
み
る
。

名
簿
の
記
載
の
仕
方
と
し
て
、
例
え
ばouvio

○
○
（
○
○
を

聴
講
し
た
）、estudou

○
○
（
○
○
を
学
習
し
た
）、acabou

o

estudo
de

○
○
（
○
○
の
学
習
を
終
え
た
）
等
の
表
現
は
、
皆

同
義
と
解
す
る
。

以
下
、
聴
講
・
学
習
し
た
教
科
名
、
学
習
期
間
が
記
さ
れ
て
い

る
場
合
は
そ
の
年
数
を
教
科
名
の
後
に
付
記
、
教
授
履
歴
が
あ
れ

ば
そ
の
旨
記
す
る
。
日
本
人
パ
ー
ド
レ
は
七
人
お
り
、
太
字
で
示

す
。
す
べ
て
Ｃ
の
位
階
で
あ
る
。
カ
ス
テ
ィ
リ
ャ
人
は
西
、
ポ
ル

ト
ガ
ル
人
は
葡
、
イ
タ
リ
ア
人
は
伊
、
日
本
人
は
日
と
略
記
す
る
。

皆
パ
ー
ド
レ
で
あ
る
か
ら
、
名
前
の
前
のP. e

は
省
略
す
る
。
教

科
名
の
原
語
を
示
す
。philosophia,curso

de
philosophia,ar-

tes,curso
de

artes

は
す
べ
て
「
哲
学
」、lógica

は
「
論
理

学
」、theologia

は
「
神
学
」、casos,

casos
de

consciência
は
と
も
に
「
良
心
問
題
」、latim

は
「
ラ
テ
ン
語
」、gram

m
ática

は
「
文
法
」、rethórica

は
「
修
辞
学
」、hum

anidade

は
「
古

典
学
」、m

athém
aticas

は
「
数
学
」、leis

は
「
法
律
学
」、

表
２

史
料
１

史
料
ａ

Ａ
、professos

de
4

votos

（
史
料
１
の
①
）

professo
de

4
votos

Ｂ
、professos

de
3

votos
y

coadjutores
spirituales

form
ados

（
史
料
１
の
②
）

coadjutor
espiritual

form
ado

Ｃ
、padres

que
no

tom
aron

aun
grado.

（
史
料
１
の
④
）
記
載
な
し

キ
リ
シ
タ
ン
時
代
イ
エ
ズ
ス
会
コ
レ
ジ
オ
（
山
口
・
平
戸
・
生
月
・
千
々
石
・
有
家
・
加
津
佐
・
天
草
）
に
つ
い
て
（
下
）

五
七
（
五
〇
一
）



表
３

学
習
し
た
教
科

教
授
し
た
教
科

Ａ８

B
elchior

de
M

oura

西

哲
学

神
学
二

９

B
althezar

de
T

o-
rres

西

哲
学

神
学

ラ
テ
ン
語
・
神
学

１１

B
ento

Fernández

葡

哲
学

神
学
三

１３

C
arlo

E
spínola

伊

哲
学

神
学

文
法
・
数
学

１４

C
elso

C
onfalonero

伊

哲
学

神
学

修
辞
学
・
ギ
リ
シ
ア
語

１８

Francisco
C

alderón

西

学
習
を
終
え
哲
学
修
士（

20
）

２１

Francisco
Pacheco

葡

哲
学

神
学（

21
）

ラ
テ
ン
語
・
神
学

25

G
abrielde

M
atos

葡

哲
学

神
学

文
法（

22
）
・
修
辞
学（

23
）

26

G
arcia

G
arcéz

西

哲
学

神
学

古
典
学

３３

João
B

autista
Zola

伊

哲
学

神
学
三

修
辞
学

３６

João
B

autista
Porro

伊

哲
学

神
学
四

修
辞
学
（
24
）

３８

Jerónim
o

R
odríguez

葡

哲
学

神
学

３９

Jerónim
o

de
Á

nge-
les

伊

哲
学

神
学

古
典
学
（
25
）

４０

João
M

ateus
A

-
dam

i

伊

哲
学

神
学

４５

M
ateus

de
C

ouros

葡

哲
学

神
学
三

５３

Pero

（Pietro

）Paulo
N

avarro

伊

哲
学

神
学
二

５４

Pero
M

orejón

西

哲
学

神
学

史

学

第
八
二
巻

第
四
号

五
八
（
五
〇
二
）



５８

Sebastião
V

ieira

葡

哲
学

神
学

６１
V

alentim
C

arvalho

葡

哲
学

神
学

ラ
テ
ン
語
（
26
）・

哲
学
・
神
学
（
27
）

６２
V

icente
R

ibeiro

葡

哲
学

神
学
四

Ｂ１

A
fonso

de
Lucena

葡

哲
学

神
学
一

２

Á
lvaro

D
ias

葡

良
心
問
題
二

哲
学

神
学
一
・
五（

28
）

３

A
m

brósio
de

B
ar-

ros

葡（
イ
ン
デ
ィ

ア
生
）

良
心
問
題
二

４

A
ntónio

Á
lvarez

葡

良
心
問
題
二

５

A
ntónio

Fernández
葡

良
心
問
題
二

哲
学

６

A
ntónio

Francisco
C

ritana

（
２９
）

西

哲
学（
哲
学
修
士
（
30
））

神
学

19

Francisco
Pírez

葡

〔
学
歴
記
載
な
し
〕

20

Francisco
Luís

葡

良
心
問
題
二

24

G
aspar

de
C

rasto

葡

良
心
問
題
二

27

João
Pom

ério

伊

哲
学

神
学
三

古
典
学
（
31
）・

修
辞
学

28

João
B

autista
B

ayeça

西

哲
学（

32
）

神
学

法
律
学
・
教
会
法

29

João
R

odriguez
G

irão

葡

哲
学

神
学
一
・
五

30

João
N

icolao

伊

良
心
問
題
一

43

M
anuelB

orralho

葡

良
心
問
題
一
or
二
（
33
）

44

M
arcos

Ferraro

伊

哲
学

神
学
二

51

N
icolao

de
Á

vila

西

良
心
問
題
二
？
（
34
）

ラ
テ
ン
語

57

R
uy

G
óm

ez

葡

良
心
問
題
二

Ｃ７

ア
ン
ト
ニ
オ
石
田

日

良
心
問
題
三

キ
リ
シ
タ
ン
時
代
イ
エ
ズ
ス
会
コ
レ
ジ
オ
（
山
口
・
平
戸
・
生
月
・
千
々
石
・
有
家
・
加
津
佐
・
天
草
）
に
つ
い
て
（
下
）

五
九
（
五
〇
三
）



10

B
ertholam

eu
de

Siqueira

葡

良
心
問
題
三

論
理
学
一

12
B

ertolam
eu

Soares

伊

哲
学
三
（
35
）

神
学
四

法
律
学
一
（
36
）

ラ
テ
ン
語
・
哲
学

15

C
hristóvão

Ferreira

葡

哲
学

神
学

16

C
am

illo
C

onstanço

伊

哲
学
三

神
学
四

古
典
学
（
37
）

17

D
iogo

C
arvalho

葡

哲
学

神
学

ラ
テ
ン
語

22

Francisco
E

ugénio

伊

哲
学（

38
）

神
学

文
法

２３

Francisco
Lobo

葡（
マ
カ
オ
生
）

哲
学

神
学
三

ラ
テ
ン
語

３１

João
da

Fonseca
葡

哲
学

神
学
三

３２

João
da

C
osta

葡

哲
学

神
学
四

３４

João
V

icente

伊

哲
学

神
学
三

３５

João
B

autista

葡（
テ
ル
セ
イ
ラ
島

哲
学

神
学
三

〔
ア
ゾ
レ
ス
諸
島
〕生
）

３７

Jácom
e

A
ntónio

伊

哲
学

神
学
三

文
法
（
39
）

４１

ジ
ュ
リ
ア
ン
中
浦

日

良
心
問
題
三

４２

ル
イ
ス〔
に
あ
ば
ら
〕

日

良
心
問
題
三

４６

M
anuelG

onçálvez

葡

良
心
問
題
二

４７

M
anuelB

orges

葡

哲
学

神
学
三

ラ
テ
ン
語

４８

M
anuelR

odríguez

葡（
マ
カ
オ
生
）
良
心
問
題
二
or
三（

40
）

カ
ン
ポ

４９

マ
ル
テ
ィ
ニ
ョ
原

日

良
心
問
題
二
or
三（

41
）

文
法
（
42
）

５０

マ
ン
シ
オ
平
林（

43
）

日

倫
理
神
学
二（

44
）

哲
学

５２

N
icolao

da
C

osta

葡

良
心
問
題
三

論
理
学
一

５５

Pero
M

árquez

葡

哲
学

神
学

ラ
テ
ン
語

５６

Pero
M

artins

葡

哲
学

神
学
三

５９

セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
木
村

日

良
心
問
題
三

６０

ト
メ
辻

日

良
心
問
題
二

史

学

第
八
二
巻
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四
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cánones

「
教
会
法
」、grego

は
「
ギ
リ
シ
ア
語
」（
表
３
）。

先
に
記
し
た
通
り
、
右
名
簿
（
史
料
ａ
・
史
料
ｂ
）
作
成
当
時
、

日
本
人
パ
ー
ド
レ
は
七
人
い
た
が
、
位
階
は
七
人
す
べ
て
が
Ｃ
、

す
な
わ
ち
パ
ー
ド
レ
と
し
て
は
最
下
位
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
学
歴

は
ど
う
で
あ
っ
た
か
と
い
う
と
、
平
林
を
除
く
六
人
は
皆
、
良
心

問
題
を
二
〜
三
年
学
習
し
た
だ
け
で
あ
る
。
平
林
の
み
、
マ
カ

オ
・
コ
レ
ジ
オ
で
哲
学
と
恐
ら
く
倫
理
神
学
（
倫
理
神
学
は
二
年

間
）
を
学
ん
だ
。

彼
ら
が
、
そ
れ
ら
の
教
科
を
何
処
で
学
ん
だ
か
を
見
て
み
る
と
、

ア
ン
ト
ニ
オ
石
田
（
45
）
・
ジ
ュ
リ
ア
ン
中
浦
（
46
）
・
ル
イ
ス
�
に
あ
ば
ら
（
47
）
・

マ
ン
シ
オ
平
林
（
48
）
・
セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
木
村
（
49
）
の
五
人
は
マ
カ
オ
で
学

び
、
マ
ル
テ
ィ
ニ
ョ
原
（
50
）
は
天
草
で
学
び
、
ト
メ
辻
（
51
）
は
日
本
で
学
ん

だ
。つ

ま
り
、
日
本
人
を
マ
カ
オ
に
送
っ
て
良
心
問
題
を
二
年
間
学

習
さ
せ
た
上
で
、
司
祭
に
叙
階
す
る
よ
う
に
と
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ

は
指
示
し
た
が
、
そ
の
後
日
本
人
の
学
習
は
良
心
問
題
二
年
間
に

限
定
さ
れ
た
わ
け
で
も
な
く
、
二
年
が
三
年
に
延
長
す
る
場
合
も

あ
り
、
し
か
も
本
人
の
能
力
次
第
で
、
少
数
で
は
あ
る
が
、
哲
学

に
進
む
者
も
い
た
わ
け
で
あ
る
。

右
の
名
簿
に
拠
り
、
日
本
人
は
他
の
外
国
人
司
祭
に
比
し
て
明

ら
か
に
学
歴
に
違
い
が
あ
り
（
大
部
分
が
良
心
問
題
の
み
）、
司

祭
叙
階
を
受
け
て
パ
ー
ド
レ
に
は
な
っ
て
も
、
イ
エ
ズ
ス
会
内
の

位
階
は
パ
ー
ド
レ
の
中
の
最
下
位
に
留
ま
る
者
ば
か
り
で
あ
っ
た

こ
と
が
確
認
出
来
る
。

同
名
簿
に
拠
り
、
パ
ー
ド
レ
の
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
三
位
階
と
、
そ
れ

ぞ
れ
に
属
す
る
パ
ー
ド
レ
た
ち
の
学
歴
と
の
相
関
関
係
に
注
目
し

て
み
る
と
、
Ａ
に
属
す
る
者
た
ち
は
一
様
に
哲
学
・
神
学
を
修
得

し
て
い
る
の
は
納
得
で
き
る
が
、
Ｂ
、
Ｃ
に
つ
い
て
は
そ
の
点
、

位
階
と
学
歴
と
の
間
に
明
確
な
相
関
は
認
め
ら
れ
な
い
。
履
修
し

た
教
科
の
み
が
そ
の
決
め
手
に
な
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
他

諸
々
の
理
由
か
ら
位
階
が
決
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

一
五
九
四
年
三
月
六
日
付
け
日
本
発
、
伊
東
マ
ン
シ
オ
の
イ
エ

ズ
ス
会
総
長
宛
書
簡
に
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

「
そ
の
た
め
に
〔
今
後
日
本
で
の
布
教
に
勤
め
る
た
め
に
〕、

（
人
間
的
手
段
に
つ
い
て
言
う
な
ら
）
現
在
こ
の
天
草
の
コ
レ
ジ

オ
（
わ
れ
わ
れ
は
現
在/

（f.178v.

）
四
人
と
も
其
処
に
い
る
（
52
）
）
に

カ
リ
ダ
ド

お
い
て
わ
れ
わ
れ
に
対
し
て
行
わ
れ
た
愛
徳
は
、
小
さ
な
助
け
で

ク

ル

ソ

は
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
講
義
課
程
の
仕
方
で
�

コ
ン
ペ
ン
デ
ィ
オ
・
デ
・
テ
オ
ロ
ジ
ア

神

学

要

綱
�

〔（
53
）が
講
じ
ら
れ
た
。〕〔
同
�
要
綱
�
は
〕
当
地
に
お
い
て
必
要
と

す
る
こ
と
に
ま
さ
に
叶
っ
て
い
る
。
準
管
区
長
パ
ー
ド
レ
〔
ペ
ド

キ
リ
シ
タ
ン
時
代
イ
エ
ズ
ス
会
コ
レ
ジ
オ
（
山
口
・
平
戸
・
生
月
・
千
々
石
・
有
家
・
加
津
佐
・
天
草
）
に
つ
い
て
（
下
）
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ロ
・
ゴ
メ
ス
〕
が
、
彼
自
ら
明
快
か
つ
理
解
し
や
す
い
形
で
そ
れ

〔�
要
綱
�〕
を
編
纂
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
し
て
ま
た
一
人
の

マ
エ
ス
ト
ロ

パ
ー
ド
レ
を
教
師
と
し
て
わ
れ
わ
れ
に
配
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

今
年
そ
れ
〔
同
講
義
〕
を
始
め
た
。
彼
は
ラ
テ
ン
語
で
も
日
本
語

で
も
、
わ
れ
わ
れ
に
そ
れ
〔�
要
綱
�〕
を
極
め
て
明
快
に
説
明
出

来
る
よ
う
な
〔
パ
ー
ド
レ
で
あ
っ
た
（
54
）
〕。」

コ
ン
ペ
ン
デ
ィ
オ

ゴ
メ
ス
の
「
要

綱
」
を
使
用
す
る
コ
レ
ジ
オ
の
授
業
が
、

一
五
九
四
年
開
始
さ
れ
た
と
い
う
。
そ
し
て
「
要
綱
」
を
ラ
テ
ン

語
と
日
本
語
の
両
方
で
解
説
出
来
る
パ
ー
ド
レ
が
教
師
と
し
て
、

配
置
さ
れ
た
旨
見
え
る
。
そ
の
教
師
の
パ
ー
ド
レ
で
あ
る
が
、
次

に
引
用
す
る
一
五
九
四
年
三
月
一
五
日
付
け
長
崎
発
ゴ
メ
ス
作
成

の
、
一
五
九
四
年
三
月
か
ら
九
四
年
三
月
ま
で
の
日
本
年
報
に
、

コ
ン
ペ
ン
デ
ィ
オ

「
同
�
要

綱
�
は
、
何
ヶ
月
か
前
か
ら
こ
れ
ま
で
、
パ
ー
ド

レ
・
ペ
ド
ロ
・
モ
レ
ホ
ン
が
講
じ
て
き
た
（
55
）
。」
と
記
さ
れ
て
お
り
、

モ
レ
ホ
ン
の
こ
と
と
解
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
す
で

に
、
岡
本
氏
（
56
）
・
今
村
氏
（
57
）
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

一
五
九
四
年
三
月
一
五
日
付
け
長
崎
、
ペ
ド
ロ
・
ゴ
メ
ス
作
成
、

一
五
九
三
年
度
イ
エ
ズ
ス
会
年
報
（
一
五
九
三
年
三
月
〜
九
四
年

三
月
）
の
、「
天
草
の
島
々
の
コ
レ
ジ
オ
と
諸
レ
ジ
デ
ン
シ
ア
に

つ
い
て
」
と
の
見
出
し
の
記
事
を
次
に
訳
載
す
る
。
前
半
部
分
は

此
処
で
の
引
用
は
不
要
か
も
知
れ
な
い
が
、
本
年
報
の
関
係
記
事

を
す
べ
て
掲
載
す
る
。

「
天
草
の
島
は
、
別
の
機
会
に
書
き
送
っ
た
通
り
三
島
で
あ
り
、

ト
ノ
ス

そ
れ
ら
は
当
初
は
五
人
の
殿
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
た
。
そ
の

内
主
要
に
し
て
最
大
の
〔
殿
〕
は
本
来
、
天
草
と
い
う
名
で
あ
る
。

彼
ら
は
す
で
に
皆
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
る
。
そ
こ
は
遠
隔
の
島
々

コ
メ
ル
シ
オ

で
あ
っ
て
交
易
が
乏
し
い
た
め
、
さ
ら
に
は
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ノ

ツ
ノ
カ
ミ
ド
ノ

津
守
殿
〔
小
西
行
長
〕
に
従
属
し
て
い
る
た
め
に
、（
昨
年
の
年

報
に
記
述
し
て
あ
る
通
り
）
加
津
佐
に
あ
っ
た
コ
レ
ジ
オ
、
お
よ

ノ
ヴ
ィ
シ
ア
ド

び
大
村
に
あ
っ
た
修
練
院
が
潜
伏
し
た
。
天
草
に
あ
る
コ
レ
ジ
オ

に
は
現
在
、
全
部
で
五
二
人
の
イ
エ
ズ
ス
会
士
が
い
る
。
パ
ー
ド

ゴ
ヴ
ェ
ル
ノ

レ
は
七
人
で
、
彼
ら
は
一
部
は
コ
レ
ジ
オ
の
統
轄
に
、
一
部
は

ク

リ

ス

タ

ン

ダ

デ

担
当
し
て
い
る
キ
リ
ス
ト
教
会
に
関
わ
っ
て
い
る
。
イ
ル
マ
ン
は

四
四
人
、
そ
の
内
八
人
の
み
が
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
で
、
そ
の
他
は
全

員
日
本
人
で
あ
る
。
彼
ら
は
三
人
を
除
い
て
皆
、
何
年
も
前
か
ら

こ
れ
ま
で
、
コ
レ
ジ
オ
で
学
習
し
て
い
る
。
彼
ら
〔
そ
の
三
人
〕

コ
ア
ジ
ュ
ト
レ
ス

オ
フ
ィ
シ
オ
ス

は
実
務
助
修
士
で
、
コ
レ
ジ
オ
の
仕

事
を
手
伝
っ
て
い
る
。
コ

レ
ジ
オ
に
従
属
し
て
四
つ
の
レ
ジ
デ
ン
シ
ア
が
あ
り
、
そ
れ
ら
は

ト
ノ
ス

よ
り
弱
小
の
別
の
四
人
の
殿
の
領
土
に
あ
る
が
、
そ
れ
ら
に
は
常

に
、
別
の
パ
ー
ド
レ
四
人
と
イ
ル
マ
ン
四
人
が
駐
在
し
た
。
し
た

が
っ
て
、
コ
レ
ジ
オ
と
諸
レ
ジ
デ
ン
シ
ア
と
に
六
〇
人
の
イ
エ
ズ

史

学

第
八
二
巻

第
四
号
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ド
ジ
コ
ス

ス
会
士
が
い
る
。
そ
の
外
に
、
二
〇
人
以
上
の
同
宿
が
お
り
、
彼

オ
フ
ィ
シ
オ
ス

イ
ン
プ
レ
ン
サ

ら
は/
（f.21

）
一
部
カ
ザ
の
仕

事
に
、
一
部

印
刷
に
奉
仕
し

モ
ソ
ス
・
デ
・
セ
ル
ヴ
ィ
ソ

て
い
る
。
そ
れ
故
、
大
勢
い
る
従

僕
を
加
え
、
こ
れ
は
一

大
コ
レ
ジ
オ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
〔
天
草
の
〕
島
々
に
は
、
彼
ら
が

〔
そ
の
司
牧
を
〕
担
当
し
て
い
る
お
お
よ
そ
三
万
の
キ
リ
ス
ト
教

ア
ル
マ
ス

徒
の
霊
魂
が
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
（
58
）
。〔
中
略
〕

カ
ン
バ
コ

天
草
に
か
く
も
大
き
な
コ
レ
ジ
オ
が
所
在
す
る
こ
と
を
関
白
が

知
っ
て
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ノ
津
守
殿
に
対
し
て
激
怒
す
る
か
も
知

ク

リ

ス

タ

ン

ダ

デ

れ
な
い
、
そ
し
て
延
い
て
は
キ
リ
ス
ト
教
会
や
パ
ー
ド
レ
た
ち
へ

の
怒
り
に
及
ぶ
か
も
知
れ
な
い
と
危
惧
し
た
。
そ
れ
故
結
局
、
天

草
の
同
じ
土
地
か
ら
撤
退
す
る
こ
と
な
し
に
、
あ
の
コ
レ
ジ
オ
を

ア
マ
ク
サ
ン
ド
ノ

三
分
割
す
る
こ
と
に
決
し
た
。
そ
れ
は
、
天
草
殿
の
母
親
ド

モ
リ
ェ
ル

ナ
・
グ
ラ
シ
ア
お
よ
び
彼
の
妻
ド
ナ
・
ジ
ョ
ア
ナ
、
さ
ら
に
は
彼

テ

ラ

ト
ノ

〔
殿
〕
の
土
地
に
留
ま
っ
て
領
土
を
統
治
し
て
い
た
殿
の
兄
弟
た

シ
ャ
リ
ダ
デ

ち
の
、
深
い
愛
徳
と
尽
力
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
彼

ら
は
、
そ
れ
〔
コ
レ
ジ
オ
〕
を
領
内
の
二
箇
所
に
あ
る
二
軒
の
家

に
、
そ
れ
ぞ
れ
に
コ
レ
ジ
オ
の
三
分
の
一
余
り
を
収
容
し
て
、
潜

伏
さ
せ
る
こ
と
を
認
め
た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
、
ク
ラ
ス
分
け
に
従
っ

デ
ィ
シ
プ
ロ
ス

メ

ス

ト

レ

ス

て
、
生
徒
た
ち
と
彼
ら
の
教
師
た
ち
が
送
ら
れ
た
。
時
間
を
無
駄

に
し
な
い
た
め
で
あ
っ
た
。
残
り
〔
三
分
の
一
弱
〕
は
、
コ
レ
ジ

ア
パ
ル
タ
メ
ン
ト

オ
の
同
じ
諸
カ
ザ
の
一
区
画
に
残
っ
た
（
59
）
。〔
中
略
〕

〔
か
か
る
大
勢
の
人
員
を
抱
え
た
コ
レ
ジ
オ
が
潜
伏
し
て
い
た

の
で
、
秀
吉
の
役
人
が
木
材
調
達
に
や
っ
て
き
て
見
つ
か
る
こ
と

を
危
惧
し
た
が
〕
天
草
殿
〔
の
一
族
〕
は
こ
れ
に
つ
い
て
も
対
策

ト
ノ

を
講
じ
て
く
れ
た
。
と
い
う
の
は
殿
の
兄
弟
た
ち
、
ド
ナ
・
グ
ラ

シ
ア
、
お
よ
び
ド
ナ
・
ジ
ョ
ア
ナ
は
皆
一
緒
に
そ
れ
ら
の
諸
カ
ザ

サ
ン
ク
リ
ス
テ
ィ
ア

に
移
っ
て
居
住
す
る
こ
と
に
決
め
た
。
も
っ
と
も
、
祭
具
室
と

カ

ペ

ラ

礼
拝
堂
は
離
れ
た
所
に
あ
る
コ
レ
ジ
オ
の
一
部
に
置
い
た
。
パ
ー

ド
レ
た
ち
が
そ
こ
で
、
ミ
サ
を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
す

る
た
め
で
あ
っ
た
。
約
三
ヶ
月
、
こ
の
よ
う
に
〔
コ
レ
ジ
オ
が
〕

分
割
さ
れ
た
状
態
で
あ
っ
た
（
60
）
。〔
中
略
〕

〔
秀
吉
の
役
人
が
来
る
の
も
間
近
で
あ
る
と
知
っ
て
〕
前
述
の

場
所
に
い
た
イ
ル
マ
ン
た
ち
は
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
た
ち
の

カ
ザ
ス
・
パ
ル
テ
ィ
ク
ラ
レ
ス

個
々
の
家
に
分
散
し
た
。
関
白
の
役
人
た
ち
が
そ
の
地
に
入

っ
て
き
た
の
で
、
皆
が
一
緒
に
い
る
こ
と
は
絶
対
に
出
来
な
か
っ

エ
ス
ト
ゥ
ド

た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
時
で
も
イ
ル
マ
ン
た
ち
は
学
習
や

レ
コ
リ
メ
ン
ト

瞑

想
を
失
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
れ
ほ
ど
の
期
間
分
散
し
、

三
つ
の
カ
ザ
に
す
べ
て
の
必
需
品
の
補
給
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
あ
っ
て
は
、
そ
の
抑
圧
と
難
儀
は
小
さ
く
な
か
っ
た
（
61
）
。〔
中

略
〕〔

遠
路
故
に
、
役
人
は
木
材
調
達
の
た
め
に
天
草
に
は
来
な
い

こ
と
に
決
め
た
の
で
〕
イ
ル
マ
ン
た
ち
は
彼
ら
の
諸
カ
ザ
に
戻
っ

キ
リ
シ
タ
ン
時
代
イ
エ
ズ
ス
会
コ
レ
ジ
オ
（
山
口
・
平
戸
・
生
月
・
千
々
石
・
有
家
・
加
津
佐
・
天
草
）
に
つ
い
て
（
下
）
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て
一
緒
に
な
っ
た
。
か
く
し
て
三
ヶ
月
も
経
た
な
い
内
に
、
わ
れ

わ
れ
に
関
す
る
諸
々
の
事
柄
は
改
善
し
、
ド
ナ
・
グ
ラ
シ
ア
と
そ

の
子
供
た
ち
、
お
よ
び
ド
ナ
・
ジ
ョ
ア
ナ
は
諸
カ
ザ
を
立
ち
退
き
、

パ
ー
ド
レ
た
ち
と
イ
ル
マ
ン
た
ち
は
全
員
、
コ
レ
ジ
オ
に
戻
り
一

緒
に
な
っ
た
（
62
）
。〔
中
略
〕

ジ
ャ
パ
ン

ラ
テ
ン
語
の
学
習
を
終
え
た
イ
ル
マ
ン
た
ち
は
、
日
本
語
の
学

習
も
ま
た
終
え
よ
う
と
し
て
い
た
。
彼
ら
は
、
昨
年
一
年
間
そ
れ

〔
日
本
語
学
習
〕
に
専
念
し
た
。
次
の
ナ
ウ
船
の
出
帆
ま
で
ラ
テ

プ
リ
メ
イ
ラ

ン
語
一
級
〔
の
ク
ラ
ス
〕
で
学
習
中
で
あ
っ
た
者
た
ち
も
ま
た
、

彼
ら
の
学
習
を
終
え
た
。

準
管
区
長
パ
ー
ド
レ
は
、
顧
問
の
パ
ー
ド
レ
た
ち
の
意
見
に
よ

フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ア
・
エ
・
テ
オ
ロ
ジ
ア
・
コ
ン
ペ
ン
デ
ィ
オ
サ

り
、
哲

学

と

神

学

の

要

綱
に
関
す
る
何
ら
か
の
事
柄

に
つ
い
て
の
知
識
を
わ
れ
わ
れ
の
日
本
人
イ
ル
マ
ン
た
ち
与
え
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
今
享
受
す
る
こ
の
時
間
を
利
用
す
る
こ
と
に
決

シ
エ
ン
シ
ア
ス

し
た
。
彼
ら
が
、
こ
れ
ら
の
学
問
を
真
剣
に
聴
講
す
る
こ
と
が
出

テ
ル
モ

来
る
よ
う
な
状
況
で
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
イ

エ
ズ
ス
会
に
お
い
て
は
、
通
常
彼
ら
は
高
齢
で
あ
り
、
し
か
も

オ
ス
・
プ
リ
メ
イ
ロ
ス

初
級
者
で
あ
っ
て
ラ
テ
ン
語
の
学
習
か
ら
始
め
る
の
が
常
で
あ

る
が
、
そ
れ
の
修
得
に
は
大
変
難
儀
を
し
た
か
ら
で
あ
り
、
ま
た

日
本
の
諸
事
情
は
、
彼
ら
の
学
習
に
多
く
の
時
間
を
費
や
す
の
を

ク
ワ
ン
バ
ク
ン
ド
ノ

許
さ
な
い
か
ら
で
も
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
関
白
殿
が
死
亡
し

た
ら
、
異
教
徒
の
改
宗
と
キ
リ
ス
ト
教
徒
た
ち
の
教
化
の
た
め
に
、

大
い
に
働
く
こ
と
に
な
り
、
彼
ら
か
ら
学
習
を
奪
い
、
隣
人
た
ち

に
対
す
る
仕
事
に
従
事
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ

れ
故
、
一
年
か
一
年
余
り
で
彼
ら
〔
日
本
人
イ
ル
マ
ン
た
ち
〕
に

コ
ン
ペ
ン
デ
ィ
オ

講
じ
終
え
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
な
�
要

綱
�
を
作
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
彼
ら
が
彼
ら
の
隣
人
た
ち
を
教
え
る
こ
と
が
出
来
る
よ

ド
ウ
ト
リ
ナ

う
に
一
層
教
化
さ
れ
、
教
理
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
充
分
と
思

シ
エ
ン
シ
ア
ス

わ
れ
る
よ
う
な
、
こ
れ
ら
の
学
問
を
要
約
し
た
若
干
の
知
識
を
、

彼
ら
に
与
え
る
方
が
よ
い
と
思
わ
れ
た
。
そ
し
て
そ
れ
が
終
わ
っ

カ
ゾ
ス
・
デ
・
コ
ン
シ
エ
ン
シ
ア

た
ら
、
彼
ら
〔
日
本
人
イ
ル
マ
ン
た
ち
〕
は
良
心
問
題
を
も
、

正
確
に
二
年
間
聴
講
す
る
こ
と
に
す
る
。
時
期
と
仕
事
の
面
で
、

許
さ
れ
た
ら
で
あ
る
が
。

そ
れ
故
、
準
管
区
長
パ
ー
ド
レ
は
何
人
か
の
パ
ー
ド
レ
に
助
け

ス
マ
リ
オ

ケ
ス
ト
ン
エ
ス

ら
れ
て
、
こ
の
要
約
を
作
っ
た
。
そ
こ
に
お
い
て
、
論
点
や

ア
ル
グ
メ
ン
ト
ス

ド
ウ
ト
リ
ナ

異

論
は
取
り
上
げ
ず
、
確
か
な
教
理
を
彼
ら
に
与
え
る
こ
と

ア
ニ
マ

を
目
的
と
し
た
。
こ
れ
は
、
霊
魂
の
本
（
63
）
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

ア
ル
マ
・
ヴ
ェ
ジ
ェ
タ
テ
ィ
ヴ
ァ

ア
ル
マ
・
シ
ン
シ
テ
ィ
ヴ
ァ

彼
ら
が
、
植
物
的
霊
魂
・
感
覚
的
霊
魂
、
お
よ
び

ア
ル
マ
・
エ
ン
テ
レ
ク
テ
ィ
ヴ
ァ

ポ
テ
ン
シ
ア
ス

ア
ク
ト
ス

理
性
的
霊
魂
の
違
い
、
お
よ
び
そ
れ
ら〔
霊
魂
〕の
能
力
の
行
為

オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
ス

と
対
象
の
多
様
性
を
理
解
す
る
た
め
で
あ
る
。

フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ア

こ
れ
に
よ
っ
て
哲
学
に
関
し
て
は
満
足
出
来
る
の
で
、
続
い

て
信
仰
の
基
本
を
簡
潔
で
は
あ
る
が
充
分
に
取
り
上
げ
て
い
る
。

史
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デ

・

レ

ジ

ブ

ス

そ
の
後
で
秘
蹟
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
（
64
）
。
第
三
部
は
法
に
つ
い
て

ヴ
ィ
ル
ト
ゥ
デ
ス
ヴ
ィ
シ
オ
ス

で
あ
っ
て
、

徳

と
悪
徳
を
充
分
に
取
り
上
げ
て
い
る
（
65
）
。

コ
ン
ペ
ン
デ
ィ
オ

こ
の
�
要

綱
�
は
、
何
ヶ
月
か
前
か
ら
こ
れ
ま
で
、
パ
ー

ド
レ
・
ペ
ド
ロ
・
モ
レ
ホ
ン
が
講
じ
て
き
た
。
そ
れ
を
聴
講
す
る

プ
リ
メ
イ
ラ

イ
ル
マ
ン
は
三
〇
人
以
上
い
た
。
と
い
う
の
は
、
ラ
テ
ン
語
一
級

エ
ス
ト
ゥ
ド
・
デ
・
ジ
ャ
パ
ン

カ

ゾ

ス

と
日
本
語
学
習
を
終
え
た
イ
ル
マ
ン
た
ち（

66
）
以
外
に
、
良
心
問
題

を
一
年
以
上
学
ん
で
い
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
イ
ル
マ
ン
六
人
が
聴
講

レ
ペ
テ
ィ
ソ
ン
エ
ス

エ
ゼ
ル
シ
テ
ィ
オ
ス
・
エ
ス
コ
ラ
ス
テ
ィ
コ
ス

し
、
反

復
そ
の
他
の
学

習

的

練

習
を
し
て
い
る
か
ら

で
る
。
イ
エ
ズ
ス
会
に
お
い
て
常
に
そ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
大

変
熱
心
に
行
な
わ
れ
て
い
る
。〔
モ
レ
ホ
ン
が
〕
彼
ら
に
こ
れ
を

講
じ
る
の
は
六
、
七
ヶ
月
で
あ
る
が
、
こ
の
間
に
通
常
全
員
が
非

常
に
上
達
し
た
。
わ
れ
わ
れ
の
諸
々
の
事
柄
に
つ
い
て
、
彼
ら
が

充
分
に
理
解
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
わ
れ
ら
の
主
は
、
他
の
者
た
ち
に
も/

（f.23

v.

）
こ
れ
ら
の
学
習
を
一
層
時
間
を
か
け
、
そ
し
て
一
層
順
序
立

て
て
続
け
さ
せ
て
下
さ
る
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
、
セ
ミ
ナ
リ

メ

ニ

ノ

ス

オ
で
教
育
さ
れ
る
少
年
た
ち
の
外
に
、
他
の
イ
ル
マ
ン
た
ち
が
コ

プ
リ
メ
イ
ラ
・
ク
ラ
セ

レ
ジ
オ
に
お
い
て
、
ラ
テ
ン
語
一
級
ク
ラ
ス（

67
）
で
学
ん
で
い
る
か
ら

で
あ
る
（
68
）
。」

右
の
一
五
九
三
年
度
イ
エ
ズ
ス
会
年
報
に
よ
っ
て
、
天
草
コ
レ

ジ
オ
の
当
時
の
活
動
に
つ
い
て
重
要
な
事
実
が
判
明
す
る
。
纏
め

る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

一
、
当
時
天
草
コ
レ
ジ
オ
に
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
士
五
二
人
が
居
住

し
て
い
た
。
パ
ー
ド
レ
七
人
で
あ
っ
た
。
イ
ル
マ
ン
四
四
人
、

そ
の
内
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
は
八
人
、
日
本
人
は
三
六
人
で
あ
っ
た
。

イ
ル
マ
ン
四
四
人
の
内
、
四
一
人
は
学
習
中
、
三
人
は
実
務
助

修
士
で
あ
っ
た
。

二
、
コ
レ
ジ
オ
に
従
属
す
る
レ
ジ
デ
ン
シ
ア
が
四
つ
（
志
岐
・
大

矢
野
・
栖
本
・
上
津
浦
）
あ
り
、
そ
れ
ら
に
は
別
の
パ
ー
ド
レ

四
人
・
イ
ル
マ
ン
四
人
が
常
駐
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
コ

レ
ジ
オ
と
四
レ
ジ
デ
ン
シ
ア
に
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
士
六
〇
人
が

居
住
し
て
い
た
。
外
に
同
宿
が
二
〇
人
以
上
お
り
、
そ
の
一
部

が
印
刷
の
仕
事
を
し
て
い
た
。
さ
ら
に
従
僕
が
大
勢
い
た
。

三
、
秀
吉
の
名
護
屋
本
営
入
り
（
天
正
二
〇
年
〔
文
禄
元
年
〕
四

月
二
五
日
〔
一
五
九
二
年
六
月
五
日
〕）
に
よ
り
、
天
草
コ
レ

ジ
オ
の
存
在
と
活
動
が
知
ら
れ
る
こ
と
を
危
惧
し
て
、
天
草
久

種
一
族
の
支
援
も
あ
っ
て
、
コ
レ
ジ
オ
の
教
師
と
生
徒
を
三
分

割
し
て
、
コ
レ
ジ
オ
に
残
る
者
た
ち
と
別
の
二
箇
所
の
仮
住
ま

い
に
移
る
者
た
ち
に
分
か
れ
て
学
習
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
態

が
三
ヶ
月
足
ら
ず
続
き
、
そ
の
後
皆
も
と
の
コ
レ
ジ
オ
に
戻
っ

た
。

キ
リ
シ
タ
ン
時
代
イ
エ
ズ
ス
会
コ
レ
ジ
オ
（
山
口
・
平
戸
・
生
月
・
千
々
石
・
有
家
・
加
津
佐
・
天
草
）
に
つ
い
て
（
下
）
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四
、
ま
ず
ラ
テ
ン
語
を
学
習
し
、
続
い
て
日
本
語
を
一
年
間
学
ん

で
き
た
イ
ル
マ
ン
た
ち
が
、
そ
の
学
習
を
終
え
よ
う
と
し
て
い

た
。

五
、
次
の
ナ
ウ
船
出
帆
ま
で
ラ
テ
ン
語
一
級
（
上
級
）
を
学
習
し

て
き
た
者
た
ち
も
、
そ
れ
を
終
え
た
。
ナ
ウ
船
出
帆
ま
で
ラ
テ

ン
語
一
級
を
学
習
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
ラ
テ
ン
語
学
習

を
終
え
て
か
ら
、
マ
カ
オ
・
コ
レ
ジ
オ
に
行
っ
て
そ
の
先
の
教

科
を
学
ぶ
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

六
、
日
本
人
イ
ル
マ
ン
は
高
齢
で
、
ラ
テ
ン
語
初
級
の
学
習
か
ら

始
め
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
習
得
に
難
儀
す
る
。
し
か
も
布

教
活
動
は
彼
ら
か
ら
学
習
の
時
間
を
奪
う
。
そ
れ
故
、
彼
ら
が

布
教
に
必
要
な
教
理
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
、
一
年
か
一
年
余

で
彼
ら
に
講
じ
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
な
哲
学
・
神
学
の
「
要

綱
」
を
、
準
管
区
長
ゴ
メ
ス
が
何
人
か
の
パ
ー
ド
レ
の
助
け
を

得
て
作
っ
た
。

七
、「
要
綱
」
の
霊
魂
に
つ
い
て
の
巻
は
三
部
に
分
か
れ
、
一
部
、

植
物
的
霊
魂
・
感
覚
的
霊
魂
、
お
よ
び
理
性
的
霊
魂
の
違
い
。

二
部
、
信
仰
の
基
本
と
秘
蹟
。
三
部
、
法
（
掟
）
に
つ
い
て
取

り
上
げ
る
。

八
、
本
「
要
綱
」
は
、
モ
レ
ホ
ン
が
六
、
七
ヶ
月
前
か
ら
講
じ
て

い
る
。
つ
ま
り
厳
密
に
言
え
ば
、
一
五
九
三
年
八
月
一
五
日

〜
九
三
年
九
月
一
五
日
頃
そ
の
講
義
は
始
ま
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

聴
講
す
る
イ
ル
マ
ン
は
三
〇
人
以
上
で
あ
る
。
ラ
テ
ン
語
一
級

と
日
本
語
の
学
習
を
終
え
た
イ
ル
マ
ン
た
ち
、
お
よ
び
良
心
問

題
を
一
年
以
上
学
ん
で
い
る
（
つ
ま
り
そ
の
学
習
途
中
）
ポ
ル

ト
ガ
ル
人
イ
ル
マ
ン
六
人
が
聴
講
し
て
い
る
。
聴
講
者
は
皆
大

き
な
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

九
、
日
本
人
イ
ル
マ
ン
は
、
そ
の
「
要
綱
」
の
学
習
が
終
わ
っ
た

ら
、
良
心
問
題
を
二
年
間
聴
講
す
る
も
の
と
す
る
。

右
の
八
・
九
の
、
ゴ
メ
ス
著
述
「
要
綱
」
の
受
講
者
に
つ
い
て
、

触
れ
て
お
く
。
八
で
は
、
受
講
者
は
三
〇
人
以
上
で
あ
り
、
ラ
テ

ン
語
一
級
と
日
本
語
学
習
を
終
え
た
（
日
本
人
）
イ
ル
マ
ン
、
お

よ
び
良
心
問
題
を
一
年
以
上
学
習
し
て
い
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
イ
ル

マ
ン
六
人
か
ら
成
っ
て
い
た
と
い
う
。
つ
ま
り
日
本
人
イ
ル
マ
ン

は
二
四
人
以
上
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

少
し
時
期
が
ず
れ
る
が
、
折
角
前
引
史
料
１
（
一
五
九
三
年
一

月
一
日
イ
エ
ズ
ス
会
日
本
管
区
名
簿
（
69
）
）
と
い
う
良
い
史
料
が
あ
る

の
で
、
右
の
八
・
九
の
記
述
と
照
合
さ
せ
て
み
る
。
八
の
、
二
四

人
以
上
の
日
本
人
イ
ル
マ
ン
と
し
て
、
史
料
１
の
⑤
の
イ
ル
マ
ン

た
ち
が
考
慮
の
対
象
に
な
る
。
⑤
の
１０２
〜
１０９
の
八
人
が
、
ラ
テ
ン

語
一
級
の
学
習
を
終
え
、
日
本
語
文
字
を
学
習
中
で
あ
る
。
こ
の

史
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八
人
が
先
ず
該
当
す
る
。
次
に
、
⑤
の
７８
〜
９１
の
一
四
人
は
ラ
テ

レ
ト
ラ
ス

ン
語
一
級
学
習
中
で
あ
る
。
日
本
語
文
字
あ
る
い
は
文
字
と

エ
ス
ク
リ
ト
ゥ
ラ
ス

書
札
礼
の
知
識
・
教
養
に
つ
い
て
は
個
人
差
が
大
き
か
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
両
方
合
わ
せ
た
二
二
人
が
、
八
の
日
本
人
イ
ル
マ
ン

で
は
な
い
か
。

⑤
の
そ
の
他
の
日
本
人
イ
ル
マ
ン
は
、
ラ
テ
ン
語
二
級
学
習
中

で
あ
っ
た
り
、
そ
の
学
習
す
ら
放
棄
し
た
り
と
い
っ
た
有
様
で
、

こ
の
八
の
イ
ル
マ
ン
に
は
該
当
し
な
い
よ
う
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、

右
の
受
講
者
に
続
く
第
二
回
受
講
者
は
、
こ
れ
ら
の
イ
ル
マ
ン
で

あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
、
次
の
一
五
九
四

年
一
〇
月
二
〇
日
付
け
パ
シ
オ
の
書
簡
の
と
こ
ろ
で
記
す
。

次
に
良
心
問
題
を
一
年
以
上
学
ん
で
い
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
イ
ル

マ
ン
六
人
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
史
料
１
の
⑤
の
内
の
、
７０
〜
７６
の

七
人
が
そ
れ
に
該
当
す
る
。
七
人
と
も
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
で
、
皆
履

カ

ソ

ス

歴
に
「
今
年
良
心
問
題
の
学
習
を
始
め
た
」
と
見
え
る
。
６８
も

「
現
在
良
心
問
題
学
習
中
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
イ
タ
リ
ア
人

で
あ
る
。

九
は
、
右
に
記
し
た
７８
〜
９１
お
よ
び
１０２
〜
１０９
の
日
本
人
イ
ル
マ

ン
が
そ
れ
に
該
当
す
る
と
し
て
、
彼
ら
は
、「
要
綱
」
の
学
習
を

終
え
た
後
、
良
心
問
題
を
学
習
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

一
五
九
四
年
一
〇
月
二
〇
日
付
け
長
崎
発
、
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス

コ
・
パ
シ
オ
の
イ
エ
ズ
ス
会
総
長
宛
書
簡
の
関
係
記
事
を
次
に
訳

す
。「

コ
レ
ジ
オ
で
教
育
を
受
け
て
い
る
日
本
人
イ
ル
マ
ン
た
ち
は

ミ
ス
テ
リ
オ
ス

ト
ラ
タ
ド

今
年
、
信
仰
の
秘
義
に
つ
い
て
の
論
著
を
聴
講
し
た
。
そ
れ

ヘ

ン

テ

ィ

レ

ス

〔
同
論
著
〕
は
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
た
ち
や
異
教
徒
た
ち
に
聖
福
音

オ
フ
ィ
シ
オ

を
説
教
す
る
こ
と
で
あ
る
彼
ら
の
聖
務
を
満
足
に
遂
行
出
来
る
よ

う
に
彼
ら
を
教
育
す
る
た
め
に
、
イ
ル
マ
ン
た
ち
の
能
力
に
適
合

さ
せ
て
、
準
管
区
長
パ
ー
ド
レ
が
ラ
テ
ン
語
で
作
成
し
た
も
の
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
去
る
三
月
に
書
き
送
っ
た
通
り
で
あ
る
。

コ
ン
ペ
ン
デ
ィ
オ

現
在
彼
ら
は
こ
の
�
要

綱
�〔
の
聴
講
〕
を
続
け
て
お
り
、

大
き
な
成
果
を
上
げ
て
い
る
。
彼
ら
の
学
習
は
こ
の
キ
リ
ス
ト
教

会
の
た
め
に
大
い
に
裨
益
す
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
は
、
わ
れ

ポ
コ
ス
・
メ
セ
ス

わ
れ
に
分
か
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
二
、
三
ヶ
月
後
に
終
わ
っ
た
ら
、

こ
れ
ら
の
イ
ル
マ
ン
は
他
の
諸
レ
ジ
デ
ン
シ
ア
に
分
散
す
る
で
あ

ろ
う
。

そ
し
て
現
在
そ
れ
ら
〔
レ
ジ
デ
ン
シ
ア
〕
に
い
る
者
た
ち
〔
イ

ル
マ
ン
〕
が
、
コ
レ
ジ
オ
に
連
れ
て
こ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
そ

コ
ン
ペ
ン
デ
ィ
オ

れ
は
こ
の
�
要

綱
�
の
内
、
最
も
主
要
な
幾
つ
か
の
事
柄
を

彼
ら
自
身
の
言
語
〔
日
本
語
〕
に
訳
し
た
も
の
を
、
聴
講
す
る
た

め
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
彼
ら
の
中
に
ラ
テ
ン
語
が
分
か
る
者

キ
リ
シ
タ
ン
時
代
イ
エ
ズ
ス
会
コ
レ
ジ
オ
（
山
口
・
平
戸
・
生
月
・
千
々
石
・
有
家
・
加
津
佐
・
天
草
）
に
つ
い
て
（
下
）
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が
一
人
も
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
彼
ら
は
、
キ
リ

ス
ト
教
徒
た
ち
に
対
し
て
果
た
し
て
い
る
継
続
的
仕
事
か
ら
解
放

さ
れ
て
、
な
に
が
し
か
引
き
籠
も
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
コ
レ
ジ
オ

に
お
い
て
精
神
的
な
強
靱
さ
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
出
来
、
一
層

教
化
さ
れ
、
今
後
彼
ら
の
聖
務
を
遂
行
す
る
の
に
相
応
し
く
な
る

こ
と
で
あ
ろ
う
。

イ
ン
プ
レ
ン
サ

印
刷
は
、
今
年
は
あ
ま
り
進
ま
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
そ

オ
フ
ィ
シ
ア
レ
ス

イ
ン
ス
ト
ゥ
ル
メ
ン
ト
ス

れ
〔
印
刷
〕
の
職
人
た
ち
が
、
器

具
を
直
し
、
そ
し
て

レ

ト

ラ

・

グ

リ

フ

ァ

イ
ン
プ
レ
シ
オ
ン

イ
タ
リ
ッ
ク
体
活
字
の
印
刷
を
す
る
の
に
何
ヶ
月
も
従
事
し
た

か
ら
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
れ
〔
イ
タ
リ
ッ
ク
体
活
字
〕
を

マ
ト
リ
セ
ス

大
い
に
必
要
と
し
て
い
た
。
日
本
人
た
ち
は
母
型
お
よ
び

プ
ン
テ
ィ
オ
ネ
ス

刻
印
機
を
作
っ
た
こ
と
が
全
く
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
生
来

こ
う
い
っ
た
事
柄
に
極
め
て
器
用
で
あ
る
の
で
、
短
期
間
で
、
六

ド
ゥ
カ
ド
を
超
え
な
い
僅
か
な
費
用
で
、
印
刷
に
必
要
な

レ

ト

ラ

・

グ

リ

フ

ァ

イ
タ
リ
ッ
ク
体
活
字
の
す
べ
て
を
作
り
上
げ
た
。

こ
の
よ
う
な
わ
け
で
現
在
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
と
日
本
語
の
説
明

付
き
で
、
パ
ー
ド
レ
・
マ
ヌ
エ
ル
・
ア
ル
ヴ
ァ
レ
ス
の

ア
ル
テ
・
ラ
テ
ィ
ナ

『
ラ
テ
ン
文
典
』
を
印
刷
し
つ
つ
あ
る
。
そ
れ
が
出
来
上
が
っ
た

レ
ト
ラ

ら
、
猊
下
に
お
送
り
す
る
。
こ
の
新
し
い
活
字
が
如
何
に
見
事
に

出
来
上
が
っ
た
か
、
見
て
い
た
だ
く
た
め
で
あ
る
。

ア

ル

テ

『
ラ
テ
ン
文
典
』
の
印
刷
が
終
わ
っ
た
ら
、
直
ぐ
に
ラ
テ
ン

語
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
・
日
本
語
の
要
約
し
た
三
箇
国
語
の
カ
レ
ピ

ノ
が
、
印
刷
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
日
本
人
た
ち
が
ラ
テ

ン
語
を
習
得
す
る
た
め
に
も
、
わ
れ
わ
れ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
た
ち
が

日
本
語
を
容
易
に
習
得
す
る
た
め
に
も
、
非
常
に
有
用
で
あ
ろ

う
（
７０
）。」右

の
パ
シ
オ
の
書
簡
に
よ
っ
て
、
次
の
事
実
が
判
明
す
る
。

一
、
コ
レ
ジ
オ
に
学
ぶ
日
本
人
修
学
生
イ
ル
マ
ン
た
ち
は
今
年
、

ゴ
メ
ス
が
ラ
テ
ン
語
で
著
述
し
た
「
要
綱
」
を
用
い
た
講
義
を

聴
講
し
て
き
た
。
そ
れ
は
現
在
も
続
け
て
い
る
が
、
あ
と
二
、

三
ヶ
月
で
終
わ
る
と
い
う
。
つ
ま
り
一
五
九
四
年
一
二
月
二
〇

日
〜
九
五
年
一
月
二
〇
日
頃
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
点

に
つ
い
て
は
、
後
掲
一
五
九
五
年
一
〇
月
二
〇
日
付
け
年
報
に
、

「
一
五
九
四
年
に
�
要
綱
�
の
講
義
が
終
わ
っ
た
」
と
記
さ
れ

て
い
る
。
一
五
九
四
年
末
に
そ
れ
が
終
了
し
た
わ
け
で
あ
る
。

終
了
し
た
ら
、
聴
講
し
て
き
た
日
本
人
イ
ル
マ
ン
た
ち
は
、
諸

レ
ジ
デ
ン
シ
ア
に
配
置
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
。

右
の
パ
シ
オ
書
簡
の
直
前
に
引
用
し
た
一
五
九
三
年
度
年
報

に
拠
る
と
、「
要
綱
」
の
講
義
は
一
五
九
三
年
八
月
一
五
日

〜
九
月
一
五
日
頃
開
始
し
た
。
す
な
わ
ち
同
講
義
は
、
約
一
年

三
ヶ
月
〜
一
年
四
ヶ
月
行
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
に
も

一
五
九
五
年
一
〇
月
二
〇
日
付
け
年
報
が
触
れ
、「
ほ
と
ん
ど

史

学
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二
年
間
費
や
し
て
昨
年
こ
れ
の
講
義
を
終
え
た
」
と
見
え
る
。

講
義
終
了
時
は
明
確
で
あ
る
か
ら
、
問
題
は
そ
の
開
始
時
で
あ

る
が
、
一
五
九
四
年
三
月
一
五
日
付
け
一
五
九
三
年
度
年
報
の
、

「〔
モ
レ
ホ
ン
が
�
要
綱
�
を
〕
講
じ
て
六
、
七
ヶ
月
に
な
る
」

と
の
記
載
は
あ
る
程
度
信
憑
性
高
い
も
の
と
考
え
る
な
ら
、
や

は
り
約
一
年
三
ヶ
月
〜
一
年
四
ヶ
月
続
い
て
終
了
し
た
、
と
考

え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

二
、「
要
綱
」
を
現
在
受
講
し
て
い
る
日
本
人
イ
ル
マ
ン
で
あ
る

が
、
こ
れ
ら
ラ
テ
ン
語
の
「
要
綱
」
講
義
の
第
一
回
受
講
者
は
、

一
五
九
三
年
度
年
報
に
関
し
て
記
述
し
た
通
り
、
基
本
的
に
史

料
１
の
⑤
の
７８
〜
９１
お
よ
び
１０２
〜
１０９
の
二
二
人
（
も
ち
ろ
ん
各

史
料
の
記
述
時
期
も
違
う
の
で
、
若
干
の
出
入
り
は
有
り
得

る
）
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

三
、
入
れ
替
わ
り
に
諸
レ
ジ
デ
ン
シ
ア
か
ら
コ
レ
ジ
オ
に
送
ら
れ

て
受
講
す
る
予
定
の
イ
ル
マ
ン
た
ち
は
、
ラ
テ
ン
語
が
分
か
ら

な
か
っ
た
と
い
う
。
史
料
１
の
⑤
の
内
、
右
の
二
に
記
し
た
二

二
人
以
外
の
日
本
人
イ
ル
マ
ン
（
ラ
テ
ン
語
二
級
学
習
中
、
そ

の
他
）
お
よ
び
⑥
（
先
に
史
料
１
を
引
用
し
た
際
、
そ
の
名
前

を
挙
げ
な
か
っ
た
が
、
１１３
〜
１４０
の
二
八
人
、
ラ
テ
ン
語
全
く
履

修
せ
ず
）
が
一
応
該
当
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
や
は
り
そ
の
内
前

者
⑤
が
ま
ず
優
先
し
た
よ
う
に
思
う
。

四
、
右
の
三
の
「
要
綱
」
第
二
回
受
講
者
は
、「
要
綱
」
の
主
要

部
分
を
邦
訳
し
た
書
を
用
い
て
講
義
を
聴
講
す
る
予
定
で
あ
っ

た
。
本
史
料
か
ら
は
そ
の
訳
書
が
出
来
上
が
っ
た
の
は
、
一
五

九
四
年
末
〜
九
五
年
初
頃
と
も
思
わ
れ
る
が
、
註（
１０４
）に
記
す

通
り
、
尾
原
神
父
は
一
五
九
五
年
一
〇
月
と
す
る
。

五
、
日
本
人
の
職
人
が
必
要
な
イ
タ
リ
ッ
ク
体
活
字
の
す
べ
て
を
、

六
ド
ゥ
カ
ド
を
超
え
な
い
金
額
で
作
っ
た
。
な
お
日
本
に
お
け

る
活
字
製
作
と
そ
の
費
用
に
つ
い
て
は
、
後
出
一
五
九
五
年
二

月
三
日
付
け
長
崎
発
ゴ
メ
ス
の
書
簡
に
も
見
え
る
の
で
、
其
処

で
両
書
簡
の
記
述
に
触
れ
る
。

六
、
現
在M

anuel
A

lvarez,
D

e
Institutione

G
ram

m
atica,

A
m

akusa,1594.

を
印
刷
中
で
あ
る
。
出
来
上
が
っ
た
ら
、

日
本
製
の
見
事
な
活
字
を
用
い
た
書
籍
を
見
て
も
ら
う
た
め
に
、

イ
エ
ズ
ス
会
総
長
に
送
る
。

七
、
ア
ル
ヴ
ァ
レ
ス
『
文
典
』
の
印
刷
が
終
わ
っ
た
ら
、
次
に

『
羅
葡
日
辞
書
』
を
印
刷
す
る
予
定
で
あ
る
。
こ
れ
は
印
刷
さ

れ
てD

ictionarium
Latino-Lusitanicum

ac
Iaponicum

,

A
m

akusa,1595.

と
な
る
。

一
五
九
四
年
一
〇
月
二
六
日
付
け
天
草
発
、
デ
ィ
オ
ゴ
・
デ
・

メ
ス
キ
タ
の
イ
エ
ズ
ス
会
総
長
宛
書
簡
に
、
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

キ
リ
シ
タ
ン
時
代
イ
エ
ズ
ス
会
コ
レ
ジ
オ
（
山
口
・
平
戸
・
生
月
・
千
々
石
・
有
家
・
加
津
佐
・
天
草
）
に
つ
い
て
（
下
）
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「
私
に
関
し
て
言
え
ば
、
私
は
こ
の
コ
レ
ジ
オ
に
居
住
し
、
も

ミ
ニ
ス
ト
ロ

う
三
年
半
同
じ
副
院
長（

71
）
の
職
務
を
し
て
い
る
。〔
中
略
〕

こ
の
コ
レ
ジ
オ
に
は
わ
れ
わ
れ
パ
ー
ド
レ
は
六
人
、
イ
ル
マ
ン

は
四
〇
人
い
る
。〔
イ
ル
マ
ン
は
〕
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
日
本
人
で

ド
ジ
ク
ス

あ
る
。
そ
れ
に
同
宿
が
二
〇
人
程
い
る
。
皆
彼
ら
の
学
習
に
専
念

し
て
お
り
、
速
や
か
に
そ
れ
が
終
わ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て

コ
ン
ペ
ン
デ
ィ
オ
・
デ
・
テ
オ
ロ
ジ
ア

わ
れ
わ
れ
に
、
彼
ら
が
こ
の
�
神

学

要

綱
�
か
ら
吸
収
し

た
成
果
が
分
か
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
〔�
神
学
要
綱
�〕
は
、
人
選

す
る
こ
と
な
く
イ
ル
マ
ン
全
員
に
講
じ
ら
れ
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
、

何
人
か
の
者
は
ろ
く
に
成
果
が
上
が
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
、

わ
れ
わ
れ
は
危
惧
す
る
。
と
い
う
の
は
、
他
の
者
た
ち
で
あ
れ
ば
、

資
質
の
欠
如
の
故
に
、
学
習
さ
せ
る
前
に
注
意
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
よ
う
な
こ
と
が
、
彼
ら
に
つ
い
て
行
わ
れ
な
い
か
ら
で
あ

る
。そ

れ
故
何
ら
か
の
経
験
を
有
す
る
わ
れ
わ
れ
は
、
次
の
よ
う
に

注
意
を
喚
起
し
た
い
。
す
な
わ
ち
、
年
齢
の
た
め
或
い
は
そ
の
他

プ
レ
デ
ィ
カ
ド
レ
ス

の
事
柄
の
た
め
に
、
説
教
者
の
職
務
以
上
に
は
昇
進
出
来
な
い

と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
こ
れ
ら
イ
ル
マ
ン
た
ち
に
対
し
て

シ
エ
ン
テ
ィ
ア
ス

は
、
そ
れ
〔�
神
学
要
綱
�〕
を
用
い
て
ラ
テ
ン
語
も
他
の
諸
学
問

ト
ダ
・
ラ
・
ド
ク
ト
リ
ナ

も
教
え
て
は
な
ら
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
て
、
教
理
全
体
や

ジ
ェ
ン
テ
ィ
オ
ス

異
教
徒
と
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
説
教
す
る
た
め
に
必
要
な
諸
々
の

コ
ン
ペ
ン
デ
ィ
オ

事
柄
を
、
彼
ら
の
言
語
に
翻
訳
し
た
�
要

綱
�
を
与
え
る
こ

と
。
一
人
の
パ
ー
ド
レ
に
よ
る
解
説
を
受
け
れ
ば
、
彼
ら
〔
イ
ル

マ
ン
〕
は
そ
れ
を
二
、
三
年
で
理
解
す
る
で
あ
ろ
う
。

今
私
が
一
〇
歳
か
一
二
歳
の
時
に
学
び
終
え
る
こ
と
を
、
ラ
テ

ン
語
を
学
習
し
た
イ
ル
マ
ン
た
ち
は
、
六
、
七
年
、
或
る
者
は
八

年
、
一
〇
年
を
費
や
し
て
も
、
な
お
学
び
終
え
る
こ
と
が
出
来
ず
、

終
に
は
、
そ
れ
�
神
学
要
綱
�
に
よ
っ
て
学
ん
だ
諸
々
の
事
柄
が
、

よ
く
理
解
出
来
て
い
な
い
ま
ま
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
一
方
で
、

シ
エ
ン
テ
ィ
ア
ス

ノ
ン
ブ
レ

諸
学
問
を
学
習
し
、
読
み
た
い
本
が
読
め
る
と
い
う
名
声
そ
の

他
、
時
に
彼
ら
に
と
っ
て
有
益
と
い
う
よ
り
む
し
ろ/

（f.209v.

）

有
害
に
な
る
で
あ
ろ
う
、
諸
々
の
事
柄
が
付
い
て
ま
わ
る
。
将
来

も
司
祭
に
は
な
ら
な
い
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
者
た
ち
に
は
、
ラ

プ
レ
デ
ィ
カ
ド
ル

テ
ン
語
を
学
ぶ
こ
と
な
し
に
、
説
教
者
に
必
要
な
諸
々
の
事
柄

を
彼
ら
の
言
語
で
教
え
る
だ
け
に
し
て
お
け
ば
、
こ
の
よ
う
な
こ

ラ

テ

ィ

ニ

ダ

ド

と
は
起
こ
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
う
す
れ
ば
、
古
典
ラ
テ
ン
語
に

費
や
す
六
年
間
を
節
約
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
し
か
も
彼
ら
は

謙
遜
を
失
わ
ず
、
常
に
パ
ー
ド
レ
た
ち
に
従
属
し
、
ラ
テ
ン
語
で

書
か
れ
た
わ
れ
わ
れ
の
書
物
を
、
無
礼
な
言
葉
で
混
ぜ
返
す
よ
う

な
こ
と
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
私
は
こ
れ
が
最
も
良
い
と
思
う
。
と

い
う
の
は
、
ロ
レ
ン
ソ
、
ダ
ミ
ア
ン
、
パ
ウ
ロ
、
そ
の
他
多
数
の

イ
ル
マ
ン
た
ち
が
、
ラ
テ
ン
語
が
分
か
ら
ず
に
、
そ
し
て
前
述
の

史

学

第
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コ
ン
ペ
ン
デ
ィ
オ

�〔
神
学
〕
要

綱
�
を
聴
講
す
る
こ
と
も
な
し
に
、
た
だ
単
に
、

プ
レ
デ
ィ
カ
シ
オ
ネ
ス

彼
ら
の
言
語
に
翻
訳
さ
れ
た
い
く
つ
か
の
説

教
を
学
習
し
た

タ
ン
ト
ス
・
ミ
リ
ャ
レ
ス

だ
け
で
、
巧
み
に
説
教
し
て
、
幾
千
も
の
霊
魂
を
改
宗
さ
せ
、

さ
ら
に
そ
の
他
、
猊
下
が
古
い
書
簡
に
よ
っ
て
ご
存
知
の
諸
々
の

デ
ィ
オ
ス

事
柄
を
行
っ
た
こ
と
を
私
は
知
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、ま
た
神

ス
ト
ゥ
デ
ィ
オ

に
関
す
る
諸
々
の
事
柄
に
つ
い
て
構
成
さ
れ
た
学
習
を
、
彼
ら
の

言
語
で
二
、
三
年
間
課
す
な
ら
、
こ
れ
ら
イ
ル
マ
ン
た
ち
が
ど
の

よ
う
な
働
き
を
す
る
か
と
い
う
こ
と
も
、
分
か
っ
て
い
る
か
ら
で

あ
る
（
72
）
。」

右
の
メ
ス
キ
タ
の
書
簡
か
ら
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
分
か
る
。

一
、
コ
レ
ジ
オ
に
は
パ
ー
ド
レ
六
人
、
イ
ル
マ
ン
四
〇
が
居
住

し
、
イ
ル
マ
ン
は
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
日
本
人
で
あ
る
。
同
宿
が
二

〇
人
ほ
ど
い
る
。
イ
ル
マ
ン
全
員
に
ゴ
メ
ス
の
「
神
学
要
綱
」
が

講
じ
ら
れ
た
と
い
う
。
前
引
一
五
九
二
年
一
一
月
作
成
イ
エ
ズ
ス

会
士
名
簿
（
73
）
に
見
え
る
、
８
〜
４７
の
イ
ル
マ
ン
四
〇
人
の
こ
と
を
言

っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
そ
の
内
六
人
は
外
国
人
で
、

日
本
人
は
残
る
三
四
で
あ
る
が
、
メ
ス
キ
タ
は
こ
れ
を
ほ
と
ん
ど

す
べ
て
と
言
っ
た
か
。
イ
ル
マ
ン
の
メ
ン
バ
ー
は
同
じ
と
し
て
も
、

書
簡
は
名
簿
作
成
時
か
ら
二
年
足
ら
ず
経
過
し
て
い
る
の
で
、
イ

ル
マ
ン
た
ち
の
学
習
段
階
は
当
然
異
同
が
あ
る
。

「
要
綱
」
の
受
講
者
と
い
う
こ
と
で
は
、
先
の
一
五
九
三
年
度

年
報
、
お
よ
び
先
の
一
五
九
四
年
一
〇
月
二
〇
日
付
け
パ
シ
オ
の

書
簡
に
つ
い
て
記
し
た
通
り
、
史
料
１
の
⑤
の
イ
ル
マ
ン
た
ち
が

考
慮
の
対
象
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

二
、
こ
の
時
は
未
だ
「
神
学
要
綱
」
の
邦
訳
は
出
来
て
お
ら
ず
、

イ
ル
マ
ン
た
ち
に
対
し
て
、
ラ
テ
ン
語
で
記
述
さ
れ
て
い
る
そ
の

「
要
綱
」
を
テ
キ
ス
ト
に
し
て
教
授
が
な
さ
れ
た
と
い
う
。
も
っ

と
も
本
書
簡
に
、「�
要
綱
�
は
人
選
す
る
こ
と
な
く
イ
ル
マ
ン
全

員
に
講
じ
ら
れ
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
書
簡
記
述
の
時
点
で
、

ラ
テ
ン
語
原
本
を
テ
キ
ス
ト
に
し
た
講
義
が
、
史
料
１
の
⑤
⑥
⑦

に
属
す
る
日
本
人
イ
ル
マ
ン
の
全
員
に
行
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
は

あ
り
得
な
い
。
先
の
パ
シ
オ
書
簡
に
つ
い
て
記
し
た
如
く
、
ま
ず

⑤
、
次
い
で
そ
の
邦
訳
書
作
成
の
進
行
に
従
っ
て
⑥
の
イ
ル
マ
ン

と
い
う
順
で
講
じ
ら
れ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ラ
テ
ン
語
を
含
め
広
域
に
わ
た
る
学
問
の
教
授
が
、
そ
の
「
要

綱
」
を
通
し
て
な
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
メ
ス
キ
タ
は
こ
の
点
を

特
に
批
判
し
、
説
教
者
以
上
に
は
な
り
得
な
い
者
た
ち
に
は
、
説

教
に
必
要
な
教
理
全
般
そ
の
他
を
、
邦
訳
の
「
要
綱
」
に
よ
っ
て

教
え
る
こ
と
。
二
、
三
年
で
理
解
し
終
え
る
で
あ
ろ
う
、
と
言
う
。

三
、
日
本
人
イ
ル
マ
ン
が
ラ
テ
ン
語
の
学
習
か
ら
始
め
て
、
ラ

テ
ン
文
「
神
学
要
綱
」
の
講
義
を
受
け
て
も
、
六
年
〜
一
〇
年
か

け
て
も
な
お
そ
れ
が
よ
く
理
解
出
来
な
い
者
も
い
る
。
そ
れ
で
い

キ
リ
シ
タ
ン
時
代
イ
エ
ズ
ス
会
コ
レ
ジ
オ
（
山
口
・
平
戸
・
生
月
・
千
々
石
・
有
家
・
加
津
佐
・
天
草
）
に
つ
い
て
（
下
）

七
一
（
五
一
五
）



て
、
諸
学
問
を
修
め
ラ
テ
ン
語
文
献
が
読
め
る
な
ど
と
い
う
妙
な

名
声
を
博
し
、
こ
れ
は
彼
ら
に
と
っ
て
有
害
無
益
で
あ
る
。
説
教

者
と
し
て
必
要
な
知
識
だ
け
を
日
本
語
で
教
授
す
る
に
留
め
れ
ば
、

無
益
な
時
間
を
省
く
こ
と
が
出
来
る
。

四
、
メ
ス
キ
タ
は
、
ラ
テ
ン
語
の
「
要
綱
」
を
受
講
す
る
こ
と

も
な
く
、
い
く
つ
か
の
説
教
を
日
本
語
で
学
ん
だ
だ
け
で
、
言
葉

巧
み
に
大
勢
を
改
宗
に
導
い
た
日
本
人
イ
ル
マ
ン
の
例
と
し
て
、

ロ
レ
ン
ソ
、
ダ
ミ
ア
ン
、
パ
ウ
ロ
等
の
名
を
挙
げ
る
。

ロ
レ
ン
ソ
は
肥
前
出
身
、
一
五
五
一
年
山
口
で
ザ
ビ
エ
ル
か
ら

洗
礼
を
受
け
、
直
ぐ
に
同
宿
と
な
り
、
説
教
者
と
し
て
際
だ
っ
た

活
躍
を
見
せ
る
。
イ
エ
ズ
ス
会
入
会
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
一
五

六
一
年
一
月
に
お
け
る
在
日
イ
エ
ズ
ス
会
パ
ー
ド
レ
・
イ
ル
マ
ン

の
名
簿
に
、
イ
ル
マ
ン
・
ロ
ウ
レ
ン
ソ
の
名
が
見
え
る
（
74
）
。
し
か
し
、

一
五
九
〇
年
〜
九
二
年
に
お
け
る
日
本
管
区
の
死
者
の
名
簿
に
イ

ル
マ
ン
・
ロ
レ
ン
ソ
の
名
が
記
載
さ
れ
、
そ
こ
に
、
イ
エ
ズ
ス
会

歴
二
九
年
、
山
口
に
お
い
て
パ
ー
ド
レ
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
師
に
よ

っ
て
受
洗
、
同
宿
に
迎
え
ら
れ
、〔
一
五
〕
六
三
年
に
パ
ー
ド

レ
・
ト
レ
ス
に
よ
っ
て
イ
エ
ズ
ス
会
入
会
を
許
さ
れ
、
京
都
で
主

だ
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
徒
た
ち
を
多
数
改
宗
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

極
め
て
豊
か
な
実
り
を
生
み
、
一
五
九
二
年
一
月
三
日
長
崎
で
死

亡
し
た
、
と
記
さ
れ
て
い
る
（
75
）
。
こ
れ
に
拠
れ
ば
、
彼
の
入
会
は
一

五
六
三
年
と
な
る
（
76
）
。

ダ
ミ
ア
ン
は
筑
前
出
身
、
一
五
五
六
年
頃
教
会
の
仕
事
を
始
め
、

時
期
は
不
明
で
あ
る
が
イ
エ
ズ
ス
会
に
入
会
を
許
さ
れ
た
が
、
そ

の
後
自
発
的
に
退
会
し
、
一
五
七
六
年
再
度
入
会
し
、
死
亡
す
る

ま
で
イ
エ
ズ
ス
会
に
あ
っ
て
大
勢
改
宗
さ
せ
た
。
一
五
八
六
年
一

二
月
二
九
日
下
関
で
死
亡
し
た
（
77
）
。

パ
ウ
ロ
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
キ
リ
シ
タ
ン
教
会
に
パ
ウ
ロ
と

い
う
名
の
日
本
人
イ
ル
マ
ン
や
同
宿
は
多
数
お
り
、Schütte,

M
onum

enta
H

istorica
Japoniae,I,p.1267

に
挙
げ
て
あ
る
。

年
代
的
に
明
ら
か
に
該
当
し
な
い
者
を
除
い
て
も
、
次
の
よ
う
な

人
物
が
い
る
。

Paulus
R

yōin,

天
草
、
一
五
七
七
年
頃
イ
エ
ズ
ス
会
入
会
、

一
六
一
五
年
九
月
一
七
日
マ
ニ
ラ
で
死
亡
。G

onoi,Paulus,

彼

杵
、
一
五
八
九
年
一
月
イ
エ
ズ
ス
会
入
会
、
一
五
九
三
年
一
月
一

日
の
名
簿
を
最
後
に
そ
の
名
が
見
え
な
く
な
る
。Paulus-Soter,

津
久
見
、（
ま
た
は
津
久
見
パ
ウ
ル
ス
）、
一
五
八
五
年
イ
エ
ズ
ス

会
入
会
、
一
五
九
五
年
退
会
。
三
木
パ
ウ
ル
ス
、
摂
津
、
一
五
八

六
年
八
月
イ
エ
ズ
ス
会
入
会
、
一
五
九
七
年
二
月
五
日
殉
教
。
養

方
パ
ウ
ル
ス
、
若
狭
、
一
五
八
〇
年
一
二
月
イ
エ
ズ
ス
会
入
会
、

一
五
九
五
年
死
亡
（
78
）
。

史

学

第
八
二
巻

第
四
号
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六
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九
一
五
九
五
年
二
月
三
日
付
け
長
崎
発
、
ペ
ド
ロ
・
ゴ
メ
ス
の
イ

エ
ズ
ス
会
総
長
宛
書
簡
に
、
次
の
よ
う
に
見
え
る
。エス

ト
ゥ
デ
ィ
ア
ン
テ
ス

「
何
日
か
前
に
日
本
で
、
わ
れ
わ
れ
の
日
本
人
修

学

生
の

ア

ル

テ

た
め
の
パ
ー
ド
レ
・
マ
ヌ
エ
ル
・
ア
ル
ヴ
ァ
レ
ス
『
ラ
テ
ン
文
典
』

の
印
刷
が
終
わ
っ
た
。
私
は
猊
下
に
の
み
、
そ
れ
を
一
冊
送
る
。

そ
れ
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
で
印
刷
さ
れ
た
そ
の
他
の
も
の
と
は
異
な

る
。
わ
れ
わ
れ
が
そ
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
を
日
本
語
に
替
え
た
か
ら
だ
。

ア

ル

テ

日
本
人
の
た
め
の
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
『
ラ
テ
ン
文
典
』

レ
ト
ラ

の
活
字
は
、
当
地
日
本
で
作
ら
れ
た
が
、
大
変
安
価
で
あ
っ
て
、

フ

ン

デ

ィ

ル

プ
ン
ソ
ネ
ス

マ
ト
リ
セ
ス

活
字
を
鋳
造
す
る
た
め
の
刻
印
機
と
母
型
は
八
ク
ル
ザ
ド
を
超

ボ
カ
ブ
ラ
リ
オ

え
な
い
（
79
）

。
今
わ
れ
わ
れ
は
、
ラ
テ
ン
語
の
辞

書
を
印
刷
し
よ
う

と
し
て
い
る
。
そ
れ
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
と
日
本
語
の
意
味
が
載
っ

て
お
り
、
ラ
テ
ン
語
を
学
習
し
て
い
る
日
本
人
や
、
日
本
語
を
学

習
し
て
い
る
わ
れ
わ
れ
仲
間
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
た
め
に
、
是
非

と
も
必
要
な
書
物
で
あ
ろ
う
。
主
の
思
し
召
し
に
よ
っ
て
〔
印
刷

が
〕
終
わ
り
次
第
、
猊
下
に
送
る
つ
も
り
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は

イ
ン
プ
レ
ソ
ル

猊
下
に
、
誰
か
印
刷
者
の
イ
ル
マ
ン
を
わ
れ
わ
れ
の
許
に
派
遣
し

て
く
れ
る
よ
う
、
要
請
す
る
。
と
い
う
の
は
、
御
地
に
は
勤
務
を

し
て
い
な
い
よ
う
な
者
も
何
人
か
い
る
で
あ
ろ
う
が
、
当
地
で
は

わ
れ
わ
れ
の
た
め
に
大
い
に
働
い
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
（
80
）
。」

右
の
書
簡
に
、
一
五
九
四
年
天
草
版
ア
ル
ヴ
ァ
レ
ス
『
ラ
テ
ン

文
典
』
は
す
で
に
印
刷
済
み
、
一
五
九
五
年
天
草
版
『
羅
葡
日
辞

書
』
は
こ
れ
か
ら
印
刷
す
る
旨
見
え
る
。
先
に
引
用
し
た
一
五
九

四
年
一
〇
月
二
〇
日
付
け
パ
シ
オ
の
書
簡
の
記
載
と
符
合
す
る
。

パ
シ
オ
同
様
ゴ
メ
ス
も
、
日
本
で
は
欧
文
書
籍
印
刷
の
た
め
の
活

字
製
作
費
が
安
価
で
あ
る
こ
と
を
特
記
し
て
い
る
が
、
そ
の
金
額

を
パ
シ
オ
は
六
ク
ル
ザ
ド
、
ゴ
メ
ス
は
八
ク
ル
ザ
ド
と
記
す
。
と

も
に
そ
の
印
刷
に
必
要
な
活
字
全
部
の
費
用
を
言
っ
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
。

参
考
ま
で
に
、
ク
ル
ザ
ド
（
お
よ
び
ド
ゥ
カ
ド
、
こ
れ
ら
両
語

は
同
価
の
通
貨
単
位
と
し
て
使
用
さ
れ
る
の
が
一
般
で
あ
っ
た
）

を
用
い
た
米
価
に
関
す
る
史
料
を
幾
つ
か
挙
げ
て
み
る
（
数
値
の

引
用
の
み
と
す
る
）。
年
代
が
大
き
く
離
れ
て
い
る
場
合
は
あ
ま

り
意
味
が
な
い
よ
う
で
も
あ
る
が
、
一
応
挙
げ
て
お
く
。
な
お

fardo

を
「
俵
」
と
訳
す
こ
と
に
つ
い
て
は
、
日
本
語
の
「feô,

fiô

」
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
訳
と
し
てfardo

と
記
す
『
日
葡
辞
書
』

の
説
明
（
81
）
、
お
よ
び
後
述
す
る
諸
史
料
の
記
載
に
拠
る
。

ア
ロ
ス

フ
ァ
ル
ド
ス

米
一
〇
〇

俵

�
一
五
〇
ク
ル
ザ
ド
（
す
な
わ
ち
一
ク
ル
ザ

ド
�
米
〇
・
六
六
六
…
俵
）（
高
槻
）。
一
五
八
二
年
二
月
一
五

日
付
け
長
崎
発
、
コ
エ
リ
ョ
の
年
報
（
82
）
。

キ
リ
シ
タ
ン
時
代
イ
エ
ズ
ス
会
コ
レ
ジ
オ
（
山
口
・
平
戸
・
生
月
・
千
々
石
・
有
家
・
加
津
佐
・
天
草
）
に
つ
い
て
（
下
）

七
三
（
五
一
七
）



フ
ァ
ル
ド
ス

米
八
万

俵

�
八
万
ク
ル
ザ
ド
（
す
な
わ
ち
一
ク
ル
ザ
ド
�
米

一
俵
）（
京
都
）。
一
五
八
五
年
八
月
二
七
日
付
け
長
崎
発
、
フ

ロ
イ
ス
の
書
簡
（
83
）
。

フ
ァ
ル
ド
ス

一
万
ク
ル
ザ
ド
�
米
一
万

俵

（
す
な
わ
ち
一
ク
ル
ザ
ド
�
米

一
俵
）。
フ
ロ
イ
ス
著
『
日
本
史
』（
一
五
八
七
年
（
84
）
）。

ゴ
ク

し
も

一
ク
ル
ザ
ド
�
米
一
石
（
下
）。
一
五
九
九
年
一
〇
月
一
〇
日
付

け
日
本
発
、
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
の
イ
エ
ズ
ス
会
総
長
宛
書
簡
（
85
）
。

コ
ク

一
ド
ゥ
カ
ド
�
米
一
石
（
日
本
国
内
一
般
）。
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ

著
「
日
本
史
」（
一
六
〇
一
年
（
86
）
）。

サ
コ
ス

米
六
〇
〇
俵
�
三
〇
〇
ド
ゥ
カ
ド
（
す
な
わ
ち
一
ド
ゥ
カ
ド
�

米
二
俵
）（
小
倉
）。
一
六
〇
三
年
一
〇
月
六
日
、
コ
ウ
ロ
ス
（
87
）
。

フ
ァ
ル
ド
ス

米
一
〇
〇

俵

�
八
〇
ク
ル
ザ
ド
（
す
な
わ
ち
一
ク
ル
ザ
ド
�

米
一
・
二
五
俵
）（
広
島
）。
一
六
一
〇
年
三
月
一
五
日
付
け
長

崎
発
、
準
管
区
長
の
イ
エ
ズ
ス
会
総
長
宛
書
簡
（
88
）
。

フ
ァ
ル
ド
ス

ゴ
ク

一
ド
ゥ
カ
ド
前
後
�
米
二

俵

�
一
石
。
モ
レ
ホ
ン
著
『
続
日

本
殉
教
録
』（
い
つ
頃
の
こ
と
か
不
詳
で
あ
る
が
、
モ
レ
ホ
ン

が
日
本
を
発
っ
て
マ
ニ
ラ
に
向
か
っ
た
の
は
一
六
一
四
年
一
一

月
（
89
）
）。フ

ァ
ル
ド
ス

米
六
万

俵

�
三
万
ク
ル
ザ
ド
（
す
な
わ
ち
一
ク
ル
ザ
ド
�
米

二
俵
）。
一
六
二
七
年
三
月
三
一
日
付
け
マ
カ
オ
発
、
ジ
ョ
ア

ン
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
・
ジ
ラ
ン
の
一
六
二
六
年
度
日
本
年
報
（
90
）
。

以
上
の
史
料
に
拠
る
と
、
一
ク
ル
ザ
ド
（
ド
ゥ
カ
ド
）
�
米

〇
・
六
六
六
…
俵
〜
二
俵
と
か
な
り
幅
が
あ
る
。

参
考
ま
で
に
記
す
が
、
シ
ュ
ッ
テ
神
父
は
「
日
本
の
一
石
は
た

い
て
い
一
六
ク
ル
サ
ー
ド
に
該
当
」
と
記
述
す
る
。
こ
れ
で
は
一

ク
ル
ザ
ド
�
〇
・
〇
六
二
五
石
と
な
っ
て
し
ま
う
が
、
位
取
り
に

誤
か
（
91
）
。
同
じ
『
キ
リ
シ
タ
ン
研
究
』
一
八
輯
収
載
の
チ
ー
ス
リ
ク

神
父
論
文
「
臼
杵
の
修
練
院
」
に
は
「
大
雑
把
に
一
・
六
ク
ル
サ

ー
ド
は
一
石
に
該
当
」
と
記
さ
れ
て
い
る
（
92
）
。
シ
ュ
ッ
テ
神
父
の
記

す
「
一
六
ク
ル
サ
ー
ド
」
は
「
一
・
六
ク
ル
サ
ー
ド
」
の
誤
か
。

そ
の
よ
う
に
解
釈
す
れ
ば
、
両
神
父
の
記
事
共
に
一
ク
ル
ザ
ド
�

〇
・
六
二
五
石
と
な
る
。

フ
ァ
ル
ド

一
俵
の
語
に
つ
い
て
明
確
に
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
同

様
に
史
料
を
挙
げ
て
み
る
。

フ
ァ
ル
ド
ス

コ
ク

二
〇
〇

俵

�
小
麦
一
〇
〇
石
（
す
な
わ
ち
小
麦
一
俵
�

〇
・
五
石
）。
バ
レ
ト
写
本
ル
カ
聖
福
音
書
お
よ
び
そ
れ
に
付
さ

れ
た
註
記
（
93
）
。

フ
ロ
イ
ス
は
「
日
本
史
」
中
に
、
天
正
二
〇
年
五
月
一
八
日
付

け
秀
吉
の
関
白
秀
次
宛
覚
書
「
豊
臣
太
閤
御
事
書
」
の
訳
文
を
載

せ
る
が
、
そ
こ
に
お
い
て
原
語
の
「
米
三
万
石
」
を
「
六
万

フ
ァ
ル
ド
ス

フ
ァ
ル
ド
ス

俵

」、「
二
万
石
」
を
「
四
万

俵
」、「
三
〇
万
石
」
を
「
六
〇

史
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フ
ァ
ル
ド
ス

フ
ァ
ル
ド

万

俵
」
と
訳
す
。（
す
な
わ
ち
一
俵
�
〇
・
五
石
（
94
）
）。

フ
ァ
ル
ド
ス

コ
ク
ス

一
〇
〇
〇

俵

�
米
五
〇
〇
石
（
す
な
わ
ち
一
俵
�
〇
・
五

石
）。
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
デ
・
マ
ト
ス
の
一
六
〇
〇
〜
一
四
年
名
簿

補
遺
（
95
）
。ファ

ル
ド
ス

コ
ク

二

俵

�
一
石
。
右
に
引
用
し
た
モ
レ
ホ
ン
著
『
続
日
本
殉

教
録
』。

フ
ァ
ル
ド

右
の
通
り
で
、
教
会
史
料
で
は
、
一
俵
を
〇
・
五
石
す
な
わ

ち
五
斗
と
す
る
用
例
が
一
般
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。『
地
方
凡

例
録
』
に
拠
る
と
、
江
戸
時
代
俵
入
は
国
々
に
よ
っ
て
異
同
あ
り
、

天
領
の
場
合
、
関
東
で
は
三
斗
七
升
、
甲
州
で
は
三
斗
六
升
、
越

後
・
越
前
・
三
河
・
遠
江
・
駿
河
・
美
濃
・
丹
後
・
但
馬
・
備
後

は
四
斗
、
尾
張
・
摂
津
・
播
磨
・
豊
前
・
豊
後
・
肥
後
は
五
斗
、

私
領
に
お
い
て
は
さ
ら
に
区
々
で
あ
っ
た
と
い
う
（
96
）
。
教
会
史
料
に

一
俵
を
五
斗
と
記
す
の
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
教
会
が
存
在
し
た
地
域

で
の
俵
入
の
慣
行
を
、
反
映
し
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

以
上
縷
々
記
述
し
て
き
た
事
柄
は
、
一
五
九
四
年
一
〇
月
二
〇

日
付
け
パ
シ
オ
書
簡
お
よ
び
一
五
九
五
年
二
月
三
日
付
け
ゴ
メ
ス

書
簡
に
見
え
た
、
日
本
で
ア
ル
ヴ
ァ
レ
ス
『
ラ
テ
ン
文
典
』
そ
の

他
を
印
刷
す
る
の
は
大
変
安
価
で
、
全
活
字
の
製
作
費
は
六
ま
た

は
八
ク
ル
ザ
ド
を
超
え
な
い
、
と
の
記
述
を
明
確
に
す
る
た
め
で

あ
る
。
右
に
挙
げ
た
史
料
に
拠
り
、
一
ク
ル
ザ
ド
�
米
〇
・
五

〜
一
石
と
み
て
、
六
ク
ル
ザ
ド
は
米
三
〜
六
石
相
当
、
八
ク
ル
ザ

ド
で
は
米
四
〜
八
石
と
な
る
。

一
五
九
五
年
一
〇
月
一
二
日
付
け
長
崎
発
、
ペ
ド
ロ
・
ゴ
メ
ス

の
イ
エ
ズ
ス
会
総
長
宛
書
簡
に
、
次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

「
今
年
〔
一
五
〕
九
五
年
わ
れ
わ
れ
は
、
ド
ン
・
ペ
ド
ロ
・
マ

ル
テ
ィ
ン
ス
が
日
本
司
教
と
し
て
〔
渡
来
す
る
こ
と
を
〕
待
っ
た
。

と
い
う
の
は
、
彼
の
渡
来
に
よ
っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
出
身
の
何
人

か
の
わ
れ
わ
れ
仲
間
の
イ
ル
マ
ン
を
叙
階
し
て
も
ら
え
る
も
の
と

思
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
彼
は
、
渡
来
し
な
い
と
い
う
別
の

決
定
を
し
た
。
一
層
迫
害
の
火
を
掻
き
立
て
る
で
あ
ろ
う
と
、
彼

が
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
も
し
も
彼
が
控
え
め
な
人
々
と
一
緒
に

渡
来
す
る
な
ら
、
そ
の
よ
う
な
事
態
に
な
る
と
は
わ
れ
わ
れ
に
は

思
え
な
か
っ
た
。

そ
れ
故
巡
察
師
パ
ー
ド
レ
は
、
私
に
次
の
よ
う
に
書
き
送
っ
て

き
た
。
叙
階
を
受
け
る
た
め
に
、
今
年
イ
ル
マ
ン
の
半
分
を
シ
ナ

プ
ロ
バ
シ
オ
ン

に
送
る
よ
う
に
。
他
の
半
分
は
、
彼
ら
の
修
練
の
第
三
年
を
過
ご

ノ
ビ
シ
ア
ド

す
た
め
に
修
練
院
に
入
れ
る
よ
う
に
、
と
。
こ
れ
は
猊
下
の

デ
ク
ラ
ラ
シ
オ
ン

注

解
（
97
）
に
拠
る
。
今
叙
階
を
受
け
に
行
く
者
た
ち
は
、
日
本
に

戻
り
次
第
、〔
修
練
の
〕
第
三
年
を
過
ご
す
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ

キ
リ
シ
タ
ン
時
代
イ
エ
ズ
ス
会
コ
レ
ジ
オ
（
山
口
・
平
戸
・
生
月
・
千
々
石
・
有
家
・
加
津
佐
・
天
草
）
に
つ
い
て
（
下
）
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う
に
し
て
、
万
事
が
神
の
恵
み
を
も
っ
て
行
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

同
時
に
私
は
、
ラ
テ
ン
語
を
終
え
た
何
人
か
の
日
本
人
イ
ル
マ
ン

を
、
彼
ら
と
一
緒
に
送
る
で
あ
ろ
う
。
彼
の
地
〔
マ
カ
オ
〕
で

カ

ソ

ス

良
心
問
題
を
学
習
し
、
そ
し
て
叙
階
を
受
け
る
た
め
で
あ
る
。
同

〔
巡
察
師
〕
パ
ー
ド
レ
が
、
私
に
そ
う
す
る
よ
う
命
じ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。
彼
ら
に
同
伴
し
て
、
パ
ー
ド
レ
・
ペ
ド
ロ
・
ラ
モ
ン

お
よ
び
パ
ー
ド
レ
・
ク
リ
ス
ト
ヴ
ァ
ン
・
モ
レ
ラ
が
、
病
気
治
療

の
た
め
に
行
く
予
定
で
あ
る
（
98
）
。

た
と
い
、
未
だ
日
本
人
の
手
に
は
聖
叙
階
を
授
け
る
時
で
は
な

い
と
考
え
て
、
そ
れ
を
不
快
に
思
う
見
解
が
存
在
し
て
も
、
万
事

巡
察
師
パ
ー
ド
レ
の
命
令
で
あ
る
の
で
、
事
が
う
ま
く
運
ぶ
も
の

デ
ィ
ビ
ナ
・
マ
ヘ
ス
タ
ド

と
、
私
は

神

を
信
頼
す
る
。
彼
ら
の
努
力
が
実
る
時
が
来

る
ま
で
は
、
た
と
い
日
本
人
た
ち
の
叙
階
を
始
め
て
も
、
わ
れ
わ

れ
が
充
分
に
働
き
手
に
恵
ま
れ
る
と
は
、
猊
下
は
考
え
な
い
で
い

た
だ
き
た
い
。
と
い
う
の
は
、
た
と
い
叙
階
を
受
け
て
も
、
そ
の

た
め
の
適
性
を
備
え
た
者
は
極
く
僅
か
し
か
い
な
い
の
で
、
常
に

ゴ
ヴ
ェ
ル
ナ
ル

わ
れ
わ
れ
は
雨
を
待
つ
乾
い
た
土
地
の
如
き
だ
。特
に
、統
轄
す
る

こ
と
が
出
来
る
人
々
と
い
う
点
で
そ
れ
が
言
え
る
。
こ
の
件
に
つ

い
て
、
私
は
何
も
言
わ
な
い
。
と
い
う
の
は
、
こ
れ
に
つ
い
て
猊

下
が
抱
く
篤
い
情
熱
を
私
は
知
る
か
ら
だ
。
特
に
先
年
私
は
猊
下

イ
ン
プ
レ
ソ
ル

に
、
印
刷
者
の
イ
ル
マ
ン
を
わ
れ
わ
れ
の
許
に
派
遣
し
て
く
れ
る

イ
ン
プ
レ
ン
サ

よ
う
求
め
た
。
日
本
の
こ
の
印
刷
術
は
、
彼
を
非
常
に
必
要
と
し

て
い
る
。

エ
ス
ト
ゥ
デ
ィ
ア
ン
テ
ス

エ

ル

マ

ノ

ス

修
学
生
イ
ル
マ
ン
た
ち
は
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
懸
念
な

プ
レ
デ
ィ
カ
ル

し
に
彼
ら
を
説
教
の
仕
事
に
就
け
る
こ
と
が
出
来
る
だ
け
の
ラ
テ

ア
ル
タ
ス
シ
エ
ン
シ
ア
ス

ン
語
〔
学
習
〕
は
終
え
た
が
、
さ
ら
に
高
度
の
学
問
に
進
む
適

性
を
示
し
て
い
な
い
の
で
、
わ
れ
わ
れ
の
聖
な
る
信
仰
の
徳
、
お

ク
レ
ド

ア
ル
テ
ィ
ク
ロ
ス

コ
ン
ペ
ン
デ
ィ
オ

よ
び
信
経
の
箇
条
の
宣
言
に
つ
い
て
、
簡
潔
な
�
要

綱
�
が

エ
ス
ト
ゥ
デ
ィ
ア
ン
テ
ス

彼
ら
の
た
め
に
作
ら
れ
た
。
コ
レ
ジ
オ
に
お
い
て
修
学
生
イ
ル

マ
ン
の
全
員
が
、
そ
れ
を
ラ
テ
ン
語
で
聴
講
し
た
。
そ
の
後
要
約

し
、
日
本
語
に
訳
し
た
上
で
、
ラ
テ
ン
語
を
学
習
し
て
い
な
い
他

プ
レ
デ
ィ
カ
ド
レ
ス

エ

ル

マ

ノ

ス

の
説
教
者
イ
ル
マ
ン
た
ち
に
対
し
て
講
じ
ら
れ
た
。
か
く
し
て

ミ
ス
テ
リ
オ
ス

今
で
は
も
う
、
全
員
が
わ
れ
わ
れ
の
聖
な
る
信
仰
の
秘
義
に
つ

い
て
、
あ
る
程
度
の
知
識
を
持
つ
。
以
前
よ
り
も
一
層
深
層
に
触

れ
て
説
教
す
る
こ
と
が
出
来
る
た
め
で
あ
る
。

ク
ラ
セ

今
コ
レ
ジ
オ
に
は
、
ラ
テ
ン
語
の
授
業
は
な
い
。
と
い
う
の
は
、

コ

レ

ジ

ア

レ

ス

エ

ル

マ

ノ

ス

コ
レ
ジ
オ
修
学
生
イ
ル
マ
ン
た
ち
は
皆
ラ
テ
ン
語
を
終
え
た
か
ら

ク
ラ
セ

で
あ
る
。
そ
し
て
日
本
語
の
授
業
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
を

カ
ル
タ
ス

日
本
人
イ
ル
マ
ン
た
ち
が
聴
講
し
て
い
る
。同
時
に
彼
ら
は
、書
簡

レ
ト
ラ
ス

を
認
め
る
文
字
を
学
ん
で
い
る
。
と
い
う
の
は
、
こ
う
い
っ
た
事

レ

ト

ラ

ド

ス

グ
ラ
ン
デ
ス
・
セ
ニ
ョ
レ
ス

柄
を
身
に
つ
け
て
い
な
く
て
は
、
学
識
を
備
え
た
大

身
の

前
に
出
る
こ
と
が
出
来
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
わ
れ
わ

史
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シ
エ
ン
シ
ア
ス

れ
は
彼
ら
に
、
ラ
テ
ン
語
と
そ
の
他
の
諸
学
問
を
教
え
、
し
か
も

そ
の
外
に
彼
ら
の
言
語
で
あ
る
日
本
語
と
、
彼
ら
の
書
簡
の
書
き

方
を
学
ば
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ノ
ビ
シ
ア
ド

こ
の
三
年
間
、
わ
れ
わ
れ
は
修
練
院
を
持
た
な
か
っ
た
。
巡
察

師
パ
ー
ド
レ
が
、
非
常
に
ゆ
っ
く
り
受
け
入
れ
る
の
が
よ
い
と
の

考
え
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
今
年
〔
一
五
〕
九
五
年
、
彼
は
私

に
次
の
よ
う
に
書
き
送
っ
て
き
た
。/

（f.270v.

）
受
け
入
れ
を
抑

ス

ヘ

ト

ス

止
さ
れ
て
い
た
部
下
た
ち
を
受
け
入
れ
、
修
練
院
を
形
成
す
る
よ

う
に
、
と
。
私
は
今
、
セ
ミ
ナ
リ
オ
の
た
め
に
与
え
ら
れ
る
神
の

恵
み
に
浴
し
て
い
る
。
其
処
で
は
、
受
け
入
れ
ら
れ
る
予
定
の
者

た
ち
を
待
っ
て
い
る
。
私
は
其
処
で
パ
ー
ド
レ
た
ち
と
協
議
し
て
、

そ
の
適
性
を
持
つ
者
た
ち
を
受
け
入
れ
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

私
が
有
す
る
情
報
に
よ
る
と
、
彼
ら
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
と
日
本

ス
プ
ヘ
ク
ト
ス

人
の
部
下
一
五
人
ま
た
は
一
六
人
で
あ
ろ
う
。
わ
れ
わ
れ
は
其

エ
ス
ト
ゥ
デ
ィ
オ

処
に
、
彼
ら
の
学
習
を
終
え
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
イ
ル
マ
ン
を
集

プ
ロ
バ
シ
オ
ン

め
よ
う
と
思
う
。
修
練
の
第
三
年
を
終
え
る
た
め
で
あ
る
。

ク
ラ
セ
ス

セ
ミ
ナ
リ
オ
で
は
、
ラ
テ
ン
語
の
授
業
が
三
つ
、
日
本
語
〔
の

カ
ン
タ
ル

オ

ル

ガ

ノ

ス

モ

ナ

コ

ル

デ

ィ

オ

ス

授
業
〕
が
一
つ
あ
る
。
唱
歌
、
オ
ル
ガ
ン
・
モ
ナ
コ
ル
デ
ィ
オ

〔
ス
ピ
ネ
ッ
ト
�
小
型
チ
ェ
ン
バ
ロ
に
類
似
の
鍵
盤
楽
器
〕
の

タ
ニ
ェ
ル

ピ
ン
タ
ル

演
奏
、
絵
画
の
練
習
が
盛
り
沢
山
で
あ
る
。
彼
ら
が
何
を
行
っ
て

イ

マ

ヒ

ネ

ス

い
る
か
は
、
私
が
送
る
状
況
説
明
に
よ
っ
て
猊
下
に
お
分
か
り
に

な
る
通
り
で
あ
る
。
其
処
は
極
め
て
深
い
安
ら
ぎ
の
カ
ザ
で
あ
る
。

フ
ラ
イ
レ
ス
・
デ
ス
カ
ル
ソ
ス

跣
足
托
鉢
修
道
士
た
ち
は
、
こ
の
コ
レ
ジ
オ
を
見
て
驚
い
た
が
、

セ
ミ
ナ
リ
オ
に
来
て
こ
れ
程
様
々
な
事
を
練
習
し
て
い
る
こ
と
や
、

ビ

ス

ペ

ラ

ス

晩
の
祈
り
や
ミ
サ
を
勤
め
る
の
を
見
て
感
嘆
し
た
、
と
こ
れ
は
同

跣
足
托
鉢
修
道
士
の
パ
ー
ド
レ
た
ち
自
身
が
語
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

エ
ン
プ
レ
ン
サ

印
刷
機
は
遊
ん
で
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
と
い
う
の
は
、
日
本

ボ
カ
ブ
ラ
リ
オ

語
〔
の
解
説
〕
付
き
の
一
冊
の
辞
書
で
学
習
し
て
い
る
、
わ
れ
わ

モ

ソ

ス

れ
の
イ
ル
マ
ン
た
ち
や
セ
ミ
ナ
リ
オ
の
少
年
た
ち
が
必
要
と
し
て

い
る
の
を
見
て
、
日
本
語
を
最
も
よ
く
理
解
し
、
し
か
も
ラ
テ
ン

語
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
に
熟
達
し
た
わ
れ
わ
れ
会
員
の
内
の
三
人
に

対
し
、
言
語
〔
日
本
語
〕
が
よ
く
分
か
り
、
ラ
テ
ン
語
を
終
え
た

二
人
の
日
本
人
イ
ル
マ
ン
と
共
に
、
勤
務
か
ら
外
れ
る
よ
う
に
命

じ
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
人
物
の
固
有
名
詞
や
不
使
用

の
語
は
省
く
が
、
そ
れ
以
外
の
す
べ
て
を
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
と
日
本

ス
マ
リ
オ

語
に
訳
し
て
、
カ
レ
ピ
ノ
の
要
約
を
作
る
た
め
で
あ
っ
た
。

彼
ら
は
こ
れ
を
、
大
変
熱
心
に
行
っ
た
。
そ
し
て
一
五
ヶ
月
以

エ
ン
プ
レ
ン
サ

下
で
終
え
た
。
印
刷
機
は
、
終
え
る
の
に
八
ヶ
月
か
か
る
と
私
に

思
わ
れ
た
も
の
を
迅
速
に
印
刷
し
た
。
と
い
う
の
は
、
そ
れ
は

〔
一
五
〕
九
五
年
の
聖
マ
テ
ィ
ア
ス
（
99
）
に
始
ま
っ
た
が
、
一
〇
月
一

五
日
以
前
に
終
わ
る
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
猊
下

ウ
ン
・
リ
ブ
ロ

ブ

レ

ベ
コ
ン
ペ
ン
デ
ィ
オ
ソ

リ
ブ
ロ

に
一
冊
送
る
。
如
何
に
簡
潔
な
要

約
〔
本
〕
が
出
来
上
が

キ
リ
シ
タ
ン
時
代
イ
エ
ズ
ス
会
コ
レ
ジ
オ
（
山
口
・
平
戸
・
生
月
・
千
々
石
・
有
家
・
加
津
佐
・
天
草
）
に
つ
い
て
（
下
）

七
七
（
五
二
一
）



っ
た
か
を
見
て
も
ら
う
た
め
で
あ
る
。
此
処
か
ら
わ
れ
わ
れ
は
、

そ
れ
を
マ
カ
オ
の
コ
レ
ジ
オ
に
提
供
す
る
予
定
で
あ
る
。
と
い
う

の
は
、
彼
ら
は
日
本
語
の
意
味
が
分
か
ら
な
く
て
も
、
ポ
ル
ト
ガ

ル
語
〔
の
意
味
〕
を
理
解
す
る
か
ら
で
あ
る
。
ア
ン
ト
ニ
オ
・

ボ
カ
ブ
ラ
リ
オ

デ
・
ネ
ブ
リ
ハ
（
100
）
の
辞
書
と
余
り
変
わ
ら
な
い
も
の
と
な
る
。

ク
ル
テ
ィ
バ
シ
オ
ン

教

化
や
諸
レ
ジ
デ
ン
シ
ア
に
関
す
る
そ
の
他
の
事
柄
は
、
猊

下
は
私
が
送
る
総
合
的
な
書
簡
に
よ
り
、
お
分
か
に
な
る
で
あ
ろ

う
（
101
）。」右

の
ゴ
メ
ス
の
書
簡
の
内
容
を
整
理
し
つ
つ
、
問
題
点
を
指
摘

す
る
。

一
、
一
五
九
五
年
夏
司
教
マ
ル
テ
ィ
ン
ス
は
来
日
し
な
か
っ
た
。

（
文
禄
の
役
そ
の
他
の
事
情
に
よ
る
。
来
日
は
九
六
年
八
月
（
102
）
）。
そ

こ
で
巡
察
師
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
イ
ル
マ
ン
の

半
数
を
マ
カ
オ
に
送
っ
て
叙
階
を
受
け
さ
せ
、
日
本
に
戻
っ
た
ら

修
練
第
三
年
を
過
ご
さ
せ
る
よ
う
に
。
他
の
半
数
は
修
練
院
に
入

れ
て
、
修
練
第
三
年
を
過
ご
さ
せ
る
よ
う
に
、
と
指
示
し
た
。

二
、
ラ
テ
ン
語
を
終
え
た
日
本
人
イ
ル
マ
ン
た
ち
を
、
右
の
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
人
イ
ル
マ
ン
と
一
緒
に
マ
カ
オ
に
送
り
、
良
心
問
題
を

学
ば
せ
る
予
定
で
あ
る
。
叙
階
の
た
め
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
巡
察

師
の
命
令
に
よ
る
。
日
本
イ
エ
ズ
ス
会
内
に
は
ゴ
メ
ス
を
含
め
、

日
本
人
の
叙
階
を
疑
問
視
す
る
意
見
が
強
い
。
仮
に
彼
ら
を
叙
階

し
て
も
、
司
祭
の
実
質
的
な
増
員
に
は
繋
が
ら
な
い
。

ラ
テ
ン
語
修
得
済
み
日
本
人
イ
ル
マ
ン
の
マ
カ
オ
・
コ
レ
ジ
オ

留
学
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
一
五
九
五
年
に
は
三
人
、
九
六
年
二

人
、
九
七
年
一
人
、
九
八
年
二
人
が
マ
カ
オ
に
渡
り
同
コ
レ
ジ
オ

に
入
学
し
て
い
る
。
そ
の
名
前
と
、
そ
の
内
の
誰
が
司
祭
叙
階
を

受
け
る
に
至
っ
た
か
は
、
拙
著
に
記
し
た
（
103
）
。

三
、
日
本
で
は
印
刷
者
イ
ル
マ
ン
を
大
い
に
必
要
と
し
て
お
り
、

派
遣
し
て
も
ら
い
た
い
。

四
、
叙
階
へ
の
適
性
を
備
え
て
い
な
い
コ
レ
ジ
オ
修
学
生
イ
ル

マ
ン
は
、
説
教
者
へ
の
道
を
辿
る
こ
と
に
な
る
。
ラ
テ
ン
語
学
習

を
終
え
た
者
に
は
、
信
仰
の
徳
、
信
経
の
箇
条
の
宣
言
に
つ
い
て

コ
ン
ペ
ン
デ
ィ
オ

の
、
簡
潔
な
「
要

綱
」
を
ラ
テ
ン
語
で
講
じ
た
。
ラ
テ
ン
語

を
学
習
し
て
い
な
い
説
教
者
イ
ル
マ
ン
に
は
、
こ
の
ラ
テ
ン
文

「
要
綱
」
を
要
約
し
て
日
本
語
に
訳
し
て
講
じ
た
。

ラ
テ
ン
語
で
講
じ
た
簡
潔
な
「
要
綱
」
と
は
、
ゴ
メ
ス
が
作
成

し
た
「
要
綱
」（
一
五
九
三
年
）
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。「
要
綱
」
の

邦
訳
は
一
五
九
五
年
一
〇
月
に
出
来
上
っ
た
と
さ
れ
る
（
104
）
。
ラ
テ
ン

語
未
修
得
の
説
教
者
イ
ル
マ
ン
に
は
、
新
作
間
も
な
い
「
要
綱
」

の
邦
訳
書
を
用
い
た
講
義
が
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

た
だ
し
本
書
簡
に
拠
る
と
、
邦
訳
で
あ
れ
ラ
テ
ン
語
原
本
か
ら

で
あ
れ
、
日
本
人
イ
ル
マ
ン
が
天
草
コ
レ
ジ
オ
で
ゴ
メ
ス
の
「
要

史

学
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綱
」
を
学
習
す
る
の
は
、
司
祭
叙
階
の
た
め
で
は
な
く
、
説
教
者

と
し
て
働
く
た
め
の
学
習
で
あ
っ
た
。

五
、
コ
レ
ジ
オ
に
は
、
皆
ラ
テ
ン
語
は
修
得
済
み
で
、
現
在
日

本
語
の
授
業
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
日
本
人
イ
ル
マ
ン
が
そ
れ
を

受
講
し
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
書
簡
を
認
め
る
文
字
の
修
得
で

あ
る
。

六
、
過
去
三
年
程
入
会
者
な
く
、
修
練
院
が
な
か
っ
た
が
、
一

五
九
五
年
巡
察
師
が
、
こ
れ
ま
で
抑
止
さ
れ
て
い
た
者
た
ち
を
入

会
さ
せ
、
修
練
院
を
形
成
す
る
よ
う
に
と
、
書
き
送
っ
て
き
た
。

セ
ミ
ナ
リ
オ
生
徒
の
中
か
ら
、
そ
の
適
性
を
備
え
た
者
た
ち
を
選

ん
で
入
会
さ
せ
る
こ
と
を
考
え
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
お
よ
び
日
本

人
両
方
で
一
五
、
六
人
で
あ
ろ
う
。

七
、
セ
ミ
ナ
リ
オ
で
は
ラ
テ
ン
語
三
授
業
、
日
本
語
一
授
業
、

唱
歌
、
楽
器
演
奏
、
絵
画
の
演
習
が
行
わ
れ
て
い
た
。

八
、
現
在
日
本
語
と
の
対
訳
辞
書
が
一
つ
あ
る
と
言
う
。
一
五

九
五
年
天
草
版
『
羅
葡
日
辞
書
』
以
前
に
、
手
稿
の
辞
書
が
存
在

し
た
こ
と
は
旧
稿
に
記
し
た
。
一
五
八
二
年
二
月
一
五
日
付
け
年

報
に
、「
辞
書
が
作
ら
れ
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
（
105
）
。
し
か
し
そ
の

必
要
性
大
故
に
、
日
本
語
を
最
も
良
く
理
解
し
、
ラ
テ
ン
語
と
ポ

ル
ト
ガ
ル
語
に
熟
達
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
会
員
三
人
、
お
よ
び
日

本
語
の
知
識
が
豊
か
で
し
か
も
ラ
テ
ン
語
学
習
を
終
え
た
日
本
人

イ
ル
マ
ン
二
人
、
都
合
五
人
を
勤
務
か
ら
外
し
て
カ
レ
ピ
ノ
の

ス
マ
リ
オ

要
約
、
つ
ま
り
カ
レ
ピ
ノ
の
ラ
テ
ン
語
辞
書
か
ら
固
有
名
詞
そ
の

他
、
日
本
で
不
要
と
す
る
部
分
を
省
き
、
そ
れ
以
外
の
す
べ
て
を

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
と
日
本
語
に
訳
し
た
そ
の
要
約
本
を
作
る
よ
う
命

じ
た
。
一
五
九
五
年
天
草
版
『
羅
葡
日
辞
書
』
で
あ
る
。

本
書
簡
は
一
五
九
五
年
一
〇
月
一
二
日
付
け
で
あ
る
が
、
一
〇

月
一
五
日
に
は
同
辞
書
の
印
刷
が
終
わ
る
と
い
う
。
五
月
一
四
日

に
印
刷
作
業
を
始
め
た
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
五
ヶ
月
の
印
刷

作
業
工
程
で
あ
っ
た
。

九
、
間
も
な
く
出
来
上
が
る
同
辞
書
を
イ
エ
ズ
ス
会
総
長
に
一

冊
送
り
、
そ
し
て
マ
カ
オ
・
コ
レ
ジ
オ
で
の
学
習
用
に
提
供
す
る

予
定
で
あ
る
。『
羅
葡
日
辞
書
』
の
内
、
羅
葡
の
部
分
を
活
用
す

る
た
め
で
あ
る
と
い
う
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ア
ン
ト
ニ

オ
・
デ
・
ネ
ブ
リ
ハ
の
辞
書
と
余
り
変
わ
ら
な
い
も
の
と
な
る
と

い
う
。
本
書
簡
に
「〔
コ
レ
ジ
オ
在
学
者
は
〕
日
本
語
の
意
味
が

分
か
ら
な
く
て
も
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
を
理
解
す
る
」
と
書
い
て
あ

る
が
、
一
五
九
五
年
以
降
日
本
人
イ
ル
マ
ン
の
マ
カ
オ
・
コ
レ
ジ

オ
留
学
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
、
右
の
二
に
記
し
た
通
り
で
あ
る
。

こ
れ
ら
日
本
人
の
こ
と
は
ま
る
で
無
視
し
た
形
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
マ
カ
オ
・
コ
レ
ジ
オ
の
蔵
書
目
録
（
一
六
一
六

年
）
に
は
、
辞
書
と
思
わ
れ
る
書
籍
はV

ocabulario
da

lingua

キ
リ
シ
タ
ン
時
代
イ
エ
ズ
ス
会
コ
レ
ジ
オ
（
山
口
・
平
戸
・
生
月
・
千
々
石
・
有
家
・
加
津
佐
・
天
草
）
に
つ
い
て
（
下
）

七
九
（
五
二
三
）



de
Japão.

と
記
さ
れ
て
い
る
一
点
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
は
如
何

に
も
、
一
六
〇
三
年
・
〇
四
年
長
崎
版
『
日
葡
辞
書
』
の
こ
と
で

あ
ろ
う
（
106
）
。
こ
の
当
時
マ
カ
オ
教
会
関
係
の
今
一
つ
の
蔵
書
目
録
で

あ
る
「
日
本
司
教
ド
ン
・
デ
ィ
オ
ゴ
・
ヴ
ァ
レ
ン
テ
の
死
〔
一
六

三
三
年
一
〇
月
二
八
日
〕
に
際
し
て
彼
の
書
架
に
あ
っ
た
書
籍
の

目
録
」（
一
六
三
三
年
一
一
月
一
一
日
）
に
は
、C

alepenus.

お

よ
びV

ocabularium
Linguae

Japponicae.

と
辞
書
二
点
が
見

え
（
107
）、
ア
ン
ベ
ル
ク
ロ
ド
は
、
前
者
は
一
五
九
五
年
天
草
版
『
羅
葡

日
辞
書
』
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
と
記
す
。
本
ゴ
メ
ス
書
簡
の
記

述
を
考
え
合
わ
せ
、
こ
の
ア
ン
ベ
ル
ク
ロ
ド
の
推
定
は
蓋
然
性
が

高
い
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
後
者
は
、
一
六
〇
三
年
・

〇
四
年
長
崎
版
『
日
葡
辞
書
』
の
こ
と
で
あ
る
と
す
る
（
108
）
。
こ
ち
ら

に
つ
い
て
は
、
疑
念
は
な
い
。

一
五
九
五
年
天
草
版
の
辞
書
が
、
マ
カ
オ
・
コ
レ
ジ
オ
に
送
ら

れ
た
と
言
っ
て
い
い
よ
う
で
あ
る
。
極
東
に
お
け
る
イ
エ
ズ
ス
会

の
コ
レ
ジ
オ
教
育
と
し
て
は
、
マ
カ
オ
が
優
位
に
立
っ
て
い
た
と

言
う
べ
き
で
あ
る
が
、
こ
と
印
刷
に
関
し
て
は
、
日
本
で
印
刷
さ

れ
た
書
籍
が
マ
カ
オ
・
コ
レ
ジ
オ
に
供
給
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た

よ
う
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
士
フ
ラ
イ
・
ペ
ド
ロ
・
バ
ウ
テ
ィ
ス
タ
は
フ

ィ
リ
ピ
ン
総
督
の
使
節
と
し
て
、
一
五
九
三
年
五
月
三
〇
日
マ
ニ

ラ
を
発
っ
て
日
本
に
渡
来
し
（
109
）
、
京
都
に
修
道
院
・
教
会
・
施
療
院

を
作
り
（
110
）
、
そ
の
後
上
方
を
後
に
し
て
フ
ラ
イ
・
ジ
ェ
ロ
ニ
モ
・

デ
・
ジ
ェ
ズ
ス
と
一
緒
に
長
崎
に
向
か
い
、
一
五
九
四
年
一
二
月

一
八
日
同
地
に
着
い
た
（
111
）
。
彼
ら
は
長
崎
で
二
、
三
週
間
、
イ
エ
ズ

ス
会
士
の
許
に
滞
在
し
た
（
112
）
。
こ
の
時
で
あ
ろ
う
が
、
バ
ウ
テ
ィ
ス

タ
と
ジ
ェ
ズ
ス
の
二
人
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
士
の
案
内
で
天
草
の
コ

ア
ポ
ロ
ヒ
ア

レ
ジ
オ
を
訪
ね
て
い
る
。
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
の
「
弁
�
書
」
に
、

次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

コ

ミ

サ

リ

オ

「
遣
外
管
区
長
フ
ラ
イ
・
ペ
ド
ロ
・
バ
プ
テ
ィ
ス
タ
が
、
彼
の

コ
ン
パ
ニ
ェ
ロ

ミ
ヤ
コ

同
伴
者
〔
ジ
ェ
ロ
ニ
モ
・
デ
・
ジ
ェ
ズ
ス
〕
と
一
緒
に
京
都
か
ら

長
崎
に
来
た
時
、〔
イ
エ
ズ
ス
会
士
た
ち
は
〕
彼
ら
を
わ
れ
わ
れ

の
諸
カ
ザ
に
泊
め
た
。
彼
ら
に
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
彼
ら
を

有
馬
の
カ
ザ
、
有
家
の
セ
ミ
ナ
リ
オ
、
お
よ
び
当
時
天
草
に
あ
っ

た
コ
レ
ジ
オ
を
見
に
連
れ
て
行
っ
た
（
113
）
。」

一
五
九
五
年
一
〇
月
二
〇
日
付
け
長
崎
発
フ
ロ
イ
ス
作
成
、
イ

エ
ズ
ス
会
日
本
年
報
（
一
五
九
四
年
三
月
〜
九
五
年
一
〇
月
）
の

「
天
草
の
コ
レ
ジ
オ
と
諸
レ
ジ
デ
ン
シ
ア
」
と
の
見
出
し
を
掲
げ

た
箇
所
を
次
に
訳
載
す
る
。

エ
ス
ト
ゥ
ド
ス

テ
オ
ロ
ジ
ア

「
学
習
に
関
し
て
は
、〔
一
五
〕
九
四
年
に
、
神
学
の
諸
々
の

史

学

第
八
二
巻

第
四
号

八
〇
（
五
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四
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コ
ン
ペ
ン
デ
ィ
オ

事
柄
の
�
要

綱
�
の
講
義
が
終
わ
っ
た
。
そ
れ
〔
同
�
要

綱
�〕
は
、
別
の
年
報
（
114
）
に
記
し
た
通
り
、
こ
れ
ら
の
イ
ル
マ
ン
に

講
じ
る
た
め
に
準
管
区
長
パ
ー
ド
レ
〔
ゴ
メ
ス
〕
の
命
令
に
よ
っ

て
作
ら
れ
た
。
ほ
と
ん
ど
二
年
間
費
や
し
て
昨
年
こ
れ
の
講
義
を

終
え
た
が
、
聴
講
し
た
者
た
ち
は
一
様
に
、
大
な
る
成
果
を
収
め

た
。
そ
れ
〔�
要
綱
�〕
に
よ
っ
て
、
日
本
人
た
ち
に
説
教
し
教
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
柄
を
、
す
で
に
深
く
知
っ
て
い
る
。
経
験

が
示
す
通
り
、
彼
ら
は
教
化
さ
れ
、
今
後
日
本
人
た
ち
に
対
し
、

一
層
確
実
に
そ
し
て
一
層
実
り
豊
か
に
説
教
す
る
こ
と
が
出
来
る

で
あ
ろ
う
。

準
管
区
長
パ
ー
ド
レ
は
、
次
の
こ
と
を
決
め
た
。
す
な
わ
ち
、

諸
レ
ジ
デ
ン
シ
ア
に
居
住
し
て
い
る
そ
の
他
の
大
勢
の
イ
ル
マ
ン

は
、
こ
の
コ
レ
ジ
オ
に
集
っ
て
〔
学
ぶ
〕
以
前
に
入
会
を
許
さ
れ

た
た
め
に
、
ラ
テ
ン
語
を
学
習
し
た
こ
と
が
な
く
、
パ
ー
ド
レ
た

プ
レ
ガ
ソ
ン
エ
ス

リ
ヴ
ロ
ス

ち
が
そ
の
た
め
に
作
っ
た
説
教
と
書
籍
に
よ
っ
て
、
彼
ら
の
日
本

コ
ン
ペ
ン
デ
ィ
オ

語
で
、
説
教
す
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
彼
ら
も
こ
の
�
要

綱
�

ド
ウ
ト
リ
ナ

の
教
理
に
よ
っ
て
、
も
っ
と
理
解
を
深
め
る
よ
う
に
、
と
。

そ
れ
故
、
そ
れ
〔�
要
綱
�〕/（f.98

）
を
日
本
語
に
翻
訳
さ
せ

て
後
、
そ
し
て
ラ
テ
ン
語
で
の
講
義
を
受
け
て
き
た
他
の
イ
ル
マ

ン
た
ち
が
そ
れ
を
聴
講
し
終
わ
っ
て
後
に
、
彼
〔
準
管
区
長
〕
は
、

コ
レ
ジ
オ
の
こ
れ
ら
〔
イ
ル
マ
ン
た
ち
〕
を
、
諸
レ
ジ
デ
ン
シ
ア

で
パ
ー
ド
レ
た
ち
と
一
緒
に
居
住
さ
せ
る
た
め
に
其
処
に
送
っ
た
。

そ
し
て
〔
そ
れ
に
替
わ
っ
て
〕、
そ
れ
ま
で
諸
レ
ジ
デ
ン
シ
ア
に

コ
ン
ペ
ン
デ
ィ
オ

い
た
者
た
ち
は
全
員
、〔
当
コ
レ
ジ
オ
に
来
て
〕
こ
の
�
要

綱
�

を
聴
講
さ
せ
た
。
か
く
し
て
今
年
〔
一
五
〕
九
四
年
に
、
彼
ら
の

内
の
三
〇
人
が
そ
れ
〔�
要
綱
�〕
を
聴
講
し
、
大
き
な
成
果
を
収

め
た
（
115
）
。〔
中
略
〕

イ
ン
プ
レ
ン
サ

こ
の
コ
レ
ジ
オ
に
あ
る
印
刷
機
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
実
り

レ
ト
ラ
・
ラ
テ
ィ
ナ

レ
ト
ラ
・
ジ
ャ
ポ
ア

も
大
き
か
っ
た
。
ラ
テ
ン
文
字
お
よ
び
日
本
文
字
の
両
方
に
よ
る

リ
ヴ
ロ
ス

も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
様
々
な
書
籍
お
よ
び
そ
の
他

ト
ラ
タ
デ
ィ
ニ
ョ
ス

オ

ス

・

ノ

ソ

ス

の
小
冊
子
が
印
刷
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
、
わ
れ
わ
れ
仲
間
た
ち

や
キ
リ
ス
ト
教
徒
た
ち
の
た
め
に
、
大
変
有
用
で
あ
っ
た
。
特
に
、

今
年
印
刷
さ
れ
た
要
約
し
た
三
箇
国
語
の
カ
レ
ピ
ノ
は
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
人
と
日
本
人
の
わ
れ
わ
れ
仲
間
た
ち
に
と
っ
て
、
大
変
な
労

オ
ブ
ラ

苦
を
要
す
る
編
纂
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
の
裨
益
は
決
し
て
小
さ
く

な
か
っ
た
。
そ
れ
に
は
、
一
五
ヶ
月
以
上
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
と
日

本
人
の
様
々
な
パ
ー
ド
レ
た
ち
・
イ
ル
マ
ン
た
ち
が
働
い
た
。
多

年
か
か
っ
て
も
終
え
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
思

わ
れ
た
。
し
か
し
わ
れ
ら
の
主
の
恵
み
と
、
パ
ー
ド
レ
た
ち
・
イ

ル
マ
ン
た
ち
の
尽
力
と
に
拠
り
、
皆
の
大
き
な
喜
び
と
満
足
を
も

っ
て
そ
れ
を
終
え
る
こ
と
が
出
来
、
印
刷
さ
れ
た
。ア

ル

テ

ま
た
、
パ
ー
ド
レ
・
マ
ノ
エ
ル
・
ア
ル
ヴ
ァ
レ
ス
の
『
ラ
テ
ン
文
典
』

キ
リ
シ
タ
ン
時
代
イ
エ
ズ
ス
会
コ
レ
ジ
オ
（
山
口
・
平
戸
・
生
月
・
千
々
石
・
有
家
・
加
津
佐
・
天
草
）
に
つ
い
て
（
下
）

八
一
（
五
二
五
）



コ
ン
ジ
ュ
ガ
ソ
ン
エ
ス

も
印
刷
さ
れ
た
。
日
本
語
の
活

用
が
付
い
て
お
り
、
特
に
セ

マ
ヌ
ア
ル

ミ
ナ
リ
オ
で
の
使
用
に
役
立
つ
小
さ
な
手
引
書
で
あ
る
。
こ
の
印

刷
機
が
、
パ
ー
ド
レ
た
ち
や
イ
ル
マ
ン
た
ち
、
お
よ
び
こ
の
日
本

ク

リ

ス

タ

ン

ダ

デ

キ
リ
ス
ト
教
会
全
体
の
た
め
に
、
大
き
な
助
け
に
な
っ
た
こ
と
は

フ
ェ
レ
イ
ロ
ス

オ
フ
ィ
シ
ア
イ
ス

疑
い
な
い
。
日
本
に
は
、
鍛
冶
屋
や
職
人
が
大
勢
い
る
。
彼
ら

イ
ン
プ
レ
サ

プ
ン
ソ
ン
エ
ス

は
、
印
刷
機
の
た
め
の
刻
印
機
の
製
作
を
見
た
こ
と
も
試
み
た
こ

と
も
、
全
く
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
で
は
ラ
テ
ン
文
字
や
日

本
文
字
の
、
極
め
て
良
質
の
そ
れ
ら
〔
刻
印
機
〕
を
作
る
の
で
、

モ

ル

デ

ス

も
う
わ
れ
わ
れ
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
他
の
活
字
鋳
型
を
取
り
寄

せ
る
必
要
が
な
い
。
と
い
う
の
は
当
地
で
彼
ら
は
、
そ
れ
ら
を
非

常
に
安
価
に
し
か
も
極
め
て
容
易
に
作
る
か
ら
だ
（
116
）
。〔
中
略
〕

巡
察
師
パ
ー
ド
レ
は
昨
年
、〔
一
五
〕
九
二
年
に
日
本
で
開
催

コ
ン
グ
レ
ガ
サ
ン

し
た
管
区
会
議
で
の
決
定
に
従
い
、
シ
ナ
全
土
の
た
め
に
マ
カ
オ

に
創
建
し
て
い
た
新
し
い
コ
レ
ジ
オ
の
建
設
を
終
え
た
。
そ
れ
故

彼
は
、
準
管
区
長
パ
ー
ド
レ
〔
ゴ
メ
ス
〕
に
次
の
よ
う
に
書
き
送

っ
た
。
今
年
何
人
か
の
日
本
人
イ
ル
マ
ン
を
派
遣
し
、
其
処
に
し

ば
ら
く
滞
在
し
て
学
ぶ
べ
き
事
柄
を
終
わ
ら
せ
る
。
同
時
に
、
叙

階
を
受
け
る
予
定
の
何
人
か
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
イ
ル
マ
ン
を
派
遣

し
、
そ
の
後
直
ぐ
に
日
本
に
戻
る
よ
う
に
、
と
（
117
）
。〔
中
略
〕

準
管
区
長
パ
ー
ド
レ
は
同
じ
こ
の
〔
天
草
〕
コ
レ
ジ
オ
か
ら
、

今
出
帆
す
る
こ
の
ソ
マ
船
で
、
約
二
年
前
か
ら
悪
化
し
た
膝
の
治

療
の
た
め
に
マ
カ
オ
に
行
く
パ
ー
ド
レ
・
ペ
ド
ロ
・
ラ
モ
ン
と
一

緒
に
、
次
の
者
た
ち
を
派
遣
す
る
。
す
な
わ
ち
、
叙
階
を
受
け
て

直
ぐ
に
日
本
に
戻
る
予
定
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
イ
ル
マ
ン
四
人
（
118
）

、
お

よ
び
あ
の
〔
マ
カ
オ
〕
コ
レ
ジ
オ
に
留
ま
っ
て
学
習
す
る
予
定
の

日
本
人
二
人
で
あ
る
。

ま
た
後
に
三
月
に
出
帆
す
る
ナ
ウ
船
で
、
あ
の
コ
レ
ジ
オ
の

ミ
ニ
ス
ト
ロ

副
院
長
と
し
て
其
処
に
留
ま
る
こ
と
に
な
る
別
の
パ
ー
ド
レ
と
一

緒
に
、
他
の
八
人
の
イ
ル
マ
ン
を
〔
マ
カ
オ
に
〕
派
遣
す
る
。
そ

の
内
何
人
か
は
、
他
の
〔
イ
ル
マ
ン
た
ち
〕
と
一
緒
に
其
処
に
留

ま
る
日
本
人
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
他
は
叙
階
を
受
け
て
、
直
ぐ
に

パ
ー
ド
レ
・
ペ
ド
ロ
・
モ
レ
ホ
ン
と
一
緒
に
日
本
に
戻
る
予
定
の

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
で
あ
る
。

こ
れ
ら
日
本
人
イ
ル
マ
ン
が
し
ば
ら
く
故
国
を
離
れ
て
、
コ
レ

ジ
オ
に
お
い
て
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
中
に
混
じ
っ
て
教
育
を
受
け
る

ク

リ

ス

タ

ン

ダ

デ

こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
ら
に
と
っ
て
も
、
日
本
キ
リ
ス
ト
教
会
全
体

に
と
っ
て
も
、
非
常
に
大
き
な
実
り
を
生
む
こ
と
を
、
わ
れ
わ
れ

は
わ
れ
ら
の
主
に
期
待
す
る
（
119
）
。」

右
の
一
五
九
五
年
一
〇
月
二
〇
日
付
年
報
の
記
事
内
容
を
、
整

理
す
る
。

一
、
一
五
九
四
年
に
「
要
綱
」
の
講
義
が
終
っ
た
と
い
う
。
先
に

前
年
一
五
九
三
年
度
年
報
を
引
用
し
た
所
で
記
し
た
が
、「
要

史

学

第
八
二
巻

第
四
号

八
二
（
五
二
六
）



綱
」
の
講
義
は
、
モ
レ
ホ
ン
に
よ
っ
て
一
五
九
三
年
八
月
一
五

日
〜
九
三
年
九
月
一
五
日
頃
に
始
ま
っ
た
。
こ
の
講
義
は
二
年

間
続
き
、
昨
一
五
九
四
年
に
終
わ
っ
た
と
い
う
。
満
二
年
と
い

う
意
味
だ
と
矛
盾
す
る
が
、
そ
れ
ほ
ど
厳
密
な
話
で
も
な
く
、

九
四
年
末
頃
そ
の
講
義
が
一
通
り
終
わ
っ
た
と
い
う
こ
と
か
。

二
、
同
「
要
綱
」
は
邦
訳
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
に
ラ
テ
ン
語
を
学
習

し
た
こ
と
が
な
く
日
本
語
の
書
籍
（
120
）
に
よ
り
、
日
本
語
で
説
教
を

し
て
き
た
イ
ル
マ
ン
た
ち
は
、
そ
の
邦
訳
「
要
綱
」
に
よ
っ
て

教
理
の
知
識
を
深
め
た
上
で
、
諸
レ
ジ
デ
ン
シ
ア
に
送
ら
れ
た
。

ま
た
ラ
テ
ン
語
に
よ
っ
て
「
要
綱
」
の
受
講
を
終
え
た
イ
ル
マ

ン
た
ち
も
同
じ
く
、
諸
レ
ジ
デ
ン
シ
ア
に
派
遣
さ
れ
た
。

三
、
入
れ
替
わ
り
に
、
諸
レ
ジ
デ
ン
シ
ア
に
い
た
イ
ル
マ
ン
た
ち

は
全
員
、
当
コ
レ
ジ
オ
で
「
要
綱
」
を
聴
講
さ
せ
た
。
こ
の
よ

う
に
し
て
、
今
年
一
五
九
四
年
に
、
三
〇
人
の
イ
ル
マ
ン
が

「
要
綱
」
を
聴
講
し
た
。

四
、
様
々
な
書
籍
や
小
冊
子
が
印
刷
さ
れ
た
が
、
中
で
も
一
五
九

五
年
天
草
版
『
羅
葡
日
辞
書
』
は
、
編
纂
に
一
五
ヶ
月
以
上
要

す
る
程
苦
労
し
た
が
、
出
来
上
が
っ
て
大
変
裨
益
し
て
い
る
。

五
、
一
五
九
四
年
天
草
版
ア
ル
ヴ
ァ
レ
ス
『
ラ
テ
ン
文
典
』
も
印

刷
さ
れ
、
特
に
セ
ミ
ナ
リ
オ
で
役
立
っ
て
い
る
。

六
、
日
本
に
は
優
れ
た
職
人
が
大
勢
お
り
、
ラ
テ
ン
文
字
や
国
字

の
良
質
の
刻
印
機
を
安
価
に
作
る
。
そ
の
た
め
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

か
ら
活
字
鋳
型
を
取
り
寄
せ
る
必
要
が
な
い
。

七
、
巡
察
師
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
の
指
示
に
従
っ
て
、
日
本
準
管
区

長
ゴ
メ
ス
は
、
一
五
九
五
年
一
〇
月
に
発
つ
ソ
マ
船
で
、
マ
カ

オ
・
コ
レ
ジ
オ
で
学
習
す
る
日
本
人
イ
ル
マ
ン
二
人
、
お
よ
び

マ
カ
オ
で
叙
階
を
受
け
て
日
本
に
戻
る
予
定
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人

イ
ル
マ
ン
四
人
を
派
遣
し
た
。

な
お
、
一
五
九
五
年
一
〇
月
コ
レ
ジ
オ
で
学
習
す
る
目
的
で

マ
カ
オ
に
渡
っ
た
日
本
人
イ
ル
マ
ン
は
、
木
村
・
飾
屋
（
山

田
）・
に
あ
ば
ら
の
三
人
の
は
ず
で
あ
る
（
121
）
。
彼
ら
は
、
本
年
報

を
マ
カ
オ
に
運
ん
だ
の
と
同
じ
ソ
マ
船
で
渡
航
し
た
も
の
と
思

わ
れ
る
の
で
、
年
報
記
述
後
急
遽
一
人
追
加
さ
れ
た
も
の
か
。

八
、
続
い
て
一
五
九
六
年
三
月
に
出
帆
す
る
ナ
ウ
船
で
、
イ
ル
マ

ン
八
人
を
マ
カ
オ
に
派
遣
す
る
予
定
で
あ
る
。
マ
カ
オ
・
コ
レ

ジ
オ
で
学
習
す
る
日
本
人
イ
ル
マ
ン
何
人
か
と
、
叙
階
を
受
け

た
上
で
日
本
に
戻
る
予
定
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
イ
ル
マ
ン
た
ち
で

あ
る
。

一
五
九
六
年
三
月
コ
レ
ジ
オ
で
の
学
習
の
た
め
に
マ
カ
オ
に

渡
航
し
た
日
本
人
イ
ル
マ
ン
は
、
徳
丸
・
木
村
の
二
人
で
あ
る
（
122
）
。

キ
リ
シ
タ
ン
時
代
イ
エ
ズ
ス
会
コ
レ
ジ
オ
（
山
口
・
平
戸
・
生
月
・
千
々
石
・
有
家
・
加
津
佐
・
天
草
）
に
つ
い
て
（
下
）

八
三
（
五
二
七
）



一
〇

ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
は
一
五
八
七
年
九
月
頃
に
イ
ン
デ
ィ
ア
管
区

長
の
職
を
辞
し
て
、
イ
ン
デ
ィ
ア
の
巡
察
師
に
就
任
し
、
一
五
九

五
年
九
月
二
四
日
東
イ
ン
デ
ィ
ア
巡
察
師
を
辞
任
し
て
、
同
年
一

〇
月
三
一
日
日
本
と
シ
ナ
の
巡
察
師
の
職
に
つ
い
た
（
123
）
。
彼
が
日

本
・
シ
ナ
巡
察
師
に
な
っ
た
直
後
の
一
五
九
五
年
一
一
月
二
三
日

付
け
で
ゴ
ア
か
ら
、
日
本
教
会
の
諸
々
の
重
要
問
題
に
関
し
て
長

文
の
書
簡
を
総
長
に
書
き
送
っ
た
。
日
本
人
会
員
教
育
の
問
題
も

当
然
含
ま
れ
る
。
長
文
故
に
、
最
も
重
要
な
箇
所
は
書
簡
本
文
を

引
用
し
、
そ
れ
以
外
は
要
旨
を
記
す
。

日
本
に
つ
い
て
誤
っ
た
観
念
が
イ
ン
デ
ィ
ア
の
わ
れ
わ
れ
会
員

の
間
で
広
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
彼
ら
の
間
で
日
本
布
教
の

熱
が
非
常
に
冷
め
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
、
私
は
不
満
を
持
つ
。
そ

の
よ
う
な
観
念
は
、
主
と
し
て
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
カ
ブ
ラ
ル
に
よ

っ
て
広
め
ら
れ
た
。
別
の
書
簡
で
猊
下
に
書
き
送
っ
た
如
く
、
彼

は
日
本
を
去
っ
て
以
来
常
に
、
単
に
日
本
人
に
対
し
て
大
変
嫌
悪

の
気
持
ち
を
抱
い
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
何
人
か
の
主
立
っ
た
パ

ー
ド
レ
と
彼
ら
の
統
轄
方
法
に
対
し
て
も
、
同
様
の
気
持
ち
を
持

っ
た
。
そ
れ
は
彼
が
日
本
滞
在
中
墨
守
し
て
い
た
、
現
在
の
イ
ン

デ
ィ
ア
管
区
統
轄
の
仕
方
〔
カ
ブ
ラ
ル
は
一
五
九
二
〜
九
七
年
イ

ン
デ
ィ
ア
管
区
長
在
任
（
124
）
〕
よ
り
も
は
る
か
に
間
違
っ
た
彼
の
日
本

教
会
統
轄
の
構
想
と
は
、
全
く
異
な
っ
て
い
る
か
ら
だ
。
イ
ン
デ

ィ
ア
に
は
、
日
本
の
諸
事
情
に
通
じ
て
い
る
者
も
日
本
に
滞
在
し

た
者
も
い
な
い
の
で
、
一
三
年
か
そ
れ
以
上
日
本
に
い
た
管
区
長

〔
カ
ブ
ラ
ル
は
一
五
七
〇
〜
八
三
年
日
本
滞
在
（
125
）
〕
の
如
き
役
職
の

者
が
、
日
本
の
諸
事
情
に
つ
い
て
彼
の
よ
う
な
言
い
方
で
語
る
の

コ
ン
ス
ル
ト
レ
ス

を
聞
く
と
、
イ
ル
マ
ン
た
ち
も
顧
問
た
ち
も
簡
単
に
そ
う
思
い
込

ん
で
し
ま
う
。
事
は
重
要
で
あ
る
か
ら
、
猊
下
が
思
い
違
い
を
し

な
い
よ
う
に
、
本
書
簡
に
よ
っ
て
、
カ
ブ
ラ
ル
が
執
っ
た
日
本
教

会
統
轄
方
針
と
そ
の
後
の
経
緯
に
つ
い
て
、
猊
下
に
知
っ
て
も
ら

い
た
い
と
思
う
。

ス

マ

リ

オ

そ
の
た
め
に
も
ま
ず
猊
下
に
は
、「
日
本
諸
事
要
録
」
一
・
二

ア
デ
ィ
シ
オ
ネ
ス

章
、
同
「
補

遺
」
に
記
し
た
日
本
人
と
わ
れ
わ
れ
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
人
と
の
間
の
慣
習
・
言
語
・
行
動
様
式
の
違
い
を
、
思
い
起
こ

し
て
も
ら
い
た
い
。

第
一
、
カ
ブ
ラ
ル
は
日
本
人
イ
ル
マ
ン
た
ち
を
服
従
さ
せ
る
の

ヴ
ィ
ル
ガ
・
フ
ェ
レ
ア

に
、
鞭
を
ふ
る
い
厳
し
い
言
葉
を
投
げ
、
鉄
の
王
笏
（
126
）
で
統
轄
す

る
方
針
を
用
い
た
。
文
句
の
多
い
人
々
だ
か
ら
で
あ
る
。
日
本
人

ネ
グ
ロ
ス

に
対
し
て
激
し
い
怒
り
を
露
わ
に
語
り
、
黒
ん
坊
と
呼
び
、
そ
の

他
侮
辱
的
で
無
礼
な
言
辞
を
用
い
た
。
そ
し
て
し
ば
し
ば
最
後
に

史

学

第
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「
お
前
た
ち
は
日
本
人
な
の
だ
。」
と
の
言
葉
を
ぶ
つ
け
た
。
こ
れ

に
は
、
不
誠
実
で
低
級
な
人
々
と
い
う
意
味
を
込
め
て
い
る
。

第
二
、
日
本
人
イ
ル
マ
ン
に
対
す
る
対
応
の
仕
方
は
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
人
イ
ル
マ
ン
に
対
す
る
の
と
は
ま
る
で
異
な
り
、
侮
辱
を
加

え
る
よ
う
な
遇
し
方
で
あ
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
イ
ル
マ
ン
の
よ

ソ

タ

ナ

ボ

ネ

テ

う
に
、
修
道
服
や
ビ
レ
タ
を
着
用
さ
せ
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。
食

事
や
寝
室
そ
の
他
す
べ
て
、
処
遇
が
別
で
あ
っ
た
。

第
三
、
彼
は
日
本
人
が
わ
れ
わ
れ
の
慣
習
に
順
応
す
べ
き
で
あ

っ
て
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
彼
ら
に
順
応
す
る
必
要
は
な
い
、
と
し

た
。
日
本
人
は
黒
ん
坊
で
極
め
て
野
蛮
な
慣
習
だ
か
ら
で
あ
っ
て
、

彼
自
身
決
し
て
日
本
の
慣
習
に
順
応
し
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。

第
四
、
日
本
の
慣
習
に
は
終
始
馴
染
ま
ず
、
そ
れ
を
悪
し
様
に

言
っ
た
。
そ
の
た
め
、
私
〔
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
〕
が
日
本
に
行
っ

た
当
時
〔
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
の
日
本
渡
来
は
一
五
七
九
年
七
月
二

五
日
〕
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
士
た
ち
は
日
本
の
慣
習
を
身
に
つ
け
よ

う
と
い
う
気
持
ち
を
持
た
ず
、
わ
れ
わ
れ
の
慣
習
の
方
が
勝
っ
て

い
る
と
言
い
張
っ
た
。

プ
リ
ン
シ
ピ
オ

エ

ル

マ

ノ

ス

「
第
五
番
目
の
原
則
は
、
日
本
人
イ
ル
マ
ン
に
は
一
人
も
ラ
テ

ン
語
や
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
を
学
習
さ
せ
た
く
な
い
、
と
い
う
も
の
で

あ
っ
た
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
に
つ
い
て
は
、
わ
れ
わ
れ
会
員
の
会
話

や
秘
密
を
理
解
さ
せ
な
い
た
め
で
あ
り
、
ラ
テ
ン
語
に
つ
い
て
は
、

エ
シ
エ
ン
シ
ア
ス

彼
ら
〔
日
本
人
〕
に
は
諸
学
問
（
127
）
を
一
切
学
習
さ
せ
て
は
な
ら
な

い
、
彼
ら
を
誰
一
人
司
祭
に
し
て
は
な
ら
な
い
、
と
の
意
見
だ
か

ら
で
あ
っ
た
。〔
日
本
人
が
〕
そ
れ
〔
司
祭
〕
に
な
っ
た
り
、
そ

れ
〔
諸
学
問
〕
を
身
に
つ
け
た
り
し
た
ら
、
大
変
に
高
慢
か
つ
尊

大
に
な
る
と
思
っ
て
い
る
か
ら
だ
。

第
六
の
原
則
は
、
日
本
人
の
セ
ミ
ナ
リ
オ
は
絶
対
に
作
っ
て
は

な
ら
な
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
彼
ら
〔
日

本
人
〕
は
非
常
に
悪
徳
に
染
ま
り
、
汚
ら
わ
し
い
と
思
っ
て
い
た

か
ら
で
あ
る
。
可
能
な
限
り
そ
れ
〔
日
本
人
セ
ミ
ナ
リ
オ
創
設
〕

に
反
対
し
た
。
真
実
、
彼
は
日
本
人
た
ち
は
学
習
し
て
は
な
ら
な

い
、
司
祭
に
な
っ
て
は
い
け
な
い
、
と
い
う
意
見
の
持
主
で
あ
っ

た
の
で
、
日
本
に
セ
ミ
ナ
リ
オ
や
コ
レ
ジ
オ
を
創
建
す
る
こ
と
な

ど
話
題
に
上
る
は
ず
も
な
か
っ
た
（
128
）
。」

第
七
、
彼
は
、
日
本
語
は
わ
れ
わ
れ
〔
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
〕
会
員

に
と
っ
て
、
少
な
く
と
も
日
本
語
で
説
教
が
出
来
る
よ
う
に
な
る

ア

ル

テ

ま
で
に
修
得
す
る
こ
と
は
絶
対
に
出
来
な
い
、
文
法
書
を
通
し
て

の
修
得
も
不
可
能
で
あ
る
、
と
固
く
信
じ
て
い
た
。
彼
が
日
本
イ

ス
ペ
リ
オ
ル

エ
ズ
ス
会
の
布
教
長
で
あ
っ
た
一
三
年
間
（
129
）
、
文
法
書
を
纏
め
る
努

力
を
せ
ず
、
一
五
七
五
〜
七
七
年
に
大
変
優
秀
な
イ
エ
ズ
ス
会
士

二
六
人
を
私
が
日
本
に
派
遣
し
て
、
彼
ら
に
日
本
語
の
能
力
を
身

に
つ
け
さ
せ
る
よ
う
細
か
く
指
示
し
て
も
、
そ
れ
は
日
本
語
を
知

キ
リ
シ
タ
ン
時
代
イ
エ
ズ
ス
会
コ
レ
ジ
オ
（
山
口
・
平
戸
・
生
月
・
千
々
石
・
有
家
・
加
津
佐
・
天
草
）
に
つ
い
て
（
下
）

八
五
（
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ら
な
い
者
が
言
う
こ
と
だ
。
才
能
豊
か
な
者
で
も
、
告
解
を
聴
く

プ
ラ
テ
ィ
カ

の
に
少
な
く
と
も
六
年
、
信
徒
へ
の
説
教
を
す
る
ま
で
に
は
一
五

年
必
要
で
、
異
教
徒
に
き
ち
ん
と
説
教
を
す
る
な
ど
、
あ
り
得
な

い
こ
と
だ
と
言
っ
て
�
笑
す
る
だ
け
で
あ
っ
た
。

私
が
初
め
て
日
本
に
行
っ
た
当
時
〔
一
五
七
九
年
〕
は
、
私
が

派
遣
し
た
会
員
は
日
本
語
が
ほ
と
ん
ど
分
か
ら
ず
（
130
）
、
不
満
の
声
に

満
ち
て
い
た
。
し
か
し
彼
ら
の
中
に
ラ
テ
ン
語
能
力
の
優
れ
た
会

ア

ル

テ

員
た
ち
も
何
人
か
お
り
、
彼
ら
は
、
日
本
語
の
文
法
書
を
纏
め
る

の
は
容
易
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
こ
で
私
は
日
本

エ

ル

マ

ノ

ス

に
到
着
し
て
ま
ず
第
一
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
兄
弟
た
ち
に
対
し

ア

ル

テ

ボ
カ
ブ
ラ
リ
オ

て
、
日
本
語
を
学
ぶ
こ
と
、
お
よ
び
そ
の
文
法
書
と
辞
書
を
作
る

こ
と
を
命
じ
た
。
そ
れ
は
短
期
間
で
行
わ
れ
、
現
在
わ
れ
わ
れ
会

員
は
文
法
書
と
辞
書
を
作
っ
た
（
131
）
だ
け
で
な
く
、
日
本
で
多
く
の
書

籍
を
印
刷
し
た
。
こ
の
た
め
わ
れ
わ
れ
会
員
に
と
っ
て
、
日
本
語

学
習
は
容
易
に
な
っ
た
。

右
に
記
し
た
よ
う
な
カ
ブ
ラ
ル
の
執
っ
た
原
則
は
全
く
間
違
っ

た
も
の
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
結
果
日
本
人
イ
ル
マ
ン
や
同
宿
は

極
め
て
抑
圧
さ
れ
、
不
満
を
持
ち
、
イ
エ
ズ
ス
会
や
パ
ー
ド
レ
た

ち
に
敵
意
と
憎
悪
を
抱
く
よ
う
に
な
り
、
日
本
人
信
徒
た
ち
に
そ

の
悪
口
を
言
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
会
員
と
日
本
人
イ
ル
マ
ン
・

同
宿
と
の
仲
は
敵
対
関
係
の
如
き
で
あ
っ
た
。
主
な
キ
リ
ス
ト
教

徒
領
主
は
カ
ブ
ラ
ル
に
会
う
こ
と
も
出
来
ず
、
彼
に
悪
意
を
抱
い

た
。
大
友
宗
麟
の
み
彼
に
少
し
好
意
を
持
っ
た
が
、
そ
れ
も
ポ
ル

ト
ガ
ル
船
に
よ
る
利
が
目
当
て
で
あ
っ
た
。

私
は
初
め
て
日
本
に
行
っ
て
、
カ
ブ
ラ
ル
等
が
日
本
人
に
対
し

て
投
げ
る
悪
口
に
驚
き
、
日
本
人
の
慣
習
の
違
い
・
多
様
性
の
現

ス

マ

リ

オ

実
を
知
り
、
そ
の
対
策
を
協
議
し
て
「
日
本
諸
事
要
録
」
七
章
に

詳
し
く
記
し
た
。
カ
ブ
ラ
ル
の
日
本
統
轄
の
構
想
は
如
何
に
間
違

っ
て
い
る
か
、
否
構
想
な
ど
持
ち
合
わ
せ
て
お
ら
ず
、
何
ら
対
策

を
講
じ
る
努
力
を
せ
ず
、
日
本
で
は
イ
エ
ズ
ス
会
は
い
ず
れ
消
え

て
無
く
な
る
と
思
っ
て
い
る
。

し
か
し
私
は
日
本
人
キ
リ
ス
ト
教
徒
領
主
た
ち
と
話
し
合
っ
た

結
果
、
対
策
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
難
儀
を
克
服
出
来
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。
有
馬
晴
信
・
大
村
純
忠
も
こ
の
件
で
長
時
間
私
と

話
し
、
わ
れ
わ
れ
の
カ
ザ
で
の
行
動
様
式
と
、
日
本
人
に
と
っ
て

好
ま
し
い
慣
習
と
の
間
に
差
異
が
大
き
い
こ
と
を
説
い
た
。
パ
ー

バ
レ
ラ
ス

ド
レ
た
ち
の
言
に
従
っ
て
仏
僧
の
寺
院（

132
）
が
破
壊
さ
れ
た
り
、
パ
ー

ド
レ
た
ち
が
日
本
人
の
良
き
慣
習
・
儀
礼
を
身
に
つ
け
な
い
こ
と

は
、
全
く
理
性
に
反
す
る
こ
と
だ
と
彼
ら
は
思
っ
て
い
る
。

豊
後
の
大
友
宗
麟
は
、
パ
ー
ド
レ
た
ち
の
か
か
る
振
舞
は
、
日

本
人
と
の
付
き
合
い
方
を
知
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
日
本
人
の
品

格
に
叶
っ
た
生
き
方
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
し
も
私
〔
ヴ

史

学
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デ
ィ
オ
ス

ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
〕
が
こ
れ
を
是
正
す
る
こ
と
が
出
来
た
ら
、
神
か

ら
派
遣
さ
れ
た
天
使
と
思
う
で
あ
ろ
う
、
と
言
っ
た
。

イ
エ
ズ
ス
会
士
の
行
動
様
式
を
改
め
る
た
め
に
、
私
は
一
五
八

コ
ン
ス
ル
タ
・
ウ
ニ
ベ
ル
サ
ル

プ
レ
グ
ン
タ

〇
年
第
一
回
全
体
協
議
会
を
開
い
た
。
諮
問
第
一
一
で
、
日
本

人
と
わ
れ
わ
れ
会
員
と
の
間
の
和
を
守
る
た
め
の
方
法
を
取
り
上

げ
た
。
そ
の
三
と
四
に
お
い
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
会
員
が
日
本
の

言
語
・
慣
習
・
儀
礼
を
修
得
す
べ
き
点
で
一
致
し
た
（
133
）
。

コ
ン
ス
ル
タ
・
ウ
ニ
ベ
ル
サ
ル

如
上
の
点
は
、
一
五
九
〇
年
の
第
二
回
全
体
協
議
会
で
協
議

コ
ン
グ
レ
ガ
シ
オ
ン

し
（
134
）、
一
五
九
二
年
に
開
催
さ
れ
た
第
一
回
管
区
会
議
の
第
七
章
で

承
認
さ
れ
た
（
135
）
。
同
様
に
、
上
述
の
如
き
、
イ
エ
ズ
ス
会
が
日
本
で

意
図
し
て
い
る
こ
と
を
損
な
う
よ
う
な
す
べ
て
の
原
則
が
、
否
定

さ
れ
た
。

ニ
ニ
ョ
ス

第
一
回
全
体
協
議
会
諮
問
第
五
に
お
い
て
、
日
本
人
少
年
の

セ

ミ

ナ

リ

オ

ス

諸
セ
ミ
ナ
リ
オ
を
創
建
し
、
そ
こ
で
、
各
人
の
能
力
に
応
じ
て
、

エ
シ
エ
ン
シ
ア
ス

ラ
テ
ン
語
や
そ
の
他
の
諸
学
問
を
教
え
る
の
が
極
め
て
重
要
だ
と

い
う
結
論
に
達
し
た
（
136
）
。
ま
た
同
協
議
会
の
諮
問
第
八
、
第
二
点
に

お
い
て
、
入
会
さ
せ
る
日
本
人
イ
ル
マ
ン
に
イ
エ
ズ
ス
会

イ
ン
ス
テ
ィ
ト
ゥ
ト

ノ
ビ
シ
ア
ド

基
本
精
神
を
指
導
す
る
た
め
に
修
練
院
を
作
る
だ
け
で
な
く
、

ノ
ビ
シ
ア
ド

シ
エ
ン
シ
ア
ス

修
練
期
の
後
に
諸
学
問
を
学
習
す
る
コ
レ
ジ
オ
を
も
作
る
べ
き
だ

と
い
う
結
論
に
至
っ
た
（
137
）
。
こ
の
こ
と
は
、
第
二
回
全
体
協
議
会
の

諮
問
第
一
一
お
よ
び
第
一
二
に
お
い
て
承
認
さ
れ
（
138
）
、
さ
ら
に
第
一

回
管
区
会
議
第
一
八
章
で
も
確
認
さ
れ
た
（
139
）
。

第
一
回
全
体
協
議
会
の
諮
問
第
一
七
に
お
い
て
、
わ
れ
わ
れ
の

諸
カ
ザ
で
の
食
事
の
儀
礼
や
調
理
の
仕
方
に
つ
い
て
結
論
を
出
し

た
（
140
）。
ま
た
同
協
議
会
の
諮
問
第
一
九
に
お
い
て
は
、
衣
服
に
つ
い

て
取
り
決
め
た
（
141
）
。
こ
の
点
は
そ
の
後
第
一
回
管
区
会
議
の
第
三
三

章
に
お
い
て
、
承
認
さ
れ
た
（
142
）
。

カ
ブ
ラ
ル
は
こ
れ
ら
の
事
柄
の
い
く
つ
か
に
つ
い
て
は
抵
抗
を

試
み
た
が
、
最
後
は
屈
し
て
、
そ
の
す
べ
て
に
つ
い
て
他
の
会
員

た
ち
に
同
意
し
、
署
名
し
た
。
そ
れ
も
明
ら
か
に
猊
下
の
手
前
、

一
人
間
違
っ
た
原
則
に
と
ら
わ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
な
い
た
め
の

行
動
で
あ
っ
た
。
彼
は
今
で
は
イ
ン
デ
ィ
ア
に
お
い
て
、
マ
カ

オ
・
コ
レ
ジ
オ
に
関
す
る
事
柄
で
同
じ
原
則
を
蒸
し
返
し
て
い
る
。

と
い
う
の
は
、
同
コ
レ
ジ
オ
に
反
対
す
る
第
三
の
理
由
に
お
い
て
、

レ
ト
ラ
ス

エ
シ
エ
ン
シ
ア
ス

日
本
人
イ
ル
マ
ン
に
文
字（

143
）や
諸
学
問
を
伝
え
る
こ
と
に
大
き
な

疑
問
を
投
げ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
彼
ら
は
生
来
高
慢
故
に
、
成

エ
シ
〔
ス
〕
マ
ス

エ
レ
シ
ア
ス

果
を
上
げ
ら
れ
な
い
の
み
か
、
日
本
に
重
大
な
分
派
・
異
端
を

生
む
原
因
に
な
る
と
い
う
の
が
彼
の
考
え
で
あ
る
。

こ
の
協
議
会
の
後
は
、
日
本
に
お
い
て
従
来
と
は
異
な
っ
た
原

則
で
走
り
始
め
、
イ
エ
ズ
ス
会
活
動
に
も
成
果
が
見
え
始
め
た
。

わ
れ
わ
れ
の
カ
ザ
に
お
い
て
、
日
本
の
慣
習
へ
の
順
応
も
始
ま
っ

た
。
日
本
人
に
対
す
る
対
応
も
日
本
の
礼
儀
に
叶
う
よ
う
に
な
っ

キ
リ
シ
タ
ン
時
代
イ
エ
ズ
ス
会
コ
レ
ジ
オ
（
山
口
・
平
戸
・
生
月
・
千
々
石
・
有
家
・
加
津
佐
・
天
草
）
に
つ
い
て
（
下
）

八
七
（
五
三
一
）



た
。
パ
ー
ド
レ
た
ち
も
、
日
本
語
を
修
得
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

日
本
人
キ
リ
ス
ト
教
徒
た
ち
も
、
わ
れ
わ
れ
イ
エ
ズ
ス
会
士
に
対

す
る
親
し
み
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
セ
ミ
ナ
リ
オ
生
徒
が
大
勢

レ
ト
ラ
ス

イ
ル
マ
ン
に
な
っ
た
。
イ
ル
マ
ン
は
徳
や
文
字
、
イ
エ
ズ
ス
会
の

モ
ド
・
デ
・
プ
ロ
セ
デ
ル

ノ
ビ
シ
ア
ド

行
動
様
式
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
修
練
院
や
コ
レ
ジ
オ
で
成
果

を
上
げ
た
。

私
が
日
本
に
行
っ
た
時
〔
一
五
七
九
年
七
月
二
五
日
〕
は
六
、

七
人
し
か
お
ら
ず
、
未
熟
で
も
あ
っ
た
が
、
い
ま
で
は
日
本
人
イ

ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
ダ
ド

ル
マ
ン
が
七
〇
人
お
り
（
144
）
、
キ
リ
ス
ト
教
会
も
大
い
に
変
わ
っ
た
。

当
初
は
名
ば
か
り
で
あ
っ
た
信
徒
で
、
告
解
を
す
る
者
は
ご
く
僅

プ
ラ
テ
ィ
カ
ス

か
し
か
い
な
か
っ
た
が
、
今
で
は
頻
繁
に
行
わ
れ
る
説
教
や
、

ド
ク
ト
リ
ナ
・
デ
・
プ
レ
グ
ン
タ
ス

問
答
体
教
理
書
（
145
）
そ
の
他
の
書
籍
が
日
本
語
で
印
刷
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
真
正
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
な
り
、
毎
年
告
解
を
し
て
い

プ
レ
デ
ィ
カ
ド
レ
ス

る
。
当
初
は
説
教
者
で
あ
る
日
本
人
イ
ル
マ
ン
た
ち
は
、
ラ
テ
ン

語
を
一
言
も
知
ら
ず
、
同
胞
に
無
知
な
こ
と
を
教
え
、
授
け
た
僅

か
ば
か
り
の
良
き
教
理
も
彼
ら
自
身
の
生
き
方
に
よ
っ
て
壊
し
て

ラ

テ

ィ

ノ

し
ま
っ
た
が
、
今
で
は
、
極
め
て
優
れ
た
ラ
テ
ン
語
ク
ラ
ス
在

ス

テ

オ

ロ

ゴ

ス

カ

ス

イ

ス

タ

ス

学
者
、
神
学
課
程
在
学
者
、
倫
理
神
学
課
程
在
学
者
で
あ
る
イ
ル

マ
ン
が
三
〇
人
以
上
お
り
（
146
）
、
彼
ら
は
説
教
す
る
事
柄
を
理
解
し
、

自
ら
の
良
き
生
き
方
に
よ
っ
て
、
説
教
す
る
事
柄
が
確
か
な
も
の

で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
。

カ
ブ
ラ
ル
は
パ
ー
ド
レ
一
〇
人
、
イ
ル
マ
ン
四
人
、
日
本
人
イ

ル
マ
ン
六
、
七
人
で
満
足
し
て
い
た
（
147
）
が
、
現
在
は
パ
ー
ド
レ
・
イ

ル
マ
ン
合
わ
せ
て
一
四
〇
人
い
る
（
148
）
。
改
宗
も
伸
展
し
、

グ
ラ
ン
デ
ス
・
セ
ニ
ョ
レ
ス

大

身
も
大
勢
信
徒
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
関
白
殿
〔
豊
臣

セ
ニ
ョ
レ
ス

秀
吉
〕
は
、
パ
ー
ド
レ
た
ち
が
日
本
全
土
の
領
主
と
な
る
の
を
恐

れ
、
迫
害
を
始
め
た
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
カ
ブ
ラ
ル
は
今
で
も
、
現
在
の
日
本
イ

エ
ズ
ス
会
の
統
轄
は
間
違
っ
て
い
る
、
彼
が
行
っ
た
布
教
指
針
が

正
し
い
と
思
っ
て
い
る
。
こ
れ
ほ
ど
狷
介
固
陋
の
人
物
と
は
驚
く

外
な
い
。
そ
の
彼
を
イ
ン
デ
ィ
ア
管
区
長
に
す
る
よ
う
、
私
〔
ヴ

ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
〕
は
総
長
に
推
挙
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
任
に
堪

え
得
る
人
材
の
乏
し
さ
が
私
を
誤
ら
せ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
以

上
に
、
彼
が
こ
れ
ほ
ど
日
本
へ
の
好
意
を
持
た
ず
、
イ
ン
デ
ィ
ア

に
お
い
て
日
本
に
対
し
可
能
な
限
り
の
邪
魔
を
す
る
と
は
思
わ
な

か
っ
た
。
そ
の
具
体
的
な
事
柄
を
幾
つ
か
挙
げ
て
み
る
。

第
一
、
日
本
を
去
っ
た
後
の
彼
を
私
は
シ
ナ
の
上
長
に
任
じ
た

ス
ペ
リ
オ
ル

が
〔
一
五
八
三
〜
八
六
年
、
マ
カ
オ
・
カ
ザ
上
長
（
149
）
〕、
日
本
準
管

区
長
コ
エ
リ
ョ
等
と
の
和
を
疎
か
に
し
、
コ
エ
リ
ョ
等
在
日
パ
ー

ド
レ
た
ち
に
対
す
る
恨
み
や
不
満
を
書
き
送
っ
た
。

ス
ペ
リ
オ
ル

第
二
、
彼
が
日
本
の
布
教
長
で
あ
っ
た
時
は
、
パ
ー
ド
レ
一
〇

人
と
イ
ル
マ
ン
一
〇
人
し
か
い
な
か
っ
た
の
に
、
彼
は
シ
ナ
か
ら

史

学
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日
本
へ
の
貿
易
に
便
乗
し
て
、
生
糸
一
〇
〇
〜
一
二
〇
ピ
コ
お
よ

ピ
エ
サ
ス

び
金
・
水
銀
・
鉛
・
反
物
な
ど
の
他
の
多
く
の
商
品
を
継
続
的
に

送
っ
た
。
こ
れ
は
日
本
で
彼
の
命
令
で
売
却
さ
れ
て
、
三
万
ド
ゥ

カ
ド
以
上
の
現
金
を
得
た
。

カ
ブ
ラ
ル
が
去
っ
た
後
、
日
本
教
会
の
規
模
が
拡
大
し
た
。
資

産
が
減
少
し
、
マ
カ
オ
と
の
合
意
の
上
で
貿
易
を
僅
か
生
糸
五
〇

ピ
コ
に
抑
え
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
は
わ
れ
わ
れ
会
員
が
日
本

で
多
額
な
貿
易
を
し
て
い
る
と
思
い
、
シ
ナ
に
滞
在
し
て
い
た
当

時
、
そ
れ
を
止
め
さ
せ
る
よ
う
執
拗
に
猊
下
に
働
き
か
け
た
（
150
）
。

第
三
、
カ
ブ
ラ
ル
は
日
本
に
い
た
当
時
は
、
イ
ン
デ
ィ
ア
や
シ

ナ
の
パ
ー
ド
レ
た
ち
が
、
自
分
た
ち
は
安
楽
な
暮
ら
し
を
し
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
イ
エ
ズ
ス
会
の
貿
易
を
非
難
す
る
の

は
不
当
だ
と
言
っ
て
い
た
が
、
日
本
の
現
実
は
そ
れ
以
上
で
あ
っ

た
。さ

ら
に
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
彼
は
日
本
を
退
去
し
て
後
、
人
数

が
増
え
経
費
が
以
前
の
三
、
四
倍
か
か
る
の
に
、
常
に
日
本
教
会

は
非
常
に
富
裕
だ
な
ど
と
言
い
続
け
て
い
る
。
カ
ブ
ラ
ル
は
セ
ミ

ナ
リ
オ
・
修
練
院
・
コ
レ
ジ
オ
等
が
創
建
さ
れ
た
の
を
見
て
、
ヴ

ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
は
財
源
も
な
し
に
大
き
な
建
物
を
作
っ
て
い
る
。

こ
れ
で
は
日
本
教
会
の
資
産
は
直
ぐ
に
尽
き
、
破
滅
す
る
で
あ
ろ

う
、
と
言
っ
た
が
、
そ
の
予
言
通
り
に
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
彼

は
喜
ん
で
く
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

彼
が
こ
の
よ
う
に
考
え
る
の
は
、
次
の
よ
う
な
間
違
っ
た
想
像

が
根
拠
に
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
教
皇
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
一
三

ペ
ン
シ
オ
ン

世
〔
一
五
七
二
〜
八
五
年
在
位
〕
が
四
〇
〇
〇
ド
ゥ
カ
ド
の
年
金

給
付
、
シ
ク
ス
ト
ゥ
ス
五
世
〔
一
五
八
五
〜
九
〇
年
在
位
〕
が
こ

れ
を
六
〇
〇
〇
ド
ゥ
カ
ド
に
増
額
、
日
本
で
は
こ
れ
が
一
万
に
な

る
。
そ
の
外
に
毎
年
シ
ナ
貿
易
で
五
〇
〇
〇
〜
六
〇
〇
〇
儲
け
る
、

さ
ら
に
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
が
イ
ン
デ
ィ
ア
副
王
や
そ
の
他
の
友
人

た
ち
か
ら
多
額
の
支
援
を
得
る
、
こ
の
よ
う
な
次
第
で
毎
年
巨
額

レ

ン

タ

の
定
収
入
を
調
達
す
る
、
と
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
間
違
っ
た
想
像
で
あ
る
。〔
カ
ブ

ラ
ル
の
言
う
所
得
に
つ
い
て
、
逐
一
そ
れ
が
間
違
っ
て
い
る
こ
と

を
記
す
〕

第
四
、
カ
ブ
ラ
ル
は
日
本
に
対
す
る
悪
感
情
を
植
え
付
け
て
お

り
、
こ
の
た
め
イ
ン
デ
ィ
ア
に
お
い
て
日
本
布
教
を
望
む
会
員
が

極
め
て
乏
し
い
。
日
本
に
い
る
会
員
た
ち
の
多
く
は
日
本
に
来
た

の
を
後
悔
し
、
イ
ン
デ
ィ
ア
に
戻
り
た
が
っ
て
い
る
な
ど
と
言
う

コ
モ
・
デ
ル
・
デ
ィ
ア
・
ア
・
ラ
・
ノ
チ
ェ

が
、
事
実
は
�
月

と

鼈
	
で
あ
る
。

第
五
、
カ
ブ
ラ
ル
は
、
日
本
で
は
イ
エ
ズ
ス
会
士
は
余
っ
て
い

る
の
で
、
こ
れ
以
上
派
遣
す
る
必
要
は
な
い
と
言
っ
た
。
こ
れ
は

驚
く
に
当
た
ら
な
い
、
と
い
う
の
は
イ
ン
デ
ィ
ア
に
つ
い
て
も
同

キ
リ
シ
タ
ン
時
代
イ
エ
ズ
ス
会
コ
レ
ジ
オ
（
山
口
・
平
戸
・
生
月
・
千
々
石
・
有
家
・
加
津
佐
・
天
草
）
に
つ
い
て
（
下
）

八
九
（
五
三
三
）



ノ
ビ
シ
ア
ド

じ
考
え
で
、
修
練
院
に
会
員
を
受
け
入
れ
よ
う
と
し
な
い
し
、
ポ

ル
ト
ガ
ル
か
ら
の
人
員
の
派
遣
を
、
も
う
三
年
間
猊
下
に
要
請
し

な
か
っ
た
か
ら
だ
。

日
本
や
シ
ナ
に
は
優
秀
な
イ
エ
ズ
ス
会
士
を
大
勢
派
遣
し
た
の

で
人
材
に
恵
ま
れ
て
い
る
が
、
イ
ン
デ
ィ
ア
管
区
は
人
材
払
底
の

状
態
だ
と
、
カ
ブ
ラ
ル
は
猊
下
に
書
き
送
る
に
違
い
な
い
が
、
事

実
は
、
彼
は
一
人
も
送
っ
て
こ
な
か
っ
た
。〔
以
下
、
イ
ン
デ
ィ

ア
管
区
内
の
会
員
の
移
動
に
つ
い
て
の
記
述
が
続
く
〕。

第
七
〔
最
後
〕、
カ
ブ
ラ
ル
が
日
本
に
対
し
て
好
意
を
示
さ
な

か
っ
た
事
柄
と
し
て
、
マ
カ
オ
・
コ
レ
ジ
オ
の
件
が
あ
る
。
彼
は

同
コ
レ
ジ
オ
の
創
設
に
反
対
す
る
た
め
に
、
主
立
っ
た
一
七
人
で

コ
ン
ス
ル
タ

協
議
会
を
開
き
、
多
く
の
間
違
っ
た
理
由
を
掲
げ
、
そ
れ
を
創
設

し
よ
う
も
の
な
ら
イ
ン
デ
ィ
ア
や
日
本
の
教
会
の
荒
廃
が
進
む
で

あ
ろ
う
な
ど
と
言
っ
て
、
こ
の
イ
ン
デ
ィ
ア
管
区
を
分
断
し
た
（
151
）
。

彼
ら
は
日
本
や
シ
ナ
に
つ
い
て
知
識
も
経
験
も
持
た
ず
に
、
管
区

長
カ
ブ
ラ
ル
の
言
葉
を
信
じ
て
し
ま
っ
た
（
152
）
。

右
の
書
簡
は
、
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
が
日
本
・
シ
ナ
巡
察
師
に
就

任
し
た
直
後
に
記
し
た
も
の
で
、
そ
の
当
時
の
日
本
イ
エ
ズ
ス
会

教
会
の
様
々
な
重
要
問
題
に
つ
い
て
の
自
分
の
考
え
を
、
総
長
に

報
じ
て
い
る
。
取
り
上
げ
た
事
柄
は
教
育
問
題
以
外
も
多
い
が
、

日
本
布
教
方
針
・
日
本
イ
エ
ズ
ス
会
統
轄
方
針
の
点
で
カ
ブ
ラ
ル

と
は
如
何
に
異
な
る
か
を
意
図
的
に
、
そ
し
て
多
分
に
作
為
的
に

際
立
た
せ
た
文
章
で
あ
る
。
カ
ブ
ラ
ル
よ
り
も
む
し
ろ
、
長
期
に

わ
た
っ
て
イ
ン
デ
ィ
ア
全
域
の
イ
エ
ズ
ス
会
を
統
率
す
る
立
場
に

あ
っ
た
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
の
人
物
像
、
そ
の
人
間
性
を
伺
う
上
で

も
興
味
深
い
史
料
か
と
思
い
、
日
本
の
コ
レ
ジ
オ
問
題
か
ら
は
逸

れ
る
内
容
も
紹
介
し
た
（
153
）
。

一
一

一
五
九
六
年
一
月
七
日
付
け
シ
ナ
発
、
ペ
ド
ロ
・
ラ
モ
ン
の
総

長
宛
書
簡
に
、
次
の
よ
う
に
見
え
る
。（
こ
の
書
簡
は
解
釈
に
難

渋
す
る
文
章
で
、
邦
訳
に
疑
義
を
残
す
箇
所
も
あ
る
が
、
大
き
く

意
味
を
取
り
違
え
た
こ
と
は
な
い
つ
も
り
で
あ
る
）。

「
第
二
点
は
日
本
人
イ
ル
マ
ン
た
ち
が
教
育
を
受
け
る
た
め
に

当
地
に
来
る
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
巡
察
師
パ

ー
ド
レ
が
多
く
の
理
由
を
書
き
送
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
彼
は
ま

た
そ
れ
ら
を
日
本
に
も
書
き
送
っ
た
。
こ
れ
が
如
何
に
実
り
豊
か

で
あ
る
か
を
示
す
た
め
で
あ
っ
た
。
当
地
の
実
情
を
知
ら
な
い
者

に
と
っ
て
、
そ
れ
ら
〔
理
由
〕
は
多
少
も
っ
と
も
ら
し
く
見
え
る
。

し
か
し
、
そ
れ
〔
当
地
の
実
情
〕
を
知
る
者
に
と
っ
て
、
全
く
そ

の
よ
う
に
は
見
え
な
い
。
数
語
解
釈
不
能

猊
下
は
こ
の
地
〔
マ

史

学
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カ
リ
ダ
ド

カ
オ
〕
の
民
情
が
分
か
り
、
そ
れ
を
知
れ
ば
充
分
で
あ
る
。
前
述

の
如
く
、
土
地
は
純
粋
の
商
人
た
ち
の
町
で
あ
っ
て
、
世
俗
面
で

は
、
毎
年
替
わ
る
日
本
航
海
の
カ
ピ
タ
ン
以
外
の
統
治
は
存
在
せ

ペ

ル

ラ

ド

ク

レ

レ

シ

ア

ず
、
外
に
高
位
聖
職
者
が
一
人
い
る
だ
け
で
、
教
区
司
祭
団
は
存

在
し
な
い
。
こ
れ
は
笑
う
べ
き
事
で
も
な
い
よ
う
だ
。
と
い
う
の

ク

レ

リ

ゴ

ス

は
、
教
区
司
祭
た
ち
の
多
く
は
、
こ
れ
ら
イ
ン
デ
ィ
ア
の
諸
国
民

ネ
グ
ロ
ス

レ
リ
ヒ
オ
ネ
ス

フ

ラ

イ

レ

ス

の
黒
人
だ
か
ら
で
あ
る
。
今
は
諸
修
道
会
の
托
鉢
修
道
士
が
五
、

六
人
い
る
が
、
日
本
人
の
如
き
一
国
民
が
当
地
の
よ
う
な
無
秩
序

な
土
地
で
教
育
を
受
け
て
も
、
一
体
ど
の
よ
う
な
成
果
を
上
げ
る

で
あ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
を
、
猊
下
は
承
知
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

私
は
猊
下
に
断
言
す
る
。
私
が
当
地
に
着
い
た
時
に
そ
う
思
っ

た
が
、
先
に
私
が
述
べ
た
よ
う
な
こ
と
を
イ
ル
マ
ン
た
ち
が
見
た

時
は
尚
更
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
日
本
人
が
当
地
で
教
育
を

受
け
る
場
合
は
、
如
何
に
そ
れ
が
短
縮
さ
れ
る
か
、
猊
下
に
分
か

っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
と
い
う
の
は
、
当
地
で
は
経
費
が
非
常
に

嵩
み
、
疑
い
な
く
当
地
で
は
、
パ
ー
ド
レ
と
イ
ル
マ
ン
に
つ
い
て

一
年
で
日
本
に
お
け
る
二
年
分
の
費
用
が
か
か
る
。
そ
れ
は
プ
ロ

ク
ラ
ド
ー
ル
が
当
地
で
私
に
語
っ
た
こ
と
、
お
よ
び
実
際
に
日
本

で
要
す
る
経
費
に
よ
る
。

日
本
人
イ
ル
マ
ン
た
ち
が
当
地
で
学
ぶ
こ
と
を
巡
察
師
が
希
望

カ

ソ

ス

し
て
い
る
良
心
問
題
の
学
習
に
関
し
て
は
、
日
本
で
そ
れ
を
聴
講

す
る
な
ら
、
彼
ら
に
と
っ
て
一
層
成
果
が
大
き
い
で
あ
ろ
う
。
彼

ら
に
は
、
す
で
に
次
の
点
が
分
か
っ
て
い
る
。
第
一
、
当
地
で
は

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
講
じ
ら
れ
て
い
る
。
彼
ら
は
そ
れ
を
理
解
す
る

こ
と
が
出
来
な
い
。
第
二
、
彼
ら
は
そ
れ
〔
良
心
問
題
〕
を
ラ
テ

ラ

テ

ィ

ノ

ス

ン
語
で
書
く
が
、
彼
ら
は
極
め
て
脆
弱
な
ラ
テ
ン
語
学
習
者
で
、

そ
れ
程
速
や
か
に
そ
れ
を
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
日
本
語

で
そ
れ
を
講
じ
れ
ば
、
は
る
か
に
大
き
な
成
果
を
上
げ
る
で
あ
ろ

う
と
い
う
こ
と
は
疑
い
な
い
。
そ
れ
故
、
当
地
に
い
る
こ
れ
ら
イ

ル
マ
ン
た
ち
は
私
に
断
言
す
る
。
日
本
で
彼
ら
が
抱
い
て
い
る
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
の
教
会
関
係
の
諸
々
の
事
柄
や
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
た
ち

の
信
仰
に
関
す
る
想
い
を
、
ほ
と
ん
ど
失
っ
て
し
ま
う
当
地
で
は
、

彼
ら
〔
イ
ル
マ
ン
〕
が
成
果
を
上
げ
る
な
ど
ほ
ど
遠
い
、
と
。
こ

れ
ら
す
べ
て
の
理
由
か
ら
、
こ
れ
ら
イ
ル
マ
ン
た
ち
を
当
地
で
教

育
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
期
待
出
来
る
成
果
が
少
な
い
こ
と
が
分
か

る
か
ら
で
あ
る
。

巡
察
師
パ
ー
ド
レ
が
意
図
す
る
も
う
一
つ
の
点
、
す
な
わ
ち
彼

サ
セ
ル
ド
テ
ス

ら
〔
日
本
人
イ
ル
マ
ン
〕
が
当
地
に
三
年
滞
在
し
て
、
司
祭
の

叙
階
を
受
け
た
上
で
日
本
に
帰
る
こ
と
に
移
る
が
、
こ
の
点
に
つ

い
て
は
言
う
べ
き
こ
と
が
多
い
。
私
は
次
の
よ
う
に
考
え
る
。

こ
の
件
に
関
し
て
は
、
日
本
の
パ
ー
ド
レ
た
ち
全
員
が
猊
下
に

書
き
送
る
と
思
う
が
、
巡
察
師
パ
ー
ド
レ
は
そ
の
よ
う
に
し
た
い

キ
リ
シ
タ
ン
時
代
イ
エ
ズ
ス
会
コ
レ
ジ
オ
（
山
口
・
平
戸
・
生
月
・
千
々
石
・
有
家
・
加
津
佐
・
天
草
）
に
つ
い
て
（
下
）
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五
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と
望
ん
で
い
る
が
、
結
局
そ
れ
は
大
変
危
険
で
あ
る
。/

（f.346

）

何
ら
か
の
極
め
て
深
刻
な
破
滅
を
来
し
は
せ
ぬ
か
と
、
危
惧
さ
れ

る
。
と
い
う
の
は
、
す
で
に
何
度
も
猊
下
に
書
き
送
っ
て
き
た
通

モ
ル
テ
ィ
フ
ィ
カ
シ
オ
ン

り
、
こ
の
国
民
の
精
神
は
、
未
だ
非
常
に
脆
弱
で
、
禁

欲

は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
ず
、
祈
り
は
極
く
僅
か
で
あ
る
。

ロ

ス

・

デ

・

エ

ウ

ロ

パ

イ
グ
レ
シ
ア

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
会
員
た
ち
と
の
和
は
乏
し
く
、
教
会
は
日
本
に

ポ
デ
ル

お
い
て
未
だ
何
の
権
限
も
持
っ
て
い
な
い
。
従
っ
て
、
い
ず
れ
司

プ
ロ
バ
ド
ス

祭
に
な
る
者
た
ち
は
、
永
年
修
練
と
経
験
を
重
ね
な
い
こ
と
に

は
、
事
が
う
ま
く
運
ば
な
い
。
そ
れ
に
加
え
て
、
こ
れ
ら
イ
ル
マ

ン
た
ち
の
無
知
も
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
よ
く
分
か
っ
て

い
る
者
で
も
、
ラ
テ
ン
語
の
知
識
は
僅
か
で
あ
る
。

す
べ
て
を
よ
く
考
え
合
わ
せ
、
現
状
は
、
も
し
も
彼
ら
を
司
祭

に
す
る
と
、
し
か
も
当
地
で
〔
司
祭
に
〕
す
る
と
、
大
変
難
儀
な

事
態
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
前
述
の
如
き
資
質
の
司
祭
た
ち
を
彼
ら

の
地
に
配
す
る
だ
け
の
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
は
経
験
が
教
え
る

如
く
大
変
危
険
な
こ
と
で
あ
る
。
日
本
の
パ
ー
ド
レ
全
員
が
承
認

す
る
別
の
仕
方
で
な
い
限
り
、
こ
の
よ
う
な
仕
方
で
、
司
祭
を
養

成
す
る
こ
と
な
ど
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
（
154
）

。
そ
れ
〔
全
員
が
承
認

す
る
仕
方
〕
は
す
な
わ
ち
、
日
本
で
学
習
出
来
る
こ
と
を
学
ん
だ

後
に
、
ゆ
っ
く
り
諸
レ
ジ
デ
ン
シ
ア
で
パ
ー
ド
レ
た
ち
を
助
け
る
。

エ
ゼ
ル
シ
テ
ィ
オ

こ
の
修
業
に
何
年
間
か
従
事
し
て
、
彼
ら
も
円
熟
し
た
年
齢
に

達
し
、
自
分
自
身
に
つ
い
て
良
き
証
し
が
出
来
た
後
に
、
漸
く
一

サ
セ
ル
ド
テ
ィ
オ

人
ま
た
一
人
と
い
う
よ
う
に
司
祭
職
に
就
け
て
い
く
こ
と
も
出
来

よ
う
。

し
か
し
今
巡
察
師
パ
ー
ド
レ
が
行
お
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
、

ノ
ビ
テ
ィ
ア
ド

す
な
わ
ち
、
セ
ミ
ナ
リ
オ
を
出
た
ら
修
練
院
に
入
れ
、
修
練
院
が

終
わ
っ
た
ら
、
日
本
の
コ
レ
ジ
オ
に
入
れ
、
そ
し
て
其
処
か
ら
此

処
マ
カ
オ
に
移
し
、
こ
の
コ
レ
ジ
オ
に
閉
じ
込
め
て
学
習
さ
せ
る
。

三
年
後
に
彼
ら
に
叙
階
を
授
け
、
日
本
に
送
る
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
極
め
て
危
険
な
こ
と
だ
。
日
本
人
を
司
祭
に
す
る
た

め
に
彼
ら
が
身
に
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
経
験
は
、
日
本
に
お

い
て
、
諸
レ
ジ
デ
ン
シ
ア
で
得
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
日

常
的
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
聖
務
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て

諸
コ
レ
ジ
オ
〔
天
草
・
マ
カ
オ
〕
に
お
い
て
得
ら
れ
る
経
験
は
確

か
な
も
の
で
は
な
い
し
、
日
本
人
は
生
来
極
め
て
忍
耐
強
く
無
口

で
あ
る
の
で
、
尚
更
そ
れ
は
不
確
か
で
あ
る
。
彼
ら
に
そ
れ
以
上

の
こ
と
が
出
来
な
け
れ
ば
、
求
め
ら
れ
る
場
所
に
い
る
だ
け
だ
か

ら
だ
。

こ
の
点
に
関
し
て
大
勢
が
多
く
の
こ
と
を
猊
下
に
書
き
送
っ
て

い
る
こ
と
を
、
私
は
よ
く
知
っ
て
い
る
。
そ
れ
故
私
は
、
こ
の
よ

う
な
こ
と
を
書
か
ず
に
済
ま
せ
る
こ
と
も
出
来
よ
う
が
、
義
務
で

も
あ
る
し
、
ま
た
日
本
に
つ
い
て
少
し
は
知
っ
て
い
る
の
で
、
そ

史

学

第
八
二
巻

第
四
号

九
二
（
五
三
六
）



れ
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
た
（
155
）
。」

右
の
史
料
に
よ
り
、
次
の
こ
と
が
分
か
る
。

一
、
マ
カ
オ
は
商
人
の
町
で
無
秩
序
故
、
日
本
人
イ
ル
マ
ン
の
学

修
の
場
所
と
し
て
不
向
き
で
あ
る
。

二
、
加
之
、
マ
カ
オ
は
日
本
よ
り
も
経
費
が
嵩
む
。

三
、
巡
察
師
は
、
日
本
人
イ
ル
マ
ン
が
マ
カ
オ
で
良
心
問
題
を
学

習
す
る
こ
と
を
望
む
が
、
其
処
で
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
講
じ
ら

れ
て
い
る
し
、
日
本
人
イ
ル
マ
ン
の
ラ
テ
ン
語
能
力
も
脆
弱
で

あ
る
か
ら
、
彼
ら
に
は
日
本
に
お
い
て
日
本
語
で
そ
れ
を
講
じ

る
の
が
よ
い
。

四
、
巡
察
師
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
、
日
本
人
は
セ
ミ
ナ
リ
オ
を

出
た
ら
修
練
院
に
入
り
、
其
処
を
終
え
た
ら
日
本
の
コ
レ
ジ
オ

に
入
り
、
其
処
か
ら
マ
カ
オ
・
コ
レ
ジ
オ
に
移
っ
て
、
三
年
間

集
中
的
に
学
習
し
、
司
祭
叙
階
を
受
け
て
日
本
に
帰
国
す
る
、

と
い
う
も
の
で
あ
る
（
156
）
。

五
、
し
か
し
日
本
人
イ
ル
マ
ン
は
未
だ
、
精
神
面
、
禁
欲
、
祈
り
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
員
と
の
協
調
、
ラ
テ
ン
語
能
力
等
の
点
で
脆
弱

さ
が
あ
り
、
そ
の
上
教
会
も
日
本
で
は
充
分
な
権
限
を
有
し
な

い
の
で
、
巡
察
師
が
意
図
す
る
よ
う
に
彼
ら
を
叙
階
さ
せ
る
の

は
危
う
い
。
レ
ジ
デ
ン
シ
ア
で
パ
ー
ド
レ
を
助
け
て
聖
務
を
行

う
こ
と
に
よ
っ
て
修
業
を
重
ね
、
そ
の
資
格
あ
る
者
の
み
に
、

順
次
司
祭
叙
階
を
授
け
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。

右
の
ラ
モ
ン
の
書
簡
は
、
日
本
に
創
建
し
た
、
小
論
で
取
り
上

げ
て
い
る
コ
レ
ジ
オ
と
、
マ
カ
オ
・
コ
レ
ジ
オ
と
の
関
係
、
教
育

上
の
関
連
性
に
つ
い
て
、
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
等
イ
エ
ズ
ス
会
首
脳

が
ど
の
よ
う
な
展
望
を
描
い
て
い
た
か
を
伺
う
上
で
、
重
要
な
意

義
を
有
す
る
史
料
と
い
え
る
。

一
五
九
六
年
二
月
一
五
日
付
け
長
崎
発
、
デ
ィ
オ
ゴ
・
デ
・
メ

ス
キ
タ
の
イ
エ
ズ
ス
会
総
長
宛
書
簡
に
、
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

レ
ト
ル

「
私
に
関
し
て
は
、
現
在
セ
ミ
ナ
リ
オ
の
院
長
の
職
務
に
あ
る

パ
ー
ド
レ
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
カ
ル
デ
ロ
ン
に
代
わ
っ
て
、
こ
の

コ
レ
ジ
オ
の
す
べ
て
の
事
柄
が
私
に
任
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し

て
、
大
変
難
儀
を
し
て
は
い
る
が
、
主
に
お
礼
申
し
上
げ
る
。
現

在
当
地
に
い
る
わ
れ
わ
れ
イ
エ
ズ
ス
会
士
は
、
パ
ー
ド
レ
と
イ
ル

ノ
ビ
シ
オ
ス

マ
ン
合
わ
せ
て
全
部
で
四
八
人
、
そ
れ
に
修
練
者
が
二
四
人
い
る
。

ノ
ビ
シ
ア
ド

と
い
う
の
は
、
修
練
院
は
コ
レ
ジ
オ
の
中
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

テ
ル
セ
ロ
・
ア
ニ
ョ

こ
れ
ら
の
修
練
者
の
内
、
五
人
は
三
年
次
の
イ
ル
マ
ン
で
あ
る
。

彼
ら
は
す
で
に
学
習
を
終
え
、
年
内
に
は
〔
司
祭
〕
叙
階
を
う
け

る
予
定
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
彼
ら
は
古
参
で
あ
り
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
お
よ
び
イ
ン
デ
ィ
ア
の
出
身
で
あ
り
、
し
か
も
ど
ち
ら
も
現

キ
リ
シ
タ
ン
時
代
イ
エ
ズ
ス
会
コ
レ
ジ
オ
（
山
口
・
平
戸
・
生
月
・
千
々
石
・
有
家
・
加
津
佐
・
天
草
）
に
つ
い
て
（
下
）

九
三
（
五
三
七
）



地
の
諸
々
の
理
由
に
難
儀
を
し
な
が
ら
（
157
）

、
立
派
な
行
動
を
し
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。
巡
察
師
パ
ー
ド
レ
〔
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
〕
の
命

令
に
よ
っ
て
、
五
人
の
日
本
人
イ
ル
マ
ン
が
シ
ナ
に
行
く
。
其
処

に
作
ら
れ
た
新
し
い
コ
レ
ジ
オ
で
、
三
年
間
学
習
す
る
た
め
で
あ

る
。
そ
の
後
は
、
叙
階
を
受
け
た
い
と
い
う
希
望
を
示
せ
ば
、

〔
叙
階
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
〕。
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が

適
切
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
意
見
が
あ
っ
た
。
し
か
し
私

ボ
ン
ダ
デ

は
、
主
の
全
善
に
よ
り
、
彼
ら
が
そ
れ
を
達
成
し
、
わ
れ
わ
れ
が

目
指
す
目
的
を
遂
げ
る
も
の
と
信
頼
し
て
い
る
。
と
い
う
の
は
、

わ
れ
わ
れ
〔
イ
エ
ズ
ス
会
〕
の
日
本
人
イ
ル
マ
ン
た
ち
に
つ
い
て

私
が
持
つ
経
験
に
よ
る
と
、
そ
し
て
他
の
パ
ー
ド
レ
た
ち
は
知
ら

エ
ス
ペ
ク
タ
シ
オ
ン

な
い
が
私
に
は
知
り
得
た
こ
と
に
よ
る
と
、彼
ら
は
最
も
尊

敬

と
信
頼
に
値
す
る
人
々
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
何
人
か

の
人
々
は
考
え
て
い
る
。
私
は
彼
ら
を
イ
ン
デ
ィ
ア
お
よ
び
ヨ
ー

ロ
ス
・
ヌ
エ
ス
ト
ロ
ス

ロ
ッ
パ
出
身
の
仲
間
た
ち
と
比
較
す
る
時
、
そ
れ
を
最
も
確
信
す

る
。
こ
れ
ら
〔
日
本
人
イ
ル
マ
ン
〕
を
優
遇
し
て
も
ら
う
た
め
で

も
、
彼
ら
を
す
べ
て
〔
の
仲
間
た
ち
〕
と
平
等
に
扱
っ
て
も
ら
う

た
め
で
も
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
し
て
、
そ
れ
に
向
け
て
彼
ら
を

引
き
付
け
た
目
的
を
遂
げ
る
た
め
に
彼
ら
双
方
に
存
在
す
る
諸
理

由
を
考
慮
し
て
、
こ
れ
ら
〔
日
本
人
イ
ル
マ
ン
〕
は
他
の

一
、
二
語
判
読
困
難
か
ら
非
常
に
遠
い
存
在
で
は
な
い
か
ら
で
あ

る
。
私
は
こ
こ
か
ら
、
一
部
の
人
々
が
彼
ら
に
つ
い
て
抱
く
よ
う

な
意
見
が
生
ま
れ
る
の
だ
と
思
う
。
つ
ま
り
彼
ら
は
、
何
を
す
れ

ば
う
ま
く
い
く
の
か
を
考
え
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、/

（f.364v.

）

彼
ら
〔
日
本
人
イ
ル
マ
ン
〕
の
側
に
、
そ
う
す
る
こ
と
〔
叙
階
を

受
け
る
こ
と
〕
が
出
来
な
い
だ
け
の
多
く
の
理
由
や
原
因
が
あ
る

か
ら
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
彼
ら
は
悪
し
き
慣
習
の
中
で
教
育

を
受
け
て
い
る
な
ど
で
あ
る
。

イ
ド
ラ
ト
リ
ア
ス

ど
の
よ
う
な
悪
徳
や
偶
像
崇
拝
が
あ
る
か
は
、
私
に
も
分
か
っ

て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
辛
く
も
彼
ら
を
そ
れ
ら
か
ら
救
い
出
し
、

わ
れ
わ
れ
の
イ
ル
マ
ン
に
し
た
。
わ
れ
わ
れ
は
彼
ら
が
、
ヨ
ー
ロ

ド
ク
ト
リ
ナ
・
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ナ

ッ
パ
に
お
い
て
生
ま
れ
た
時
か
ら
乳
と
キ
リ
ス
ト
教
教
理
と
で
育

ま
れ
、
教
育
さ
れ
た
者
た
ち
と
同
じ
こ
と
を
す
る
と
い
う
奇
跡
を

起
こ
し
て
く
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
考
え
、

そ
し
て
彼
ら
が
各
自
大
き
な
こ
と
を
成
し
遂
げ
て
く
れ
る
の
を
目

デ
ィ
オ
ス

撃
し
て
、
私
は
神
を
賛
美
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
の
は
確
か
だ
。

そ
の
恩
寵
が
如
何
に
力
強
い
か
を
見
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
、

わ
れ
わ
れ
は
非
常
に
優
れ
、
か
つ
敬
虔
な
イ
エ
ズ
ス
会
日
本
人
司

祭
た
ち
を
擁
す
る
こ
と
が
出
来
る
に
違
い
な
い
と
、
主
を
信
頼
し

レ
イ
ノ
ス

て
い
る
。
今
現
在
わ
れ
わ
れ
が
、
単
独
で
遠
隔
の
国
々
に
布
教
に

行
き
、
豊
か
な
実
り
を
得
て
此
処
に
戻
っ
て
く
る
イ
ル
マ
ン
た
ち

を
擁
し
て
い
る
如
く
。
彼
ら
は
極
め
て
高
潔
な
良
心
を
備
え
て
い

史
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る
。
彼
ら
に
つ
い
て
は
、
私
は
確
信
を
持
っ
て
い
る
。
と
い
う
の

は
、
私
は
彼
ら
と
は
内
面
か
ら
接
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か

し
、
何
処
も
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
良
い
者
た
ち
の
中
に
混
じ
っ

て
悪
し
き
者
が
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

四
人
の
イ
ル
マ
ン
、
す
な
わ
ち
伊
東
マ
ン
シ
オ
、
千
々
石
ミ
ゲ

ス
ト
ゥ
デ
ィ
オ
ス

ル
等
は
、
健
康
で
あ
り
、
学
習
は
ほ
と
ん
ど
終
わ
っ
て
い
る
。

レ
ト
ラ
ス

し
か
し
、
日
本
の
文
字
の
そ
れ
〔
学
習
〕
は
少
し
不
足
し
て
い
る
。

三
人
は
当
地
の
コ
レ
ジ
オ
に
い
る
。
イ
ル
マ
ン
〔
原
〕
マ
ル
テ
ィ

ニ
ョ
は
、
準
管
区
長
パ
ー
ド
レ
〔
ペ
ド
ロ
・
ゴ
メ
ス
〕
に
同
伴
し
、

彼
を
大
い
に
助
け
て
い
る
。
と
い
う
の
は
、
す
べ
て
に
つ
い
て
極

め
て
優
れ
た
資
質
を
備
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
彼
ら
は
皆
、
主

ボ
ン
ダ
ド

の
全
善
に
よ
り
、
充
足
感
を
も
っ
て
行
動
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ

の
地
に
至
る
ま
で
の
彼
ら
の
長
い
巡
歴
が
、
結
実
し
始
め
て
い

る
（
158
）。」右

の
書
簡
の
記
事
内
容
を
纏
め
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

一
、
こ
の
書
簡
を
記
述
し
た
当
時
、
デ
ィ
オ
ゴ
・
デ
・
メ
ス
キ
タ

が
天
草
コ
レ
ジ
オ
の
院
長
を
勤
め
て
い
た
。
前
任
者
カ
ル
デ
ロ

ン
が
、
セ
ミ
ナ
リ
オ
院
長
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
人
事
で
あ
っ

た
。

二
、
長
崎
発
信
の
本
書
簡
に
「
当
地
」
と
記
し
て
あ
る
が
、
其
処

に
滞
在
す
る
イ
エ
ズ
ス
会
士
の
人
数
か
ら
天
草
コ
レ
ジ
オ
の
管

轄
の
地
域
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
其
処
に
こ
の
時
、
イ

エ
ズ
ス
会
の
パ
ー
ド
レ
と
イ
ル
マ
ン
合
わ
せ
て
四
八
人
、
そ
れ

に
修
練
者
が
二
四
人
い
た
。
こ
の
修
練
者
の
内
の
五
人
は
、
修

練
院
三
年
次
の
イ
ル
マ
ン
で
あ
っ
て
、
学
習
を
終
え
て
お
り
、

年
内
に
叙
階
を
受
け
る
予
定
で
あ
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
お
よ
び

イ
ン
デ
ィ
ア
出
身
で
、
か
つ
古
参
で
あ
っ
た
。
こ
の
五
人
の
イ

ル
マ
ン
の
名
前
は
不
明
で
あ
る
。

三
、
五
人
の
日
本
人
イ
ル
マ
ン
が
、
マ
カ
オ
の
コ
レ
ジ
オ
で
三
年

間
学
習
を
す
る
た
め
に
、
マ
カ
オ
に
行
く
。
本
人
の
望
み
次
第

で
、
司
祭
叙
階
を
受
け
る
こ
と
を
目
指
し
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
の
頃
マ
カ
オ
・
コ
レ
ジ
オ
で
学
習
す
る
た
め
に
マ
カ
オ
に

渡
っ
た
の
は
、
次
に
挙
げ
る
日
本
人
イ
ル
マ
ン
五
人
で
あ
ろ
う
。

日
本
か
ら
マ
カ
オ
・
コ
レ
ジ
オ
に
送
ら
れ
た
最
初
の
生
徒
た
ち

で
あ
っ
た
。

木
村
ミ
ゲ
ル
、
一
五
九
五
年
一
〇
月
マ
カ
オ
に
渡
航
、
翌
九
六

年
帰
国
。

飾
屋
（
山
田
）
ジ
ュ
リ
ア
ン
、
一
五
九
五
年
一
〇
月
マ
カ
オ
渡

航
、
一
六
〇
〇
年
八
月
帰
国
。

に
あ
ば
ら
・
ル
イ
ス
、
一
五
九
五
年
一
〇
月
マ
カ
オ
渡
航
、
一

六
〇
〇
年
八
月
帰
国
、
〇
一
年
九
月
司
祭
叙
階
。

徳
丸
マ
テ
オ
、
一
五
九
六
年
三
月
マ
カ
オ
渡
航
、
時
期
不
明
で

キ
リ
シ
タ
ン
時
代
イ
エ
ズ
ス
会
コ
レ
ジ
オ
（
山
口
・
平
戸
・
生
月
・
千
々
石
・
有
家
・
加
津
佐
・
天
草
）
に
つ
い
て
（
下
）

九
五
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あ
る
が
、
一
六
〇
三
年
一
〇
月
以
前
に
マ
カ
オ
で
死
亡
。

木
村
セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
、
一
五
九
六
年
三
月
マ
カ
オ
渡
航
、
一

六
〇
〇
年
八
月
帰
国
、
〇
一
年
九
月
司
祭
叙
階
（
159
）
。

つ
ま
り
、
一
五
九
五
、
九
六
年
の
二
年
に
わ
た
っ
て
、
日
本
人

イ
ル
マ
ン
五
人
が
マ
カ
オ
・
コ
レ
ジ
オ
入
学
の
た
め
に
マ
カ
オ
に

渡
り
、
最
初
の
木
村
ミ
ゲ
ル
は
す
ぐ
翌
年
帰
国
し
て
し
ま
っ
た
が
、

他
の
四
人
は
数
年
マ
カ
オ
に
滞
在
し
て
い
た
よ
う
で
、
ヴ
ァ
リ
ニ

ャ
ー
ノ
が
当
初
目
論
ん
だ
三
年
間
の
学
習
期
間
で
は
な
い
に
し
て

も
、
兎
に
角
然
る
べ
き
期
間
マ
カ
オ
・
コ
レ
ジ
オ
で
学
習
し
た
と

言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
学
習
の
成
果
と
し
て
は
、
に
あ
ば
ら
・

ル
イ
ス
と
木
村
セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
の
二
人
が
、

帰
国
後
一
六
〇
一
年
九
月
に
そ
ろ
っ
て
司
祭
に
な
っ
た
。

右
の
メ
ス
キ
タ
の
書
簡
は
一
五
九
六
年
二
月
一
五
日
付
け
で
あ

っ
て
、
い
よ
い
よ
こ
れ
か
ら
日
本
人
イ
ル
マ
ン
が
初
め
て
、
マ
カ

オ
・
コ
レ
ジ
オ
で
学
習
し
よ
う
と
い
う
頃
で
あ
る
。
五
人
中
二
人

が
叙
階
を
受
け
る
に
至
っ
た
が
、
こ
の
成
績
が
果
た
し
て
メ
ス
キ

タ
の
予
想
に
比
し
て
良
か
っ
た
の
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
。
兎
に

角
メ
ス
キ
タ
は
、
日
本
人
の
司
祭
叙
階
に
は
日
本
イ
エ
ズ
ス
会
に

相
当
に
強
い
反
対
意
見
が
存
在
し
た
中
に
あ
っ
て
、
日
本
人
の
聖

職
者
と
し
て
の
成
長
を
暖
か
く
見
守
ろ
う
と
い
う
考
え
で
あ
っ
た

こ
と
は
、
こ
の
書
簡
か
ら
も
よ
く
分
か
る
。
悪
徳
と
偶
像
崇
拝
の

中
で
育
っ
た
者
た
ち
が
、
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
の
中
に
生
ま
れ
養
育

さ
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
会
員
た
ち
と
同
じ
よ
う
な
経
過
を
辿
っ
て

聖
職
者
に
な
る
こ
と
が
出
来
る
な
ら
、
そ
れ
は
正
に
神
の
奇
跡
で

あ
る
、
と
記
す
。
彼
は
、
日
本
人
と
は
心
を
打
ち
明
け
た
接
し
方

を
し
て
い
る
か
ら
、
彼
ら
に
つ
い
て
は
確
信
を
も
つ
て
い
る
と
い

う
。書

簡
引
用
文
の
最
後
に
見
え
る
四
人
の
イ
ル
マ
ン
、
す
な
わ
ち

帰
国
し
た
天
正
少
年
使
節
は
、
四
人
と
も
す
で
に
学
習
は
終
え
、

た
だ
日
本
文
字
の
勉
強
が
未
だ
多
少
不
足
し
て
い
る
状
態
で
あ
っ

た
と
い
う
。
伊
東
・
千
々
石
・
中
浦
の
三
人
は
当
天
草
コ
レ
ジ
オ

に
お
り
、
原
は
準
管
区
長
ゴ
メ
ス
に
同
伴
し
て
彼
を
助
け
て
い
る

旨
記
さ
れ
て
い
る
。
原
と
他
の
三
人
と
の
、
こ
の
立
場
の
違
い
は

何
に
よ
る
の
か
。
前
引
史
料
１
の
名
簿
に
は
、
四
人
の
名
は
⑤
の

位
階
の
中
に
見
え
る
。
し
か
し
、
伊
東
・
千
々
石
・
中
浦
の
三
人

は
、
ク
ラ
ス
は
違
っ
て
も
兎
に
角
ラ
テ
ン
語
学
習
中
で
、
日
本
の

レ
ト
ラ
ス

文
字
は
あ
ま
り
よ
く
知
ら
な
い
、
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対

し
、
原
に
つ
い
て
は
、
ラ
テ
ン
語
の
勉
強
は
す
で
に
終
わ
っ
て
お

り
、
目
下
日
本
の
文
字
を
学
習
中
、
と
見
え
る
（
160
）
。
つ
ま
り
本
名
簿

作
成
の
段
階
で
、
原
が
他
の
三
人
に
比
し
て
学
習
面
で
一
頭
地
を

抜
い
て
い
た
わ
け
で
、
準
管
区
長
の
同
伴
者
に
原
が
選
ば
れ
た
理

由
は
、
こ
の
辺
り
に
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
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原
の
ラ
テ
ン
語
の
学
力
に
関
連
し
て
、
遣
欧
使
節
帰
国
の
途
次

ゴ
ア
の
コ
レ
ジ
オ
に
お
い
て
、
原
が
一
行
を
代
表
し
て
ヴ
ァ
リ
ニ

ャ
ー
ノ
に
向
け
て
感
謝
の
演
説
を
ラ
テ
ン
語
で
行
い
、
一
五
八
八

年
ゴ
ア
で
出
版
さ
れ
た
（
161
）
こ
と
が
想
起
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
メ
ス
キ
タ
の
書
簡
に
は
、
四
人
共
日
本
語
文
字
は
別

に
し
て
学
習
が
ほ
と
ん
ど
終
わ
っ
て
い
る
旨
、
記
さ
れ
て
い
た
。

ほ
と
ん
ど
終
わ
っ
た
学
習
と
は
ど
の
教
科
か
。
史
料
１
に
は
、
四

人
全
員
に
つ
い
て
、
そ
の
履
修
段
階
は
異
な
る
が
兎
に
角
ラ
テ
ン

語
を
学
習
済
み
、
あ
る
い
は
学
習
中
で
あ
る
旨
記
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
他
の
良
心
問
題
・
哲
学
・
神
学
等
を
学
習
し
た
こ
と
を
伺
わ

せ
る
記
載
は
な
い
。
メ
ス
キ
タ
が
書
簡
を
記
述
し
た
時
点
で
、
彼

ら
が
ラ
テ
ン
語
の
学
習
を
終
え
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

良
心
問
題
等
の
教
科
に
つ
い
て
は
、
少
な
く
と
も
史
料
１
作
成

時
に
は
全
く
学
習
し
て
い
な
か
っ
た
以
上
、
本
書
簡
記
述
時
ま
で

に
天
草
コ
レ
ジ
オ
で
そ
れ
ら
の
学
習
を
終
え
た
と
考
え
る
の
は
、

無
理
で
は
な
い
か
。
メ
ス
キ
タ
が
書
簡
で
、
学
習
が
ほ
と
ん
ど
終

わ
っ
て
い
た
と
記
す
そ
の
教
科
と
は
、
主
と
し
て
ラ
テ
ン
語
を
指

し
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

一
五
九
六
年
二
月
一
六
日
付
け
天
草
発
、
ア
ン
ト
ニ
オ
・
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
・
デ
・
ク
リ
タ
ナ
の
イ
エ
ズ
ス
会
総
長
宛
書
簡
は
、
次

の
通
り
で
あ
る
。

「
私
は
〔
有
馬
で
〕
告
解
を
聴
く
こ
と
と
、
あ
の
市
と
周
辺
の

七
箇
所
を
切
り
拓
く
こ
と
に
専
念
し
て
い
た
が
、
準
管
区
長
パ
ー

ド
レ
〔
ペ
ド
ロ
・
ゴ
メ
ス
〕
の
命
令
で
、
有
馬
か
ら
こ
の
天
草
の

ノ
ビ
シ
ア
ド

ミ
ニ
ス
ト
ロ

プ
ロ
ク
ラ
ド
ル

コ
レ
ジ
オ
と
修
練
院
に
来
た
。
副
院
長
お
よ
び
会
計
係
の
職
を
勤

コ
ン
ス
ル
ト
ル

め
る
た
め
で
あ
っ
た
。
顧
問
と
し
て
帯
び
て
い
る
義
務
に
よ
り
、

レ
グ
ラ
ス

私
は
こ
れ
ら
の
規
則（

162
）
を
総
長
に
書
き
送
る
。
そ
れ
〔
同
職
〕
に
つ

い
て
、
短
く
報
告
す
る
た
め
で
あ
る
。
こ
の
コ
レ
ジ
オ
と
コ
レ
ジ

カ
サ
・
デ
・
プ
ロ
バ
シ
オ
ン

レ
イ
ト
ル

オ
に
隣
接
す
る
修

練

院
の
院
長
は
、
パ
ー
ド
レ
・
デ
ィ
エ

ゴ
・
デ
・
メ
ス
キ
タ
で
あ
り
、
彼
は
、
今
は
イ
エ
ズ
ス
会
の
イ
ル

セ

ニ

ョ

レ

ス

マ
ン
と
な
っ
て
い
る
日
本
人
領
主
た
ち
と
一
緒
に
、
ロ
ー
マ
に
赴

い
た
。
彼
は
（
猊
下
が
ご
存
知
の
通
り
）
思
慮
深
い
人
物
で
、
日

本
人
お
よ
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
イ
ル
マ
ン
た
ち
の
声
に
よ
く
耳
を

傾
け
、
彼
ら
を
励
ま
す
こ
と
が
出
来
る
。
彼
は
そ
の
職
務
に
就
い

た
ば
か
り
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
彼
は
、
そ
の
務
め
を
立
派
に
果

レ

ト

ラ

ド

た
す
で
あ
ろ
う
と
の
期
待
を
与
え
る
。
た
だ
ひ
と
つ
、
学
識
あ
る

パ
ー
ド
レ
で
は
な
い
（
163
）
の
で
、
彼
が
担
当
し
て
い
る
者
た
ち
に
対
し

プ
ラ
テ
ィ
カ
ス
コ
ン
フ
ェ
レ
ン
シ
ア
ス

て
説
教
や
講

話
に
よ
っ
て
、
事
細
か
に
対
応
し
て
説
得
す
る

ノ

ビ

シ

オ

ス

こ
と
は
出
来
な
い
点
留
意
を
要
し
た
。
し
か
し
、
修
練
者
た
ち
の

マ
エ
ス
ト
ロ

教
師
で
あ
る
上
位
の
パ
ー
ド
レ
（
164
）
が
彼
を
助
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

こ
の
欠
陥
は
い
く
ら
か
補
充
さ
れ
て
い
る
。
彼
〔
同
教
師
〕
は
学

キ
リ
シ
タ
ン
時
代
イ
エ
ズ
ス
会
コ
レ
ジ
オ
（
山
口
・
平
戸
・
生
月
・
千
々
石
・
有
家
・
加
津
佐
・
天
草
）
に
つ
い
て
（
下
）

九
七
（
五
四
一
）



デ
ィ
オ
ス

シ
エ
ル
ボ

識
あ
り
、
日
本
語
が
よ
く
出
来
、
神
の
偉
大
な
僕
だ
か
ら
で
あ

レ
グ
ラ
ス

る
（
165
）。
ま
た
彼
は
、
彼
の
規
則
に
従
っ
て
修
練
者
た
ち
を
充
分
助
け

セ
グ
ン
ダ

て
い
る
。
修
練
者
た
ち
は
、
第
二
〔
修
練
〕
の
者
た
ち
も
、

テ
ル
セ
ラ
・
プ
ロ
バ
シ
オ
ン

第
三
修
練
の
者
た
ち
も
、
立
派
な
行
動
を
し
て
い
る
。
彼
ら
に

つ
い
て
は
私
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
行
動
様
式
に
お
い
て
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
出
身
の
修
練
者
・
イ
ル
マ
ン
の
名
を
汚
す
こ
と
は
な
い
と
確

信
し
て
い
る
。エ

ル

マ

ノ

ス

・

コ

レ

ジ

ア

レ

ス

日
本
人
の
コ
レ
ジ
オ
修
学
生
イ
ル
マ
ン
た
ち
に
対
し
て
は
、
彼

レ
ト
ラ
ス

ら
が
さ
ら
に
我
慢
強
く
や
り
続
け
、
そ
の
学
識
を
一
層
補
う
よ
う

に
配
慮
を
し
た
が
、
徳
・
服
従
・
謙
遜
の
面
で
い
く
ら
か
不
足
し

て
い
る
の
で
、
諸
レ
ジ
デ
ン
シ
ア
に
あ
っ
て
、
パ
ー
ド
レ
た
ち
と

ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
ダ
ド

一
緒
に
キ
リ
ス
ト
教
会
を
切
り
拓
く
時
に
は
、
彼
ら
の
中
に
は
、

彼
ら
〔
パ
ー
ド
レ
〕
に
か
な
り
厄
介
を
か
け
る
者
が
い
る
。
準
管

区
長
パ
ー
ド
レ
は
私
に
こ
の
職
務
を
行
う
よ
う
命
じ
る
が
、
私
に

は
彼
ら
が
脆
弱
で
不
完
全
に
思
わ
れ
る
。
何
ら
か
の
罪
を
告
げ
る

ペ
ニ
テ
ン
シ
ア

と
い
う
軽
い
罰
が
科
せ
ら
れ
た
だ
け
で
、
彼
ら
は
恨
み
を
抱
く
。

そ
れ
に
慣
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
御
地
に
行
っ
た
四
人
の
日

本
人
イ
ル
マ
ン
は
、
立
派
な
行
動
を
し
て
お
り
、
こ
の
コ
レ
ジ
オ

の
模
範
で
あ
る
（
166
）
。」

右
の
史
料
に
よ
り
、
次
の
こ
と
が
確
認
出
来
る
。

一
、
天
草
コ
レ
ジ
オ
の
院
長
（
隣
接
の
修
練
院
の
院
長
も
兼
務
）

デ
ィ
エ
ゴ
・
デ
・
メ
ス
キ
タ
の
学
識
面
で
の
不
足
を
、
修
練
院

教
師
の
コ
ン
フ
ァ
ロ
ニ
エ
リ
が
よ
く
補
佐
し
た
。
こ
こ
で
コ
ン

フ
ァ
ロ
ニ
エ
リ
の
こ
と
を
、
コ
レ
ジ
オ
で
は
な
く
、
修
練
院
の

教
師
と
記
し
て
い
る
点
看
過
で
き
な
い
。
教
育
機
関
と
し
て
の

日
本
国
内
の
コ
レ
ジ
オ
の
役
割
の
低
下
を
物
語
っ
て
い
る
。
ク

リ
タ
ナ
は
、
同
コ
レ
ジ
オ
の
副
院
長
兼
会
計
係
で
あ
っ
た
。

二
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
出
身
の
修
練
者
は
高
レ
ベ
ル
で

あ
る
が
、
そ
れ
に
反
し
て
日
本
人
コ
レ
ジ
オ
修
学
生
は
、
諸
レ

ジ
デ
ン
シ
ア
に
分
散
し
て
パ
ー
ド
レ
に
同
伴
し
て
布
教
を
し
て

い
る
が
、
精
神
面
の
脆
弱
性
の
た
め
、
指
導
が
困
難
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
先
の
天
正
使
節
四
人
は
、
コ
レ
ジ
オ
の
模
範
的
修

学
生
で
あ
る
。

一
五
九
六
年
一
〇
月
一
七
日
付
け
天
草
コ
レ
ジ
オ
発
、
デ
ィ
オ

ゴ
・
デ
・
メ
ス
キ
タ
の
イ
エ
ズ
ス
会
総
長
宛
書
簡
の
冒
頭
部
分
。

「
私
に
関
し
て
は
、
主
の
お
陰
で
健
康
に
恵
ま
れ
、
主
に
奉
仕

を
し
た
い
と
願
っ
て
い
る
。
私
の
中
で
そ
れ
〔
そ
の
願
い
〕
が
大

き
く
な
れ
ば
な
る
程
、
私
が
担
う
こ
の
コ
レ
ジ
オ
の
役
職
に
対
す

る
能
力
不
足
故
の
苦
境
を
一
層
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
る
。

此
処
に
は
現
在
、
わ
れ
わ
れ
イ
エ
ズ
ス
会
士
が
五
七
人
い
る
。

す
な
わ
ち
、
コ
レ
ジ
オ
に
は
パ
ー
ド
レ
九
人
、
イ
ル
マ
ン
二
二
人

史

学

第
八
二
巻
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四
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八
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二
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ノ
ビ
シ
オ
ス

で
、
こ
れ
に
は
諸
レ
ジ
デ
ン
シ
ア
の
者
た
ち
を
含
む
。
修
練
者
二

デ
ィ
オ
ス

ボ
ン
ダ
ド

六
人
で
、
そ
の
内
五
人
は
パ
ー
ド
レ
で
あ
る
。
全
員
神
の
全
善

プ

ロ

セ

デ

ン

・

メ

デ

ィ

オ

ク

レ

メ

ン

テ

に
よ
り
、
中
程
度
の
成
績
の
行
為
を
し
て
い
る
。
伊
東
マ
ン
シ
オ

等
四
人
の
イ
ル
マ
ン
は
健
康
で
、
彼
ら
の
長
途
の
旅
と
苦
難
の
末

の
実
り
の
刈
り
取
り
を
始
め
て
い
る
。
霊
魂
を
助
け
る
た
め
に
、

説
教
を
し
た
り
、
そ
の
他
の
勤
め
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
で
あ
る
。

レ
ト
ラ
ス

同
時
に
、
彼
ら
に
と
っ
て
必
要
な
日
本
語
の
文
字
に
関
す
る
事
柄

を
学
習
し
て
い
る
。
そ
れ
〔
日
本
語
文
字
〕
は
わ
れ
わ
れ
の
〔
文

プ
ロ
ル
ハ
ス

字
〕
に
比
し
て
、
煩
瑣
で
難
し
い
（
167
）
。」

先
に
引
用
し
た
一
五
九
六
年
二
月
一
五
日
付
け
長
崎
発
、
メ
ス

キ
タ
の
イ
エ
ズ
ス
会
総
長
宛
書
簡
、
お
よ
び
一
五
九
六
年
二
月
一

六
日
付
け
天
草
発
、
ク
リ
タ
ナ
の
総
長
宛
書
簡
に
記
述
さ
れ
て
い

た
如
く
、
メ
ス
キ
タ
が
担
う
コ
レ
ジ
オ
の
役
職
と
は
、
コ
レ
ジ
オ

院
長
職
（
修
練
院
院
長
も
兼
務
）
に
あ
っ
た
こ
と
を
指
す
。

一
、
一
五
九
六
年
二
月
一
五
日
付
け
の
メ
ス
キ
タ
の
書
簡
に
見
え

る
人
数
と
は
少
し
違
う
が
、
九
六
年
一
〇
月
一
七
日
現
在
、
天

草
コ
レ
ジ
オ
の
管
轄
地
域
に
は
イ
エ
ズ
ス
会
士
が
全
部
で
五
七

人
お
り
、
そ
の
内
コ
レ
ジ
オ
に
は
パ
ー
ド
レ
九
人
、
イ
ル
マ
ン

二
二
人
で
、
こ
れ
に
は
諸
レ
ジ
デ
ン
シ
ア
に
居
住
す
る
会
員
を

含
む
。
修
練
者
は
二
六
人
で
あ
っ
た
。
そ
の
内
五
人
は
パ
ー
ド

レ
で
あ
っ
た
と
い
う
。

九
六
年
二
月
一
五
日
付
け
書
簡
に
は
、
現
在
修
練
者
は
二
四

人
、
そ
の
内
五
人
は
修
練
院
三
年
次
の
イ
ル
マ
ン
で
、
す
で
に

学
習
を
終
え
、
今
年
叙
階
を
受
け
る
予
定
で
あ
る
旨
記
さ
れ
て

い
た
。
い
ま
本
書
簡
に
見
え
る
、
修
練
者
二
六
人
の
内
五
人
は

パ
ー
ド
レ
だ
と
い
う
の
は
、
そ
の
五
人
の
修
練
者
イ
ル
マ
ン
が

程
な
く
叙
階
を
受
け
て
パ
ー
ド
レ
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

二
、
右
の
人
数
の
記
載
で
、
修
練
者
二
六
人
を
除
く
（
つ
ま
り
こ

の
二
六
人
は
、
同
じ
所
で
は
あ
る
が
修
練
院
所
属
）
三
一
人
は
、

全
員
コ
レ
ジ
オ
に
居
住
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
同
コ
レ
ジ
オ

管
轄
の
諸
レ
ジ
デ
ン
シ
ア
に
居
住
す
る
会
員
も
含
ま
れ
た
。
前

引
史
料
２
（
一
五
九
三
年
一
月
作
成
日
本
準
管
区
カ
タ
ロ
グ
）

に
拠
る
と
、
そ
の
レ
ジ
デ
ン
シ
ア
と
は
、
志
岐
・
栖
本
・
上
津

浦
・
大
矢
野
の
レ
ジ
デ
ン
シ
ア
で
あ
る
（
168
）
。

一
五
九
六
年
一
〇
月
一
八
日
付
け
日
本
の
セ
ミ
ナ
リ
オ
発
、
ペ

ド
ロ
・
ゴ
メ
ス
の
イ
エ
ズ
ス
会
総
長
宛
書
簡
に
次
の
よ
う
に
見
え

る
。

ノ
ビ
シ
ア
ド

「
第
一
点
〔
在
日
イ
エ
ズ
ス
会
士
に
つ
い
て
〕、〔
中
略
〕
修
練
院

は
主
の
慈
悲
に
よ
り
、
篤
い
情
熱
を
も
っ
て
順
調
に
運
ん
で
い
る
。

し
か
し
コ
レ
ジ
オ
は
活
動
を
停
止
し
た
と
言
っ
て
よ
い
の
か
、
今

は
私
に
は
分
か
ら
な
い
。
と
い
う
の
は
、
其
処
〔
コ
レ
ジ
オ
〕
で

キ
リ
シ
タ
ン
時
代
イ
エ
ズ
ス
会
コ
レ
ジ
オ
（
山
口
・
平
戸
・
生
月
・
千
々
石
・
有
家
・
加
津
佐
・
天
草
）
に
つ
い
て
（
下
）

九
九
（
五
四
三
）



エ

ル

マ

ノ

ス

・

コ

レ

ジ

ア

レ

ス

学
習
し
て
い
た
コ
レ
ジ
オ
修
学
生
イ
ル
マ
ン
た
ち
は
、
彼
ら
の
日

本
語
〔
学
習
〕
を
終
え
た
。
た
だ
し
、
そ
れ
〔
日
本
語
〕
に
磨
き

を
か
け
て
い
る
二
、
三
人
は
別
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
わ
け
で
、

ノ

ビ

シ

オ

ス

ノ
ビ
シ
ア
ド

修
練
者
た
ち
が
彼
ら
の
修
練
を
終
え
る
ま
で
は
、
学
習
す
る

コ

レ

ジ

ア

レ

ス

コ
レ
ジ
オ
修
学
生
は
い
な
い
。

セ
ミ
ナ
リ
オ
に
は
イ
エ
ズ
ス
会
士
一
四
人
が
い
る
。
パ
ー
ド
レ

コ

レ

ジ

ア

レ

ス

四
人
、
イ
ル
マ
ン
一
〇
人
で
あ
る
。
コ
レ
ジ
オ
修
学
生
す
な
わ
ち

コ
ン
ビ
ク
ト
レ
ス

同
宿
者
（
169
）
は
、
全
員
で
一
一
二
人
以
上
で
あ
る
。
そ
の
内
一
〇
人

は
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
、
そ
の
他
は
日
本
人
で
あ
る
。
こ
れ
ほ
ど
ポ
ル

ト
ガ
ル
人
同
宿
者
が
い
る
理
由
は
、
司
教
猊
下
ド
ン
・
ペ
ド
ロ
（
170
）
が

パ
ヘ
ン
ス

連
れ
て
き
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
従
者（

171
）
八
人
を
わ
れ
わ
れ
に
与
え
た
か

ら
で
、
そ
の
代
り
に
わ
れ
わ
れ
は
彼
に
四
人
の
日
本
人
同
宿
者
を

与
え
た
。

ス
ト
ゥ
デ
ィ
オ

第
二
点
、
わ
れ
わ
れ
仲
間
の
学
習
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
日
本

に
お
い
て
は
、
コ
レ
ジ
オ
と
セ
ミ
ナ
リ
オ
で
学
習
が
行
わ
れ
て
い

る
だ
け
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
そ
の
他
の
諸
カ
ザ
に
お
い
て
は
、

彼
ら
が
此
処
〔
コ
レ
ジ
オ
・
セ
ミ
ナ
リ
オ
〕
で
学
ん
だ
こ
と
を
実

践
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
コ
レ
ジ
オ
に
お
い
て
は
今
年
〔
一

リ
シ
オ
ン

五
〕
九
六
年
に
は
、
日
本
語
の
授
業
が
行
わ
れ
た
。
す
で
に
ラ
テ

ン
語
を
終
え
た
何
人
か
の
イ
ル
マ
ン
が
、
そ
れ
を
聴
講
し
た
。

ド

ジ

ュ

ク

ス

同
時
に
同
宿
た
ち
に
対
し
て
、
日
本
に
お
い
て
わ
れ
わ
れ
の
聖

コ
ン
ペ
ン
デ
ィ
オ

信
仰
の
諸
々
の
事
柄
に
関
し
て
作
ら
れ
た
簡
潔
な
�
要

綱
�

が
講
じ
ら
れ
た
。
彼
ら
は
、
わ
れ
わ
れ
を
助
け
て
説
教
を
す
る
か

ら
で
あ
る
。/

（f.7v.

）
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
同
宿
た
ち
は
大
い

コ
ン
ペ
ン
デ
ィ
オ

に
助
け
を
得
た
。
同
�
要

綱
�
は
長
崎
〔
長
崎
と
記
さ
れ
て

い
る
の
は
不
可
解
で
あ
る
〕
に
お
い
て
、
其
処
に
集
ま
っ
た
大
勢

の
同
宿
に
対
し
て
講
じ
ら
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
す
で
に
こ
れ

リ
シ
オ
ネ
ス

ら
の
授
業
は
終
わ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
理
由
で
、
コ
レ
ジ
オ
に
お

ノ
ビ
シ
ア
ド

い
て
は
上
述
の
如
く
、
修
練
が
終
わ
る
ま
で
は
も
う
授
業
は
行

わ
れ
て
い
な
い
（
172
）
。」

右
の
史
料
は
、
コ
レ
ジ
オ
で
の
教
育
に
関
わ
っ
た
ゴ
メ
ス
自
身

が
、
こ
の
時
期
の
コ
レ
ジ
オ
で
の
学
習
状
況
を
記
述
し
た
も
の
で

あ
る
。
書
簡
の
内
容
は
四
点
か
ら
成
っ
て
お
り
、
第
一
点
は
在
日

イ
エ
ズ
ス
会
士
の
動
静
に
つ
い
て
、
第
二
点
は
コ
レ
ジ
オ
・
セ
ミ

ナ
リ
オ
で
の
学
習
に
つ
い
て
、
そ
し
て
以
下
第
三
点
・
第
四
点
と

続
く
。
右
は
こ
の
内
、
第
一
と
第
二
の
一
部
、
コ
レ
ジ
オ
の
活
動

に
関
わ
る
記
述
を
引
用
し
た
。
現
時
点
で
は
、
コ
レ
ジ
オ
で
は
授

業
は
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
そ
の
理
由
が
記
さ

れ
て
い
る
。
直
近
コ
レ
ジ
オ
で
は
、
修
学
生
が
日
本
語
を
学
習
し

て
い
る
の
み
で
あ
っ
た
。
そ
の
点
は
、
先
に
引
用
し
た
一
五
九
五

年
一
〇
月
一
二
日
付
け
ゴ
メ
ス
の
総
長
宛
書
簡
に
、
現
在
コ
レ
ジ

オ
で
は
皆
ラ
テ
ン
語
は
修
得
済
み
で
、
日
本
人
イ
ル
マ
ン
が
日
本

史

学
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語
の
授
業
を
受
講
し
て
い
る
の
み
で
あ
る
と
記
述
さ
れ
て
い
た
こ

と
と
対
応
し
て
い
る
。「
日
本
語
」
と
い
う
の
は
、
日
本
語
で
書

簡
を
認
め
る
文
字
を
学
ぶ
こ
と
で
あ
る
旨
、
そ
の
書
簡
に
見
え
た
。

「
日
本
語
文
字
」
の
学
習
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
史
料
を
引
用
し
、

書
札
礼
の
学
習
と
し
て
記
述
し
て
き
た
通
り
で
あ
る
（
173
）
。
そ
の
日
本

人
イ
ル
マ
ン
た
ち
は
先
ず
ラ
テ
ン
語
を
修
得
し
、
次
に
日
本
語
の

文
字
を
学
ん
だ
。
一
五
九
六
年
に
は
彼
ら
に
対
す
る
日
本
語
文
字

の
授
業
が
行
わ
れ
た
が
、
本
書
簡
が
記
述
さ
れ
た
そ
の
年
一
〇
月

頃
に
は
、
そ
れ
も
終
わ
っ
て
い
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
た
だ
し

正
規
の
授
業
と
は
別
の
よ
う
で
あ
る
が
、
二
、
三
人
は
さ
ら
に
日

本
語
文
字
の
学
習
を
続
け
た
と
い
う
。

と
い
う
わ
け
で
、
今
は
修
練
者
た
ち
が
修
練
を
終
え
て
コ
レ
ジ

オ
で
の
学
習
に
移
る
ま
で
、
其
処
の
授
業
は
休
み
で
あ
っ
た
。
修

練
は
三
年
間
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
先
に
引
用
し
た
一
五
九
六

年
二
月
一
五
日
付
け
長
崎
発
、
メ
ス
キ
タ
の
書
簡
に
、「
五
人
の

テ
ル
セ
ロ
・
ア
ニ
ョ

修
練
者
は
三
年
次
の
イ
ル
マ
ン
で
あ
る
。
彼
ら
は
す
で
に
学
習
を

終
え
、
年
内
に
は
〔
司
祭
〕
叙
階
を
う
け
る
予
定
で
あ
る
（
174
）
。」
と

見
え
た
。
三
年
間
の
修
練
を
終
え
て
司
祭
叙
階
を
受
け
る
、
学
習

は
そ
れ
ま
で
に
終
え
て
い
た
、
と
い
っ
た
事
情
で
あ
っ
た
こ
と
が

分
か
る
。

も
っ
と
も
同
じ
く
先
に
引
用
し
た
史
料
２
の
カ
タ
ロ
グ
の
「
天

ド
ム
ス
・
プ
ロ
バ
テ
ィ
オ
ニ
ス

草
の
コ
レ
ジ
オ
と
修

練

院
」
の
項
に
、
コ
レ
ジ
オ
修
学
生
の

ノ
ヴ
ィ
テ
ィ
ウ
ス

中
に
修
練
者
が
五
人
お
り
、
彼
ら
は
修
練
の
初
年
を
終
え
て
後
に

ラ
テ
ン
語
を
学
習
し
た
旨
記
述
さ
れ
て
い
る
（
175
）
。
ま
た
前
引
史
料
１

の
名
簿
に
は
、
⑤
の
グ
ル
ー
プ
の
８６
、
８７
、
９４
、
９５
、
１０２
（
８６
、

９４
、
９５
、
１０２
は
天
正
少
年
使
節
、
８７
は
伊
東
マ
ン
シ
オ
の
親
戚
）

の
五
人
が
一
年
〜
一
年
半
修
練
を
行
っ
た
段
階
で
、
特
に
許
さ
れ

て
コ
レ
ジ
オ
で
ラ
テ
ン
語
（
１０２
は
日
本
語
文
字
）
を
学
習
し
て
い

た
（
176
）。三

年
の
修
練
期
を
終
え
て
か
ら
コ
レ
ジ
オ
で
学
習
す
る
と
い
う

の
で
は
必
ず
し
も
な
く
、
そ
の
途
中
一
年
〜
一
年
半
修
練
を
行
っ

た
段
階
で
、
コ
レ
ジ
オ
に
お
い
て
学
ぶ
こ
と
も
行
わ
れ
て
い
た
わ

け
で
あ
る
が
、
と
に
か
く
そ
の
よ
う
な
修
練
者
が
送
ら
れ
て
来
る

ま
で
、
当
面
コ
レ
ジ
オ
の
授
業
は
休
業
で
あ
っ
た
。

大
勢
の
同
宿
に
、
簡
潔
な
「
要
綱
」breve

C
om

pendio

が
作

ら
れ
講
じ
ら
れ
た
と
い
う
。
ゴ
メ
ス
の
「
要
綱
」
の
邦
訳
書
の
こ

と
で
あ
ろ
う
。

も
う
一
点
、
右
の
ゴ
メ
ス
の
書
簡
は
興
味
深
い
事
実
を
明
ら
か

に
す
る
。
司
教
マ
ル
テ
ィ
ン
ス
が
一
五
九
六
年
八
月
来
日
し
た
際
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
従
者
を
八
人
連
れ
て
き
て
現
在
コ
レ
ジ
オ
に
居
住

し
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
八
人
の
そ
の
後
の
歩
み
は
不
詳
で
あ
る

が
、
日
本
の
コ
レ
ジ
オ
で
学
ぶ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
修
学
生
が
意
外
に

キ
リ
シ
タ
ン
時
代
イ
エ
ズ
ス
会
コ
レ
ジ
オ
（
山
口
・
平
戸
・
生
月
・
千
々
石
・
有
家
・
加
津
佐
・
天
草
）
に
つ
い
て
（
下
）

一
〇
一
（
五
四
五
）



多
数
に
上
る
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
高
位
の
教
会
聖

職
者
の
従
者
と
し
て
彼
ら
が
来
日
す
る
と
い
っ
た
事
情
が
あ
っ
た

の
か
も
知
れ
な
い
。

一
五
九
六
年
一
二
月
三
日
付
長
崎
発
フ
ロ
イ
ス
作
成
、
一
五
九

六
年
度
イ
エ
ズ
ス
会
年
報
（
177
）
の
「
天
草
コ
レ
ジ
オ
お
よ
び
そ
の
諸
レ

ジ
デ
ン
シ
ア
」
の
項
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

「
今
年
こ
の
コ
レ
ジ
オ
に
は
イ
エ
ズ
ス
会
士
二
三
人
、
す
な
わ

エ

ル

マ

ノ

ス

・

コ

レ

ジ

ア

レ

ス

ち
パ
ー
ド
レ
六
人
お
よ
び
コ
レ
ジ
オ
修
学
生
イ
ル
マ
ン
一
七
人
が

い
る
。
昨
〔
一
五
〕
九
五
年
一
〇
月
、
準
管
区
長
パ
ー
ド
レ
〔
ゴ

ス
ブ
ヘ
ト
ス

メ
ス
〕
は
部
下
一
五
人
を
イ
エ
ズ
ス
会
に
迎
え
入
れ
た
。
彼
ら

の
内
五
人
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
、
一
〇
人
は
日
本
人
で
あ
る
。
彼
ら

ノ
ビ
シ
ア
ド

と
と
も
に
修
練
院
が
始
ま
っ
た
。
こ
れ
ら
に
イ
ル
マ
ン
七
人
が
加

プ
ロ
バ
シ
オ
ン

わ
る
。
彼
ら
〔
七
人
〕
は
、
学
習
を
終
え
、
修
練
期
第
三
年
で
あ

っ
た
。
か
く
し
て
、
全
部
で
四
五
人
で
あ
る
。

オ
ル
デ
ン

コ
レ
ジ
オ
で
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
で
慣
行
と
な
っ
て
い
る
指
令
が

ウ
マ
ニ
ダ
ド

遵
守
さ
れ
て
い
る
。
す
で
に
古
典
学
お
よ
び
カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰
に

コ
ン
ペ
ン
デ
ィ
オ

関
し
て
必
要
な
諸
々
の
事
柄
の
�
要
綱
�
を
学
ん
だ
日
本
人

エ

ル

マ

ノ

ス

・

コ

レ

ジ

ア

レ

ス

ブ
ッ
ポ
ー

コ
レ
ジ
オ
修
学
生
イ
ル
マ
ン
た
ち
に
は
、
そ
の
後
仏
法
が
講
じ
ら

セ

タ

ス

エ
ロ
レ
ス

れ
た
。
そ
れ
〔
仏
法
〕
は
、
日
本
の
諸
宗
派
や
誤
謬
を
取
り
上
げ

リ
ブ
ロ

ボ
ン
ソ
ス

る
一
冊
の
書
籍
で
あ
る
。〔
仏
法
の
講
義
は
〕
仏
僧
や
他
の
異
教

デ
ィ
ス
プ
タ
ス

コ
ン
ト
ロ
ベ
ル
シ
ア
ス

徒
た
ち
と
の
間
で
毎
日
行
う
論

争
や
宗

論
に
お
い
て
、
彼

ら
を
論
破
出
来
る
よ
う
に
す
る
た
め
で
あ
る
。

リ
ブ
ロ
ス

カ
ラ
ク
テ
レ
ス

カ
ル
タ
ス

同
時
に
、
日
本
の
書
籍
や
彼
ら
の
文
字
で
書
か
れ
た
書
簡
の
読

み
方
が
、
彼
ら
に
教
授
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
外
部
の
人
々
と
の

コ
ム
ニ
カ
シ
オ
ン

意
思
疎
通
の
た
め
に
、
極
め
て
必
要
な
事
柄
で
あ
る
。
こ
れ
ら
コ

ア
ル
デ
ア
ス

レ
ジ
オ
修
学
生
イ
ル
マ
ン
は
、
い
く
つ
か
の
村
が
割
り
当
て
ら

れ
、
決
ま
っ
た
時
に
其
処
を
訪
ね
て
、
其
処
に
い
る
キ
リ
ス
ト
教

徒
た
ち
に
、
教
理
教
育
を
し
た
り
、
わ
れ
わ
れ
の
聖
信
仰
に
関
す

る
諸
々
の
事
柄
を
教
え
た
り
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
説
教
を
す

る
練
習
も
同
時
に
行
わ
れ
る
（
178
）
。〔
中
略
〕

〔
謙
遜
・
禁
欲
・
愛
徳
に
励
み
、
霊
操
を
行
う
こ
と
を
記
述
〕

ド
ジ
ュ
ク
ス

こ
の
目
的
で
二
〇
人
集
ま
っ
た
同
宿
の
た
め
に
、
彼
ら
の
能
力
に

合
わ
せ
て
、
わ
れ
わ
れ
の
聖
信
仰
に
関
す
る
諸
々
の
事
柄
を
要
約

コ
ン
ペ
ン
デ
ィ
オ

ス
マ
リ
オ

し
た
�
要
綱
�、
す
な
わ
ち
摘
要
が
作
ら
れ
た
（
179
）

。
彼
ら
が
一
層

福
音
の
法
を
理
解
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
知
識
を
持
つ
た
め
で
あ

カ

テ

キ

サ

ル

り
、
ま
た
、
異
教
徒
た
ち
に
対
し
て
教
理
教
育
を
行
い
、
キ
リ
ス

ト
教
徒
た
ち
に
対
し
て
教
育
が
出
来
る
よ
う
に
な
る
た
め
で
あ
る
。

す
で
に
御
地
に
書
き
送
ら
れ
た
如
く
、
こ
の
コ
レ
ジ
オ
内
の
、

レ
ト
ラ
・
ラ
テ
ィ
ナ

イ
ン
プ
レ
ン
サ

分
離
し
た
一
区
画
に
ラ
テ
ン
文
字
お
よ
び
日
本〔
文
字
〕の
印
刷
機

が
設
置
さ
れ
た
。
今
年
�
ト
リ
エ
ン
ト
公
会
議
の
カ
テ
キ
ス
モ
�

が
ラ
テ
ン
語
で
印
刷
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
セ
ミ
ナ
リ
オ
に
お
い
て

史

学

第
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二
巻
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講
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
コ
ン
テ
ン
ツ
ス
・
ム
ン
ヂ
』
が

レ
ト
ラ
・
ラ
テ
ィ
ナ

レ
ン
グ
ワ
・
ジ
ャ
ポ
ニ
カ

ヌ
エ
ス
ト
ロ
・
パ
ド
レ

ラ
テ
ン
文
字
に
よ
り
日
本
語
で
、
総
長
猊
下
イ
グ
ナ
テ
ィ
ウ

エ
ゼ
ル
シ
シ
オ
ス

ス
の
『
霊

操
』
が
ラ
テ
ン
語
で
印
刷
さ
れ
た
。『
コ
ン
テ
ン
ツ

レ
ト
ラ

ス
・
ム
ン
ヂ
』
は
間
も
な
く
、
日
本
人
の
た
め
に
彼
ら
の
文
字
で

印
刷
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
（
180
）
。」

右
の
一
五
九
六
年
度
年
報
に
よ
り
、
次
の
事
実
が
分
か
る
。

一
、
こ
の
年
コ
レ
ジ
オ
に
居
住
す
る
イ
エ
ズ
ス
会
士
は
全
部
で
四

五
人
、
そ
の
内
パ
ー
ド
レ
は
六
人
、
イ
ル
マ
ン
は
三
九
人
で
あ

っ
た
。
イ
ル
マ
ン
の
内
、
学
習
を
終
え
修
練
期
第
三
年
の
者
七

人
、
コ
レ
ジ
オ
で
学
ぶ
修
学
生
一
七
人
、
一
年
余
前
に
イ
エ
ズ

ス
会
に
入
会
し
修
練
院
に
い
る
者
一
五
人
で
あ
っ
た
。

二
、
コ
レ
ジ
オ
に
お
け
る
教
育
は
、
以
前
か
ら
の
指
令
に
従
っ
て

行
わ
れ
て
い
る
が
、
古
典
学
と
「
要
綱
」
を
学
ん
だ
日
本
人
に

は
、
次
の
二
つ
が
講
じ
ら
れ
た
。

①
日
本
の
宗
教
を
論
破
す
る
能
力
を
養
う
、
仏
法
の
書
籍
が
講

じ
ら
れ
た
。
年
報
に
は
、
印
刷
さ
れ
た
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

仏
法
と
題
す
る
書
籍
は
キ
リ
シ
タ
ン
版
に
伝
存
し
な
い
。
年
報

に
記
述
さ
れ
て
い
る
そ
の
趣
旨
か
ら
、V

alignano,C
ate-

chism
vs

C
hristianae

Fidei,Lisboa,1586.

の
内
容
が
そ
れ

に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

②
日
本
の
書
籍
お
よ
び
日
本
文
字
で
書
か
れ
た
書
簡
の
読
み
方

を
教
授
す
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
先
に
書
札
礼
の
学
習
と
し

て
記
し
た
。

三
、
同
宿
二
〇
人
の
た
め
に
、
信
仰
の
諸
事
を
要
約
し
た
「
要

綱
」
を
作
成
し
た
と
い
う
。
福
音
に
つ
い
て
の
彼
ら
の
理
解
を

深
め
、
布
教
・
司
牧
の
能
力
を
高
め
る
た
め
と
い
う
。
同
様
の

趣
旨
は
右
に
引
用
し
た
一
五
九
六
年
一
〇
月
一
八
日
付
け
ゴ
メ

ス
書
簡
に
も
見
え
た
。
そ
こ
に
記
し
た
通
り
、
ゴ
メ
ス
の
「
要

綱
」
の
邦
訳
書
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

四
、
コ
レ
ジ
オ
内
の
一
廓
に
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
お
よ
び
国
字
の
印

刷
機
が
設
置
さ
れ
、
今
年
（
一
五
九
六
年
）
次
の
三
冊
が
印
刷

さ
れ
、
近
く
一
冊
印
刷
予
定
だ
と
い
う
。
す
な
わ
ち
印
刷
さ
れ

た
書
籍
は
、

①
「
ト
リ
エ
ン
ト
公
会
議
の
カ
テ
キ
ス
モ
」Elcathecism

o
del

concilio
tridentino.

ラ
テ
ン
語
、
セ
ミ
ナ
リ
オ
で
講
義
。

こ
の
書
籍
は
伝
存
し
て
い
な
い
。

本
書
に
つ
い
て
尾
原
神
父
は
次
の
よ
う
に
記
す
（
181
）
。
一
般
に

「
ロ
ー
マ
・
カ
テ
キ
ス
モ
」C

atechism
us

R
om

anus

と
称

さ
れ
る
。
ト
リ
エ
ン
ト
公
会
議
に
よ
っ
て
明
確
に
体
系
化
さ

れ
た
カ
ト
リ
ッ
ク
教
義
で
あ
っ
て
、
一
五
六
六
年
出
版
さ
れ
、

一
五
七
四
年
に
問
答
体
に
な
っ
た
も
の
が
刊
行
さ
れ
た
、
と
。

同
神
父
は
ま
た
、
ゴ
メ
ス
の
要
綱
の
第
三
部
が
、
ト
リ
エ
ン

キ
リ
シ
タ
ン
時
代
イ
エ
ズ
ス
会
コ
レ
ジ
オ
（
山
口
・
平
戸
・
生
月
・
千
々
石
・
有
家
・
加
津
佐
・
天
草
）
に
つ
い
て
（
下
）

一
〇
三
（
五
四
七
）



ト
公
会
議
の
議
定
を
基
に
し
た
キ
リ
ス
ト
教
教
義
体
系
の
概

説
で
あ
る
、
と
記
す
（
182
）
。

②
『
コ
ン
テ
ン
ツ
ス
・
ム
ン
ヂ
』
日
本
語
、
ロ
ー
マ
字
。

③
イ
グ
ナ
テ
ィ
ウ
ス
の
『
霊
操
』
ラ
テ
ン
語
。

近
く
『
コ
ン
テ
ン
ツ
ス
・
ム
ン
ヂ
』
が
日
本
語
、
国
字
で
印

刷
予
定
。
も
っ
と
も
国
字
本
『
こ
ん
て
む
つ
す
む
ん
地
』
が
印

刷
さ
れ
る
の
は
、
一
六
一
〇
年
（
京
都
）
で
あ
る
。
本
年
報
作

成
時
に
は
近
く
印
刷
の
予
定
で
あ
っ
た
が
、
何
ら
か
の
事
情
で

遅
延
し
た
か
、
そ
れ
と
も
事
実
そ
の
直
後
に
印
刷
さ
れ
た
が
そ

の
版
本
が
伝
存
し
て
い
な
い
の
か
、
不
明
で
あ
る
。

右
の
通
り
で
、
印
刷
さ
れ
た
、
或
い
は
近
々
印
刷
予
定
と
の

本
年
報
の
記
述
は
、
四
の
み
で
あ
る
。
二
の
「
仏
法
」、
三
の

「
信
仰
の
諸
事
を
要
約
し
た
�
要
綱
�」
は
共
に
印
刷
さ
れ
た
と

は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

一
二

ミ
ア
コ

一
五
九
七
年
二
月
二
一
日
付
け
京
都
発
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ペ

レ
ス
の
在
マ
カ
オ
、
パ
ー
ド
レ
・
ジ
ェ
ロ
ニ
モ
・
セ
ン
テ
ィ
マ
ノ

宛
書
簡
の
一
節
。

「
第
一
に
、
パ
ー
ド
レ
・
イ
ル
マ
ン
は
皆
健
康
で
、
セ
ミ
ナ
リ

オ
お
よ
び
コ
レ
ジ
オ
の
学
習
に
お
い
て
著
し
い
上
達
を
見
せ
た
。

ス
ペ
リ
オ
レ
ス

上
長
た
ち
は
替
わ
っ
た
が
、
パ
ー
ド
レ
・
ミ
ス
キ
タ
〔
メ
ス
キ

タ
〕
は
コ
レ
ジ
オ
の
上
長
、
パ
ー
ド
レ
・
カ
ル
デ
ロ
ン
は
セ
ミ
ナ

リ
オ
〔
の
上
長
〕
と
し
て
留
ま
っ
た
。
セ
ミ
ナ
リ
オ
お
よ
び
コ
レ

レ
ト
ラ
ス

ジ
オ
は
、
精
神
お
よ
び
学
問
の
面
で
非
常
に
前
進
し
た
。
セ
ミ
ナ

リ
オ
に
は
一
〇
〇
人
を
超
え
る
仲
間
が
居
住
し
て
い
る
と
い
う
。

皆
選
り
す
ぐ
り
の
人
々
で
、
そ
こ
か
ら
一
五
人
を
イ
ル
マ
ン
と
し

ノ
ヴ
ィ
シ
ア
ド

グ

ラ

ン

デ

ス

て
引
き
抜
い
た
。
彼
ら
は
修
練
院
に
入
っ
た
。
大
勢
の
大
人
た
ち

ウ

マ

ニ

ス

タ

ス

レ

ト

リ

コ

ス

が
、
良
き
古
典
学
課
程
在
学
者
お
よ
び
修
辞
学
課
程
在
学
者
に
な

っ
た
。
彼
ら
は
祈
り
と
説
教
を
ラ
テ
ン
語
で
行
う
。
未
だ
ヨ
ー
ロ

ポ
エ
タ
ス

ッ
パ
の
そ
れ
に
劣
ら
な
い
詩
人（

183
）
は
生
み
出
し
て
い
な
い
。
何
人
か

ピ
ン
ト
レ
ス

ム
ジ
コ
ス

の
優
れ
た
絵
師
や
奏
者
が
生
ま
れ
た
。
彼
ら
は
あ
の
セ
ミ
ナ
リ
オ

に
、
華
や
か
な
輝
き
を
与
え
て
い
る
。
部
下
〔sup. ttos

と
読
め

る
、súbditos

と
解
し
て
お
く
〕
一
五
人
以
外
に
、
何
人
か
の
ポ

ル
ト
ガ
ル
人
イ
ル
マ
ン
も
修
練
院
に
入
っ
た
。
彼
ら
は
叙
階
に
向

け
て
向
上
し
つ
つ
あ
る
。
さ
ら
に
、
マ
カ
オ
か
ら
来
た
新
し
い
パ

ー
ド
レ
た
ち
の
内
の
二
人
も
、
そ
こ
〔
修
練
院
〕
に
入
っ
た
。

ノ
ヴ
ィ
シ
ア
ド

結
局
、
修
練
院
は
大
変
華
々
し
い
。
そ
れ
の
世
話
を
し
て
い
る

パ
ー
ド
レ
・
チ
ェ
ル
ソ
〔
・
コ
ン
フ
ァ
ロ
ニ
エ
リ
〕
は
、
そ
れ
を

大
変
よ
く
行
っ
て
い
る
（
184
）
。」

ペ
レ
ス
の
書
簡
は
以
下
、
日
本
各
地
の
教
会
活
動
に
つ
い
て
記

史
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述
し
て
い
る
が
、
コ
レ
ジ
オ
・
セ
ミ
ナ
リ
オ
・
修
練
院
が
関
わ
る

教
育
に
つ
い
て
の
記
載
は
、
以
上
で
あ
る
。
コ
レ
ジ
オ
の
活
動
に

つ
い
て
の
纏
ま
っ
た
記
述
は
見
え
な
い
。
つ
ま
り
、
先
に
引
用
し

た
一
五
九
六
年
一
〇
月
一
八
日
付
け
ペ
ド
ロ
・
ゴ
メ
ス
の
総
長
宛

書
簡
に
、
現
時
点
で
は
コ
レ
ジ
オ
で
は
授
業
は
行
わ
れ
て
い
な
い
、

修
練
者
が
修
練
を
終
え
て
コ
レ
ジ
オ
で
学
習
す
る
ま
で
、
休
業
で

あ
る
旨
記
さ
れ
て
い
た
が
、
翌
九
七
年
二
月
に
な
っ
て
も
そ
の
状

況
は
同
じ
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

一
五
九
七
年
三
月
三
日
付
け
長
崎
発
、
パ
シ
オ
の
イ
エ
ズ
ス
会

総
長
宛
書
簡
に
次
の
よ
う
に
見
え
る
。
パ
シ
オ
は
こ
の
書
簡
の
中

で
と
く
に
、
日
本
人
を
マ
カ
オ
・
コ
レ
ジ
オ
に
送
っ
て
そ
こ
で
学

習
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
い
る
。
重
要
な
問
題
で
あ

る
の
で
、
そ
の
件
に
関
す
る
記
述
を
訳
載
す
る
。

「
こ
の
〔
書
簡
〕
で
は
、
パ
ー
ド
レ
・
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
が
三

年
前
に
作
っ
た
マ
カ
オ
の
新
し
い
コ
レ
ジ
オ
に
つ
い
て
取
り
上
げ

よ
う
と
思
う
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
猊
下
は
イ
ン
デ
ィ
ア
経
由
で
、

情
報
を
得
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
全
員
が
反
対
し
た
こ

と
で
あ
っ
た
。
創
設
さ
れ
る
こ
と
は
す
で
に
決
定
済
み
と
思
わ
れ

る
が
、
そ
れ
で
も
私
は
自
分
の
考
え
を
敢
え
て
申
し
上
げ
よ
う
と

思
う
。

私
は
当
地
で
、
パ
ー
ド
レ
・
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
カ
ブ
ラ
レ

〔
カ
ブ
ラ
ル
〕
が
同
〔
マ
カ
オ
・
〕
コ
レ
ジ
オ
に
反
対
し
て
猊
下

に
書
き
送
っ
た
諸
理
由
、
お
よ
び
巡
察
師
パ
ー
ド
レ
が
彼
に
対
し

て
与
え
た
回
答
と
論
�
を
見
た
。
私
だ
け
で
な
く
日
本
の
他
の
パ

ー
ド
レ
た
ち
も
一
様
に
考
え
る
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
コ
レ
ジ
オ

は
マ
カ
オ
よ
り
日
本
に
設
置
す
る
方
が
は
る
か
に
勝
る
。
そ
の
理

由
は
数
多
い
が
、
そ
れ
ら
は
パ
ー
ド
レ
・
カ
ブ
ラ
レ
が
論
じ
た
こ

と
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
力
強
い
説
得
力
が
あ
る
。
も
っ
と
も
彼

〔
カ
ブ
ラ
レ
〕
の
真
意
を
彼
ら
が
証
明
し
た
わ
け
で
は
な
い
と
い

う
こ
と
は
、
指
摘
し
て
お
く
。
説
得
力
が
あ
る
そ
れ
ら
〔
諸
理

由
〕
は
、
下
記
の
通
り
で
あ
る
。

第
一
、
マ
カ
オ
は
、
日
本
人
た
ち
が
世
俗
の
者
た
ち
か
ら
著
し

い
躓
き
を
被
る
だ
け
で
、
あ
ま
り
教
化
に
な
ら
な
い
土
地
で
あ
る
。

と
い
う
の
は
彼
ら
は
〔
イ
ン
デ
ィ
ア
〕
副
王
か
ら
遠
く
離
れ
て
い

る
の
で
、
極
め
て
放
縦
に
流
れ
て
い
る
し
、
と
く
に
彼
ら
は
八

カ

ピ

タ

ニ

オ

〜
一
〇
ヶ
月
し
か
続
か
な
い
一
人
の
カ
ピ
タ
ン
に
よ
っ
て
統
轄
さ

れ
て
い
る
の
で
、
極
め
て
自
堕
落
で
あ
る
。
ま
た
修
道
士
た
ち
は
、

ポ
ウ
カ
・
オ
セ
ル
ヴ
ァ
ン
テ
ィ
ア

余
り
規
律
を
遵
守
し
な
い
が
生
き
方
を
し
て
い
る
。
私
は
、
其
処

に
い
る
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
聖
ア
ウ
グ
ス
チ
ノ
・
聖
ド
ミ
ニ
コ
の

フ

ラ

テ

ィ

托
鉢
修
道
士
た
ち
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。

第
二
、
も
し
も
日
本
人
た
ち
が
そ
こ
〔
マ
カ
オ
・
コ
レ
ジ
オ
〕

キ
リ
シ
タ
ン
時
代
イ
エ
ズ
ス
会
コ
レ
ジ
オ
（
山
口
・
平
戸
・
生
月
・
千
々
石
・
有
家
・
加
津
佐
・
天
草
）
に
つ
い
て
（
下
）

一
〇
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に
居
住
す
る
と
な
る
と
、
そ
の
コ
レ
ジ
オ
の
良
き
統
轄
の
た
め
に

は
、
日
本
に
長
期
滞
在
し
、
日
本
人
の
統
轄
に
優
れ
た
能
力
を
備

え
た
パ
ー
ド
レ
二
人
が
そ
こ
に
い
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
日

テ
ラ
・
デ
・
ス
ト
ゥ
デ
ィ
イ

本
〔
イ
エ
ズ
ス
会
〕
を
損
な
わ
ず
に
は
お
か
な
い
。
学

舎

た
り
え
な
い
し
、
ゴ
ア
の
コ
レ
ジ
オ
、
マ
カ
オ
の
そ
れ
〔
コ
レ
ジ

マ

ス

ト

リ

オ
〕、
お
よ
び
日
本
の
セ
ミ
ナ
リ
オ
に
教
師
た
ち
を
配
し
て
維
持

プ
レ
テ
ィ
・
デ
ル
・
ヴ
ェ
ス
コ
ヴ
ォ

す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
日
本
に
は
、
司
教
の
司
祭
（
185
）
に

成
る
た
め
に
学
習
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
日
本
人
若
者
た
ち
が
い

る
の
で
、
マ
カ
オ
の
コ
レ
ジ
オ
の
教
師
た
ち
の
外
に
、
此
処
日
本

に
お
い
て
も
そ
の
能
力
あ
る
教
師
た
ち
を
彼
ら
に
与
え
る
必
要
が

あ
る
か
ら
だ
。

こ
の
理
由
以
外
に
、
次
の
よ
う
な
〔
諸
理
由
〕
が
あ
る
。
第
一

コ
ン
ス
ル
タ

コ
ン
グ
レ
ガ
テ
ィ
オ
ネ
・
プ
ロ
ヴ
ィ
ン
チ
ア
レ

ア

セ

ン

ト

回
協
議
会
お
よ
び
管

区

会

議
の
決
定
事
項
に
よ
り
、
日

本
に
は
コ
レ
ジ
オ
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
理

レ
テ
レ
・
ウ
マ
ネ

リ
ン
グ
ア

由
は
、（
多
く
の
理
由
に
よ
り
）
古
典
学
お
よ
び
日
本
の
言
語
と

レ
テ
レ

文
字
に
つ
い
て
の
彼
ら
の
学
習
を
終
え
な
い
限
り
、
セ
ミ
ナ
リ
オ

ア
ル
ン
ニ

生
徒
を
イ
エ
ズ
ス
会
に
入
会
さ
せ
な
い
と
い
う
こ
と
が
決
ま
っ
た

カ
ズ
ィ
・
デ
ィ
・
コ
ン
シ
エ
ン
テ
ィ
ア

フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ア

テ
オ
ロ
ジ
ア

か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
良

心

問

題
・
哲
学
・
神
学
の
如

シ
エ
ン
テ
ィ
エ
・
マ
ヨ
リ

き
よ
り
高
度
の
学
問
は
、
新
た
に
出
来
た
マ
カ
オ
の
コ
レ
ジ
オ
に

行
っ
て
学
習
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
彼
ら
は
日
本
の
コ
レ
ジ
オ
で

ソ
ジ
ェ
ッ
テ
ィ

は
な
す
べ
き
こ
と
は
な
い
。
そ
し
て
部
下
が
い
な
い
た
め
に
、

ノ
ヴ
ィ
テ
ィ
ア
ト

修
練
院
が
存
在
し
続
け
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
、
日
本
は
大

カ
ザ
・
デ
ィ
・
オ
ル
デ
ィ
ネ

部
分
の
期
間
、
修
道
会
の
カ
ザ
は
存
在
し
な
い
こ
と
に
な
る
。

第
二
〔
第
三
カ
〕、
た
と
い
ラ
テ
ン
語
や
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
が
分

か
る
日
本
人
で
あ
っ
て
も
、
自
在
に
そ
れ
で
話
が
出
来
る
程
に
は

分
か
ら
な
い
の
で
、
つ
ま
り
彼
ら
に
疑
問
が
残
る
の
で
、
良
心
問

テ

ル

ミ

ニ

コ
ン
チ
ェ
ッ
テ
ィ

題
・
哲
学
・/

（f.61v.

）
神
学
の
専
門
用
語
や
概
念
を
完
全
に
理

マ
ス
ト
ロ

解
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
そ
れ
故
、
も
し
も
教
師
が
日
本
語
を

知
ら
な
い
と
、
そ
し
て
何
ら
か
の
概
念
に
つ
い
て
何
度
か
解
説
を

し
な
い
と
、
彼
ら
は
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
は
経
験
に
よ
っ
て
、
今
年
マ
カ
オ
に
お
い
て
見
ら
れ
た
。
す

な
わ
ち
、
上
述
の
理
由
に
よ
り
、
彼
ら
は
良
く
理
解
す
る
こ
と
も
、

彼
ら
の
疑
問
や
困
難
を
説
明
す
る
こ
と
も
出
来
な
い
。

第
三
〔
第
四
カ
〕、
生
活
費
が
日
本
で
は
、
マ
カ
オ
で
の
経
費

の
半
額
だ
か
ら
で
あ
る
。

第
四
〔
第
五
カ
〕、
巡
察
師
パ
ー
ド
レ
が
意
図
す
る
こ
と
が
達

成
出
来
る
と
は
期
待
出
来
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
す
な
わ
ち
、

日
本
人
た
ち
の
性
格
や
慣
習
を
変
え
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
よ
う

テ

ラ

に
な
る
こ
と
で
あ
る
。
日
本
人
た
ち
は
彼
ら
の
国
土
と
慣
習
を
非

常
に
愛
好
し
、
そ
の
気
持
ち
を
失
う
こ
と
は
決
し
て
な
い
か
ら
で

あ
る
。
そ
れ
は
、
パ
ー
ド
レ
・
メ
ス
キ
タ
と
一
緒
に
御
地
に
行
っ

ポ
カ
・
エ
タ

た
四
人
に
見
る
通
り
で
あ
る
。
彼
ら
は
未
だ
若
年
で
、
ほ
と
ん
ど

史

学
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イ
ル
・
メ
リ
オ
・
デ
ル
・
モ
ド

一
〇
年
間
そ
ち
ら
に
い
て
最
良
の
生
き
方
を
見
た
が
、
そ
れ
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
彼
ら
は
徳
を
高
め
は
し
た
が
、
性
格
と
慣
習
、
彼

モ
ド
・
デ
ィ
・
ヴ
ィ
ヴ
ェ
レ

ら
の
国
土
と
生

き

方
へ
の
愛
着
は
、
他
の
人
々
と
同
じ
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
と
比
べ
て
多
く
の
日
本
人
に

認
め
ら
れ
る
。
彼
ら
〔
日
本
人
〕
は
永
年
彼
ら
〔
ポ
ル
ト
ガ
ル

人
〕
と
一
緒
に
い
て
も
、
日
本
に
帰
国
し
た
ら
直
ぐ
に
他
の
日
本

人
と
同
じ
に
な
る
。

第
五
〔
第
六
カ
〕
の
理
由
は
、
改
宗
に
従
事
し
た
い
と
い
う
望

み
を
も
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
来
た
者
た
ち
も
、
長
い
間
コ
レ
ジ

オ
に
い
る
間
に
、
通
常
改
宗
へ
の
情
熱
と
望
み
が
消
え
て
し
ま
う

と
い
う
こ
と
が
、
確
か
な
経
験
か
ら
言
え
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ

故
日
本
に
来
る
者
た
ち
は
、
マ
カ
オ
・
コ
レ
ジ
オ
に
留
ま
る
よ
り

も
〔
日
本
に
〕
直
行
し
た
方
が
よ
い
。
情
熱
が
冷
め
な
い
た
め
で

あ
る
。
こ
の
コ
レ
ジ
オ
に
い
る
大
勢
が
情
熱
が
冷
め
て
し
ま
っ
た

こ
と
は
、
経
験
が
示
す
通
り
で
あ
る
。

レ
テ
レ

そ
れ
以
外
に
も
日
本
で
な
ら
、
文
字
以
外
に
も
、〔
日
本
の
〕

レ
ン
グ
ア

言
語
と
慣
習
を
一
緒
に
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
し
て
国
土
に
愛

着
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
ら
の
学
習
を
終
え
た
ら
、
働
き
手

と
な
っ
て
直
ぐ
に
奉
仕
を
始
め
る
。
こ
れ
が
マ
カ
オ
で
学
習
す
る

と
、
日
本
に
来
て
後
に
、
奉
仕
を
始
め
る
前
に
少
な
く
と
も
一
、

二
年
過
ご
す
必
要
が
あ
る
。

ク

ラ

ッ

シ

結
局
、
諸
ク
ラ
ス
を
設
置
し
た
コ
レ
ジ
オ
が
日
本
に
存
在
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
れ
異
教
徒
で
あ
れ
日
本
人

た
ち
に
対
し
て
イ
エ
ズ
ス
会
の
信
用
を
大
い
に
高
め
る
。
そ
れ
が

所
在
す
る
市
を
美
し
く
飾
る
。
キ
リ
ス
ト
教
を
切
り
拓
く
の
を
助

け
る
。
と
い
う
の
は
、
其
処
に
お
い
て
主
立
っ
た
祝
日
の

オ
フ
ィ
チ
イ
・
デ
ィ
ヴ
ィ
ニ

聖
務
日
課
が
、
荘
重
に
行
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
日
本

人
た
ち
に
大
な
る
感
動
を
与
え
る
。
日
曜
日
や
祝
日
に
は
、

ス
ト
ゥ
デ
ィ
ア
ン
テ
ィ

マ

ス

ト

リ

ヴ
ィ
レ

ロ
キ

修
学
生
た
ち
と
教
師
た
ち
は
近
く
の
町
や
村
に
出
て
キ
リ
ス
ト
教

教
理
を
教
え
、
説
教
を
し
、
そ
の
他
多
く
の
益
す
る
こ
と
を
行
う
。

マ
カ
オ
に
コ
レ
ジ
オ
が
作
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
す
べ

て
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

外
に
も
多
く
の
理
由
が
あ
る
が
、
猊
下
を
う
ん
ざ
り
さ
せ
な
い

た
め
に
、
こ
れ
で
止
め
る
。
イ
ン
デ
ィ
ア
管
区
は
さ
ぞ
や
こ
の

〔
マ
カ
オ
・
〕
コ
レ
ジ
オ
の
こ
と
を
不
愉
快
に
思
っ
て
い
る
こ
と

で
あ
ろ
う
と
、
私
は
思
う
。
パ
ー
ド
レ
・
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
が
死

亡
す
る
か
、
ま
た
は
〔
今
は
両
方
〕
同
じ
〔
上
長
〕
で
あ
る
が
、

ス
ペ
リ
オ
レ

彼
が
そ
の
上
長
で
あ
る
こ
と
を
止
め
た
後
は
（
186
）
、〔
同
コ
レ
ジ
オ

の
〕
維
持
の
た
め
に
必
要
な
イ
ン
デ
ィ
ア
か
ら
の
恩
恵
が
な
く
な

っ
て
し
ま
い
、
そ
れ
は
崩
壊
に
向
か
う
で
あ
ろ
う
（
187
）
。」

右
は
マ
カ
オ
・
コ
レ
ジ
オ
の
存
在
に
強
く
異
を
唱
え
た
趣
旨
の

キ
リ
シ
タ
ン
時
代
イ
エ
ズ
ス
会
コ
レ
ジ
オ
（
山
口
・
平
戸
・
生
月
・
千
々
石
・
有
家
・
加
津
佐
・
天
草
）
に
つ
い
て
（
下
）

一
〇
七
（
五
五
一
）



書
簡
で
あ
る
が
、
そ
の
異
論
は
日
本
の
コ
レ
ジ
オ
と
の
関
わ
り
を

巡
っ
て
の
主
張
で
あ
る
。
こ
の
頃
の
日
本
の
コ
レ
ジ
オ
の
存
在
意

味
を
知
る
上
で
、
こ
の
書
簡
は
極
め
て
興
味
深
く
、
重
要
で
あ
る
。

内
容
を
整
理
し
な
が
ら
、
問
題
点
を
指
摘
す
る
。

一
、
マ
カ
オ
・
コ
レ
ジ
オ
は
一
五
九
四
年
に
開
設
さ
れ
た
が
、

同
コ
レ
ジ
オ
を
作
る
に
つ
い
て
は
イ
エ
ズ
ス
会
内
に
強
い
反
対
が

あ
っ
た
。
本
書
簡
で
パ
シ
オ
は
、
イ
ン
デ
ィ
ア
管
区
内
の
意
味
だ

と
思
う
が
、
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
以
外
の
全
員
が
そ
れ
に
反
対
し
た
。

同
管
区
長
カ
ブ
ラ
ル
の
反
対
意
見
と
、
そ
れ
に
対
す
る
ヴ
ァ
リ
ニ

ャ
ー
ノ
の
反
論
を
日
本
で
見
た
、
と
記
す
（
188
）
。

二
、
本
書
簡
で
は
、
日
本
人
を
司
祭
に
叙
階
す
る
こ
と
の
是
非

に
つ
い
て
は
論
じ
て
い
な
い
。
パ
シ
オ
は
こ
の
日
本
人
の
叙
階
の

是
非
に
つ
い
て
は
、
本
書
簡
の
前
年
一
五
九
六
年
一
月
三
〇
日
付

け
長
崎
発
イ
エ
ズ
ス
会
総
長
宛
書
簡
の
中
で
、
縷
々
記
し
て
い
る
。

そ
の
書
簡
は
す
で
に
拙
著
に
訳
載
し
、
問
題
点
な
ど
指
摘
し
た
（
189
）
の

で
、
反
復
は
避
け
る
が
、
そ
の
見
解
の
要
点
の
み
を
記
す
な
ら
は

次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
カ
ブ
ラ
ル
に
代
表
さ
れ
る

日
本
人
觀
に
少
な
か
ら
ず
共
感
し
て
、
日
本
人
の
司
祭
叙
階
に
は

慎
重
な
姿
勢
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
の
一
方
で
日
本
人
司
祭
の
必
要

も
認
め
た
。
そ
こ
で
彼
の
考
え
た
便
法
を
執
る
の
が
よ
い
と
し
た
。

日
本
人
司
祭
候
補
に
は
、
�
イ
エ
ズ
ス
会
イ
ル
マ
ン
（
イ
エ
ズ

ス
会
士
、
コ
レ
ジ
オ
在
学
）
と
�
セ
ミ
ナ
リ
オ
生
徒
（
非
イ
エ
ズ

ス
会
士
）
と
が
い
る
。
先
に
見
た
通
り
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
は
、
こ

の
内
の
�
を
一
二
人
づ
つ
マ
カ
オ
・
コ
レ
ジ
オ
に
留
学
さ
せ
、
良

心
問
題
を
二
年
間
学
ば
せ
、
修
練
三
年
を
終
え
て
司
祭
に
叙
階
し
、

続
い
て
次
の
一
二
人
を
派
遣
す
る
、
と
い
う
展
開
を
考
え
た
。
こ

れ
に
対
し
パ
シ
オ
は
、
厳
選
し
た
五
人
の
み
を
マ
カ
オ
・
コ
レ
ジ

オ
に
派
遣
し
て
学
習
さ
せ
て
イ
エ
ズ
ス
会
司
祭
に
叙
階
し
、
そ
の

他
の
大
勢
の
イ
ル
マ
ン
は
教
区
司
祭
に
し
て
イ
エ
ズ
ス
会
レ
ジ
デ

ン
シ
ア
（
都
市
な
ど
の
キ
リ
ス
ト
教
会
の
中
心
を
外
れ
た
、
村
落

な
ど
に
所
在
し
た
小
規
模
の
イ
エ
ズ
ス
会
士
の
居
所
）
を
任
せ
る
。

一
方
�
に
つ
い
て
も
、
イ
エ
ズ
ス
会
司
祭
と
教
区
司
祭
の
二
つ

の
道
を
用
意
す
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
セ
ミ
ナ
リ
オ
で
ラ
テ
ン
語
・

日
本
語
・
ゴ
メ
ス
の
「
神
学
要
綱
」・
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
著
『
日

本
の
カ
テ
キ
ズ
モ
』
を
学
習
さ
せ
た
上
で
、
レ
ジ
デ
ン
シ
ア
に
居

住
さ
せ
、
人
物
次
第
で
イ
エ
ズ
ス
会
入
会
を
許
し
、
修
練
期
間
を

終
え
、
良
心
問
題
を
修
得
さ
せ
て
、
四
〇
歳
で
イ
エ
ズ
ス
会
司
祭

と
し
て
叙
階
す
る
。

セ
ミ
ナ
リ
オ
生
徒
で
イ
エ
ズ
ス
会
司
祭
に
な
り
得
る
資
質
を
備

え
て
い
な
い
者
は
、
右
と
同
様
の
経
過
を
経
て
、
人
物
次
第
で
良

心
問
題
を
修
得
さ
せ
た
上
で
、
三
〇
歳
位
で
教
区
司
祭
の
叙
階
を

許
す
。
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三
、
日
本
人
を
司
祭
に
す
る
件
に
つ
い
て
の
パ
シ
オ
の
見
解
は
、

お
お
よ
そ
右
の
通
り
で
あ
る
。
そ
こ
で
コ
レ
ジ
オ
を
何
処
で
運
営

す
る
か
と
い
う
問
題
に
な
る
が
、
本
書
簡
に
記
述
さ
れ
て
い
る
通

り
彼
は
、
そ
れ
を
日
本
に
置
く
べ
き
こ
と
を
強
調
す
る
。
そ
の
理

由
と
し
て
六
つ
、
そ
れ
に
補
論
と
で
も
言
う
べ
き
事
柄
を
挙
げ
る
。

「
第
二
」
が
重
複
し
て
い
る
の
で
、
番
号
を
付
け
替
え
、
①
〜
⑥

と
す
る
。
補
論
を
⑦
と
す
る
。

①
マ
カ
オ
の
社
会
的
環
境
が
俗
悪
で
あ
る
こ
と
。

②
日
本
に
永
く
滞
在
し
、
日
本
人
教
育
に
携
わ
る
こ
と
が
出
来

る
パ
ー
ド
レ
二
人
を
其
処
に
割
か
ね
ば
な
ら
ず
、
日
本
の
セ
ミ

ナ
リ
オ
教
育
等
に
支
障
が
生
じ
る
。

第
一
回
協
議
会
お
よ
び
管
区
会
議
に
よ
り
、
古
典
学
つ
ま
り

ラ
テ
ン
語
上
級
と
日
本
語
・
日
本
文
字
を
修
得
し
な
い
限
り
、

セ
ミ
ナ
リ
オ
生
徒
を
イ
エ
ズ
ス
会
に
入
会
さ
せ
な
い
こ
と
に
決

ま
っ
た
。
良
心
問
題
・
哲
学
・
神
学
は
マ
カ
オ
・
コ
レ
ジ
オ
で

学
習
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
要
す
る
に
日
本
の
コ
レ
ジ
オ
で
は

な
す
べ
き
こ
と
が
な
い
。

こ
の
件
に
つ
い
て
は
説
明
を
要
す
る
。「
第
一
回
協
議
会
」

pr. a
consulta

と
読
め
る
。
そ
れ
な
ら
ば
一
五
八
〇
年
一
〇
月

豊
後
（
190
）
、
八
一
年
七
月
安
土
、
八
一
年
一
二
月
長
崎
（
191
）
と
三
箇
所
で

開
催
し
た
第
一
回
協
議
会
を
意
味
し
、
当
該
問
題
は
そ
の
諮
問

第
五
に
対
す
る
答
申
を
指
す
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
こ
で

は
確
か
に
、
セ
ミ
ナ
リ
オ
生
徒
の
ラ
テ
ン
語
・
哲
学
・
神
学
の

学
習
の
問
題
を
論
じ
て
い
る
。
し
か
し
、
本
書
簡
で
一
六
年
前

の
協
議
会
の
答
申
に
言
及
す
る
の
は
不
可
解
で
あ
り
、
一
五
九

二
年
二
月
に
長
崎
で
開
催
さ
れ
た
第
一
回
管
区
会
議
に
並
記
し

て
言
及
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
一
五
九
〇
年
八
月
加
津
佐
で
開
催

さ
れ
た
第
二
回
協
議
会segunda

consulta
general

の
誤
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
セ
ミ
ナ
リ
オ
生
徒
の
学
習
と
イ
エ
ズ

ス
会
入
会
の
件
は
、
同
協
議
会
諮
問
第
一
一
に
対
す
る
答
申
に

見
え
る
�
。
一
五
九
二
年
二
月
長
崎
開
催
第
一
回
管
区
会
議
で

は
、
同
会
議
記
録
第
一
六
章
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
�
。
主

要
な
箇
所
を
訳
載
す
る
。

�
「
ま
た
、
セ
ミ
ナ
リ
オ
〔
の
生
徒
〕
で
イ
エ
ズ
ス
会
に
入
会

す
る
者
た
ち
は
、
イ
ル
マ
ン
と
し
て
受
け
入
れ
て
も
ら
う
以
前

レ
ト
ラ
ス

に
、
ラ
テ
ン
語
と
日
本
の
文
字
の
学
習
に
つ
い
て
中
程
度
の
成

果
を
上
げ
る
よ
う
、
可
能
な
限
り
尽
力
し
て
も
ら
い
た
い
と
の

ノ
ビ
シ
ア
ド

依
頼
が
な
さ
れ
た
。
彼
ら
が
修
練
期
間
に
こ
れ
ら
の
こ
と
を

学
ぶ
必
要
が
な
く
、
禁
欲
と
霊
的
向
上
の
み
に
専
念
出
来
る
よ

う
に
す
る
た
め
で
あ
る
（
192
）
。」

�
「
修
練
期
に
受
け
入
れ
る
に
際
し
て
は
、
加
津
佐
協
議
会
の

諮
問
第
一
一
の
三
に
お
い
て
決
定
さ
れ
た
こ
と
を
、
今
後
は
忠

キ
リ
シ
タ
ン
時
代
イ
エ
ズ
ス
会
コ
レ
ジ
オ
（
山
口
・
平
戸
・
生
月
・
千
々
石
・
有
家
・
加
津
佐
・
天
草
）
に
つ
い
て
（
下
）

一
〇
九
（
五
五
三
）



実
に
守
る
べ
き
で
あ
る
、
と
管
区
会
議
で
は
考
え
ら
れ
た
。
す

な
わ
ち
以
後
修
練
期
に
入
れ
る
べ
き
普
通
の
方
法
は
、
次
の
よ

う
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ラ
テ
ン
語
と
彼
ら
自
身
の
日
本
語
と

を
修
練
期
に
お
い
て
も
忘
れ
て
い
な
い
だ
け
の
上
達
を
し
て
い

な
け
れ
ば
、
修
練
期
に
は
受
け
入
れ
ぬ
こ
と
で
あ
る
（
193
）
。」

右
の
�
�
の
引
用
文
か
ら
明
ら
か
な
如
く
、
ラ
テ
ン
語
と
日
本

語
・
日
本
文
字
を
修
得
し
た
セ
ミ
ナ
リ
オ
生
徒
の
み
を
イ
エ
ズ

ス
会
に
入
会
さ
せ
、
マ
カ
オ
に
送
っ
て
修
練
期
を
過
ご
さ
せ
、

同
地
の
コ
レ
ジ
オ
で
良
心
問
題
そ
の
他
の
学
問
を
学
ば
せ
る
と

い
う
趣
旨
で
あ
る
。
パ
シ
オ
が
本
書
簡
の
②
で
問
題
に
し
て
い

る
の
は
そ
の
点
で
あ
っ
て
、
こ
の
結
果
日
本
に
は
コ
レ
ジ
オ
も

修
練
院
も
存
在
し
得
な
い
、
つ
ま
り
修
道
会
と
し
て
の
主
要
な

活
動
拠
点
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
、
そ
の
よ
う
な
事
態
に
な
る

の
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
コ
レ
ジ
オ
を
日
本
に
置
か
ね
ば
な
ら
な

い
、
と
い
う
の
が
②
の
趣
旨
で
あ
る
。

な
お
、
先
に
引
用
し
た
一
五
九
七
年
三
月
三
日
付
け
長
崎
発
、

パ
シ
オ
の
イ
エ
ズ
ス
会
総
長
宛
書
簡
（
日
付
・
宛
先
が
同
じ
、

註（
１４
）に
引
用
）
に
記
述
さ
れ
て
い
た
、
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
が

日
本
人
イ
ル
マ
ン
一
二
人
を
マ
カ
オ
に
送
り
、
良
心
問
題
を
二

年
間
学
習
し
、
同
時
に
修
練
第
三
年
を
終
え
た
上
で
司
祭
に
叙

階
し
て
帰
国
さ
せ
る
よ
う
指
示
し
た
こ
と
も
、
日
本
の
コ
レ
ジ

オ
は
不
要
に
な
る
の
が
避
け
ら
れ
な
い
意
味
を
持
つ
指
示
だ
と

言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

キ
リ
シ
タ
ン
の
歴
史
を
振
り
返
っ
て
、
日
本
の
コ
レ
ジ
オ
の
、

イ
エ
ズ
ス
会
教
育
機
関
と
し
て
の
役
割
が
著
し
く
低
下
し
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
コ
レ
ジ
オ
も
修
練
院
も
日
本
か
ら
消
え
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
意
味
は
改
め
て
問
い
直
さ
ね
ば
な
ら
な

い
で
あ
ろ
う
が
、
今
此
処
で
は
、
パ
シ
オ
の
②
の
指
摘
は
決
し

て
彼
一
人
の
危
惧
で
は
あ
り
得
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
、
と
い
う

点
の
み
を
記
し
て
お
き
た
い
。

③
ラ
テ
ン
語
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
が
出
来
る
日
本
人
で
あ
っ
て
も
、

良
心
問
題
等
の
諸
学
問
の
専
門
用
語
や
概
念
に
関
し
て
日
本
語

の
解
説
が
付
か
な
い
と
、
理
解
出
来
な
い
。

④
日
本
で
は
、
生
活
費
が
マ
カ
オ
の
半
分
で
済
む
。

⑤
巡
察
師
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
は
、
日
本
人
を
マ
カ
オ
・
コ
レ
ジ

オ
に
留
学
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
と
の
間
に

心
の
一
致
が
得
ら
れ
る
と
考
え
て
い
る
が
、
日
本
人
の
国
民
性

は
不
変
で
あ
る
。
そ
の
意
味
か
ら
も
、
コ
レ
ジ
オ
を
マ
カ
オ
に

設
置
す
る
の
は
無
益
で
あ
る
、
と
い
う
理
由
で
あ
る
。
日
本
人

に
キ
リ
ス
ト
教
文
化
が
浸
透
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
社
会
を
体
験

さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
国
民
性
・
生
き
方
が
変
わ
り
、

教
会
内
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
宣
教
師
に
和
す
る
こ
と
を
期
待
し
た

史
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ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
の
考
え
は
、
例
え
ば
一
五
九
三
年
一
月
一
日

付
け
マ
カ
オ
発
、
彼
の
イ
エ
ズ
ス
会
総
長
宛
書
簡
な
ど
に
明
確

に
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
194
）
。
も
っ
と
も
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
は
そ
こ
で

は
、
八
年
振
り
に
帰
国
し
た
天
正
少
年
使
節
を
、
自
論
を
立
証

す
る
好
例
と
し
て
記
す
の
に
反
し
て
、
パ
シ
オ
は
本
書
簡
に
お

い
て
、
帰
国
後
の
同
使
節
一
行
の
こ
と
を
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
説

の
反
証
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
以
て
し
て
も
、
こ

の
⑤
は
果
た
し
て
、
コ
レ
ジ
オ
を
マ
カ
オ
・
日
本
の
い
ず
れ
に

設
置
す
べ
き
か
を
論
じ
る
上
で
、
一
体
ど
れ
程
重
要
な
論
点
に

な
り
う
る
の
か
疑
問
な
し
と
し
な
い
。

⑥
日
本
布
教
の
た
め
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
渡
来
し
た
会
員
を
、

マ
カ
オ
・
コ
レ
ジ
オ
に
留
め
る
と
布
教
へ
の
情
熱
が
殺
が
れ
る

の
で
、
日
本
に
直
行
し
た
方
が
よ
い
。
ま
た
日
本
の
言
語
・
文

字
・
慣
習
等
を
学
ぶ
上
で
も
、
コ
レ
ジ
オ
は
日
本
に
設
置
す
る

の
が
よ
い
。

⑦
コ
レ
ジ
オ
が
日
本
に
あ
れ
ば
、
そ
こ
で
の
教
師
や
修
学
生
の

敬
虔
か
つ
真
摯
な
姿
は
周
囲
の
日
本
社
会
に
好
影
響
を
及
ぼ
し
、

同
時
に
休
日
な
ど
に
は
手
分
け
し
て
近
隣
へ
の
布
教
活
動
を
行

う
こ
と
が
出
来
る
。

第
二
回
協
議
会
（
一
五
九
〇
年
）
お
よ
び
第
一
回
管
区
会
議

（
一
五
九
二
年
）
で
の
決
定
や
、
巡
察
師
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
が
第

二
回
日
本
巡
察
を
終
え
て
日
本
を
去
る
時
に
準
管
区
長
に
与
え
た

指
令
（
一
五
九
二
年
）
は
、
い
ず
れ
も
日
本
の
コ
レ
ジ
オ
の
役
割

を
著
し
く
低
下
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
パ
シ
オ
の
本
書
簡
は
そ

の
よ
う
な
趨
勢
に
対
す
る
懸
命
の
抵
抗
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
が
、

そ
れ
が
却
っ
て
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
日
本
の
コ
レ
ジ
オ
の
存
在

意
義
を
考
え
さ
せ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
パ
シ
オ
は
一

五
九
六
年
一
月
三
〇
日
付
け
長
崎
発
イ
エ
ズ
ス
会
総
長
宛
書
簡
で

も
、
同
様
の
問
題
を
取
り
上
げ
、
同
じ
趣
旨
を
縷
々
論
じ
て
い
る
。

そ
ち
ら
の
書
簡
に
つ
い
て
は
す
で
に
旧
著
で
取
り
上
げ
た
（
195
）
の
で
、

此
処
で
は
深
く
立
ち
入
る
こ
と
は
し
な
い
。

一
五
九
七
年
（
196
）
付
け
マ
カ
オ
発
、
ド
ゥ
ア
ル
テ
・
デ
・
サ
ン
デ
の

イ
エ
ズ
ス
会
総
長
補
佐
（
197
）
宛
書
簡
は
、
マ
カ
オ
・
コ
レ
ジ
オ
と
日
本

の
コ
レ
ジ
オ
と
の
関
係
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。
次
の
通
り
で
あ

る
。「〔

マ
カ
オ
の
〕
第
二
（
198
）
の
〔
カ
ザ
〕
は
コ
レ
ジ
オ
で
あ
り
、
こ
れ

は
二
年
前
に/

（f.116v.

）
巡
察
師
パ
ー
ド
レ
〔
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー

ノ
〕
の
命
令
で
居
住
し
始
め
た
。
シ
ナ
と
日
本
の
〔
キ
リ
ス
ト
教

会
の
〕
利
益
の
た
め
で
あ
っ
た
。〔
こ
の
コ
レ
ジ
オ
は
〕
現
在
イ

エ
ズ
ス
会
士
三
〇
人
を
擁
し
て
い
る
。
そ
の
内
四
人
は
日
本
人
で

あ
り
、
彼
ら
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
わ
れ
わ
れ
の
慣
習
に
慣
れ
、
わ
れ

キ
リ
シ
タ
ン
時
代
イ
エ
ズ
ス
会
コ
レ
ジ
オ
（
山
口
・
平
戸
・
生
月
・
千
々
石
・
有
家
・
加
津
佐
・
天
草
）
に
つ
い
て
（
下
）

一
一
一
（
五
五
五
）



わ
れ
の
諸
々
の
事
柄
に
好
意
を
持
つ
よ
う
に
な
る
た
め
に
、
日
本

ウ
マ
ニ
ダ
デ

か
ら
来
た
。
こ
の
コ
レ
ジ
オ
で
は
現
在
古
典
学
が
講
じ
ら
れ
、
そ

れ
に
イ
ル
マ
ン
八
人
が
聴
講
し
て
い
る
。
彼
ら
は
、
年
内
に
〔
哲

ク
ル
ソ

カ

ゾ

ス

学
〕
課
程
に
入
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
良
心
問
題
の
二

リ
ソ
ン
エ
ス

つ
の
授
業
〔
が
講
じ
ら
れ
〕、
日
本
人
イ
ル
マ
ン
た
ち
が
そ
れ
ら

テ
オ
ロ
ジ
ア

を
聴
講
し
て
い
る
。
最
後
に
神
学
の
二
つ
〔
の
授
業
が
講
じ
ら

れ
〕、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
パ
ー
ド
レ
四
人
が
そ
れ
ら
を
聴
講
し
て
い

る
。こ

の
コ
レ
ジ
オ
の
た
め
に
、
巡
察
師
パ
ー
ド
レ
は
イ
ン
デ
ィ
ア

や
日
本
か
ら
人
を
連
れ
て
き
た
。
彼
は
異
例
の
短
期
間
に
そ
れ

〔
コ
レ
ジ
オ
〕
の
組
織
を
整
え
た
。
彼
は
、
今
シ
ナ
国
内
に
あ
る

二
つ
の
レ
ジ
デ
ン
シ
ア
を
そ
れ
〔
コ
レ
ジ
オ
〕
と
一
緒
に
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
私
が
そ
こ
〔
同
コ
レ
ジ
オ
〕
に
滞
在
す
る
よ
う
、

命
じ
た
。〔
中
略
〕

イ
ン
デ
ィ
ア
の
古
参
の
パ
ー
ド
レ
の
多
く
は
次
の
よ
う
に
考
え

ポ
ヴ
ォ

ハ
ビ
タ
ソ
ン
エ
ス

た
。
マ
カ
オ
の
如
き
小
さ
な
町
が
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
住
居
を
二

つ
（
199
）も
抱
え
る
の
は
不
可
能
で
あ
る
し
、
同
じ
イ
エ
ズ
ス
会
が
こ
れ

モ
ラ
ダ
ス

ス
ペ
リ
オ
レ
ス

オ
フ
ィ
シ
ア
エ
ス

ら
二
つ
の
住
居
の
た
め
に
、
上

長
や
職

員
を
二
重
に
養
う

の
は
容
易
で
は
な
い
、
と
。
さ
ら
に
日
本
の
何
人
か
〔
の
パ
ー
ド

レ
た
ち
〕
は
次
の
よ
う
に
思
っ
た
。〔
マ
カ
オ
・
コ
レ
ジ
オ
の
設

置
に
よ
り
〕
日
本
の
コ
レ
ジ
オ
は
縮
小
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
、
と
。

巡
察
師
パ
ー
ド
レ
は
こ
れ
ら
す
べ
て
〔
の
反
対
意
見
〕
に
対
し
、

非
常
に
強
く
反
論
を
す
る
。
尊
師
は
御
地
で
、
彼
の
書
簡
に
よ
っ

て
そ
れ
を
お
聞
き
に
な
る
で
あ
ろ
う
（
200
）
。」

マ
カ
オ
・
コ
レ
ジ
オ
院
長
の
サ
ン
デ
が
、
総
長
補
佐
に
送
っ
た

書
簡
で
あ
る
。
こ
の
引
用
箇
所
で
は
、
イ
ン
デ
ィ
ア
の
イ
エ
ズ
ス

会
の
中
で
、
マ
カ
オ
に
コ
レ
ジ
オ
を
創
設
す
る
こ
と
に
対
す
る
反

対
意
見
は
相
当
に
強
か
っ
た
が
、
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
が
強
引
に
開

設
に
持
っ
て
行
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
が
、
サ
ン
デ
は
必
ず
し

も
そ
の
反
対
論
に
同
調
し
た
わ
け
で
も
な
か
っ
た
。
右
の
サ
ン
デ

書
簡
に
よ
っ
て
判
明
す
る
事
柄
を
、
次
に
記
す
。

一
、
こ
の
当
時
マ
カ
オ
・
コ
レ
ジ
オ
に
居
住
す
る
イ
エ
ズ
ス
会
士

は
、
三
〇
人
で
あ
っ
た
。
そ
の
内
四
人
は
日
本
人
で
あ
っ
た
。

二
、
コ
レ
ジ
オ
で
は
、
古
典
学
・
哲
学
・
良
心
問
題
（
二
授

業
）・
神
学
（
二
授
業
）
が
講
じ
ら
れ
て
い
た
。
日
本
人
は
良

心
問
題
の
授
業
を
聴
講
し
て
い
た
。

先
に
記
し
た
通
り
、
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
は
一
五
九
二
年
一
〇

月
日
本
準
管
区
長
に
対
し
て
、
日
本
人
イ
ル
マ
ン
を
一
二
人
ず

つ
マ
カ
オ
・
コ
レ
ジ
オ
に
送
っ
て
良
心
問
題
を
二
年
間
学
習
さ

せ
る
よ
う
命
じ
た
が
、
人
数
の
点
は
兎
に
角
、
派
遣
さ
れ
た
四

人
は
指
示
通
り
マ
カ
オ
・
コ
レ
ジ
オ
で
良
心
問
題
を
学
習
し
て

い
た
こ
と
が
確
認
出
来
る
。

史

学
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三
、
こ
の
時
マ
カ
オ
・
コ
レ
ジ
オ
で
良
心
問
題
を
学
ん
で
い
た
四

人
の
日
本
人
イ
ル
マ
ン
は
、
最
初
期
の
マ
カ
オ
留
学
生
と
い
う

わ
け
で
あ
る
が
、
一
五
九
五
年
に
渡
っ
た
二
人
（
木
村
・
飾
屋

〔
山
田
〕・
に
あ
ば
ら
の
内
の
木
村
を
除
く
二
人
）
お
よ
び
九
六

年
に
渡
っ
た
二
人
（
徳
丸
・
木
村
）
の
四
人
で
あ
ろ
う
。
先
に

記
し
た
通
り
で
あ
る
（
201
）
。

四
、
マ
カ
オ
・
コ
レ
ジ
オ
の
創
設
に
は
、
様
々
な
方
面
か
ら
批
判

的
な
意
見
が
出
さ
れ
た
が
、
日
本
イ
エ
ズ
ス
会
か
ら
の
批
判
と

し
て
、
そ
れ
が
作
ら
れ
て
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
の
方
針
に
よ
っ
て

活
動
が
軌
道
に
乗
る
と
、
日
本
の
コ
レ
ジ
オ
が
縮
小
し
て
し
ま

う
、
と
い
う
点
を
挙
げ
た
と
い
う
。
そ
れ
は
正
に
、
先
に
引
用

し
た
パ
シ
オ
の
書
簡
に
記
述
さ
れ
て
い
た
趣
旨
で
あ
る
。
ラ
テ

ン
語
と
日
本
語
・
日
本
文
字
の
み
日
本
の
コ
レ
ジ
オ
で
学
び
、

そ
の
先
の
学
習
は
マ
カ
オ
・
コ
レ
ジ
オ
で
、
と
い
う
の
で
は
、

日
本
国
内
の
コ
レ
ジ
オ
の
存
在
意
義
が
は
な
は
だ
希
薄
な
も
の

と
な
る
の
は
否
め
な
い
。

一
三

コ
レ
ジ
オ
は
天
草
か
ら
、
い
よ
い
よ
最
後
の
所
在
地
長
崎
に
移

転
す
る
が
、
一
五
九
八
年
二
月
四
日
付
日
本
発
、
ア
ン
ト
ニ
オ
・

コ
ル
デ
イ
ロ
の
総
長
補
佐
ジ
ョ
ア
ン
・
ア
ル
ヴ
ァ
レ
ス
宛
書
簡
に
、

次
の
よ
う
に
見
え
る
。

「
わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
ま
で
に
日
本
に
お
い
て
、
三
回
迫
害
を
被

ク
ワ
ン
バ
ク
ド
ノ

っ
た
。
第
一
は
、
関
白
殿
が
わ
れ
わ
れ
を
追
放
し
た
時
、〔
中

フ

ラ

デ

ス

略
〕
第
二
は
、
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
托
鉢
修
道
士
た
ち
が
使
節
の

名
目
で
ル
ソ
ン
か
ら
渡
来
し
た
際
、〔
中
略
〕
第
三
の
迫
害
は
、

現
在
の
こ
の
〔
迫
害
〕
で
あ
る
。

セ

ニ

ョ

レ

ス

キ
リ
ス
ト
教
徒
領
主
た
ち
の
認
め
る
す
べ
て
の
原
因
は
、
次
の

フ

ラ

デ

ス

ク

リ

ス

タ

ン

ダ

デ

通
り
で
あ
る
。
托
鉢
修
道
士
た
ち
が
全
キ
リ
ス
ト
教
会
を
、
つ
ま

テ
ラ
ス

エ
ス
タ
ド
ス

り
パ
ー
ド
レ
た
ち
、
彼
ら
の
領
土
・
領
国
を
危
機
に
陥
れ
る
が

テ
ィ
ラ
ノ

如
き
諸
々
の
振
舞
を
し
た
。
こ
の
暴
君
〔
秀
吉
〕
の
心
は
怒
り
狂

っ
て
い
る
。
一
方
イ
エ
ズ
ス
会
パ
ー
ド
レ
た
ち
は
、
大
き
な
諸
カ

ク

リ

ス

タ

ン

ダ

デ

ザ
・
コ
レ
ジ
オ
、
お
よ
び
セ
ミ
ナ
リ
オ
を
擁
し
て
キ
リ
ス
ト
教
会

の
切
り
拓
き
た
い
と
望
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
す
べ
て
、
大
い
に
日

ク
ワ
ン
バ
ク
ド
ノ

本
人
た
ち
の
注
意
を
引
い
た
。
彼
ら
は
そ
れ
を
関
白
殿
に
知
ら
せ

た
よ
う
だ
と
い
う
。
も
し
も
関
白
殿
が
こ
の
す
べ
て
を
知
る
に
至

っ
た
ら
、
彼
は
あ
る
日
次
の
よ
う
な
決
定
を
下
す
で
あ
ろ
う
。
彼

ら
〔
パ
ー
ド
レ
〕
の
諸
カ
ザ
・
コ
レ
ジ
オ
・
セ
ミ
ナ
リ
オ
を
破
壊

し
、
パ
ー
ド
レ
た
ち
を
捕
獲
し
て
長
崎
に
連
れ
て
こ
さ
せ
、
パ
ー

ク

リ

ス

タ

ン

ダ

デ

ド
レ
た
ち
に
は
長
崎
か
ら
、
年
間
に
何
時
か
キ
リ
ス
ト
教
会
の
世

話
を
さ
せ
る
、
と
。

セ

ニ

ョ

レ

ス

準
管
区
長
パ
ー
ド
レ
（
202
）
は
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
領
主
た
ち
が
わ
れ
わ

キ
リ
シ
タ
ン
時
代
イ
エ
ズ
ス
会
コ
レ
ジ
オ
（
山
口
・
平
戸
・
生
月
・
千
々
石
・
有
家
・
加
津
佐
・
天
草
）
に
つ
い
て
（
下
）

一
一
三
（
五
五
七
）



れ
の
こ
と
を
心
配
し
て
い
る
の
を
知
っ
て
、
セ
ミ
ナ
リ
オ
を
破
壊

す
る
よ
う
命
じ
た
。
そ
れ
は
今
は
余
り
役
立
っ
て
い
な
か
っ
た
。

彼
は
、
コ
レ
ジ
オ
を
長
崎
に
移
す
よ
う
命
じ
た
。
其
処
で
は
、
ナ

テ
ィ
ト
ゥ
ロ

ウ
船
を
口
実
に
そ
れ
が
存
在
し
得
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
カ
ザ
は
凡

ラ
ヴ
ラ
ド
レ
ス

て
破
壊
し
て
、
農
民
た
ち
の
家
々
に
密
か
に
迎
え
入
れ
て
も
ら
っ

ク

リ

ス

タ

ン

ダ

デ

て
、
キ
リ
ス
ト
教
会
を
世
話
す
る
パ
ー
ド
レ
た
ち
だ
け
が
残
る

〔
よ
う
命
じ
た
〕
（
203
）
。」

サ
ン
・
フ
ェ
リ
ペ
号
事
件
を
契
機
に
始
ま
っ
た
第
三
回
目
の
迫

害
か
ら
の
避
難
の
た
め
に
、
本
書
簡
が
記
述
さ
れ
た
時
に
は
す
で

に
、
コ
レ
ジ
オ
は
天
草
河
内
浦
か
ら
長
崎
に
移
動
し
て
い
た
こ
と

が
分
か
る
。

天
草
コ
レ
ジ
オ
の
移
転
に
つ
い
て
は
、
一
五
九
八
年
二
月
九
日

付
け
長
崎
発
、
ペ
ド
ロ
・
ゴ
メ
ス
の
イ
エ
ズ
ス
会
総
長
宛
書
簡
に

も
記
さ
れ
て
い
る
。
次
の
通
り
で
あ
る
。

「
猊
下
が
す
で
に
度
々
〔
報
告
を
受
け
て
〕
承
知
し
て
い
る
通

り
、
日
本
の
諸
々
の
事
柄
は
非
常
に
移
り
変
わ
り
が
激
し
く
、
全

く
安
定
を
欠
い
て
い
る
。〔
一
五
〕
九
七
年
六
月
に
は
、
わ
れ
わ

れ
の
天
草
コ
レ
ジ
オ
と
わ
れ
わ
れ
の
有
家
セ
ミ
ナ
リ
オ
は
平
穏
で

あ
っ
た
。
し
か
し
迫
害
に
迫
ら
れ
て
両
方
の
カ
ザ
が
破
壊
さ
れ
た

の
は
、
そ
れ
か
ら
四
ヶ
月
も
経
た
な
い
と
思
う
。
と
い
う
の
は
、

パ
ー
ド
レ
は
全
員
長
崎
に
集
ま
る
よ
う
に
、
そ
し
て
其
処
や
長
崎

以
外
に
い
る
者
た
ち
の
諸
カ
ザ
を
破
壊
す
る
よ
う
に
と
の
、
猊
下

や
巡
察
師
パ
ー
ド
レ
の
命
令
も
届
い
た
以
上
、
私
に
は
そ
れ
に
抗

イ
ホ
ス
・
デ
・
ラ
・
コ
ン
パ
ニ
ア

う
こ
と
な
ど
出
来
な
い
か
ら
で
あ
る
。
イ
エ
ズ
ス
会
の
子
ら
に
と

プ

ル

ガ

っ
て
こ
れ
が
ど
れ
程
の
苦
し
み（

204
）
で
あ
る
か
、
猊
下
に
分
か
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。

コ
ン
ス
ル
ト
レ
ス

レ

ク

ト

レ

ス

私
は
可
能
な
限
り
迅
速
に
、
私
の
顧
問
た
ち
と
院
長
た
ち
を
集

ク

エ

ル

ポ

め
、
彼
ら
に
事
の
経
緯
を
報
告
し
た
。
こ
の
教
会
組
織
を

イ
ル
・
エ
ン
ト
レ
テ
ニ
エ
ン
ド
・
イ
・
コ
ン
セ
ル
バ
ン
ド

保
全
・
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
わ
れ
わ
れ
に
可
能
か
ど
う
か

見
極
め
る
た
め
に
は
、
服
従
す
る
外
に
や
り
よ
う
が
な
い
と
、
皆

エ
ス
ピ
ン
グ
ア
ル
ダ

パ
ソ
ス

が
思
っ
た
。
私
は
、
当
地
長
崎
の
大

砲
か
ら
四
〜
五
歩
の
所

に
わ
れ
わ
れ
が
所
有
し
て
い
た
（
205
）

一
軒
の
カ
ザ
に
、
コ
レ
ジ
オ
全
体

を
移
し
た
。
其
処
で
そ
れ
〔
同
カ
ザ
〕
は
、
主
の
慈
悲
に
よ
り
平

穏
で
あ
る
（
206
）
。」

先
の
コ
ル
デ
イ
ロ
の
書
簡
同
様
、
本
書
簡
が
認
め
ら
れ
た
時
に

は
す
で
に
、
迫
害
対
策
で
天
草
コ
レ
ジ
オ
は
イ
エ
ズ
ス
会
士
自
ら

破
壊
し
、
長
崎
に
所
有
し
て
い
た
カ
ザ
に
コ
レ
ジ
オ
を
移
し
て
い

た
こ
と
が
確
認
出
来
る
。
長
崎
移
転
後
は
、
コ
レ
ジ
オ
居
住
者
た

ち
は
穏
や
か
な
日
々
を
送
る
こ
と
が
出
来
た
と
い
う
。
そ
れ
が
ポ

ル
ト
ガ
ル
貿
易
船
の
威
力
の
お
陰
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
コ
ル
デ
イ

ロ
が
記
述
す
る
通
り
で
あ
ろ
う
。

史
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八
）



一
五
九
八
年
二
月
一
七
日
付
け
長
崎
発
、
ペ
ド
ロ
・
ゴ
メ
ス
作

成
、
一
五
九
七
年
度
イ
エ
ズ
ス
会
日
本
年
報
の
一
節
を
訳
載
す
る
。

サ
セ
ル
ド
テ
ス

「
日
本
に
は
現
在
一
二
五
人
お
り
、
そ
の
内
四
六
人
が
司
祭
で

デ
オ
ス

カ
ン
ポ

あ
る
。
皆
神
の
お
陰
で
、
主
の
畑
を
耕
す
た
め
、
そ
し
て
か
か

る
時
か
か
る
耕
し
に
際
し
て
生
じ
る
難
儀
を
双
肩
で
担
う
の
に
必

要
な
健
康
は
、
保
持
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

す
で
に
書
き
送
っ
た
通
り
、
コ
レ
ジ
オ
・
セ
ミ
ナ
リ
オ
、
お
よ

び
そ
の
他
の
諸
レ
ジ
デ
ン
シ
ア
は
、
わ
れ
わ
れ
や
キ
リ
ス
ト
教
徒

ク

リ

ス

タ

ン

ダ

デ

た
ち
の
深
い
悲
し
み
の
内
に
破
壊
さ
れ
た
が
、
キ
リ
ス
ト
教
会
を

耕
し
て
い
る
パ
ー
ド
レ
た
ち
一
人
一
人
は
、
以
前
か
ら
世
話
を
し

て
き
た
所
に
留
ま
っ
て
い
る
。
た
だ
こ
の
よ
う
に
極
め
て
危
険
な

時
は
、
充
分
用
心
す
る
よ
う
に
と
命
じ
ら
れ
た
（
207
）
。」

本
年
報
作
成
時
に
は
す
で
に
天
草
コ
レ
ジ
オ
が
破
壊
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
、
こ
こ
で
も
明
確
に
な
る
。

一
四

以
上
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
、
山
口
移
転
後
の
イ
エ
ズ
ス
会
コ
レ
ジ

オ
が
、
各
地
を
転
々
と
し
て
天
草
か
ら
長
崎
に
移
動
す
る
ま
で
、

努
め
て
史
料
に
即
し
て
記
述
し
て
き
た
。
最
後
に
、
周
辺
の
関
連

事
実
は
省
き
、
コ
レ
ジ
オ
の
活
動
の
基
本
的
な
事
実
の
み
を
摘
記

す
る
。

コ
レ
ジ
オ
の
移
動

一
、
キ
リ
シ
タ
ン
禁
令
の
報
に
接
し
、
コ
レ
ジ
オ
は
一
五
八
七
年

八
月
二
日
、
山
口
を
発
っ
て
生
月
の
山
田
に
移
動
し
た
。

二
、
山
田
に
は
一
五
八
八
年
一
月
末
〜
二
月
初
ま
で
留
ま
っ
た
が
、

同
地
は
諸
条
件
劣
悪
故
、
そ
の
後
千
々
石
に
移
動
し
た
。
修
練

院
は
生
月
か
ら
有
家
に
移
動
し
た
。
千
々
石
は
有
馬
晴
信
の
弟

ド
ン
・
エ
ス
テ
ヴ
ァ
ン
の
領
地
で
あ
っ
た
。

三
、
千
々
石
に
は
、
一
五
八
八
年
八
〜
九
月
ま
で
七
ヶ
月
所
在
し
、

有
家
に
移
っ
た
。
有
家
は
、
気
候
・
食
糧
補
給
等
の
面
で
良
好

な
立
地
で
は
な
か
っ
た
。

四
、
加
津
佐
協
議
会
の
直
後
す
な
わ
ち
一
五
九
〇
年
八
月
末
〜
九

月
に
、
コ
レ
ジ
オ
は
有
家
か
ら
加
津
佐
に
移
動
し
た
。
加
津
佐

は
良
好
な
立
地
で
、
し
か
も
セ
ミ
ナ
リ
オ
が
隣
接
し
て
い
た
点
、

教
師
の
配
置
等
の
面
で
有
利
で
あ
っ
た
。

五
、
コ
レ
ジ
オ
は
一
五
九
一
年
五
月
、
さ
ら
に
奥
ま
っ
た
所
に
潜

伏
す
る
た
め
に
、
加
津
佐
か
ら
天
草
（
河
内
浦
）
に
移
動
し
た
。

こ
の
時
の
移
動
に
は
、
有
力
キ
リ
ス
ト
教
徒
領
主
等
の
勧
め
が

あ
っ
た
。
折
か
ら
イ
ン
デ
ィ
ア
副
王
へ
の
秀
吉
の
返
書
を
、
少

し
で
も
教
会
に
対
し
て
穏
や
か
な
内
容
に
修
正
し
て
も
ら
う
交

渉
を
し
て
い
た
最
中
で
あ
っ
た
。

六
、
天
草
コ
レ
ジ
オ
は
、
天
草
久
種
提
供
の
家
屋
と
イ
エ
ズ
ス
会

キ
リ
シ
タ
ン
時
代
イ
エ
ズ
ス
会
コ
レ
ジ
オ
（
山
口
・
平
戸
・
生
月
・
千
々
石
・
有
家
・
加
津
佐
・
天
草
）
に
つ
い
て
（
下
）

一
一
五
（
五
五
九
）



が
所
有
し
て
い
た
カ
ザ
を
基
に
作
ら
れ
た
。
修
練
院
も
同
地
に

移
動
し
、
同
じ
建
物
に
同
居
す
る
形
に
な
っ
た
。
コ
レ
ジ
オ
は

①
カ
ザ
（
教
室
・
個
室
・
共
同
部
屋
）、
②
用
務
部
屋
（
食
糧

貯
蔵
・
調
理
・
食
堂
）、
③
印
刷
所
等
か
ら
成
っ
た
。

七
、
サ
ン
・
フ
ェ
リ
ペ
号
事
件
を
契
機
に
始
ま
っ
た
迫
害
へ
の
対

策
と
し
て
、
一
五
九
七
年
一
〇
月
頃
天
草
コ
レ
ジ
オ
を
取
り
壊

し
て
、
長
崎
に
移
動
し
た
。

居
住
者

一
、
一
五
九
八
年
一
月
二
六
日
現
在
、
有
家
コ
レ
ジ
オ
居
住
者

パ
ー
ド
レ
二
人
（
教
師
不
在
）

院
長
カ
ル
デ
ロ
ン

ペ
レ
ス
（
信
徒
の
世
話
）

イ
ル
マ
ン
二
四
人
（
そ
の
内
日
本
人
一
六
人
）
絵
師
ニ
コ
ラ
オ

を
含
む

二
、
一
五
八
九
年
一
〇
月
七
日
現
在
、
有
家
コ
レ
ジ
オ
居
住
者

パ
ー
ド
レ
二
人

院
長
カ
ル
デ
ロ
ン

教
師
コ
ン
フ
ァ
ロ
ニ
エ
リ
（
但
し
修
練
者
の
教
師
）

修
学
生
イ
ル
マ
ン
二
〇
人

三
、
一
五
九
〇
年
一
〇
月
一
二
日
現
在
、
加
津
佐
コ
レ
ジ
オ
居
住

者全
部
で
三
五
人

四
、
一
五
九
一
年
一
〇
月
六
日
現
在
、
天
草
コ
レ
ジ
オ
居
住
者

（
修
練
院
も
同
じ
建
物
故
に
、
コ
レ
ジ
オ
居
住
者
に
は
修
練
院

所
属
の
修
練
者
も
含
ま
れ
る
）

パ
ー
ド
レ
・
イ
ル
マ
ン
合
わ
せ
て
約
六
〇
人

同
宿
・
従
僕
合
わ
せ
て
六
〇
人
以
上

五
、
一
五
九
二
年
三
月
一
三
日
現
在
、
天
草
コ
レ
ジ
オ
居
住
者

パ
ー
ド
レ
・
イ
ル
マ
ン
合
わ
せ
て
五
六
人

同
宿
三
〇
人
、
従
僕
三
〇
人
以
上
、
以
上
全
部
で
一
二
〇
人
以

上
六
、
一
五
九
二
年
九
月
現
在
、
天
草
コ
レ
ジ
オ
居
住
者

修
学
生
イ
ル
マ
ン
四
〇
人
（
実
務
助
修
士
を
除
く
）

七
、
一
五
九
二
年
一
〇
月
一
日
現
在
、
天
草
コ
レ
ジ
オ
居
住
者

パ
ー
ド
レ
・
イ
ル
マ
ン
合
わ
せ
て
約
六
〇
人

同
宿
・
従
僕
合
わ
せ
て
六
〇
人
以
上

八
、
一
五
九
二
年
一
一
月
現
在
、
天
草
コ
レ
ジ
オ
居
住
者

パ
ー
ド
レ
七
人
、
そ
の
内

院
長
カ
ル
デ
ロ
ン

教
師
コ
ン
フ
ァ
ロ
ニ
エ
リ
（
但
し
修
練
者
の
教
師
、
良
心
問

題
か
）

史
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教
師
ア
ビ
ラ
（
ラ
テ
ン
語
一
級
）

教
師
バ
レ
ト
（
ラ
テ
ン
語
二
級
）

イ
ル
マ
ン
四
三
人

修
学
生
三
六
人
（
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
四
人
・
マ
ラ
ッ
カ
生
一

人
・
イ
ン
デ
ィ
ア
生
一
人
・
日
本
人
三
〇
人
）

日
本
語
教
師
二
人
（
日
本
人
）

説
教
者
二
人
（
日
本
人
）

実
務
助
修
士
三
人
（
印
刷
技
師
二
人
〔
イ
タ
リ
ア
人
一
人
・

日
本
人
一
人
〕・
食
糧
貯
蔵
庫
係
一
人
〔
ポ
ル
ト
ガ
ル

人
〕）

九
、
一
五
九
三
年
一
月
現
在
、
天
草
コ
レ
ジ
オ
居
住
者

イ
エ
ズ
ス
会
士
五
〇
人

パ
ー
ド
レ
七
人

修
学
生
四
〇
人

実
務
助
修
士
三
人

一
〇
、
一
五
九
四
年
三
月
一
五
日
現
在
、
天
草
コ
レ
ジ
オ
居
住
者

イ
エ
ズ
ス
会
士
五
二
人

パ
ー
ド
レ
七
人

イ
ル
マ
ン
四
四
人
（
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
八
人
・
日
本
人
三
六

人
）

修
学
生
四
一
人

実
務
助
修
士
三
人

一
一
、
一
五
九
四
年
一
〇
月
二
六
日
現
在
、
天
草
コ
レ
ジ
オ
居
住

者パ
ー
ド
レ
六
人

イ
ル
マ
ン
四
〇
人
（
ほ
と
ん
ど
日
本
人
）

同
宿
二
〇
人
程

一
二
、
一
五
九
六
年
二
月
一
五
日
現
在
、
天
草
コ
レ
ジ
オ
居
住
者

イ
エ
ズ
ス
会
士
七
二
人

パ
ー
ド
レ
お
よ
び
イ
ル
マ
ン
四
八
人

修
練
者
二
四
人
（
そ
の
内
修
練
期
第
三
年
の
者
五
人
）

一
三
、
一
五
九
六
年
二
月
一
六
日
現
在
、
天
草
コ
レ
ジ
オ
居
住
者

院
長
メ
ス
キ
タ
（
兼
修
練
院
院
長
）

副
院
長
兼
会
計
係
ク
リ
タ
ナ

教
師
コ
ン
フ
ァ
ロ
ニ
エ
リ
（
但
し
修
練
院
の
教
師
）

日
本
人
修
学
生
は
諸
レ
ジ
デ
ン
シ
ア
に
分
散
、
パ
ー
ド
レ
に
同

伴
、
布
教

一
四
、
一
五
九
六
年
一
〇
月
一
七
日
現
在
、
天
草
コ
レ
ジ
オ
居
住

者イ
エ
ズ
ス
会
士
五
七
人

パ
ー
ド
レ
九
人

イ
ル
マ
ン
二
二
人
（
諸
レ
ジ
デ
ン
シ
ア
駐
在
者
を
含
む
）

キ
リ
シ
タ
ン
時
代
イ
エ
ズ
ス
会
コ
レ
ジ
オ
（
山
口
・
平
戸
・
生
月
・
千
々
石
・
有
家
・
加
津
佐
・
天
草
）
に
つ
い
て
（
下
）

一
一
七
（
五
六
一
）



修
練
者
二
六
人
（
そ
の
内
パ
ー
ド
レ
五
人
）

一
五
、
一
五
九
六
年
一
〇
月
一
八
日
現
在
、
天
草
コ
レ
ジ
オ
居
住

者イ
エ
ズ
ス
会
士
お
よ
び
同
宿
・
従
僕
の
全
員
か
、
一
一
二
人
以

上
（
そ
の
内
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
一
〇
人
、
そ
の
他
日
本
人
）

一
六
、
一
五
九
六
年
一
二
月
三
日
現
在
、
天
草
コ
レ
ジ
オ
居
住
者

イ
エ
ズ
ス
会
士
四
五
人

パ
ー
ド
レ
六
人

イ
ル
マ
ン
三
九
人
（
学
習
終
え
修
練
期
第
三
年
の
修
練
者
七

人
、
修
学
生
一
七
人
、
修
練
期
第
一
年
の
修
練
者
一
五
人

〔
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
五
人
・
日
本
人
一
〇
人
〕）

授
業

教
師

生
徒

山
口
・
平
戸
・
生
月
・
千
々
石
の
コ
レ
ジ
オ

教
育
活
動
な
し

有
家
コ
レ
ジ
オ

一
五
八
八
〜
八
九
年
現
在

修
練
期
二
年
終
え
た
修
練
者
一
三
人
が
コ
レ
ジ
オ
に
来
て
学

習
、
授
業
再
開
、
教
科
名
不
詳
で
あ
る
が
、
ラ
テ
ン
語
（
あ

る
い
は
古
典
学
）
か

日
本
人
イ
ル
マ
ン
の
学
習
上
達

加
津
佐
コ
レ
ジ
オ

一
五
九
〇
年
一
〇
月
一
二
日
現
在

コ
レ
ジ
オ
・
セ
ミ
ナ
リ
オ
共
通
の
古
典
学
の
授
業
四
ク
ラ
ス

（
ラ
テ
ン
語
の
初
級
か
ら
上
級
ま
で
の
四
ク
ラ
ス
と
い
う
意

味
か
）、
日
本
人
も
そ
の
教
師
を
勤
め
た

一
五
九
〇
年
一
〇
月
一
四
日
付
け
書
簡
に
「
日
本
に
は
現
在
コ

レ
ジ
オ
は
な
い
。」

天
草
コ
レ
ジ
オ
（
修
練
院
も
同
じ
建
物
）

一
五
九
二
年
九
月
二
九
日
現
在

比
較
的
新
参
の
日
本
人
イ
ル
マ
ン
た
ち
が
古
典
学
を
学
習
中
、

何
人
か
は
非
常
に
上
達
、
司
祭
叙
階
も
可
能

一
五
九
二
年
九
月
現
在

良
心
問
題

生
徒

六
人
（
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
）

日
本
語
の
書
籍

何
人
か
の
日
本
人
イ
ル
マ
ン
（
ラ
テ
ン
語

修
得
済
み
）

日
本
人
イ
ル
マ
ン
八
〜
一
〇
人
の
ロ
ー
マ
留
学
を
検
討
し

た
が
、
時
期
尚
早

一
五
九
二
年
一
〇
月
四
日
現
在

日
本
人
イ
ル
マ
ン
の
ロ
ー
マ
留
学
を
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
が
断

念
し
た
の
を
歓
迎

一
五
九
二
年
一
〇
月
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
の
指
示
（
一
五
九
二
年

史
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九
月
二
九
日
付
け
長
崎
発
ゴ
メ
ス
の
イ
エ
ズ
ス
会
総
長
宛
書

簡
、
お
よ
び
一
五
九
七
年
三
月
三
日
付
け
長
崎
発
パ
シ
オ
の

総
長
宛
書
簡
に
、
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
が
第
二
回
日
本
巡
察
を

終
る
に
当
た
っ
て
準
管
区
長
ゴ
メ
ス
に
与
え
た
指
令
を
記
し

て
い
る
。
両
書
簡
に
見
え
る
そ
の
指
令
内
容
を
纏
め
る
と
、

①
〜
③
の
通
り
で
あ
る
。
な
お
、
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
が
日
本

を
発
っ
た
の
は
一
五
九
二
年
一
〇
月
九
日
。
マ
カ
オ
・
コ
レ

ジ
オ
の
正
式
の
開
校
は
一
五
九
四
年
一
二
月
一
日
で
あ
る
が
、

そ
れ
以
前
か
ら
同
地
の
カ
ザ
で
教
育
活
動
は
行
わ
れ
て
い

た
（
208
）
）

①
ラ
テ
ン
語
・
日
本
語
を
充
分
理
解
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
イ

ル
マ
ン
六
人
に
対
し
て
、
良
心
問
題
を
学
習
さ
せ
る
。

②
日
本
人
イ
ル
マ
ン
一
二
人
を
マ
カ
オ
・
コ
レ
ジ
オ
に
送
っ

て
良
心
問
題
を
二
年
間
学
習
さ
せ
、
修
練
期
第
三
年
を
終

え
（
つ
ま
り
両
方
終
え
る
の
に
大
凡
三
年
要
す
る
）、
司

祭
叙
階
の
上
帰
国
さ
せ
、
次
の
一
二
人
を
派
遣
す
る
。
こ

の
指
令
は
、
日
本
人
イ
ル
マ
ン
に
対
し
、
ラ
テ
ン
語
と
良

心
問
題
を
学
習
し
た
だ
け
で
司
祭
叙
階
を
許
す
意
図
で
あ

っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

③
ラ
テ
ン
語
に
最
も
上
達
し
た
日
本
人
イ
ル
マ
ン
八
〜
九
人

に
、
日
本
語
・
書
札
礼
を
一
年
間
学
習
さ
せ
る
。

一
五
九
二
年
一
一
月
現
在

良
心
問
題

教
師

コ
ン
フ
ァ
ロ
ニ
エ
リ
（
修
練
院
の
教

師
）
か

生
徒

六
人
（
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
四
人
・
マ
ラ
ッ

カ
生
一
人
・
イ
ン
デ
ィ
ア
生
二
人
）

ラ
テ
ン
語
一
級

教
師

ア
ビ
ラ

生
徒

日
本
人
イ
ル
マ
ン
一
四
人

ラ
テ
ン
語
二
級

教
師

バ
レ
ト

生
徒

日
本
人
イ
ル
マ
ン
八
人

日
本
語
文
字
・
書
札
礼
（
日
本
の
学
文
）

教
師

日
本
人
イ
ル
マ
ン
二
人
（
ハ
ビ
ア
ン
・
高
井
コ
ス

メ
）

生
徒

日
本
人
イ
ル
マ
ン
八
人

学
文
と
は
、
品
格
あ
る
用
語
・
文
体
を
駆
使
し
て
書
簡
等
を

認
め
、
文
章
を
執
筆
す
る
教
養
を
身
に
つ
け
る
教
科
で
、
こ

れ
を
修
得
し
た
者
が
日
本
人
の
間
で
名
誉
と
尊
敬
を
博
し
た
。

イ
エ
ズ
ス
会
は
、
司
祭
は
も
ち
ろ
ん
説
教
者
イ
ル
マ
ン
と
し

て
働
く
者
で
あ
っ
て
も
、
日
本
人
会
員
が
学
ぶ
べ
き
教
科
と

し
て
重
視
し
た
。
ラ
テ
ン
語
修
得
後
に
学
習
し
、
日
本
語
文

字
あ
る
い
は
書
札
礼
と
表
記
す
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。

キ
リ
シ
タ
ン
時
代
イ
エ
ズ
ス
会
コ
レ
ジ
オ
（
山
口
・
平
戸
・
生
月
・
千
々
石
・
有
家
・
加
津
佐
・
天
草
）
に
つ
い
て
（
下
）

一
一
九
（
五
六
三
）



一
五
九
三
年
一
月
一
日
現
在

（
神
学

生
徒

二
人
〔
こ
の
生
徒
二
人
の
学
習
段
階
を
言

っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
天
草
コ
レ
ジ
オ
で
こ
の
時
神

学
の
講
義
が
行
わ
れ
て
い
た
と
は
、
そ
れ
を
裏
付
け
る

史
料
も
な
く
、
考
え
難
い
〕）

良
心
問
題

生
徒

八
人

ラ
テ
ン
語
一
級

生
徒

一
四
人

ラ
テ
ン
語
二
級

生
徒

八
人

日
本
語
文
字

生
徒

八
人

一
五
九
三
年
一
月
現
在

修
学
生
四
〇
人
（
そ
の
内
修
練
期
二
年
目
の
修
練
者
五
人
、

ラ
テ
ン
語
学
習
中
）

良
心
問
題

生
徒

七
人

古
典
学
第
一
（
上
級
）
生
徒

一
四
人

古
典
学
第
二
（
下
級
）
生
徒

八
人

日
本
語
文
字

一
一
人
（
ラ
テ
ン
語
修
得
済
み
）

一
五
九
三
年
八
月
一
五
日
〜
九
月
一
五
日

ゴ
メ
ス
著
「
要
綱
」（
哲
学
・
神
学
）
の
講
義
開
始

一
五

九
四
年
末
終
了

教
師

モ
レ
ホ
ン

一
五
九
三
年
現
在

「
要
綱
」
を
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
イ
ル
マ
ン
に
ラ
テ
ン
語
で
講
義

一
五
九
四
年
三
月
一
五
日
現
在

「
要
綱
」
教
師

モ
レ
ホ
ン

生
徒

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
イ
ル
マ
ン

六
人
（
良
心

問
題
一
年
以
上
学
習
中
）

日
本
人
イ
ル
マ
ン

二
四
人
以
上
（
ラ
テ

ン
語
一
級
・
日
本
語
学
習
済
み
）

日
本
人
イ
ル
マ
ン
は
こ
の
モ
レ
ホ
ン
の
講

義
の
聴
講
終
了
後
、
良
心
問
題
を
二
年

間
受
講
す
る
予
定

生
徒
と
し
て
、
他
に
一
一
人
以
下
の
イ
ル
マ
ン
が
い
た
。
ラ

テ
ン
語
・
日
本
語
学
習
中

一
五
九
四
年
一
〇
月
二
〇
日
現
在

「
要
綱
」（
ラ
テ
ン
語
原
本
）

生
徒

日
本
人
イ
ル
マ
ン

一
五
九
四
年
末
終
講

講
義
期
間
一
年
三
ヶ
月
〜
一
年
四
ヶ
月

「
要
綱
」（
主
要
部
分
の
邦
訳
書
）

生
徒

ラ
テ
ン
語
未
履
修
の
日
本
人
イ
ル
マ
ン

入
れ
替
わ
り
に
一
五
九
五
年
講
義
開
始
か

一
五
九
四
年
一
〇
月
二
六
日
現
在

「
要
綱
」
生
徒

イ
ル
マ
ン

四
〇
人
（
ま
た
は
三
〇
人
）

ほ
と
ん
ど
日
本
人

史

学

第
八
二
巻

第
四
号

一
二
〇
（
五
六
四
）



未
だ
「
要
綱
」
の
邦
訳
な
し
、
説
教
者
で
終
わ
る
者
に
ラ
テ

ン
語
「
要
綱
」
を
学
習
さ
せ
る
こ
と
の
害
を
指
摘

一
五
九
五
年
一
〇
月
一
二
日
現
在

日
本
語
（
書
簡
を
認
め
る
文
字
の
学
習
）
の
授
業
の
み
。

生
徒

日
本
人
イ
ル
マ
ン
（
皆
ラ
テ
ン
語
修
得

済
み
）

「
要
綱
」
を
ラ
テ
ン
語
原
本
で
、
あ
る
い
は
ラ
テ
ン
語
未
履

習
者
が
邦
訳
（
一
五
九
五
年
一
〇
月
完
成
か
）
で
学
習
す
る

の
は
、
司
祭
叙
階
の
た
め
で
は
な
く
、
説
教
者
と
し
て
働
く

た
め
で
あ
っ
て
、
そ
の
後
諸
レ
ジ
デ
ン
シ
ア
に
送
ら
れ
た
。

入
れ
替
わ
り
に
諸
レ
ジ
デ
ン
シ
ア
の
イ
ル
マ
ン
が
、
天
草
で

同
じ
学
習
を
す
る
。

ラ
テ
ン
語
を
修
得
し
た
日
本
人
イ
ル
マ
ン
は
、
マ
カ
オ
・
コ

レ
ジ
オ
に
送
っ
て
良
心
問
題
を
学
習
さ
せ
る
予
定
。
し
か
し

彼
ら
の
司
祭
叙
階
に
は
、
疑
問
と
す
る
意
見
多
い
。

一
五
九
六
年
一
月
七
日

ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
の
描
く
展
望
は
、
セ
ミ
ナ
リ
オ
を
終
え
修

練
院
を
も
終
え
た
日
本
人
イ
ル
マ
ン
を
先
ず
日
本
の
コ
レ
ジ

オ
に
入
れ
、
そ
こ
か
ら
マ
カ
オ
・
コ
レ
ジ
オ
に
送
っ
て
三
年

間
学
習
さ
せ
た
上
で
、
司
祭
に
叙
階
し
て
帰
国
さ
せ
る
と
い

う
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
反
対
意
見
も
強
か
っ
た
。

一
五
九
六
年
一
〇
月
一
八
日
現
在

日
本
語

一
五
九
六
年
一
〇
月
以
前
に
授
業
終
了

生
徒

何
人
か
の
イ
ル
マ
ン
（
ラ
テ
ン
語
修
得
済
み
）

「
要
綱
」
一
五
九
六
年
一
〇
月
以
前
に
授
業
終
了

生
徒

同
宿

一
〇
月
一
八
日
現
在
、
学
習
す
る
修
学
生
お
ら
ず
、
コ
レ
ジ

オ
活
動
停
止

一
五
九
六
年
一
二
月
三
日
現
在

日
本
の
諸
宗
教
に
つ
い
て
の
書
籍
、
お
よ
び
日
本
の
書
籍
・

書
簡
の
読
み
方

生
徒

ラ
テ
ン
語
お
よ
び
「
要
綱
」
を
学
習
し
た
日
本
人
イ

ル
マ
ン

「
要
綱
」
生
徒

同
宿

二
〇
人

一
五
九
七
年
（
九
月
以
前
）
現
在

一
五
九
五
年
に
三
人
（
そ
の
内
一
人
は
直
ぐ
帰
国
）、
九
六

年
に
二
人
、
合
計
四
人
の
日
本
人
イ
ル
マ
ン
（
飾
屋
〔
山

田
〕・
に
あ
ば
ら
・
徳
丸
・
木
村
）
が
マ
カ
オ
・
コ
レ
ジ
オ

で
良
心
問
題
を
学
習
中

キ
リ
シ
タ
ン
時
代
イ
エ
ズ
ス
会
コ
レ
ジ
オ
（
山
口
・
平
戸
・
生
月
・
千
々
石
・
有
家
・
加
津
佐
・
天
草
）
に
つ
い
て
（
下
）

一
二
一
（
五
六
五
）



日
本
の
コ
レ
ジ
オ
で
学
習
す
る
の
は
ラ
テ
ン
語
と
日
本
の
学

文
の
み
で
、
そ
の
先
の
教
科
は
マ
カ
オ
・
コ
レ
ジ
オ
で
学
ぶ

と
い
う
現
実
を
前
に
、
国
内
コ
レ
ジ
オ
の
存
在
意
義
に
疑
問

を
投
げ
る
批
判
は
、
パ
ー
ド
レ
・
イ
ル
マ
ン
の
間
に
存
在
し

た
。

右
に
記
し
た
授
業
の
状
況
の
み
を
表
示
す
る
（
表
４
）。

表
４

ラ
テ
ン
語
（
含
古
典
学
）

良
心
問
題

「
要
綱
」（
ラ
テ
ン
語

原
文
ま
た
は
主
要
部

分
の
邦
訳
書
）

学
文
（
日
本
語
・
文

字
・
書
札
礼
・
日
本

の
書
籍
）

有
家

一
五
八
八
〜
八
九

教
師

生
徒

修
練
者
一
三
人

加
津
佐
一
五
九
〇
年
一
〇
月
一
二
日

四
ク
ラ
ス
（
セ
ミ
ナ
リ
オ

共
通
）

一
五
九
〇
年
一
〇
月
一
四
日

「
日
本
に
コ
レ
ジ
オ
な
し
」

天
草

一
五
九
二
年
九
月
二
九
日

教
師

有

生
徒

新
参
日
本
人
イ
ル
マ
ン
何
人

か
非
常
に
上
達

一
五
九
二
年
九
月

教
師

有

有

生
徒

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
イ
ル

マ
ン
六
人

日
本
人
イ
ル
マ
ン
何

人
か

史

学

第
八
二
巻

第
四
号

一
二
二
（
五
六
六
）



一
五
九
二
年
一
一
月

教
師

ラ
テ
ン
語
一
級
ア
ビ
ラ

ラ
テ
ン
語
二
級
バ
レ
ト

コ
ン
フ
ァ
ロ
ニ
エ
リ

日
本
人
イ
ル
マ
ン
二

人
（
ハ
ビ
ア
ン
・
高

井
コ
ス
メ
）

生
徒

ラ
テ
ン
語
一
級
日
本
人
イ
ル

マ
ン
一
四
人

ラ
テ
ン
語
二
級
日
本
人
イ
ル

マ
ン
八
人

イ
ル
マ
ン
六
人
（
ポ

ル
ト
ガ
ル
四
・
マ
ラ

ッ
カ
一
・
イ
ン
デ
ィ

ア
一
）

日
本
人
イ
ル
マ
ン
八

人

一
五
九
三
年
一
月
一
日

教
師

ラ
テ
ン
語
一
級

有

ラ
テ
ン
語
二
級

有

有

生
徒

ラ
テ
ン
語
一
級

一
四
人

ラ
テ
ン
語
二
級

八
人

八
人

一
五
九
三
年
一
月

教
師

ラ
テ
ン
語

有

古
典
学
第
一

有

古
典
学
第
二

有

生
徒

ラ
テ
ン
語

修
練
者
五
人

古
典
学
第
一

一
四
人

古
典
学
第
二

八
人

七
人

一
一
人

一
五
九
三
年
八
月
一
五
日

〜
九
月
一
五
日

教
師

開
講

モ
レ
ホ
ン

（
一
五
九
四
年
末
終
了
）

一
五
九
三
年

教
師

モ
レ
ホ
ン
（
ラ
テ
ン

語
で
講
義
）

生
徒

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
イ
ル

マ
ン
六
人

キ
リ
シ
タ
ン
時
代
イ
エ
ズ
ス
会
コ
レ
ジ
オ
（
山
口
・
平
戸
・
生
月
・
千
々
石
・
有
家
・
加
津
佐
・
天
草
）
に
つ
い
て
（
下
）

一
二
三
（
五
六
七
）



一
五
九
四
年
三
月
一
五
日

教
師

有

モ
レ
ホ
ン

有

生
徒

有

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
イ
ル

マ
ン
六
人
（
良
心
問

題
一
年
以
上
学
習
中
）

日
本
人
イ
ル
マ
ン
二

四
人
以
上
（
ラ
テ
ン

語
一
級
・
日
本
語
学

習
済
み
、「
要
綱
」

受
講
後
良
心
問
題
二

年
間
聴
講
予
定
）

有

一
五
九
四
年
一
〇
月
二
〇
日

教
師

有

生
徒

日
本
人
イ
ル
マ
ン

（
ラ
テ
ン
語
原
文
に

よ
る
、
一
五
九
四
年

末
終
了
後
諸
レ
ジ
デ

ン
シ
ア
に
）

一
五
九
四
年
一
〇
月
二
六
日

教
師

有

生
徒

イ
ル
マ
ン
四
〇
（
ま

た
は
三
〇
）
人
、
ほ

と
ん
ど
日
本
人

一
五
九
五
年
一
〇
月
一
二
日

教
師

有

生
徒

日
本
人
イ
ル
マ
ン

（
ラ
テ
ン
語
修
得
済

み
）

史

学

第
八
二
巻

第
四
号

一
二
四
（
五
六
八
）



一
五
九
五
年

教
師

有

生
徒

日
本
人
イ
ル
マ
ン

（
主
要
部
分
の
邦
訳

書
に
よ
る
）

一
五
九
六
年
一
〇
月
一
八
日

教
師

コ
レ
ジ
オ
活
動
停
止

一
五
九
六
年
九
月
以

前
に
終
了

一
五
九
六
年
九
月
以

前
に
終
了

生
徒

同
宿

日
本
人
イ
ル
マ
ン
何

人
か
（
ラ
テ
ン
語
修

得
済
み
）

一
五
九
六
年
一
二
月
三
日

教
師

有

日
本
諸
宗
教
の
書
籍

お
よ
び
学
文

生
徒

同
宿
二
〇
人

日
本
人
イ
ル
マ
ン

（
ラ
テ
ン
語
・「
要

綱
」
修
得
済
み
）

（
一
五
九
七
年
〔
九
月
以
前
〕
日
本
人
イ
ル
マ
ン
四
人
マ
カ
オ
・
コ
レ
ジ
オ
で
良
心
問
題
学
習
中
）

キ
リ
シ
タ
ン
時
代
イ
エ
ズ
ス
会
コ
レ
ジ
オ
（
山
口
・
平
戸
・
生
月
・
千
々
石
・
有
家
・
加
津
佐
・
天
草
）
に
つ
い
て
（
下
）

一
二
五
（
五
六
九
）
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。

（
８
）

Schütte,M
onum

enta,I,pp.306

�308.

（
９
）

Ibid.,pp.308

�311.

（
１０
）

Ibid.,pp.329,330.

本
史
料
は
今
村
義
孝
『
天
草
学
林
と
そ

の
時
代
』
天
草
文
化
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
、
一
〇
五
頁
、
今
村

義
孝
「
天
草
の
コ
レ
ジ
ヨ
（
学
林
）」
鶴
田
文
史
編
『
天
草
学
林

論
考
と
資
料
集
』
第
二
輯
、
天
草
文
化
出
版
社
、
一
九
九
五
年
所

収
、
二
五
・
二
六
頁
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。

（
１１
）

Letras
y

escrituras
de

Japón.

小
論
（
上
）
の
註（
１５０
）・
註

（
１６８
）
に
記
し
た
通
り
、
こ
のescrituras

の
語
は
、『
日
葡
辞

書
』
の
記
述
に
つ
い
て
は
「
書
札
礼
」
で
は
な
く
「
文
書
」
と
訳

す
の
が
適
切
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
書
札
礼
」
の
訳
語
を
当
て

る
。

（
１２
）

Schütte,M
onum

enta,I,pp.306

�325.

本
史
料
は
、
今
村

義
孝
『
天
草
学
院
と
そ
の
時
代
』
一
〇
六
〜
一
一
七
頁
、
今
村
義

孝
「
天
草
の
コ
レ
ジ
ヨ
（
学
林
）」
二
六
〜
三
三
頁
で
使
用
さ
れ
て

い
る
。

（
１３
）

additione
octava

al
capitolo

16
e

17
del

Sum
ario

di
G

iapone.

ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
著
「
日
本
諸
事
要
録
」
第
一
六
章
は

「
日
本
人
の
イ
ル
マ
ン
や
同
宿
と
、
わ
れ
わ
れ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
仲

間
と
間
に
統
一
を
維
持
す
る
た
め
に
、
守
る
べ
き
細
心
の
注
意
と

方
法
」、
第
一
七
章
は
「
日
本
人
は
修
道
会
に
対
し
て
、
そ
し
て
彼

ら
の
生
き
方
を
守
る
こ
と
に
よ
っ
て
容
易
に
統
轄
に
服
す
る
こ
と

に
対
し
、
い
か
に
優
れ
た
素
質
を
備
え
て
い
る
か
」
と
の
表
題
で

あ
る
。
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
は
一
五
九
二
年
の
「
補
遺
」
第
八
で
、

こ
の
両
章
で
記
述
し
た
事
柄
に
対
し
補
正
加
筆
を
し
て
い
る
。

A
lejandro

V
alignano

,Sum
ario

de
las

C
osas

de
Japon

史

学

第
八
二
巻

第
四
号

一
二
六
（
五
七
〇
）



（1583

）,José
Luis

A
lvarez

�Taladriz
ed.,

T
okyo,

1954,
pp.

198

�206.

ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
松
田
毅
一
他
訳
『
日
本
巡
察
記
』
東

洋
文
庫
、
平
凡
社
、
一
九
七
三
年
、
九
一
〜
九
九
頁
。
そ
れ
に
対

す
る
「
補
遺
」
第
八
は
、A

.V
alignano

,A
diciones

delSum
ario

de
Japon,A

lvarez

�Taladriz
ed.,O

saka,1954,pp.569

�583.

（
１４
）

Jap.Sin.13

�I,f.59.

（
１５
）
「
巡
察
師
パ
ー
ド
レ
・
ア
レ
ッ
サ
ン
ド
レ
・
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ

が
〔
一
五
〕
九
七
年
一
〇
月
に
こ
の
マ
カ
オ
・
コ
レ
ジ
オ
の
授
業

の
た
め
に
与
え
た
命
令
」
に
拠
る
と
、
同
コ
レ
ジ
オ
で
は
、
ラ
テ

ン
語
・
哲
学
・
良
心
問
題
（
倫
理
神
学
）・〔
教
理
〕
神
学
の
順
で

学
習
し
た
よ
う
に
見
え
る
が
、
し
か
し
現
実
に
修
学
生
た
ち
の
学

習
の
履
歴
に
拠
る
と
、
ラ
テ
ン
語
・
良
心
問
題
・
哲
学
・
神
学
の

順
で
学
ん
で
い
る
。

註（
１４６
）拙
著
『
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
の
文
化
と
諸
相
』
八
木
書
店
、

二
〇
〇
一
年
、
二
四
九
〜
二
六
三
・
四
五
一
・（
四
四
六
〜
四
九

〇
）頁
。Schütte,M

om
um

enta
H

istorica
Japoniae,I,pp.453,

454,496,497,511.

（
１６
）
拙
著
、
同
右
、
四
九
二
頁
。

（
１７
）
拙
著
、
同
右
、
四
九
二
・
四
九
三
頁
。

（
１８
）
イ
エ
ズ
ス
会
内
の
位
階
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
キ
リ
シ
タ
ン
時

代
対
外
関
係
の
研
究
』
二
頁
。
ま
た
そ
の
位
階
に
よ
っ
て
概
念
的

に
定
ま
る
中
核
か
ら
周
辺
部
に
向
け
て
の
イ
エ
ズ
ス
会
の
分
類
に

つ
い
て
は
、
同
一
二
〇
頁
。

（
１９
）
史
料
ａ
はJap.

Sin.
25,

ff.
90

�93.
Schütte,

M
om

um
enta

H
istorica

Japoniae
I,pp.579

�587.

史
料
ｂ
はJap.Sin.25,ff.

99b

�99f.Schütte,M
om

um
enta,I,pp.593

�603.

（
２０
）
史
料
ｂ
に
は
「
教
養
科
目
修
士
」lecenceado

em
artes

の

語
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

Schütte,M
om

um
enta

H
istorica

Japoniae,I,p.596.

（
２１
）
史
料
ａ
に
は
「
学
習
を
終
え
た
」acabou

seus
estudos.

と

記
さ
れ
て
い
る
が
、
史
料
ｂ
に
は
「
哲
学
と
神
学
の
学
習
を
終
え

た
」acabou

seus
estudos

de
philosophia

e
theologia.

と
見

え
る
。

Schütte,M
om

um
enta

H
istorica

Japoniae,I,pp.582,597.

（
２２
）
史
料
ａ
に
は
「
文
法
」gram

m
ática

と
記
さ
れ
て
い
る
が
、

史
料
ｂ
に
は
「
ラ
テ
ン
語
」latim

と
見
え
る
。

Schütte,M
om

um
enta

H
istorica

Japoniae,I,pp.582,597.

（
２３
）
史
料
ｂ
に
は
、
修
辞
学rethórica

の
語
は
見
え
な
い
。

Schütte,M
om

um
enta

H
istorica

Japoniae,I,p.597.

（
２４
）
史
料
ａ
に
は
「
修
辞
学
」rethórica

と
記
さ
れ
て
い
る
が
、

史
料
ｂ
に
は
「
古
典
学
」hum

anidade

と
あ
る
（
補
註
１
）。
こ

こ
だ
け
見
る
と
、
修
辞
学
と
古
典
学
と
は
同
義
の
よ
う
に
思
わ
れ

る
が
、
そ
う
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
史
料
ａ
の27,João

Pom
ério

の
教
授
歴
に
、
古
典
学hum

anidade

と
修
辞
学

rethórica

を
併
記
し
て
、
こ
れ
ら
二
教
科
を
講
じ
た
旨
記
さ
れ
て

い
る
（
補
註
２
）。
一
五
八
四
年
一
二
月
二
〇
日
付
け
豊
後
発
、
ア

ン
ト
ニ
ノ
・
プ
レ
ネ
ス
テ
ィ
ノ
の
書
簡
に
、
古
典
学
と
修
辞
学
の

学
習
の
後
、
哲
学
と
神
学
の
要
綱
を
講
じ
る
こ
と
、
と
記
さ
れ
て

い
る
（
補
註
３
）。

先
に
『
契
利
斯
督
記
』
下
巻
に
載
る
岡
本
三
右
衛
門
提
出
の
、

「
品
々
の
学
文
の
事
」
と
題
す
る
書
付
に
見
え
る
「
ウ
マ
ニ
ダ
テ
」

hum
anidade

の
説
明
文
を
引
用
し
た
が
、
次
に
「
レ
ト
リ
カ
」

キ
リ
シ
タ
ン
時
代
イ
エ
ズ
ス
会
コ
レ
ジ
オ
（
山
口
・
平
戸
・
生
月
・
千
々
石
・
有
家
・
加
津
佐
・
天
草
）
に
つ
い
て
（
下
）

一
二
七
（
五
七
一
）



に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
か
示
す
。

「
一
、
レ
ト
リ
カ
（retorica

）
理
非
を
分
弁
舌
を
教
る
学

レ
ト
リ
カ
と
申
は
是
も
ラ
テ
ン
の
内
の
学
也
、
ウ
マ
ニ
ダ
テ
よ
り

又
よ
き
詞
に
て
御
座
候
、
此
学
仕
候
へ
ば
、
理
非
を
能
弁
へ
弁
舌

も
達
し
能
き
談
義
者
に
成
申
候
、
ラ
テ
ン
の
内
右
の
通
上
中
下
三

つ
に
分
け
候
て
教
申
候
、
右
の
三
ケ
条
僧
共
に
習
申
候
、
南
蛮
に

は
切
支
丹
の
外
別
の
宗
旨
無
御
座
候
故
、
他
宗
の
者
も
習
ひ
申
候

哉
、
其
段
は
不
存
候
。

下
げ
札

レ
ト
リ
カ
は
天
文
の
学
也
、
右
ラ
テ
ン
の
詞
を
以
文
を

作
る
学
也
、
日
本
に
て
詩
を
作
り
文
を
作
る
同
前
也
。（
補
註

４
）」レ

ト
リ
カ
つ
ま
り
修
辞
学
と
は
、
古
典
学
よ
り
さ
ら
に
一
段
上

の
、
い
わ
ば
ラ
テ
ン
語
最
上
級
と
も
い
言
う
べ
き
教
科
で
あ
っ
た

よ
う
で
あ
る
。
右
の
文
中
の
「
ラ
テ
ン
の
上
中
下
」
と
は
、
同
書

付
の
記
載
順
に
拠
り
、
ガ
ラ
マ
チ
カgram

atica
・
ウ
マ
ニ
ダ
テhu-

m
anidade

・
レ
ト
リ
カretorica

を
指
す
。

（
補
註
１
）

Schütte,M
om

um
enta

H
istorica

Japoniae
I,pp

.
584,599.

（
補
註
２
）

Ibid.,pp.582,583.

（
補
註
３
）
拙
稿
「
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
イ
エ
ズ
ス
会
府
内
コ
レ
ジ

オ
に
つ
い
て
」
下
、『
史
学
』
八
一
ノ
三
、
一
七
頁
。

（
補
註
４
）

Library
of

C
ongress.

（
２５
）
史
料
ａ
に
「
古
典
学
」hum

anidade

と
記
さ
れ
て
い
る
が
、

史
料
ｂ
に
は
「
ラ
テ
ン
語
」latim

と
見
え
る
。

Schütte,
M

om
um

enta
H

istorica
Japoniae,

I,
pp.

584,
599,

600.

（
２６
）
史
料
ａ
に
は
「
ラ
テ
ン
語
教
授
」leo

latim

と
記
さ
れ
て
い
る

が
、
史
料
ｂ
に
は
「
ラ
テ
ン
語
お
よ
び
修
辞
学
教
授
」leo

latim
e

rhetórica

と
あ
る
。

Schütte,M
om

um
enta

H
istorica

Japoniae,I,pp.587,603.

（
２７
）
史
料
ａ
に
は
「
神
学
四
年
」quatro

annos
theologia

と
記

さ
れ
て
い
る
が
、
史
料
ｂ
に
は「
神
学
三
年
」tres

annos
de

theo-
logia

と
記
す
。

Schütte,M
om

um
enta

H
istorica

Japoniae,I,pp.587,603.

（
２８
）
史
料
ａ
は
「
神
学
一
年
半
」anno

e
m

eio
de

theologia.

史

料
ｂ
は
「
神
学
何
ヶ
月
か
」alguns

m
eses

de
theologia.

Schütte,M
om

um
enta

H
istorica

Japoniae,I,pp.579,593.

（
２９
）
一
六
一
四
年
一
一
月
、
マ
ニ
ラ
追
放
の
途
中
死
亡
。

Schütte,M
om

um
enta

H
istorica

Japoniae,I,p.1163.

（
３０
）
史
料
ｂ
に
は
、「
教
養
科
目
修
士
」licenciado

em
artes

の

記
載
な
し
。

Schütte,M
om

um
enta

H
istorica

Japoniae,I,p.594.

（
３１
）
史
料
ａ
に
は
「
古
典
学
」hum

anidade

と
記
さ
れ
て
い
る
が
、

史
料
ｂ
は
「
ラ
テ
ン
語
」latim

と
あ
る
。

Schütte,M
om

um
enta

H
istorica

Japoniae,I,pp.583,598.

（
３２
）
史
料
ａ
に
は
「
教
養
科
目
」artes

と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
史

料
ｂ
は
「
哲
学
」philosophia

と
あ
る
。

Schütte,M
om

um
enta

H
istorica

Japoniae,I,pp.583,598.
（
３３
）
史
料
ａ
に
は
「
良
心
問
題
一
年
」casos

hum
anno

と
記
さ

れ
て
い
る
の
に
対
し
、
史
料
ｂ
は
「
良
心
問
題
二
年
」dous

annos
casos

と
見
え
る
。

Schütte,M
om

um
enta

H
istorica

Japoniae,I,pp.585,600.

史

学

第
八
二
巻

第
四
号

一
二
八
（
五
七
二
）



（
３４
）
史
料
ａ
に
は
「
良
心
問
題
独
学
」casos

per
sy

と
記
さ
れ
て

い
る
が
、
史
料
ｂ
に
は
「
良
心
問
題
二
年
」dous

annos
de

casos

と
あ
る
。

Schütte,M
om

um
enta

H
istorica

Japoniae,I,pp.585,601.

（
３５
）
史
料
ｂ
に
は
「
哲
学
」
の
み
で
、
学
習
期
間
三
年
と
は
記
さ
れ

て
い
な
い
。

Schütte,M
om

um
enta

H
istorica

Japoniae,I,p.595.

（
３６
）
史
料
ｂ
に
は
「
法
律
学
」
の
こ
と
は
見
え
な
い
。Schütte,

M
om

um
enta

H
istorica

Japoniae,I,p.595.

（
３７
）
史
料
ａ
に
は
「
古
典
学
」hum

anidade

と
記
さ
れ
て
い
る
が
、

史
料
ｂ
に
は
「
ラ
テ
ン
語
」latim

と
あ
る
。

Schütte,M
om

um
enta

H
istorica

Japoniae,I,pp.581,596.

（
３８
）
史
料
ａ
に
は
「
教
養
科
目
」artes
と
記
さ
れ
て
い
る
の
に
対

し
、
史
料
ｂ
に
は
「
哲
学
」philosophia
と
記
し
て
あ
る
。

Schütte,M
om

um
enta

H
istorica

Japoniae,I,pp.582,597.

（
３９
）
史
料
ａ
に
は
「
文
法
」gram

m
ática

と
記
さ
れ
て
い
る
が
、

史
料
ｂ
に
は
「
ラ
テ
ン
語
」latim

と
見
え
る
。

Schütte,M
om

um
enta

H
istorica

Japoniae,I,pp.584,599.

（
４０
）
史
料
ａ
に
は
「
良
心
問
題
二
年
」casos

dous
annos

と
記
さ

れ
て
い
る
が
、
史
料
ｂ
に
は
「
良
心
問
題
三
年
」tres

annos
casos

と
見
え
る
。

Schütte,M
om

um
enta

H
istorica

Japoniae,I,pp.585,601.

（
４１
）
史
料
ａ
に
は
「
良
心
問
題
三
年
」casos

tres
annos

と
記
さ

れ
て
い
る
が
、
史
料
ｂ
に
は
「
良
心
問
題
二
年
」casos

dous
an-

nos

と
見
え
る
。

Schütte,M
om

um
enta

H
istorica

Japoniae,I,pp.585,601.

（
４２
）
史
料
ａ
に
は
「
文
法
」gram

m
ática

と
記
さ
れ
て
い
る
が
、

史
料
ｂ
に
は
「
ラ
テ
ン
語
」latim

と
見
え
る
。

Schütte,M
om

um
enta

H
istorica

Japoniae,I,pp.585,601.

（
４３
）
平
林
は
一
五
九
八
年
一
〇
月
マ
カ
オ
に
行
き
、
哲
学
・
倫
理
神

学
（
良
心
問
題
）
を
学
び
、
一
六
〇
六
年
帰
国
し
た
。
司
祭
叙
階

は
帰
国
後
に
司
教
セ
ル
ケ
イ
ラ
か
ら
受
け
た
。
セ
ル
ケ
イ
ラ
は
一

六
一
四
年
二
月
一
六
日
長
崎
で
死
亡
し
た
の
で
、
彼
の
司
祭
叙
階

は
も
ち
ろ
ん
そ
れ
以
前
で
あ
る
。
一
六
一
四
年
一
一
月
に
は
日
本

に
い
た
が
、
翌
一
五
年
三
月
二
一
日
に
長
崎
で
病
死
し
た
。

Schütte,M
om

um
enta

H
istorica

Japoniae,I,p.1190.

（
４４
）
平
林
の
学
歴
に
つ
い
て
、
史
料
ａ
・
史

料
ｂ
共
に

ク
ル
ソ
・
ダ
ス
・
ア
ル
テ
ス

テ
オ
ロ
ジ
ア

「
教
養
科
目
課
程
、
お
よ
び
神
学
を
二
年
学
ん
だ
。」
と
あ
る
（
補

註
１
）。
し
か
し
シ
ュ
ッ
テ
神
父
は
、
平
林
に
つ
い
て
、
マ
カ
オ
で

哲
学
と
倫
理
神
学
（
つ
ま
り
良
心
問
題
）
を
学
ん
だ
と
記
す
（
補

註
２
）。
す
な
わ
ち
、
史
料
ａ
・
史
料
ｂ
の
記
述
の
、
教
養
科
目
課

程
（
つ
ま
り
哲
学
）
は
よ
い
と
し
て
、theologia

神
学
はtheolo-

gia
m

oral

倫
理
神
学
つ
ま
り
良
心
問
題
の
こ
と
だ
と
解
し
た
よ
う

で
あ
る
。
史
料
ａ
・
史
料
ｂ
に
は
、
良
心
問
題
抜
き
でphilosophia

とtheologia

を
学
ん
だ
旨
記
さ
れ
て
い
る
パ
ー
ド
レ
が
多
数
お
り
、

平
林
に
つ
い
て
の
みtheologia

はteologia
m

oral

の
こ
と
だ
と

解
釈
す
る
の
は
、
根
拠
薄
弱
の
嫌
い
が
あ
る
。
因
み
に
史
料
ａ
・

史
料
ｂ
に
はtheologia

m
oral

の
語
は
見
え
ず
、
倫
理
神
学
（
良

心
問
題
）
はcasos

と
記
す
。

し
か
し
、
日
本
人
パ
ー
ド
レ
七
人
の
内
平
林
の
み
、
良
心
問
題

抜
き
で
哲
学
と
神
学
を
学
ん
だ
と
い
う
の
も
不
可
解
で
あ
る
。
シ

ュ
ッ
テ
神
父
の
記
す
如
く
、
彼
は
哲
学
と
倫
理
神
学
を
学
ん
だ
、

キ
リ
シ
タ
ン
時
代
イ
エ
ズ
ス
会
コ
レ
ジ
オ
（
山
口
・
平
戸
・
生
月
・
千
々
石
・
有
家
・
加
津
佐
・
天
草
）
に
つ
い
て
（
下
）

一
二
九
（
五
七
三
）



す
な
わ
ち
他
の
日
本
人
パ
ー
ド
レ
は
良
心
問
題
の
み
で
あ
る
が
、

平
林
の
み
良
心
問
題
お
よ
び
哲
学
を
学
ん
だ
、
と
解
釈
す
る
の
が

妥
当
の
よ
う
に
思
う
。

な
お
、
平
林
が
マ
カ
オ
・
コ
レ
ジ
オ
で
哲
学
を
学
ん
だ
こ
と
は

明
確
で
あ
る
（
補
註
３
）。

（
補
註
１
）

Schütte,M
om

um
enta

H
istorica

Japoniae,I,
pp.

585,601.

（
補
註
２
）

Ibid.,p.1190.

（
補
註
３
）
拙
著
『
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
の
文
化
と
諸
相
』
四
五

四
・
四
五
五
頁
。

（
４５
）

Schütte,M
onum

enta
H

istorica
Japoniae,I,p.1196.

（
４６
）

Ibid.,p.1249,1250.

（
４７
）

Ibid.,p.1253.

（
４８
）

Ibid.,p.1190.

（
４９
）

Ibid.,p.1205.

（
木
村
に
つ
い
て
は
、
恐
ら
く
マ
カ
オ
で
）

（
５０
）

Ibid.,p.1188.

（
５１
）

Ibid.,p.1314.

（
５２
）
先
に
引
用
し
た
一
五
九
二
年
一
一
月
作
成
名
簿
の
、
天
草
コ
レ

ジ
オ
・
修
練
院
居
住
者
に
、
伊
東
マ
ン
シ
オ
・
千
々
石
ミ
ゲ
ル
・

中
浦
ジ
ュ
リ
ア
ン
・
原
マ
ル
テ
ィ
ニ
ョ
の
遣
欧
使
節
四
人
の
名
が

見
え
た
。
小
論
（
上
）、『
史
学
』
八
二
ノ
三
、
四
五
・
四
六
頁
、

２２
・
２８
・
２９
・
３８
。

（
５３
）
下
線
個
所
の
原
語
はde

una
m

anera
de

curso,o
C

om
-

pendio
de

T
heologia

で
あ
る
。curso

「
課
程
」
は
、
キ
リ
シ

タ
ン
教
会
史
料
で
は
「
哲
学
」
の
意
味
で
使
用
す
る
の
が
一
般
で

あ
る
が
、
こ
こ
で
は
講
義
課
程
と
い
っ
た
意
味
か
。C

om
pendio

de
T

heologia

「
神
学
要
綱
」
と
は
、
ゴ
メ
ス
の
要
綱
の
第
三
部

の
こ
と
か
。

尾
原
悟
「
都
に
大
学
を
！
」『
上
智
大
学
史
資
料
集
』
第
１
集
、
上

智
学
院
、
一
九
八
〇
年
、
六
・
七
・
一
四
〜
二
一
頁
。

（
５４
）

Jap.Sin.12

�I,f.178,178v.

ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
原
著
、
ア

ン
リ
ー
・
ベ
ル
ナ
ー
ル
、
ア
ブ
ラ
ン
シ
ェ
ス
・
ピ
ン
ト
、
岡
本
良

知
編
訳
『
九
州
三
侯
遣
欧
使
節
行
記
続
編
』
東
洋
堂
、
一
九
四
九

年
、
二
三
六
・
二
三
七
頁
。
岡
本
良
知
・
チ
ー
ス
リ
ク
・
柳
谷
武

夫
訳
「
イ
エ
ズ
ス
会
本
部
所
蔵
日
本
人
キ
リ
シ
タ
ン
書
翰
」『
キ
リ

シ
タ
ン
研
究
』
第
六
輯
、
一
九
六
一
年
所
収
、
一
六
八
頁
。
結
城

了
悟
「
伊
東
マ
ン
シ
ョ
の
書
簡
」『
長
崎
談
叢
』
六
五
輯
、
一
九
八

二
年
、
四
三
頁
。

同
じ
マ
ン
シ
オ
の
書
簡
に
、「
わ
れ
わ
れ
は
昨
〔
一
五
〕
九
三
年

サ
ン
ク
テ
ィ
ア
ゴ

プ
ロ
バ
シ
オ
ン

の
使
徒
ヤ
コ
ブ
の
日
〔
七
月
二
五
日
〕
に
、
二
年
間
の
修
練
を
終

コ

ン

パ

ニ

ア

イ

ン

コ

ル

ポ

ラ

ド

ス

え
て
イ
エ
ズ
ス
会
に
入
会
を
許
さ
れ
、
そ
の
会
員
仲
間
に
な
っ
た
。

（
補
註
１
）」
と
記
さ
れ
て
い
る
。「
わ
れ
わ
れ
」
と
は
、
帰
国
し
た

少
年
使
節
四
人
を
指
す
。
つ
ま
り
伊
東
マ
ン
シ
オ
等
は
一
五
九
一

年
七
月
二
五
日
か
ら
九
三
年
七
月
二
五
日
ま
で
修
練
院
で
修
練
を

行
っ
た
上
で
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
会
員
仲
間
に
な
っ
た
と
い
う
。

た
だ
し
伊
東
マ
ン
シ
オ
等
四
人
の
イ
エ
ズ
ス
会
入
会
は
、
一
五

九
一
年
七
月
二
五
日
と
さ
れ
て
い
る
（
補
註
２
）。
一
口
に
イ
エ
ズ

ス
会
あ
る
い
は
イ
エ
ズ
ス
会
士
と
言
っ
て
も
、
概
念
的
に
い
ろ
い

ろ
な
分
け
方
が
な
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
厳
密
に
は
盛
式
四
誓
願

司
祭
の
み
か
ら
成
る
、
中
核
部
を
意
味
す
る
イ
エ
ズ
ス
会
か
ら
、

最
も
広
範
に
包
含
す
る
イ
エ
ズ
ス
会
ま
で
四
つ
に
分
け
る
よ
う
で

あ
る
（
補
註
３
）。
伊
東
マ
ン
シ
オ
等
四
人
が
一
五
九
一
年
七
月
二

史

学

第
八
二
巻

第
四
号

一
三
〇
（
五
七
四
）



五
日
に
イ
エ
ズ
ス
会
に
入
会
し
た
と
い
う
の
は
、
最
も
広
く
包
含

ノ
ビ
シ
オ

し
て
修
練
者
を
も
入
れ
た
イ
エ
ズ
ス
会
に
入
会
し
た
意
味
で
あ
り
、

右
の
一
五
九
四
年
三
月
六
日
付
け
マ
ン
シ
オ
書
簡
に
見
え
る
、
一

五
九
三
年
七
月
二
五
日
、
二
年
間
の
修
練
を
終
え
て
イ
エ
ズ
ス
会

の
会
員
仲
間
に
な
っ
た
と
い
う
の
は
、
右
よ
り
も
一
ラ
ン
ク
上
が

っ
た
、
中
核
か
ら
第
三
番
目
の
範
疇
の
イ
エ
ズ
ス
会
お
よ
び
イ
エ

ズ
ス
会
士
を
意
味
す
る
と
言
っ
て
よ
い
。

（
補
註
１
）

Jap.Sin.12

�I,f.178.

ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
原
著
、

ベ
ル
ナ
ー
ル
・
ピ
ン
ト
・
岡
本
編
訳
『
九
州
三
侯
遣
欧
使
節
行

記
続
編
』
二
三
五
頁
。
岡
本
・
チ
ー
ス
リ
ク
・
柳
谷
訳
「
イ
エ

ズ
ス
会
本
部
所
蔵
日
本
人
キ
リ
シ
タ
ン
書
翰
」
一
六
六
頁
。
結

城
「
伊
東
マ
ン
シ
ョ
の
書
簡
」
四
二
頁
。

（
補
註
２
）

Schütte,M
om

um
enta

H
istorica

Japoniae,I,
pp.

1153,1188,1197,1249.

結
城
了
悟
『
ロ
ー
マ
を
見
た
』
日
本

二
十
六
聖
人
記
念
館
、
一
九
八
二
年
、
一
六
九
頁
。

（
補
註
３
）
拙
著
『
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
対
外
関
係
の
研
究
』
一
二

〇
頁
。

（
５５
）

Jap.Sin.52,f.23.

（
５６
）
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
原
著
、
ベ
ル
ナ
ー
ル
・
ピ
ン
ト
・
岡
本
編

訳
『
九
州
三
侯
遣
欧
使
節
行
記
続
編
』
二
三
七
頁
。
岡
本
・
チ
ー

ス
リ
ク
・
柳
谷
訳
「
イ
エ
ズ
ス
会
本
部
所
蔵
日
本
人
キ
リ
シ
タ
ン

書
翰
」
一
六
八
頁
。

（
５７
）
今
村
義
孝
『
天
草
学
林
と
そ
の
時
代
』
一
二
〇
・
二
三
六
頁
。

今
村
義
孝
「
天
草
の
コ
レ
ジ
オ
（
学
林
）」
三
五
・
四
四
頁
。

（
５８
）

Jap.Sin.52,ff.20v.,21.
Lettera

A
nnva

del
G

iapone
dal

m
arzo

del
M

.
D

.
X

C
III

sino
al

m
arzo

del
X

C
IV

,
R

om
a,

1597,pp.71

�73.

本
年
報
の
原
文
書
は
保
存
状
態
不
良
で
、
判
読
困
難
な
所
に
つ

い
て
は
イ
タ
リ
ア
語
訳
刊
本
と
照
合
し
つ
つ
邦
訳
し
た
。
な
お
今

村
義
孝
『
天
草
コ
レ
ジ
オ
と
そ
の
時
代
』
一
二
〇
・
一
二
一
・
一

二
四
〜
一
二
七
頁
、
今
村
義
孝
「
天
草
の
コ
レ
ジ
ヨ
（
学
林
）」
三

八
〜
四
〇
頁
に
、
本
年
報Lettera

A
nnva

del
G

iapone
dal

m
arzo

delM
.D

.
X

C
III

sino
al

m
arzo

del
X

C
IV

,
pp.

74

�78

の
引
用
に
よ
る
記
述
が
見
え
る
。

（
５９
）

Jap.Sin.52,f.21v.Lettera
A

nnva,p.75.

（
６０
）

Jap.Sin.52,f.22.Lettera
A

nnva,p.76.

（
６１
）

Jap.Sin.52,f.22.Lettera
A

nnva,p.76.

（
６２
）

Jap.Sin.52,f.22v.Lettera
A

nnva,p.77.

（
６３
）
尾
原
悟
編
著
『
イ
エ
ズ
ス
会
日
本
コ
レ
ジ
オ
の
講
義
要
綱
Ⅰ
』

『
キ
リ
シ
タ
ン
研
究
』
第
三
四
輯
、
教
文
館
、
一
九
九
七
年
、
一
一

六
〜
二
三
四
頁
。

（
６４
）
尾
原
悟
編
著
『
イ
エ
ズ
ス
会
日
本
コ
レ
ジ
オ
の
講
義
要
綱
Ⅲ
』

『
キ
リ
シ
タ
ン
研
究
』
第
三
六
輯
、
一
九
九
九
年
、
二
〇
〜
五
五
頁
。

（
６５
）
尾
原
悟
編
著
、
同
右
、
五
六
〜
二
五
八
頁
。

（
６６
）
本
年
報
の
原
文
書
は
傍
線
箇
所
がIrm

ãos
que

acabarão
a

prim
eira

de
latim

e
o

estudo
de

Japão

と
記
し
て
あ
る
が
、

イ
タ
リ
ア
語
訳
刊
本
に
は
こ
の
箇
所
がFratelliche

finirno
la

R
hetorica,&

lo
studio

delG
iaponese

と
あ
る
（
傍
線
引
用

者
）。
つ
ま
り
、
原
文
書
のprim

eira
de

latim

「
ラ
テ
ン
語
一

級
」
が
、
イ
タ
リ
ア
語
訳
刊
本
で
はR

hetorica

「
修
辞
学
」
に
替

え
て
あ
る
。「
修
辞
学
」
の
教
科
名
が
「
ラ
テ
ン
語
一
級
」
と
同
義

で
使
用
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

キ
リ
シ
タ
ン
時
代
イ
エ
ズ
ス
会
コ
レ
ジ
オ
（
山
口
・
平
戸
・
生
月
・
千
々
石
・
有
家
・
加
津
佐
・
天
草
）
に
つ
い
て
（
下
）

一
三
一
（
五
七
五
）



（
６７
）
右
の
註（
６６
）
と
同
様
で
あ
る
が
、
原
文
書
のprim

eira
clase

de
latim

「
ラ
テ
ン
語
一
級
ク
ラ
ス
」
が
、
イ
タ
リ
ア
語
訳
刊
本
で

はR
hetorica

「
修
辞
学
」
と
記
し
て
あ
る
。

（
６８
）

Jap.Sin.52,f.23,23v.Lettera
A

nnva,pp.78

�80.

（
６９
）
註（
7
）。

（
７０
）

Jap.Sin.31,f.88.

本
書
簡
引
用
文
の
後
半
の
印
刷
に
関
す
る

箇
所
はJ.L.A

lvarez-T
aladriz

「
ラ
ウ
レ
ス
先
生
の
�
こ
ん
ぺ
え

糖
�」『
ビ
ブ
リ
ア
』
一
一
（
一
九
五
八
年
七
月
）
八
頁
に
引
用
。

（
７１
）

m
inistro.

前
引
一
五
九
二
年
一
一
月
作
成
名
簿
に
、
天
草
コ

レ
ジ
オ
・
修
練
院
居
住
パ
ー
ド
レ
の
二
番
目
に
、
彼
の
名
が
そ
の

職
務
と
と
も
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

拙
著
『
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
対
外
関
係
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
三

〇
〜
三
二
・
三
七
頁
。

（
７２
）

Jap.Sin.12

�II,f.209,209v.

（
７３
）
小
論
（
上
）、
四
四
〜
四
七
頁
。

（
７４
）

Schütte,M
onum

enta
H

istorica
Japoniae,I,p.47.

（
７５
）

Ibid.,pp.339,1211,1212.

（
７６
）
ロ
レ
ン
ソ
に
つ
い
て
は
、
古
く
海
老
沢
有
道
氏
の
研
究
が
あ
る

が
、
最
近
で
は
五
野
井
隆
史
『
日
本
キ
リ
シ
タ
ン
史
の
研
究
』
吉

川
弘
文
館
、
二
〇
〇
二
年
に
お
い
て
、
彼
の
活
躍
が
記
述
さ
れ
て

い
る
。

（
７７
）

Schütte,
M

onum
enta

H
istorica

Japoniae,
I,

pp
.

337,
1164.

（
７８
）

Ibid.,pp.1127,1185,1237,1267,1328,1329.

天
草
の
リ

ョ
ー
イ
ン
・
パ
ウ
ロ
に
つ
い
て
は
五
野
井
『
日
本
キ
リ
シ
タ
ン
史

の
研
究
』
八
六
・
一
五
二
頁
に
見
え
る
。
な
お
五
野
井
、
同
書
、

七
八
・
七
九
頁
で
は
、
府
内
に
お
い
て
説
教
者
と
し
て
活
躍
し
た

パ
ウ
ロ
な
る
人
物
に
触
れ
て
い
る
。

（
７９
）
下
線
個
所
の
原
文
は
次
の
通
り
。La

letra
desta

arte
se

hiz
aqui

en
Jappon

y
tan

barata
que

los
punçones

y
m

atrizes
para

fundir
la

letra
no

passó
de

ocho
cruzados.

語
法
的
に

はpassó

は
複
数
形
に
な
る
は
ず
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
右
の
記
載

を
含
む
文
章
全
体
の
主
語
で
あ
るletra

をpassar

の
主
語
と
み

な
し
て
、
単
数
形
を
と
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

本
文
引
用
文
で
は
逐
語
訳
を
し
て
お
い
た
が
、
文
意
と
し
て
は
、

刻
印
機
と
母
型
を
問
題
に
し
て
い
る
と
い
う
よ
り
、
要
は
ア
ル
ヴ

ァ
レ
ス
『
ラ
テ
ン
文
典
』
印
刷
の
活
字
全
部
の
製
作
費
が
、
如
何

に
安
価
で
あ
っ
た
か
を
強
調
し
た
文
で
あ
ろ
う
。

（
８０
）

Jap.Sin.12

�II,f.242v.

（
８１
）
『
日
葡
辞
書
』V

ocabvrario
da

Lingoa
de

Iapam
,

岩
波
書

店
、
一
九
六
〇
年
、
一
七
二
・
一
八
二
頁
。
土
井
忠
生
・
森
田

武
・
長
南
実
編
訳
『
邦
訳
日
葡
辞
書
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
〇
年
、

二
二
二
頁
。

な
お
俵
はfardo

と
訳
さ
れ
る
の
が
一
般
で
あ
る
が
、saco

と

も
訳
し
た
よ
う
で
あ
る
。
一
六
〇
六
年
ア
ロ
ン
ソ
・
ム
ニ
ョ
ス
の

サ
コ

聖
グ
レ
ゴ
リ
オ
管
区
長
宛
書
簡
に
、「
米
一
袋
�
一
ド
ゥ
カ
ド
」
と

見
え
る
。

B
ritish

Library,H
arley

M
anuscript

3750

�8/9,f.386.
（
８２
）

Segvnda
parte

das
cartas,

É
vora,

1598,
reprint,

M
aia,

1997,f.43.

松
田
毅
一
監
訳
『
十
六
・
七
世
紀
イ
エ
ズ
ス
会
日
本

報
告
集
』
第
Ⅲ
期
第
６
巻
、
同
朋
舎
出
版
、
一
九
九
一
年
、
六
八

頁
。

史

学

第
八
二
巻

第
四
号

一
三
二
（
五
七
六
）



（
８３
）

Segvnda
parte

das
cartas,f.153v.

松
田
監
訳
『
十
六
・
七

世
紀
イ
エ
ズ
ス
会
日
本
報
告
集
』
Ⅲ
、
７
、
一
九
九
四
年
、
五
八

頁
。

（
８４
）

Luís
Fróis,

H
istoria

de
Japam

,
IV

,
José

W
icki

ed.,
Lis-

boa,1983,p.401.

松
田
毅
一
・
川
崎
桃
太
訳
『
フ
ロ
イ
ス
日
本

史
』
１
、
中
央
公
論
社
、
一
九
七
七
年
、
三
二
二
頁
。

（
８５
）

Jap.Sin.54,f.85v.

五
野
井
隆
史
『
徳
川
初
期
キ
リ
シ
タ
ン

史
研
究
』
補
訂
版
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
二
年
、
九
〇
頁
。

（
８６
）

A
lexandre

V
alignano

,
Libro

prim
ero

del
principio

y
progresso

de
la

R
eligion

C
hristiana

en
Japon

,
B

iblioteca
da

A
juda,

49

�IV

�53,
ff.

277v.
A

lejandro
V

alignano
,

Su-
m

ario
de

las
cosas

de
Japon

（1583

）,p.324.

（
８７
）

V
alignano,

A
diciones

del
Sum

ario
de

Japon

（1592

）,p.
528,nota

29.

（
８８
）

B
iblioteca

de
la

R
eal

A
cadem

ia
de

la
H

istoria,
C

ortes
565,f.54.

Ｈ
・
チ
ー
ス
リ
ク
編
著
『
芸
備
キ
リ
シ
タ
ン
史
料
』

吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
八
年
、
三
九
八
頁
、
欧
文
一
〇
六
頁
。

（
８９
）

Pedro
M

orejon,
H

istoria
y

R
elacion

de
lo

Svcedido
en

los
R

einos
de

Iapon
y

C
hina,Lisboa,1621,f.105v.

野
間
一

正
・
佐
久
間
正
共
訳
『
ペ
ド
ゥ
ロ
・
モ
レ
ホ
ン
続
日
本
殉
教
録
』

キ
リ
シ
タ
ン
文
化
研
究
会
、
一
九
七
三
年
、
二
一
五
・
二
一
六
頁
。

五
野
井
隆
史
『
徳
川
初
期
キ
リ
シ
タ
ン
史
研
究
』
補
訂
版
、
九
〇

頁
。Schütte,M

onum
enta

H
istorica

Japoniae,I,p.1243.

（
９０
）

Jap.Sin.63,f.52v.

（
９１
）

Josef
Franz

Schütte

「
佐
渡
の
島
―
―
キ
リ
シ
タ
ン
史
料
に

表
わ
れ
て
い
る
佐
渡
―
―
」『
キ
リ
シ
タ
ン
研
究
』
一
八
輯
、
一
九

七
八
年
、
二
四
頁
。

（
９２
）

H
ubert

C
ieslik

「
臼
杵
の
修
練
院
」『
キ
リ
シ
タ
ン
研
究
』
一

八
輯
、
一
五
五
頁
。

（
９３
）
『
キ
リ
シ
タ
ン
研
究
』
七
輯
別
冊
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
二

年
、
七
二
頁
。
同
七
輯
、
第
二
部
本
文
の
飜
字
、
四
四
頁
。
Ｈ
・

チ
ー
ス
リ
ク
編
著
『
芸
備
キ
リ
シ
タ
ン
史
料
』
二
八
一
頁
。

（
９４
）
松
田
毅
一
『
近
世
初
期
日
本
関
係
南
蛮
史
料
の
研
究
』
風
間
書

房
、
一
九
六
七
年
、
五
〇
八
頁
。Fróis,op.cit.,V

,1984,p.561.

松
田
・
川
崎
訳
、
前
掲
書
、
２
、
一
九
七
七
年
、
二
四
一
頁
。

（
９５
）

Schütte,M
onum

enta
H

istorica
Japoniae,I,p.373.

（
９６
）
『
地
方
凡
例
録
』
上
、
大
石
慎
三
郎
校
訂
、
近
藤
出
版
社
、
一

九
七
四
年
、
二
五
五
頁
。
な
お
松
田
・
川
崎
訳
『
フ
ロ
イ
ス
日
本

史
』
１
、
一
三
〇
頁
の
註
記
に
こ
の
俵
入
の
問
題
に
言
及
し
て
い

る
。

（
９７
）

declaracion

を
「
注
解
」
と
す
る
の
は
、
中
井
允
訳
『
聖
イ

グ
ナ
チ
オ
・
ロ
ヨ
ラ
イ
エ
ズ
ス
会
会
憲
』
イ
エ
ズ
ス
会
日
本
管
区
、

一
九
九
三
年
お
よ
び
イ
エ
ズ
ス
会
日
本
管
区
編
訳
『
イ
エ
ズ
ス
会

会
憲
付
会
憲
補
足
規
定
』
南
窓
社
、
二
〇
一
一
年
に
拠
る
。

（
９８
）
ペ
ド
ロ
・
ラ
モ
ン
は
病
気
の
た
め
、
一
五
九
五
年
一
〇
月
マ
カ

オ
に
行
っ
た
。
し
か
し
ク
リ
ス
ト
ヴ
ァ
ン
・
モ
レ
ラ
は
一
五
九
六

年
三
月
マ
カ
オ
に
行
っ
た
。
事
情
が
あ
っ
て
モ
レ
ラ
の
マ
カ
オ
行

き
が
半
年
延
び
た
か
。

Schütte,M
onum

enta
H

istorica
Japoniae,I,

pp.
1242,

1243,
1276.

（
９９
）
使
徒
聖
マ
テ
ィ
ア
ス
の
祝
日
は
、
ロ
ー
マ
暦
五
月
一
四
日
。

K
.

�H
.

ビ
ー
リ
ッ
ツ
著
、
松
山
與
志
雄
訳
『
教
会
暦
祝
祭
日
の
歴

キ
リ
シ
タ
ン
時
代
イ
エ
ズ
ス
会
コ
レ
ジ
オ
（
山
口
・
平
戸
・
生
月
・
千
々
石
・
有
家
・
加
津
佐
・
天
草
）
に
つ
い
て
（
下
）

一
三
三
（
五
七
七
）



史
と
現
在
』
教
文
館
、
二
〇
〇
三
年
、
二
七
九
・
二
八
〇
頁
。

（
１００
）

A
ntonio

de
N

ebrija.E
lio

A
ntonio

de
N

ebrija

の
こ
と
。

Lebrija

お
よ
びM

artínez
de

Jarava

の
名
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。

ス
ペ
イ
ン
人
文
法
学
者
で
、
一
四
四
四
年
レ
ブ
リ
ハ
市
で
生
ま
れ
、

一
五
二
二
年
死
亡
し
た
。
カ
ト
リ
ッ
ク
両
王R

eyes
C

atólicos

の

年
代
記
作
者
で
あ
る
。
イ
タ
リ
ア
に
一
〇
年
間
滞
在
し
た
後
一
四

七
三
年
ス
ペ
イ
ン
に
戻
り
、
サ
ラ
マ
ン
カ
・
ア
ル
カ
ラ
・
セ
ビ
リ

ア
の
諸
大
学
お
よ
び
そ
の
前
身
で
、
ラ
テ
ン
語
雄
弁
術
の
教
授
を

勤
め
た
。
一
五
・
一
六
世
紀
に
お
け
る
最
も
優
れ
た
ス
ペ
イ
ン
人

ウ
マ
ニ
ス
タ
ス

古
典
学
者
の
一
人
と
、
見
な
さ
れ
て
い
る
。
ヘ
ブ
ラ
イ
語
に
熟
達

し
、
ラ
テ
ン
語
に
対
す
る
彼
の
造
詣
は
極
め
て
深
く
、
そ
の
後
こ

の
点
で
彼
を
凌
駕
す
る
の
は
至
難
と
さ
れ
た
。
彼
の
著
名
な
『
ラ

テ
ン
語
文
典
』G

ram
ática

latina
は
、
真
の
ラ
テ
ン
語
学
者
を
育

て
る
の
に
寄
与
し
た
し
、
彼
の
『
カ
ス
テ
ィ
リ
ャ
語
文
典
』

G
ram

ática
castellana

は
、
言
語
の
純
粋
さ
と
言
語
学
の
基
礎
の

点
で
真
の
学
者
た
ち
が
頻
繁
に
参
照
し
、
彼
ら
の
高
い
評
価
を
博

し
た
。
ヒ
メ
ネ
ス
・
デ
・
シ
ス
ネ
ロ
スJim

énez
de

C
isneros

の

多
国
語
訳
聖
書
の
作
成
に
、
協
力
し
た
。
彼
の
主
要
な
著
作
目
録

は
、
引
用
文
献
に
示
し
たE

nciclopedia

の
記
事
に
載
る
。

E
nciclopedia

V
niversalIlvstrada,t.37,pp.1477,1478.

（
１０１
）

Jap.Sin.12

�II,f.270,270v.

本
史
料
の
末
尾
の
『
羅
葡
日

辞
書
』
作
成
に
関
す
る
箇
所
は
、
岸
本
恵
実
「
キ
リ
シ
タ
ン
版

『
羅
葡
日
辞
書
』
と
そ
の
原
典
」
国
語
語
彙
史
研
究
会
編
『
国
語
語

彙
史
の
研
究
』
二
四
、
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
五
年
、
四
八
・
四
九

頁
に
引
用
。

（
１０２
）
拙
訳
『
大
航
海
時
代
の
日
本
』
八
木
書
店
、
二
〇
一
一
年
、
四

四
〇
・
五
二
七
・
五
二
八
頁
。

（
１０３
）
註（
１５９
）。
拙
著
『
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
の
文
化
と
諸
相
』
四
五

二
・
四
五
五
頁
。

（
１０４
）
「
要
綱
」
は
ま
ず
ラ
テ
ン
語
で
作
成
さ
れ
、
そ
の
後
す
ぐ
続
い

て
邦
訳
「
要
綱
」
が
作
ら
れ
た
が
、
伝
存
す
る
邦
訳
「
要
綱
」
は

次
の
よ
う
に
、
複
製
・
刊
行
さ
れ
た
。

上
智
大
学
キ
リ
シ
タ
ン
文
庫
監
修
・
編
集
、C

om
pendium

コ
ン
ペ
ン

catholicae
veritatis,

第
二
巻
「
イ
エ
ズ
ス
会
日
本
コ
レ
ジ
ヨ
講
義

デ
ィ
ウ
ム

要
綱
」
大
空
社
、
一
九
九
七
年
。
内
容
は
次
の
三
部
か
ら
成
る
。

第
一
部
、
小
林
謙
貞
編
述
「
二
儀
略
説
」（
原
本D

e
Sphaera

）、

第
二
部
、
ペ
ド
ロ
・
ゴ
メ
ス
編
述
「
ア
ニ
マ
ノ
上
ニ
付
テ
」（
原
本

D
e

A
nim

a

）、
第
三
部
、
同
「
真
実
ノ
教
」（
原
本D

e
T

heolo-
gia

）。
右
の
翻
刻
本
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

尾
原
悟
『
イ
エ
ズ
ス
会
コ
レ
ジ
ヨ
の
講
義
要
綱
』
Ⅰ
（『
キ
リ
シ
タ

ン
研
究
』
三
四
輯
）
教
文
館
、
一
九
九
七
年
、
一
三
〜
一
〇
八
頁

（
第
一
部
）、
一
一
一
〜
二
三
四
頁
（
第
二
部
）。
Ⅱ
（『
キ
リ
シ
タ

ン
研
究
』
三
五
輯
）
一
九
九
八
年
、
一
三
〜
四
〇
八
頁
（
第
三
部
）。

Ⅲ
（『
キ
リ
シ
タ
ン
研
究
』
三
六
輯
）
一
九
九
九
年
、
一
三
〜
二
四

一
頁
（
第
三
部
）。

ラ
テ
ン
語
「
要
綱
」
と
邦
訳
「
要
綱
」
と
の
比
較
対
照
は
、
尾

原
悟
神
父
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
。
上
智
大
学
キ
リ
シ
タ
ン
文

庫
監
修
・
編
集
、
同
右
、
第
三
巻
、
七
三
〜
一
二
五
頁
。
尾
原
、

同
右
、
Ⅰ
、
四
三
八
〜
四
四
五
頁
。
Ⅱ
、
四
一
二
〜
四
二
三
頁
。

Ⅲ
、
二
八
〇
〜
二
八
七
頁
。

現
存
邦
訳
本
が
筆
写
さ
れ
た
の
が
一
五
九
五
年
で
あ
る
こ
と
は
、

史

学

第
八
二
巻

第
四
号

一
三
四
（
五
七
八
）



そ
の
本
文
に
明
記
さ
れ
て
お
り
疑
問
の
余
地
は
な
い
（
補
註
１
）。

同
邦
訳
完
成
時
期
に
つ
い
て
、
尾
原
神
父
は
一
五
九
五
年
一
〇
月

と
す
る
（
補
註
２
）。
こ
こ
で
は
一
応
こ
の
見
解
に
従
っ
て
お
く
が
、

た
だ
そ
の
根
拠
は
、
後
に
引
用
す
る
一
五
九
五
年
一
〇
月
二
〇
日

付
け
フ
ロ
イ
ス
の
年
報
（
補
註
３
）
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
年
報

の
記
事
は
、
邦
訳
完
成
が
九
五
年
一
〇
月
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か

に
す
る
も
の
と
は
言
え
な
い
よ
う
に
思
う
。

（
補
註
１
）
上
智
大
学
キ
リ
シ
タ
ン
文
庫
監
修
・
編
集
、
前
掲
書
、

第
二
巻
、
一
七
五
葉
裏
。
尾
原
、
前
掲
書
、
Ⅱ
、
二
一
八
頁
。

（
補
註
２
）
上
智
大
学
キ
リ
シ
タ
ン
文
庫
監
修
・
編
集
、
同
右
、

第
三
巻
、
六
七
・
六
九
頁
。
尾
原
、
Ⅰ
、
四
五
四
・
四
五
七
頁
。

（
補
註
３
）
註（
１１５
）。

（
１０５
）
拙
著
「
キ
リ
ス
ト
教
時
代
イ
エ
ズ
ス
会
の
府
内
コ
レ
ジ
オ
に
つ

い
て
」（
上
）、『
史
学
』
八
一
ノ
一
・
二
、
四
〇
〜
四
三
頁
。

（
１０６
）
拙
著
『
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
の
文
化
と
諸
相
』
五
一
三
・
五
二
三

頁
。

（
１０７
）

B
iblioteca

da
A

juda,49

�V

�11,ff.120v.,122.

（
１０８
）

Pierre
H

um
bertclaude

,
“R

echerches
sur

deux
C

ata-
logues

de
M

acao

（1616
&

1632

）”,
B

iblioteca
N

ipónica,
fascículo

terceiro,T
oquio,1942,pp.47,74.

（
１０９
）

T
hom

as
U

yttenbroeck
,

E
arly

Franciscans
in

Japan
,

C
om

m
ettee

of
the

A
postolate

,
c

/
o

C
atholic

C
hurch

,
H

im
eji,1958,p.7.

ト
マ
ス
・
オ
イ
テ
ン
ブ
ル
ク
著
石
井
健
吾

訳
『
十
六
〜
十
七
世
紀
の
日
本
に
お
け
る
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
士
た

ち
』
中
央
出
版
社
、
一
九
八
〇
年
、
三
三
頁
。

（
１１０
）

U
yttenbroeck,op.cit.,pp.9,10.

石
井
健
吾
訳
、
前
掲
書
、

四
五
・
四
六
頁
。

（
１１１
）

Lorenzo
Pérez,

“C
artas

y
R

elaciones
del

Japón
”,

A
r-

chivo
Ibero

�Am
ericano,V

I,1916,p.225.

（
１１２
）

U
yttenbroeck,op.cit.,p.10.

石
井
健
吾
訳
、
前
掲
書
、
四

七
頁
。

（
１１３
）

Jap.Sin.41,f.108.A
lejandro

V
alignano,A

pologia
de

la
C

om
pañia

de
Jesus

de
Japon

y
C

hina

（1598

）,José
Luis

A
l-

varez

�Taladriz
ed.,O

saka,1998,pp.263,264.

（
１１４
）
先
に
引
用
し
た
一
五
九
四
年
三
月
一
五
日
付
け
、
一
五
九
三
年

度
年
度
を
指
す
。

（
１１５
）

Jap.Sin.52,ff.97v.,98.

（
１１６
）

Jap.Sin.52,f.98v.

（
１１７
）

Jap.Sin.52,f.99.

（
１１８
）
傍
線
箇
所
の
原
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。quatro

irm
ãos

dous
Portuguezes

que
se

hão
de

ordenar
e

tornar
logo

a
Japão,

下
線
を
付
し
たdous

「
二
人
」
は
、
明
ら
か
に
不
要
の
語

を
記
し
て
し
ま
っ
た
誤
で
、
右
の
引
用
文
の
す
ぐ
後
にdous

Ja-
poens

「
二
人
の
日
本
人
」
の
語
が
続
く
こ
と
に
よ
る
錯
誤
で
あ

ろ
う
。

（
１１９
）

Jap.Sin.52,f.99.

（
１２０
）
一
五
九
二
年
以
前
の
印
刷
物
に
つ
い
て
は
、
小
論
（
上
）
の
註

（
１１５
）に
記
し
た
。

（
１２１
）
拙
著
『
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
の
文
化
と
諸
相
』
四
五
二
・
四
五
五

頁
。
註（
１５９
）

（
１２２
）
拙
著
、
同
右
、
四
五
二
・
四
五
五
頁
。
註（
１５９
）

（
１２３
）

Schütte,M
onum

enta
H

istorica
Japoniae,I,p.1318.

キ
リ
シ
タ
ン
時
代
イ
エ
ズ
ス
会
コ
レ
ジ
オ
（
山
口
・
平
戸
・
生
月
・
千
々
石
・
有
家
・
加
津
佐
・
天
草
）
に
つ
い
て
（
下
）

一
三
五
（
五
七
九
）



（
１２４
）

Ibid.,p.1143.

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
は
、
カ
ブ
ラ

ル
の
ゴ
ア
管
区
長
（
イ
ン
デ
ィ
ア
管
区
長
と
同
）
の
在
任
期
間
を

一
五
九
四
〜
九
七
年
と
記
す
。Francisco

R
odrigues,A

C
om

-
panhia

de
Jesus

em
Portugal

e
nas

M
issões,

Pôrto,
1935,

p.24.

（
１２５
）

Schütte,M
onum

enta
H

istorica
Japoniae,I,p.1143.

（
１２６
）
「
詩
篇
」
二
ノ
九
。D

ocum
enta

Indica,X
V

II,p.261.

（
１２７
）
原
語
はesciencias.

史
料
に
よ
っ
て
は
「
高
度
の
諸
学
問
」

sciencias
m

ayores
と
記
す
。
ラ
テ
ン
語
を
習
得
し
て
後
に
学
ぶ

哲
学
・
神
学
等
を
指
す
。
本
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
書
簡
の
翻
刻
者
ヴ

ィ
ッ
キ
神
父
も
、
こ
の
語
に
つ
い
て
、philosophy

and
theology

と
註
記
す
る
。D

ocum
enta

Indica,X
V

II,Joseph
W

ickied.,
R

om
ae,1988,p.263.

「
高
度
の
諸
学
問
」
の
語
は
、
例
え
ばJap.

Sin.2,f.74.

拙
稿
「
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
イ
エ
ズ
ス
会
の
府
内
コ
レ

ジ
オ
に
つ
い
て
」（
上
）『
史
学
』
八
一
ノ
一
・
二
、
二
六
頁
。

（
１２８
）

Jap.Sin.12

�II,f.315.D
ocum

enta
Indica,X

V
II,p.263.

（
１２９
）
カ
ブ
ラ
ル
は
、
一
五
七
〇
年
六
月
一
八
日
来
日
、
一
五
七
〇

ス
ペ
リ
オ
ル

〜
八
一
年
日
本
布
教
長
、
八
一
〜
八
三
年
豊
後
地
区
上
長
。
一
五

八
三
年
二
月
一
九
日
日
本
を
発
ち
マ
カ
オ
へ
。Schütte,Intro-

ductio
ad

H
istoriam

Societatis
Jesu

in
Japonia

1549

�1650,
pp.886,887.Schütte,M

onum
enta

H
istorica

Japoniae,I,
p.

1143.

（
１３０
）
一
五
七
五
〜
七
七
年
に
イ
エ
ズ
ス
会
士
二
六
人
を
日
本
に
派
遣

し
た
が
、
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
が
日
本
に
渡
来
し
た
当
時
彼
ら
は
日

本
語
が
ほ
と
ん
ど
分
か
ら
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
の
記
述
を
検
証

す
る
。
一
五
七
五
年
に
日
本
に
パ
ー
ド
レ
三
人P.A

ntonius

G
onçalves

〔P.A
lphonsus

G
onzález

の
こ
と
（
補
註
１
）〕,P.

C
hristophorus

de
León,P.A

ntonius
Lopes.

（
補
註
２
）、
一

五
七
六
年
に
イ
エ
ズ
ス
会
士
一
四
人P.João

B
aptista,P.Pero

R
am

ón,P.B
althezar

Lopez,P.B
elchior

de
M

oura,P.G
re-

gorio
C

éspedes,P.G
onçallo

R
abello,P.A

ndré
Pinto,

そ
の

他
イ
ル
マ
ン
七
人
（
補
註
３
）、
一
五
七
七
年
に
九
人
（
補
註
４
）

が
日
本
に
渡
来
し
た
。
名
前
が
判
明
し
て
い
る
上
記
パ
ー
ド
レ
九

人
に
つ
い
て
、「
一
五
七
九
年
一
二
月
在
日
イ
エ
ズ
ス
会
パ
ー
ド

レ
・
イ
ル
マ
ン
の
名
簿
」
に
拠
り
、
彼
ら
の
日
本
語
能
力
を
見
て

み
る
。（
一
五
七
六
年
に
来
日
し
た
と
い
うP.A

ndrê
Pinto

に
つ

い
て
で
あ
る
が
、Schütte

に
拠
る
と
、
一
五
七
七
年
日
本
に
渡
来

し
た
が
、
同
年
マ
カ
オ
に
派
遣
さ
れ
た
（
補
註
５
）。
し
た
が
っ
て

右
に
記
し
た
パ
ー
ド
レ
は
一
〇
人
で
あ
る
が
、
名
簿
作
成
当
時
日

本
に
い
た
者
は
、
こ
のP.A

ndré
Pinto

を
除
く
九
人
で
あ
る
）。

そ
れ
ぞ
れ
の
日
本
語
能
力
に
つ
い
て
の
記
載
を
次
に
示
す
。

P.A
lphonsus

G
onzález.

「
す
で
に
〔
日
本
〕
語
で
告
解
を
聴

く
。」

P.C
hristophorus

de
León.

「
す
で
に
〔
日
本
〕
語
で
告
解
を
聴

く
。」

P.A
ntonius

Lopes.

「
他
の
二
人
よ
り
も
〔
日
本
〕
語
が
よ
く
分

か
る
。」

P.João
B

aptista.

「
中
程
度
に
〔
日
本
〕
語
が
分
か
る
。」

P.Pero
R

am
ón.

「
多
少
〔
日
本
〕
語
が
分
か
る
よ
う
に
な
り
つ

つ
あ
る
。」

P.B
althezar

Lopez.

「〔
日
本
〕
語
を
修
得
す
る
の
が
非
常
に
遅

れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。」

史

学

第
八
二
巻

第
四
号

一
三
六
（
五
八
〇
）



P.B
elchior

de
M

oura.

「〔
日
本
〕
語
が
非
常
に
よ
く
分
か
る
よ

う
に
な
り
つ
つ
あ
る
。」

P.G
regorio

C
éspedes.

「〔
日
本
〕
語
を
充
分
修
得
し
つ
つ
あ
る
。

す
で
に
告
解
を
聴
く
こ
と
を
始
め
て
い
る
程
で
あ
る
。」

P.G
onçallo

R
abello.

「〔
日
本
〕
語
を
学
ん
で
い
る
。（
補
註

６
）」

右
の
通
り
で
あ
る
が
、
本
書
簡
中
で
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
が
「〔
一

五
七
五
〜
七
七
年
に
日
本
に
派
遣
し
た
会
員
た
ち
は
、
私
が
日
本

に
行
っ
た
一
五
七
九
年
当
時
、
日
本
語
学
習
に
〕
碌
に
成
果
を
上

げ
て
お
ら
ず
、
ほ
と
ん
ど
何
も
分
か
ら
な
い
よ
う
な
有
様
で
あ
っ

た
。（
補
註
７
）」
と
記
す
の
は
、
文
章
の
レ
ト
リ
ッ
ク
を
は
る
か

に
超
え
て
お
り
、
カ
ブ
ラ
ル
に
対
し
て
激
し
い
憎
悪
を
抱
く
ヴ
ァ

リ
ニ
ャ
ー
ノ
が
、
彼
を
貶
め
る
意
図
を
込
め
て
総
長
に
日
本
教
会

報
告
を
書
き
送
っ
た
も
の
と
思
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

（
補
註
１
）

Schütte,
M

onum
enta

H
istorica

Japoniae,
I,

pp.
1184,1185.

（
補
註
２
）

D
ocum

enta
Indica,

X
,

Ioseph
W

icki
ed

.,
R

o-
m

ae,1968,pp.460,902.

（
補
註
３
）

Ibid.,X
,pp.699,770,902.

（
補
註
４
）

Ibid.,X
,p.902.

（
補
註
５
）

Schütte,
M

onum
enta

H
istorica

Japoniae,
I,

p.
1272.

（
補
註
６
）

Ibid.,pp.109

�111.

（
補
註
７
）

Jap
.

Sin
.

12

�II,
f.

315v.
D

ocum
enta

Indica,
X

V
II,p.264.

（
１３１
）
一
五
九
四
年
天
草
版
『
ラ
テ
ン
文
典
』・
九
五
年
天
草
版
『
罷

葡
日
辞
書
』
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
一

五
八
一
年
に
は
、
日
本
語
の
文
法
書
と
辞
書
が
作
ら
れ
て
い
た
こ

と
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
イ
エ
ズ
ス
会
の
府
内

コ
レ
ジ
オ
に
つ
い
て
」（
上
）『
史
学
』
八
一
ノ
一
・
二
、
三
八

〜
四
三
頁
に
記
し
た
。

（
１３２
）

vareras.

拙
訳
『
大
航
海
時
代
の
日
本
―
―
ポ
ル
ト
ガ
ル
公
文

書
に
見
る
―
―
』
七
二
〜
七
四
頁
。

（
１３３
）

Jap.Sin.2,ff.58v.,59.

井
手
勝
美
訳
「
日
本
イ
エ
ズ
ス
会

第
一
回
協
議
会
（
一
五
八
〇
〜
八
一
年
）
と
東
イ
ン
ド
巡
察
師
ヴ

ァ
リ
ニ
ア
ー
ノ
の
裁
決
（
一
五
八
二
年
）」『
キ
リ
シ
タ
ン
研
究
』

二
二
輯
、
二
八
三
〜
二
八
五
頁
。
井
手
勝
美
『
キ
リ
シ
タ
ン
思
想

史
研
究
序
説
』
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
五
年
、
四
一
二
〜
四
一
四

頁
。

（
１３４
）

V
alignano,

A
diciones

del
Sum

ario
de

Japon,
pp.

617

�

636.José
Luis

A
lvarez

T
aladriz

編
註
（
井
手
勝
美
訳
）「
日
本

イ
エ
ズ
ス
会
第
二
回
総
協
議
会
議
事
録
と
裁
決
（
一
五
九
〇
年
）」

『
キ
リ
シ
タ
ン
研
究
』
一
六
輯
、
一
九
七
六
年
、
二
三
〇
〜
二
五
一

頁
。
井
手
『
キ
リ
シ
タ
ン
思
想
史
研
究
序
説
』
五
〇
四
〜
五
二
四

頁
。

（
１３５
）

V
alignano,

A
diciones

del
Sum

ario
de

Japon,
pp.

692

�

695.

ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
著
家
入
敏
光
訳
編
『
日
本
の
カ
テ
キ
ズ

モ
』
天
理
図
書
館
、
一
九
六
九
年
、
二
六
八
〜
二
七
一
頁
。

（
１３６
）

Jap.Sin.2,ff.49

�50v.

井
手
訳
、
前
掲
、『
キ
リ
シ
タ
ン
研

究
』
二
二
輯
、
二
六
四
〜
二
六
六
頁
。
井
手
『
キ
リ
シ
タ
ン
思
想

史
研
究
序
説
』
三
九
四
〜
三
九
六
頁
。

（
１３７
）

Jap.Sin.2,ff.54v.

�56.

井
手
訳
、
前
掲
、『
キ
リ
シ
タ
ン
研

キ
リ
シ
タ
ン
時
代
イ
エ
ズ
ス
会
コ
レ
ジ
オ
（
山
口
・
平
戸
・
生
月
・
千
々
石
・
有
家
・
加
津
佐
・
天
草
）
に
つ
い
て
（
下
）

一
三
七
（
五
八
一
）



究
』
二
二
輯
、
二
七
四
〜
二
七
八
頁
。
井
手
『
キ
リ
シ
タ
ン
思
想

史
研
究
序
説
』
四
〇
四
〜
四
〇
八
頁
。

（
１３８
）

V
alignano,

A
diciones

del
Sum

ario
de

Japon,
pp.

626

�

636.A
lvarez

T
aladriz

編
註
（
井
手
訳
）、
前
掲
、『
キ
リ
シ
タ

ン
』
一
六
輯
、
二
四
一
〜
二
五
一
頁
。
井
手
『
キ
リ
シ
タ
ン
思
想

史
研
究
序
説
』
五
一
四
〜
五
二
四
頁
。

（
１３９
）

V
alignano,

A
diciones

del
Sum

ario
de

Japon
,

p
.

706,
707.

ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
著
家
入
敏
光
訳
編
『
日
本
の
カ
テ
キ
ズ

モ
』
二
八
六
〜
二
八
八
頁
。

（
１４０
）

Jap.Sin.2,f.64v.,65v.

井
手
訳
、
前
掲
、『
キ
リ
シ
タ
ン
研

究
』
二
二
輯
、
二
九
七
〜
二
九
九
頁
。
井
手
『
キ
リ
シ
タ
ン
思
想

史
研
究
序
説
』
四
二
五
〜
四
二
七
頁
。

（
１４１
）

Jap.Sin.2,f.66,66v.

井
手
訳
、
前
掲
、『
キ
リ
シ
タ
ン
研

究
』
二
二
輯
、
三
〇
〇
・
三
〇
一
頁
。
井
手
『
キ
リ
シ
タ
ン
思
想

史
研
究
序
説
』
四
二
八
・
四
二
九
頁
。

（
１４２
）

V
alignano,

A
diciones

del
Sum

ario
de

Japon
,

pp.
727,

728.

ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
著
家
入
敏
光
訳
編
、
前
掲
書
、
三
一
三

頁
。

（
１４３
）
原
語
はletras.

（Jap.Sin.12

�II,f.316.D
ocum

enta
Indica,

X
V

II,p.270

）
キ
リ
シ
タ
ン
関
係
史
料
で
こ
の
語
は
、
日
本
語

の
文
章
・
書
簡
等
を
記
述
す
る
教
養
と
し
て
の
文
字
の
意
味
で
用

い
る
こ
と
が
多
い
が
、
マ
カ
オ
・
コ
レ
ジ
オ
で
の
学
習
を
問
題
に

し
て
い
る
本
書
簡
の
此
処
で
こ
の
語
を
記
す
場
合
、
同
様
の
意
味

に
解
し
て
よ
い
か
。
あ
る
い
は
、latín

（
ラ
テ
ン
語
）
の
誤
記
で

は
な
い
か
。

（
１４４
）
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
が
本
書
簡
を
記
述
し
た
当
時
、
日
本
人
イ
ル

マ
ン
は
七
〇
人
い
た
と
い
う
。

一
五
九
三
年
一
月
一
日
作
成
、
日
本
管
区
パ
ー
ド
レ
・
イ
ル
マ

ン
の
名
簿
（
い
わ
ゆ
る
「
第
一
名
簿
」）
に
拠
る
と
、
当
時
日
本
人

イ
ル
マ
ン
は
六
七
人
、
日
本
人
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
と
の
混
血
が
一

人
、
こ
れ
を
加
え
て
六
八
人
で
あ
っ
た
。

Schütte,M
onum

enta
H

istorica
Japoniae,I,pp.306

�325.

（
１４５
）

doctrina
de

preguntas.

ヴ
ィ
ッ
キ
神
父
の
註
記
に
よ
る
と
、

M
arcos

Jorge,D
outrina

C
hristaã,B

raga,1566.
Jap.

Sin.
12

�II,
f.

316.
D

ocum
enta

Indica,
X

V
II,

p.
271.

n.
57.

亀
井
孝
・
Ｈ
・
チ
ー
ス
リ
ク
・
小
島
幸
枝
『
日
本
イ
エ
ズ
ス
会

版
キ
リ
シ
タ
ン
要
理
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
三
年
。
豊
島
正
之
編

『
キ
リ
シ
タ
ン
と
出
版
』
八
木
書
店
、
二
〇
一
三
年
、
九
頁
。

（
１４６
）
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
が
本
書
簡
を
記
述
し
た
当
時
、
極
め
て
優
れ

た
ラ
テ
ン
語
ク
ラ
ス
在
学
者
・
神
学
課
程
在
学
者
・
倫
理
神
学
課

程
在
学
者
の
イ
ル
マ
ン
が
三
〇
人
以
上
い
た
と
い
う
。
史
料
１
の

名
簿
に
拠
っ
て
、
こ
の
書
簡
の
記
述
を
検
証
す
る
。
先
に
記
し
た

通
り
、
本
名
簿
は
日
本
管
区
所
属
の
全
イ
エ
ズ
ス
会
士
一
五
四
人

を
八
位
階
に
分
類
し
、
各
人
に
つ
い
て
略
歴
を
記
し
て
い
る
も
の

で
あ
る
。（
僅
か
で
あ
る
が
マ
カ
オ
滞
在
中
の
者
も
お
り
、
一
五
四

人
全
員
が
一
五
九
三
年
一
月
一
日
当
時
日
本
に
い
た
わ
け
で
は
な

い
）。当

時
の
日
本
人
イ
ル
マ
ン
の
学
歴
に
つ
い
て
知
る
の
は
、
史
料

１
の
⑤
の
中
の
日
本
人
三
五
人
（
内
混
血
一
人
）
に
つ
い
て
の
略

歴
記
事
が
、
参
考
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
三
五
人
各
人
の
学
習

程
度
の
記
載
を
見
る
と
、
ラ
テ
ン
語
一
級
（
古
典
学
）
修
了
者
九

人
、
ラ
テ
ン
語
一
級
在
学
者
一
四
人
、
ラ
テ
ン
語
二
級
（
ラ
テ
ン

史

学

第
八
二
巻

第
四
号

一
三
八
（
五
八
二
）



語
文
法
）
修
了
者
一
人
、
ラ
テ
ン
語
二
級
在
学
者
八
人
、
ラ
テ
ン

カ

ソ

ス

テ
オ
ロ
ジ
ア

語
二
級
学
習
中
断
者
三
人
と
あ
る
の
み
で
、
良
心
問
題
や
神
学
を

学
習
し
た
、
あ
る
い
は
学
習
中
と
の
記
載
は
な
い
。

つ
ま
り
⑤
は
、
神
学
・
良
心
問
題
・
ラ
テ
ン
語
を
学
ぶ
修
学
生

イ
ル
マ
ン
の
名
簿
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
三
つ
の
学
問
す
べ
て
を
履

修
済
み
、
あ
る
い
は
履
修
中
で
あ
る
こ
と
を
意
味
せ
ず
、
そ
の
内

の
二
つ
ま
た
は
一
つ
の
学
問
を
履
修
済
み
、
あ
る
い
は
履
修
中
だ

と
い
う
こ
と
も
あ
り
得
る
。
日
本
人
三
五
人
（
内
混
血
一
人
）
は
、

あ
く
ま
で
ラ
テ
ン
語
を
修
得
し
た
、
あ
る
い
は
学
習
中
と
い
う
意

味
で
こ
の
グ
ル
ー
プ
に
編
入
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
先

の
良
心
問
題
・
神
学
の
学
問
に
ま
で
進
学
し
て
い
た
と
い
う
意
味

で
は
な
い
。
こ
の
点
に
関
連
し
て
、D

ocum
enta

Indica,X
V

II

に
本
書
簡
（
一
五
九
五
年
一
一
月
二
三
日
付
け
ゴ
ア
発
ヴ
ァ
リ
ニ

ャ
ー
ノ
の
総
長
宛
）
を
載
せ
る
編
者
ヴ
ィ
ッ
キ
神
父
は
、
書
簡
の

「
極
め
て
優
れ
た
ラ
テ
ン
語
ク
ラ
ス
在
学
者
・
神
学
課
程
在
学
者
・

倫
理
神
学
課
程
在
学
者
の
イ
ル
マ
ン
が
、
現
在
三
〇
人
以
上
い

る
」
と
の
記
事
に
付
し
た
註
記
で
本
名
簿
（
史
料
１
）
の
⑤
を
引

き
、
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
の
記
述
を
裏
付
け
よ
う
と
し
て
い
る
が

（
補
註
１
）、
こ
の
史
料
の
読
み
方
に
疑
義
あ
り
は
し
な
い
か
。

⑤
の
、
日
本
人
三
五
人
を
除
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
イ
ル
マ
ン
一
三

人
（
先
に
記
し
た
６５
、
コ
レ
ア
か
ら
７７
、
カ
ル
ヴ
ァ
リ
ョ
ま
で
の

一
三
人
。
た
だ
し
一
人
は
シ
ナ
滞
在
中
故
、
史
料
１
作
成
時
は
一

二
人
）
に
つ
い
て
は
、
日
本
人
修
学
生
と
は
違
い
、
ラ
テ
ン
語
・

カ

ソ

ス

ア

ル

テ

ス

テ
オ
ロ
ジ
ア

良
心
問
題
・
教
養
科
目
（
す
な
わ
ち
哲
学
）・
神
学
（
こ
の
順
に

学
習
し
た
）
の
学
習
に
関
す
る
記
載
が
見
え
る
。
日
本
人
三
五
人

（
内
混
血
一
人
）
の
学
習
記
録
と
し
て
は
、
ラ
テ
ン
語
以
外
に
は

レ
ト
ラ
ス
・
デ
・
ハ
ポ
ン

日
本
語
文
字
に
つ
い
て
の
記
述
が
見
え
る
の
み
で
あ
る
。
そ
の
理

解
の
有
無
、
有
の
場
合
は
そ
の
程
度
、
現
在
そ
れ
を
学
習
中
か
否

か
等
。

史
料
１
の
名
簿
の
⑥
の
日
本
人
修
学
生
二
八
人
に
つ
い
て
は
、

そ
の
グ
ル
ー
プ
が
ラ
テ
ン
語
を
学
習
せ
ず
、
日
本
語
文
字
の
み
を

学
ん
だ
者
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
言
う
ま
で
も
な
く
良
心
問
題
等
の

学
習
記
録
は
な
く
、
日
本
語
文
字
に
関
す
る
理
解
の
程
度
を
記
す

に
過
ぎ
な
い
（
補
註
２
）。

つ
ま
り
史
料
１
の
名
簿
作
成
時
、
天
草
コ
レ
ジ
オ
で
日
本
人
修

学
生
が
学
ん
だ
の
は
、
ラ
テ
ン
語
以
外
は
日
本
語
文
字
の
み
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
そ
の
教
師
が
ハ
ビ
ア
ン
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
同
名

レ
ト
ラ
ス
・
デ
・
ハ
ポ
ン

簿
の
⑤
に
属
す
る
彼
に
つ
い
て
、「
日
本
語
文
字
を
大
変
良
く
知
り
、

現
在
コ
レ
ジ
オ
で
そ
れ
〔
日
本
語
文
字
〕
を
学
ぶ
日
本
人
イ
ル
マ

マ
エ
ス
ト
ロ

ン
た
ち
に
と
っ
て
の
、
そ
れ
の
教
師
で
あ
る
。（
補
註
３
）」
と
記

述
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

以
上
縷
々
記
述
し
て
き
た
の
は
、
本
書
簡
を
記
述
し
た
当
時
、

極
め
て
優
れ
た
ラ
テ
ン
語
ク
ラ
ス
在
学
者
・
神
学
課
程
在
学
者
・

倫
理
神
学
課
程
在
学
者
の
日
本
人
イ
ル
マ
ン
が
三
〇
人
以
上
い
る

と
い
う
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
の
言
葉
の
信
憑
性
を
突
き
止
め
る
の
が

目
的
で
あ
っ
た
が
、
実
は
彼
ら
は
ラ
テ
ン
語
を
習
得
し
、
そ
れ
以

外
に
学
習
し
た
、
あ
る
い
は
学
習
し
つ
つ
あ
る
の
は
日
本
語
文
字

だ
け
で
あ
っ
た
。

（
補
註
１
）

D
ocum

enta
Indica,X

V
II,p.271,n.60.

（
補
註
２
）
史
料
１
は
、
註（
７
）。

（
補
註
３
）

Schütte,
M

onum
enta

H
istorica

Japoniae
I,

p
.

318.

キ
リ
シ
タ
ン
時
代
イ
エ
ズ
ス
会
コ
レ
ジ
オ
（
山
口
・
平
戸
・
生
月
・
千
々
石
・
有
家
・
加
津
佐
・
天
草
）
に
つ
い
て
（
下
）

一
三
九
（
五
八
三
）



（
１４７
）
註（
１２９
）に
記
し
た
通
り
、
カ
ブ
ラ
ル
は
一
五
七
〇
年
六
月
一
八

ス
ペ
リ
オ
ル

日
来
日
、
一
五
七
〇
〜
八
一
年
日
本
布
教
長
、
八
一
〜
八
三
年
豊

後
地
区
上
長
、
一
五
八
三
年
二
月
一
九
日
日
本
を
発
ち
マ
カ
オ
に

渡
っ
た
。
こ
の
間
の
在
日
イ
エ
ズ
ス
会
士
の
人
数
を
見
て
み
る
。

一
五
七
一
年
一
一
月
一
六
日
ゴ
ア
で
作
成
さ
れ
た
名
簿
、
お
よ

び
一
五
七
五
年
に
（
恐
ら
く
ゴ
ア
で
）
作
成
さ
れ
た
名
簿
に
拠
る

と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
日
本
に
パ
ー
ド
レ
九
人
、
イ
ル
マ
ン
四
人

い
た
（
補
註
１
）。
一
五
七
六
年
一
一
月
一
〇
日
ゴ
ア
で
作
成
さ
れ

た
名
簿
に
拠
る
と
、
そ
の
当
時
日
本
に
パ
ー
ド
レ
一
八
人
、
イ
ル

マ
ン
一
四
人
（
内
日
本
人
イ
ル
マ
ン
一
人
）
い
た
（
補
註
２
）。
一

五
七
八
年
一
〇
月
一
六
日
現
在
日
本
に
パ
ー
ド
レ
二
一
人
、
イ
ル

マ
ン
三
〇
人
い
た
（
補
註
３
）。
つ
ま
り
カ
ブ
ラ
ル
日
本
布
教
長
時

代
の
後
半
に
、
イ
エ
ズ
ス
会
士
の
人
数
が
急
増
し
た
わ
け
で
あ
る
。

そ
れ
を
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
は
、
急
増
す
る
以
前
の
、
少
数
で
あ
っ

た
当
時
の
人
数
を
比
較
の
対
象
に
挙
げ
て
、
そ
の
増
加
を
殊
更
に

印
象
付
け
る
得
意
の
レ
ト
リ
ッ
ク
を
弄
し
て
い
る
。

（
補
註
１
）

Schütte,
M

onum
enta

H
istorica

Japoniae,
I,

p.
82,83,96.

（
補
註
２
）

Ibid.,p.106.

（
補
註
３
）
五
野
井
隆
史
『
日
本
キ
リ
シ
タ
ン
史
の
研
究
』
三
二

七
頁
。

（
１４８
）
一
五
九
三
年
一
月
一
日
作
成
名
簿
（
史
料
１
）
に
拠
る
と
、
そ

の
当
時
の
在
日
イ
エ
ズ
ス
会
士
（
パ
ー
ド
レ
と
イ
ル
マ
ン
、
外
国

人
と
日
本
人
）
は
一
五
四
人
で
あ
っ
た
。

（
１４９
）

Schütte,M
onum

enta
H

istorica
Japoniae,I,p.1143.

（
１５０
）
カ
ブ
ラ
ル
の
日
本
布
教
長
時
代
、
否
そ
れ
以
前
か
ら
す
で
に
、

日
本
イ
エ
ズ
ス
会
は
マ
カ
オ
と
の
間
で
貿
易
を
行
っ
て
膨
大
な
資

産
を
蓄
積
し
、
広
大
な
農
耕
地
を
海
外
に
取
得
し
た
。
本
書
簡
の

こ
の
件
で
看
過
で
き
な
い
の
は
、
カ
ブ
ラ
ル
は
日
本
教
会
の
規
模

が
小
さ
か
っ
た
の
に
貿
易
を
大
規
模
に
行
っ
た
。
彼
の
日
本
退
去

後
教
会
の
規
模
が
拡
大
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
貿
易
を
マ
カ
オ

と
の
合
意
の
年
間
生
糸
五
〇
ピ
コ
に
抑
え
た
、
と
の
後
半
部
分
で

あ
る
。
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
が
イ
エ
ズ
ス
会
の
貿
易
参
入
に
つ
い
て

マ
カ
オ
市
と
協
定
を
結
ん
だ
の
は
事
実
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
イ
エ

ズ
ス
会
の
商
業
の
極
く
一
部
分
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
現
実
が
如
何

な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
を
こ
の
短
い
註
記
に
纏
め
る
こ
と
は
出
来

な
い
、
拙
著
・
拙
稿
を
参
照
し
て
い
た
だ
く
外
な
い
。

（
１５１
）
カ
ブ
ラ
ル
が
イ
ン
デ
ィ
ア
管
区
長
で
あ
っ
た
時
に
、
マ
カ
オ
・

コ
レ
ジ
オ
創
建
の
是
非
に
つ
い
て
の
協
議
会
が
ゴ
ア
で
開
催
さ
れ
、

そ
こ
に
お
い
て
そ
れ
に
反
対
す
る
結
論
が
出
さ
れ
た
。
そ
の
協
議

会
記
録
が
伝
存
し
て
お
り
、
拙
著
で
紹
介
し
た
。

拙
著
『
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
の
文
化
と
諸
相
』
一
六
五
〜
一
七
八
頁
。

（
１５２
）
以
上
一
五
九
五
年
一
一
月
二
三
日
付
け
ゴ
ア
発
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー

ノ
の
総
長
宛
書
簡
は
、Jap.Sin.12

�II,ff.315

�318v.D
ocu-

m
enta

Indica,
X

V
II,

pp.
260

�288.
J.

L
.

A
lvarez

�Taladriz,
“D

e
la

C
ontroversia

C
abral

�Valignano”,

『
大
阪
外
国
語
大
学

学
報
』34,1975,pp.111

�130.

（
１５３
）
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
の
批
判
に
対
抗
し
て
、
こ
ち
ら
も
負
け
じ
と

カ
ブ
ラ
ル
が
ど
ぎ
つ
い
表
現
で
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
の
布
教
方
針
を

批
判
し
た
書
簡
は
数
多
い
が
、
そ
の
代
表
例
と
し
て
一
五
九
六
年

一
二
月
一
〇
日
付
け
ゴ
ア
発
、
カ
ブ
ラ
ル
の
総
長
補
佐
ジ
ョ
ア

ン
・
ア
ル
ヴ
ァ
レ
ス
宛
書
簡
な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

史

学

第
八
二
巻

第
四
号

一
四
〇
（
五
八
四
）



D
ocum

enta
Indica,X

V
III,pp.605

�626.

拙
訳
『
イ
エ
ズ
ス
会

と
日
本
』
一
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
年
、
一
六
八
〜
一
九
三
頁
。

（
１５４
）
傍
線
箇
所
の
辺
り
の
原
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。…

nise
pre-

tende
por

esto
que

no
se

van
haciendo

sacerdotes
sino

que
no

sea
por

este
m

odo
sino

por
otro

que
apruevan

to-
dos

los
padres

de
Jappon

…

邦
訳
に
難
渋
す
る
文
章
で
、
疑

義
を
残
す
。

（
１５５
）

Jap.Sin.12
�II,ff.345v.,346.

（
１５６
）
巡
察
師
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
は
、
日
本
人
イ
ル
マ
ン
を
マ
カ
オ
・

コ
レ
ジ
オ
で
三
年
間
学
習
さ
せ
、
そ
の
上
で
司
祭
に
叙
階
す
る
展

望
を
描
い
て
い
る
が
、
自
分
は
そ
れ
に
反
対
で
あ
る
こ
と
を
イ
エ

ズ
ス
会
総
長
に
訴
え
た
一
五
九
六
年
一
月
三
〇
日
付
け
長
崎
発
フ

ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
パ
シ
オ
の
書
簡
は
、
す
で
に
拙
著
で
紹
介
し
た
。

Jap.Sin.12

�II,ff.351

�353v.

拙
著
『
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
の
文
化

と
諸
相
』
一
八
五
〜
一
九
八
頁
。

（
１５７
）
傍
線
箇
所
の
原
文
はsegun

sufre
la

tierra
y

sus
ocasio-

nes.

と
読
め
る
が
、
文
意
に
つ
い
て
は
疑
義
を
残
す
。

（
１５８
）

Jap.Sin.12

�II,f.364,364v.

（
１５９
）
拙
著
『
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
の
文
化
と
諸
相
』
四
五
二
・
四
五
五

頁
。

（
１６０
）

Schütte,
M

om
um

enta
H

istorica
Japoniae,

I,
pp.

317

�

319.

（
１６１
）

M
artin

H
ara,

O
ratio

habita
a

Fara
D

.
M

artino
Iaponio,

G
oa,1588.

幸
田
成
友
『
和
蘭
雑
話
』
第
一
書
房
、
一
九
三
四
年
、

一
五
二
〜
一
七
五
頁
。
岩
井
大
慧
編
著
『
天
正
年
間
遣
欧
使
節
見

聞
対
話
録
』
東
洋
文
庫
、
一
九
四
二
年
、
六
七
五
・
六
七
六
頁
。

（
１６２
）

reglas.

一
五
九
二
年
日
本
の
諸
レ
ジ
デ
ン
シ
ア
の
院
長
の
規

則
が
作
ら
れ
た
が
（
補
註
）、
そ
れ
を
指
す
と
は
考
え
に
く
い
。
規

則reglas

の
語
は
後
に
再
度
見
え
る
が
、
不
詳
で
あ
る
。

（
補
註
）

Jap.Sin.2,ff.90

�96v.

（
１６３
）
原
文
はno

es
padre

letrado.

史
料
１
の
名
簿
に
よ
る
と
、

ク
ル
ソ

カ

ソ

ス

デ
ィ
オ
ゴ
・
デ
・
メ
ス
キ
タ
は
同
名
簿
作
成
時
に
、哲
学
と
良
心
問
題

を
学
習
し
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
、
盛
式
四
誓
願
司
祭
は
更
に
神

学
を
も
学
習
し
た
。Schütte,M

om
um

enta
H

istorica
Japoniae,

I,pp.306

�310.

（
１６４
）

padre
alto.

史
料
１
の
名
簿
に
よ
る
と
、
デ
ィ
オ
ゴ
・
デ
・
メ

ス
キ
タ
は
「
今
年
」
単
式
終
生
誓
願
司
祭coadjutor

form
ado

y
espiritual

に
な
っ
た
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
同
名
簿
の
日
付
け

か
ら
、
一
五
九
二
年
の
こ
と
か
。
上
か
ら
二
番
目
の
位
階
で
あ
る
。

Schütte,M
om

um
enta

H
istorica

Japoniae,I,p.310.

（
１６５
）
院
長
メ
ス
キ
タ
を
助
け
た
修
練
院
の
教
師
と
は
、
チ
ェ
ル
ソ
・

コ
ン
フ
ァ
ロ
ニ
エ
リ
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
史
料
１
の
名
簿
に
は
、

エ
ス
ト
ゥ
デ
ィ
オ
ス

レ
ト
リ
カ

彼
に
つ
い
て
「
学

習
を
終
了
し
た
。
過
去
に
修
辞
学
と
ギ
リ
シ

ア
語
の
教
師
を
務
め
た
。
日
本
語
が
非
常
に
よ
く
分
か
り
、
そ
れ

ノ

ビ

シ

オ

ス

マ
エ
ス
ト
ロ

〔
日
本
語
〕
で
説
教
す
る
。
現
在
修
練
者
た
ち
の
教
師
で
あ
る
。

プ
ロ
フ
ェ
ソ
・
デ
・
ク
ワ
ト
ロ
・
ボ
ト
ス

〔
一
五
〕
九
一
年
盛
式
四
誓
願
司
祭
に
な
っ
た
。」
と
記
さ
れ
て
い

る
。
ク
リ
タ
ナ
は
本
書
簡
で
コ
ン
フ
ァ
ロ
ニ
エ
リ
に
つ
い
て
、
修

練
者
の
教
師
、
メ
ス
キ
タ
よ
り
位
階
が
上
、
学
識
あ
り
、
日
本
語

が
よ
く
出
来
る
と
記
す
が
、
す
べ
て
事
実
で
あ
る
。

Schütte,M
om

um
enta

H
istorica

Japoniae,I,p.308.

（
１６６
）

Jap.Sin.12

�II,f.366.

（
１６７
）

Jap.Sin.13

�I,f.5.

キ
リ
シ
タ
ン
時
代
イ
エ
ズ
ス
会
コ
レ
ジ
オ
（
山
口
・
平
戸
・
生
月
・
千
々
石
・
有
家
・
加
津
佐
・
天
草
）
に
つ
い
て
（
下
）

一
四
一
（
五
八
五
）



（
１６８
）

Schütte,M
om

um
enta

H
istorica

Japoniae,I,p.327.

（
１６９
）

collegiales
o

convictores.colegial

は
コ
レ
ジ
オ
修
学
生
の

意
味
で
史
料
に
頻
出
す
る
が
、
コ
レ
ジ
オ
のconvictor

と
し
て
記

述
さ
れ
る
例
は
稀
で
あ
る
。convictor

は
辞
書
に
拠
る
と
「
セ
ミ

ナ
リ
オ
ま
た
は
コ
レ
ジ
オ
の
居
住
者
で
、
そ
の
共
同
体
の
メ
ン
バ

ー
で
な
い
者
。」
と
語
義
説
明
さ
れ
て
い
る
。
未
だ
イ
エ
ズ
ス
会
士

で
は
な
い
が
、
コ
レ
ジ
オ
で
学
習
し
、
同
時
に
其
処
で
居
住
す
る

者
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
但
し
こ
こ
で
は
記
述
さ
れ
て
い
る

人
数
か
ら
、
同
宿
・
従
僕
等
を
含
む
コ
レ
ジ
オ
・
修
練
院
居
住
者

全
員
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

M
artín

A
lonso,

E
nciclopedia

del
Idiom

a,
I,

M
adrid,

1958,
p.1211.

（
１７０
）
第
二
代
府
内
司
教
ペ
ド
ロ
・
マ
ル
テ
ィ
ン
ス
は
、
一
五
九
六
年

八
月
一
三
ま
た
は
一
四
日
来
日
着
座
し
た
。

Schütte,M
om

um
enta

H
istorica

Japoniae,I,
p.

1230.

拙
著

『
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
対
外
関
係
の
研
究
』
五
一
〇
頁
。

（
１７１
）

pagens.paje

と
は
司
教
に
従
属
し
、
あ
る
い
は
陪
食
す
る
教

会
聖
職
者
ま
た
は
従
者
を
意
味
す
る
と
い
う
。

M
artín

A
lonso,E

nciclopedia
delIdiom

a,III,p.3098.

（
１７２
）

Jap.Sin.13

�I,f.7,7v.

（
１７３
）
小
論
（
上
）。

（
１７４
）

Jap.Sin.12

�II,f.364.

（
１７５
）

Schütte,M
om

um
enta

H
istorica

Japoniae,I,p.330.

（
１７６
）

Ibid.,pp.317

�319,

（
１７７
）
本
年
報
はJap.Sin.52,ff.180

�229.

（
ス
ペ
イ
ン
文
）、Jap.

Sin.46,ff.274

�297v.

（
ポ
ル
ト
ガ
ル
文
）
の
二
本
、
イ
エ
ズ
ス

会
文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
前
者
の
ス
ペ
イ
ン
文
文
書
に
は
、

作
成
者
フ
ロ
イ
ス
の
署
名
が
あ
り
、
原
本
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ポ
ル
ト
ガ
ル
文
文
書
に
は
署
名
は
な
い
。
本
文
で
引
用
し
た
箇
所

は
、Jap.Sin.52,f.187v.

お
よ
びJap.Sin.46,ff.283v.,284.

で
あ
る
。
両
文
書
は
同
文
で
は
な
い
。
し
か
し
本
文
で
引
用
し
た

箇
所
に
関
し
て
は
、
同
文
で
は
な
い
が
、
記
述
さ
れ
て
い
る
事
柄

自
体
は
同
じ
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
ス
ペ
イ
ン
文
文
書
に
よ
り
訳
出

引
用
し
た
。
松
田
毅
一
監
訳
『
十
六
・
七
世
紀
イ
エ
ズ
ス
会
日
本

報
告
集
』
Ｉ
、
２
、
一
五
二
・
一
五
三
頁
。

な
お
本
年
報
の
、
本
文
で
引
用
し
た
箇
所
は
、
尾
原
悟
「
キ
リ

シ
タ
ン
版
に
つ
い
て
―
―
イ
エ
ズ
ス
会
日
本
年
報
を
中
心
に

（
二
）」『
上
智
史
学
』
二
九
、
六
八
〜
七
六
頁
に
引
用
さ
れ
、
論
述

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
今
村
義
孝
「
天
草
の
コ
レ
ジ
ヨ
（
学
林
）」
三

七
頁
に
、
イ
タ
リ
ア
語
訳
刊
本
に
拠
り
、
本
年
報
の
一
部
を
引
用
。

鶴
田
倉
蔵
「
コ
レ
ジ
ヨ
と
ノ
ビ
シ
ア
ド
」
鶴
田
文
史
編
輯
『
天
草

学
林
論
考
と
資
料
集
』
第
二
輯
、
天
草
文
化
出
版
社
、
一
九
九
五

年
、
五
二
・
五
三
頁
に
本
年
報
の
一
部
を
引
用
。

（
１７８
）

Jap.Sin.52,f.187v.

（
１７９
）
傍
線
箇
所
の
原
文
は
次
の
通
り
で
る
。se

les
rrezum

io
un

com
pendio

o
Ssum

ario
de

las
cosas

de
nuestra

Sancta
Fee.

（
１８０
）

Jap.Sin.52,f.187v.
（
１８１
）
尾
原
悟
「
キ
リ
シ
タ
ン
版
に
つ
い
て
―
―
イ
エ
ズ
ス
会
日
本
年

報
を
中
心
に
（
二
）
―
―
」
七
五
頁
。

（
１８２
）
尾
原
悟
「
都
に
大
学
を
！
」
六
・
七
頁
。
上
智
大
学
キ
リ
シ
タ

ン
文
庫
監
修
・
編
集
、
前
掲
書
、
第
三
巻
、
七
〇
頁
。

史

学

第
八
二
巻

第
四
号

一
四
二
（
五
八
六
）



（
１８３
）

poetas

と
読
め
る
。
疑
義
も
残
る
が
、
一
応
そ
の
よ
う
に
読
ん

で
お
く
。

（
１８４
）

Jap.Sin.13

�I,f.50.
（
１８５
）

pretidelvescovo.

教
区
司
祭
の
こ
と
。

（
１８６
）
一
五
九
五
年
一
〇
月
三
一
日
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
は
イ
ン
デ
ィ
ア

に
お
け
る
巡
察
師
を
辞
し
、
極
東E

xtrem
o

O
riente

（
日
本
・

シ
ナ
）
に
お
け
る
巡
察
師
に
留
ま
っ
た
。
パ
シ
オ
が
こ
の
書
簡
を

認
め
た
時
は
未
だ
こ
の
こ
と
を
知
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
ヴ
ァ
リ
ニ

ャ
ー
ノ
が
広
く
マ
カ
オ
・
日
本
を
含
む
イ
ン
デ
ィ
ア
の
巡
察
師
職

に
あ
る
今
は
よ
い
が
、
将
来
イ
ン
デ
ィ
ア
と
日
本
・
マ
カ
オ
と
が

別
の
巡
察
師
に
よ
っ
て
統
轄
さ
れ
る
時
が
来
る
と
、
マ
カ
オ
・
コ

レ
ジ
オ
の
運
営
が
難
し
く
な
り
は
し
な
い
か
、
と
危
惧
し
て
い
る

の
で
あ
ろ
う
。

Schütte
,

Introductio
ad

H
istoriam

Societatis
Jesu

in
Ja-

ponia
1549

�1650,pp.57,106,173,1026.

（
１８７
）

Jap.Sin.13

�I,f.61,61v.

（
１８８
）
マ
カ
オ
・
コ
レ
ジ
オ
創
設
に
対
す
る
反
対
論
は
、
拙
著
『
キ
リ

シ
タ
ン
時
代
の
文
化
と
諸
相
』
一
六
五
〜
一
八
四
頁
。
同
『
イ
エ

ズ
ス
会
と
日
本
』
一
、
一
八
一
〜
一
八
四
頁
。

（
１８９
）
拙
著
『
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
の
文
化
と
諸
相
』
一
八
五
〜
二
〇
四

頁
。

（
１９０
）

Jap.Sin.2,f.10.

（
１９１
）

Jap.Sin.2,f.50,50v.

同
協
議
会
答
申
に
対
す
る
巡
察
師
ヴ

ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
の
裁
決
（
一
五
八
二
年
一
月
六
日
）
はJap.Sin.

2,ff.72,224v.

井
手
勝
美
『
キ
リ
シ
タ
ン
思
想
史
研
究
序
説
』
三

九
六
・
四
三
八
・
四
三
九
頁
。

（
１９２
）

V
alignano,

A
diciones

del
Sum

ario
de

Japon,
p.

633.

井

手
『
キ
リ
シ
タ
ン
思
想
史
研
究
序
説
』
五
二
一
・
五
二
二
頁
。

（
１９３
）

V
alignano,

A
diciones

del
Sum

ario
de

Japon,
p.

704.

ヴ

ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
著
家
入
敏
光
訳
編
『
日
本
の
カ
テ
キ
ズ
モ
』
二
八

四
頁
。

（
１９４
）
拙
著
『
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
の
文
化
と
諸
相
』
二
〇
九
〜
二
一
一

頁
。

（
１９５
）
拙
著
、
同
右
、
一
八
五
〜
二
〇
五
頁
。

（
１９６
）
月
日
の
記
載
な
し
。
た
だ
し
、
文
中
「〔
巡
察
師
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ

ー
ノ
は
〕
そ
こ
〔
マ
カ
オ
・
コ
レ
ジ
オ
〕
に
私
が
、〔
院
長
と
し

て
〕
滞
在
す
る
よ
う
命
じ
た
。」（Jap.Sin.13

�I,f.116v.

）
と
見

え
、
同
コ
レ
ジ
オ
院
長
と
し
て
こ
の
書
簡
を
記
述
し
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
サ
ン
デ
は
同
院
長
を
一
五
九
七
年
九
月
ま
で
勤
め

て
い
た
の
で
、
書
簡
が
認
め
ら
れ
た
の
は
九
月
以
前
と
判
断
し
て

よ
い
で
あ
ろ
う
。

Schütte,M
om

um
enta

H
istorica

Japoniae,I,
p.

1291.

拙
著

『
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
の
文
化
と
諸
相
』
三
二
八
・
三
四
四
頁
。

（
１９７
）
ジ
ョ
ア
ン
・
ア
ル
ヴ
ァ
レ
ス
は
、
一
五
九
四
年
一
月
一
八
日
第

ア
シ
ス
テ
ン
テ

五
回
総
会
議
で
ポ
ル
ト
ガ
ル
関
係
総
長
補
佐
に
任
命
さ
れ
た
。
前

任
者
は
マ
ヌ
エ
ル
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
で
あ
る
。

Schütte,M
om

um
enta

H
istorica

Japoniae,I,p.133.

（
１９８
）
第
一
の
カ
ザ
はcasa

da
M

adre
de

D
eus

で
あ
る
。

Jap.Sin.13

�I,f.116.
（
１９９
）
マ
カ
オ
の
カ
ザcasa

da
M

adre
de

D
eus

お
よ
び
コ
レ
ジ
オ

を
指
す
。

（
２００
）

Jap.Sin.13

�I,f.116,116v.

キ
リ
シ
タ
ン
時
代
イ
エ
ズ
ス
会
コ
レ
ジ
オ
（
山
口
・
平
戸
・
生
月
・
千
々
石
・
有
家
・
加
津
佐
・
天
草
）
に
つ
い
て
（
下
）

一
四
三
（
五
八
七
）



（
２０１
）
註（
１５９
）。

（
２０２
）

p. e
V

.P.

と
読
め
る
。

（
２０３
）

Jap.Sin.13

�I,f.119v.
（
２０４
）

purga

と
記
し
て
あ
る
がpurgatorio

（
煉
獄
、
苦
し
み
）
の

こ
と
か
。

（
２０５
）
傍
線
箇
所
の
原
文
はque

teniam
os

aqui
quatro

o
cinco

passos
de

espinguarda
de

N
angassaqi.

で
あ
る
。espin-

guarda

の
意
味
が
不
可
解
で
あ
る
が
、
こ
の
語
義
が
明
確
に
な
ら

な
い
と
文
意
に
疑
義
が
残
る
。
や
む
を
得
ず
表
記
の
如
き
訳
文
に

し
た
。

（
２０６
）

Jap.Sin.13

�I,f.124.

（
２０７
）

Jap.Sin.52,f.252
;Jap.Sin.53,f.157,157v.

（
２０８
）
拙
著
『
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
の
文
化
と
諸
相
』
八
五
〜
八
七
頁
。

史

学

第
八
二
巻

第
四
号

一
四
四
（
五
八
八
）


